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「仙台城跡本丸 1次調査 第 3分冊 出土遺物編」 正誤表

誤 正

P16 第44図 1区 9。 10T西壁断面図 Ⅱ期石垣基部掘 り方 Ⅲ期石垣基部掘 り方

P30 第76図観察表 8 産地 肥前 中国

P30 第76図観察表 9 写真 93優コー4 巻頭カラー

P31 第77図観察表 13 備考
古染付 脚付 蝶文と葉
脈 虫くい I・ Ⅱd層、
S-54・ 194・ 2441こ「詞―一

古染付 脚付 蝶文と葉
脈 虫くい I・ Ⅱd層 、
S-54・ 2441こ F詞

―一

P32 第78図観察表 1 備考

人物山水文 高台内に
「化」宇  I・ Ⅱa・ Ⅱ

b・ Ic・ Ⅱe・ Ⅱf・ Ⅱg・

I主・Ⅲb・ Ⅳb層、S-41・

42・ 51 ・ 54・ 158・ 161 ・
194・ 241 ・244、  35T II d

層、36T Ⅱ層、39T、 石垣
盛土①層、7B区盛土②

層、5Att I層 、8B区Ⅲ層

人物山水文 高台内に
「化」宇  I ・ Ⅱa・ Ⅱ
b・ Ⅱc・ ⅡeC Ⅱf・ Ⅱg・

Ⅱi・ Ⅲb・ Ⅳb層 、S-41・

42・ 51 ・ 54・ 158・ 161 ・

241・ 244、 35T Ⅱ d層 、36T
Ⅱ層、39T、 石垣盛土①
層、7B区盛土②層、5A区
I層、8B区Ⅲ層に同一

P32 第78図観察表 11 備考

山水文 口縁蓮弁文 高
台に少量の砂  IC Ⅱb

層、S-54、 194、 244、 35T
Ⅱe～g層に同一

山水文 日縁蓮弁文 高
台に少量の砂  I・ Ⅱb

層、許54、 244、 35T Ⅱ e～
宜層に同一

P32 第78図観察表 12 備考

内面如意頭・窓内に草花
文 日縁草花文 外面縦
の区画割に草花文  I・
Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱc層、S-16・

54・ 194、 36T Ⅱ a層、石垣
盛土①に同一

内面如意頭・窓内に草花
文 日縁草花文 外面縦
の区画割に草花文  I・
Ⅱao Ⅱb・ Ⅱc層、 S-16・

54、 36T H a層、石垣盛土
①に同一

P33 第79図観察表 12 産地 中国 (津州窯) 中国

P34 第80図観察表 3 産地 肥前 中国

P36 第82図観察表 2 備考
古染付 獣面脚付 虫く
い  1・ Ⅱb・ Ⅱd・ Ⅱe

層、S-19生・244に同一

古染付 獣面脚付 虫く
い  I・ Ⅱb・ Ⅱd・ Ⅱe

痺]、  S-54・ 2441こ「司―一

P36 第82図観察表 5 備考

外面折枝椿文  I・ Ⅱa・

Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd・ Ⅱe・ Ⅱ
f・ Ⅱg・ Ⅲb層 、S-42・

158・ 194・ 220・ 241 ・

244、  12T Ⅱ d層、 20T、 35T
Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層、Cト レ
ンチA-1裏盛土に同-365

外面折枝椿文  I・ Ⅱa・

Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd・ Ⅱe・ Ⅱ
f・ Ⅱgo Ⅲb層 、S-42・

54・ 158・ 220。 241 ・

244、 12T Ⅱ d層、20T、 35T

Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層、Cト レ
ンチA-1裏盛土に同-365

P36 第82図観察表 8 備考

青花 日縁内外面に二重
圏線  I層 と接合、Ⅱb・

Ⅱc・ Ⅱd層、 38T、  S―

194・ 244、  5・ 6彊正垣翠」L(D

青花 口縁内外面に二重
圏線  I層 と接合、Ⅱb・

Ⅱc・ Ⅱd層、 38T、  S一畳4・
244、  5・ 6区癖こ■C)1こ F]一

P37 第83図観察表 2 備考

B根入都 I層、8TⅢ層、
I・ Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱ

d・ Ⅱe・ Ⅱgo Ⅱho Ⅲa。

Ⅲb層・S-35・ 42・ 54
1・ 2・ 6・ 6b層・1941

層・245、 1lT I層 、12T]
d層 、5区Cト レンチB石垣
裏込、6Att I層 、石垣裏

込、盛土①に同一

B根入部 I層、8TⅢ層、
I・ Ⅱao Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱ

do Ⅱe・ Ⅱg・ Ⅱh・ ⅡIa・

Ⅲb層 。S-35・ 42・ 54

1・ 2・ 6・ 6b層・245、 HT
I層 、 12T H d層 、 5区Cト

レンチB石垣裏込、6Att I

層、石垣裏込、盛土①に
同一



誤 正

P37 第83図観察表 3 備考

B根入 部 I層 、8TⅢ層 、

I・ Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱco Ⅱ
d・ Ⅱe・ Ⅱg・ Ⅱh・ ⅡIa・

Ⅲb層・S-35・ 42・ 54

1・ 2・ 6・ 6b層・1941
層・245、 1lT I層 、12T Ⅱ
d層 、5区Cト レンチB石垣

裏込、6Att I層 、石垣裏
込、盛土⑪に同一

B根入 部 I層 、 8TⅢ 層 、

I・ Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱ

d・ Ⅱe・ Ⅱgo Ⅱh・ Ⅲa・

Ⅲb層・S-35・ 42・ 54

1・ 2・ 6・ 6b層・ 245、 Hl
I層、12T Ⅱ d層、5区Cト

レンチB石垣裏込、6Att I

層、石垣裏込、盛土①に
同一

P37 第83図観察表 10 備考

折縁皿 魚文貼花 15末
～16初 日縁部 :S-54 4a

層とⅡd沿 うが接合、底
都 :Ⅱ d層

折縁皿 魚文貼花 堕
日縁部 :S-54 4a層 とⅡd

沿 うが接合、底部 :Ⅱ d層

P38 第84図観察表 5 備考

貢入 見込に日跡 図化
片記名なし、 I・ Ⅱa・ Ⅱ
c・ Ⅱd・ Ⅱe・ コf・ Ⅱg・

Ⅲa層 。S-54 2・ 6層、S―

42・ 158・ 194・ 244・

245、 35T Ⅱ d層 、38T Ⅱ b層
に同一

貢入 見込に日跡 図化
片記名なし、 I・ Ⅱa・ Ⅱ
c・ Ⅱd・ Ⅱe・ Ⅱfo Ⅱg。

Ⅲa層 。S二54 2・ 6層、S―

42・ 194・ 244・ 245、  35T
Ⅱd層、38T Ⅱ b層に同一

P40 第86図観察表 5 産地 肥前 中国

P40 第86図観察表 12 備考

人物山水文 碁笥底 日

縁部 IS-244と I層 が瀬津
港、底都 :Ⅱ b層、Ⅱb・

Ⅱd・ Ⅱe・ Ⅱg層 、 S-41・
54・ 194、 7区盛土②層に

同一

人物山水文 碁笥底 日

縁都 :S-244と I層が瀬津
港、底部 :Ⅱ b層、Ⅱb・

Ⅱd・ Ⅱe・ Ⅱg層、S-41・

54、 7区盛土②層に同一

P44 第90図観察表 6 出土位置 区 9-6 9

P45 第91図観察表 91図 1 産地・種別 古染付 青花

P48 第94図観察表 94図 4 産地・種別 東南アジア系 備前

P48 第94図観察表 ※93図-1の次に追加

P48 第94図観察表 ※98図-1と 10の間に追加
「No.」 93図―牛la  「産地 。種別」波佐見 青磁皿   「出上位置」9T Ⅱ g層
「登録番号」J-192
「No.」 93図-4-2a  「産地・種別」波佐見 青磁皿
「出上位置」10T卜54。 1層 +10T I層 +9T Ⅱ g層   「登録番号」卜 192

P54 第100図観察表 100図 _10 産地 。種別 備前 唐津

P57 第103図陶磁器写真 9 9a 8-4a

P57 第103図陶磁器写真 9 9b 8-4b

P57 第103図観察表 103図 9 血 配103図 9 配103図 -8

P57 第103図観察表 103図 9 登録番号 J-87 丁-86

P59 第105図観察表 105図 5 産地・種別 青磁 (中国) 白磁 (中国)

P60 第106図観察表 106図 _8 産地・種別 岸州窯 呉州赤絵 皿 洋州窯 皿

P63 第109図観察表 109図 _5 産地 。種別 東南アジア系 備前

P63 第109図観察表 109図 -6 産地・種別 東南アジア系 備前

P67 第H3図観察表 113図 3 産地・種別 津州窯 月巴前

P69 第■5図観察表 114図 3 産地 。種別 中世陶器 備 前

P69 第■5図観察表 H5図 6 出土位置 4Dtt I層 2B区 Ⅲa層

P69 第115図観察表 H5図 6 登録番号 I-113 I-228

P70 第■6図観察表 H6図 9 出土位置

P76 第121図観察表 9 出上位置  トレンチ

P77 第122図観察表 18 出上位置 調査区

P77 第122図観察表 18 出上位置 遺構

9優至(6)_3・ 4T

SI

4A

S-318

9区 3・ 4T

CI

5

S-1043



誤 正

P77 第122図観察表 18 出上位置 層位 I 底 面

P84 3.ガ ラス製品 概要 1行 日 ガラス器の破片 (492点 ) ガラス器の破片 (481点 )

P92 第4表ガラス製品集計表 G-462 備考 G-461・ 463接合 G-461 ・462携舞茫半
P98 第128図観察表 12 法量 (mm・ g)重量 170 0 7.43

P95 第130図ガラス製品写真 3 ※天地逆

P95 第130図ガラス製品写真 4 ※天地逆

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-70 F-71

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-71 F-70

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-538 F-553

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-539 F-554

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-540 F-555

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-541 F-556

P99 第6表金箔瓦集計表 F-556 出土位置 遺構 A-8-1-B-8-1086 BA-8-1-B-8-1086

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-542 F-557

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-543 F-558

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-544 F-559

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-545 F-560

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-546 F-561

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-547 F-562

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-548 F-563

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-549 F-564

P99 第5表金箔瓦集計表 登録番号 F-550 F-565

P99 第6表金箔瓦集計表 種別 鬼瓦 飾瓦

P99 第5表金箔瓦集計表  「棟込瓦菊丸 F-263」 は金箔不明のため表より削除

P109 第146図観察表 12 出上位置 層位 Ⅱ d Ⅱb

Pl14 第152図観察表 3 出上位置 遺構 S-282 S-285

Pl14 第153図観察表 1 備考 左桟 角桟 角桟

Pl14 第153図観察表 3 種類 角桟伏間瓦 伏問瓦箱冠
Pl14 第153図観察表 8 備考 左桟 丸桟 丸桟

Pl16 第155図観察表 番号 13 12

Pl16 第155図観察表 番号 14 13

Pl19 第158図観察表 7 出上位置 遺構 b-5-0351-b-6-041 b-5-035-1-b-6-041

P120 第160図観察表 13 出上位置 層位 盛± 1 盛土卜2

P122 第164図観察表 4 種類 谷丸瓦 谷平瓦

P122 第164図観察表 5 種類 谷丸瓦 谷平瓦

P123 第165図観察表 2 備考 左桟 ※削除

P123 第165図観察表 3 備考 左桟 ※削除

P123 第165図観察表 4 備考 左桟 ※削除
P124 第166図観察表 2 種類 谷丸瓦 谷平瓦

P124 第166図観察表 7 写真 192図-4 193優�-4

P124 第166図観察表 8 写真 192慶]-3 198厖�-3

P124 第166図観察表 9 写真 192優]-5 198優コー5

P124 第166図観察表 10 写真

P124 第166図観察表 H 写真

P124 第166図観察表 12 写真

P124 第166図観察表 13 写真

P124 第166図観察表 14 写真

192彊コー6

192厖コー7

192優コー8

192B� -9

192図 10

93彊コー6

98図 -7

198図 8

198図-9

198図 10



誤 正

P126 第168図観察表 4 出上位置 遺構 S-346 S-346-b

P126 第168図観察表 4 出上位置 層位 b底面 底 面

P127 第169図観察表 2 出土位置 層位 1・ 2

P127 第169図観察表 3 出上位置 層位 6a 5a

P128 第171図観察表 4 備考 右桟 左桟

P128 第171図観察表 8 備考 左桟 ※削除

P129 第172図観察表 8 種類 丸桟伏間瓦 丸桟冠伏聞瓦

P130 第173図観察表 8 種類 谷丸瓦 谷平瓦

P132 第174図観察表 2 種類 谷丸瓦 谷平瓦

P132 第174図観察表 8 出上位置 層位 Ⅲ a-1 盛±2

P132 第174図観察表 8 重量 (430)

P133 第178図観察表 2 出上位置 トレンチ 」-15G T-15G

P133 第178図観察表 4 出上位置  トレンチ P-15G

P134 第179図観察表 3 種類 平 瓦 水返 し

P134 第179図観察表 4 備考 左桟 ※削除

P135 第181図観察表 1 備考 右桟 左桟

P187 第183図観察表 2 備考 左 桟 ※削除

P137 第183図観察表 3 備考 左桟 ※削除

P137 第183図観察表 12 備考 左桟 ※削除

P140 第186図観察表 5 出土地点 層位 盛土①
P140 第186図観察表 12 出土地点 トレンチ 9 10

P140 第186図観察表 12 出土地J点 遺構 S-54

P140 第186図観察表 12 出土地点 層位 Ⅱ e 2

P140 第186図観察表 12 備考 6条 5条

P140 第186図観察表 13 出土地点 トレンチ 10 9

P140 第186図観察表 13 出土地点 遺構 S-54

P140 第186図観察表 13 出土地点 層位 2 Ⅱ e

P140 第186図観察表 13 備考 5条 6条

P158 第204図観察表 2 出上位置 層位 Ⅱ d Ⅱ b

P158 第204図観察表 4 出上位置 層位 Ⅱ d Ⅱ b

P158 第205図観察表 5 備考 珪質頁岩 珪化凝灰岩

P159 第206図観察表 3 法量 (Hlm・ g)長 (82.0) 181.0

P159 第206図観察表 3 法量 (mm・ g)幅 181.0 (82.0)

P160 第207図観察表 5 法量 (mm・ g)長 (61,0) (91,0)

P160 第207図観察表 5 法量 (mm・ g)重量 (35.6) (60)

P160 第207図観察表 6 備考 珪質頁岩 珪化凝灰岩

P168 第10表 26 石材No.(上面) BA-19-2 AB-19-2

P169 第H表 表題 板状敷金集計表 鉄矢集計表

P169 第12表 表題 鉄矢集計表 ノミ集計表

P169 第13表 表題 ノミ集計表 板状敷金集計表

P169 第213図 題
石材 B14-2004上面銭貨

出土状況

石材 Bl午2094上面銭貨
出土状況

P170 第14表 No.465 法量 (mm・ g)直径

P170 第14表 No.504 法量 (mm・ g)直径

P170 第14表  法量 (mm o g)重 さ

P177 第244表 5 法量 (mm・ g)C
P177 第244表 5 法量(mm・ g)c

-15,2

-22.7

※「―」のついたものは「

230.0

270.0

(15.2)

.22.7

()」 付 となる

隅工=正三



誤 正

P177 第244表 8 石材番号
1区D根入部 B-23-1003任
近

1区D根入部 B-25rloo4付
近

P189 第256表 2 法量 (Ilm・ g)D 130.0 113.0

P190 第257表 9 備考 法量はサビ落とし後のも
の

P190 第257表 10 備考 線刻
線刻 法量はサ ビ落 とし
後の平ゝの

P191 第258表 1 備考 法量はサ ビ落 とし後のも
の

P191 第258表 2 備考 法量はサビ落とし後のも
の

P191 第258表 3 備考 法量はサビ落とし後のも
の

P197 第264表 7 法量(alm O g)A 70.0

197 第264表 7 法量(41m・ D a 70.0
197 第264表 7 法量 (■lmう g)C (6.0)

197 第264表 7 法量 (allll・ g)c (6.0)

P225 第297図観察表 7 出上位置 層位 5b 4b
P228 第,00図観察表 6 法量 (mmJ 厚 0.7 7.0
P229 第301図観察表 7 法量(mmJ 幅 33,0卜V4810 24.0-52.0
P229 第301図観察表 7 法量(Hlm)厚 6.0～7.0 2.0-6.0
P230 第302図観察表 4 法量 (mmJ 長 67,0 48,0
P230 第302図観察表 4 法量(alm)幅 47.0 54.0
P230 第302図観察表 9 法量 (mmJ 長 257.0 (267.0)
P230 第302図観察表 10 法量60 長 100,3 1003.0
P230 第302図観察表 10 法量(Hlm)幅 ll.5 l15,0-130。 0

P230 第302図観察表 10 法量(mmJ 厚 ll.5 l15.0-130,0
P232 第304図観察表 6 法量(Hlnn)長 133.0 (133.0)
P232 第304図観察表 14 法量(mmJ 長 (271.0) (282.0)
P234 第306図観察表 2 法量(mmJ 長 (107.0) (l18.0)

P236 第308図観察表 8 法量(mmJ 厚 (0.8) (8,0)

P237 第309図観察表 10 法量(alnt)長 83.0 94,0
P239 第311図観察表 4 法量 (mmJ 長 (306.0) 31840
P240 第312図観察表 7 法量(mmJ 長 (97.0) 97.0

P241 第313図観察表 15 法量 (mmJ 幅 30v 30.0
P243 第316図観察表 3 法量 (mmJ 長 (103.0) 102.0
P244 第317図観察表 5 法量 (Hlm)長 (132.0) (143.0)
P244 第317図観察表 6 法量 (mmJ 長 (70.0) (80.0)
P244 第317図観察表 11 法量(mmJ 長 (148.0) 162.0
P245 第318図観察表 7 法量 (mmJ 幅 (103.0) (137.0)
P282 第455図観察表 12 登録番号 K-189 K-169
P282 第455図観察表 12 種別 朱書石材+刻印 朱書石材
P282 第455図観察表 12 出上位置 D-7-1009背 面 B-24-1033
P282 第455図観察表 12 法量 (alm・ g)長 221 217

P282 第455図観察表 12 法量 (mm・ g)幅 232 184

P282 第455図観察表 12 法量(mm・ g)厚 207 59

P282 第455図観察表 12 法量 (alm・ g)重量 l1200 3200

P282 第455図観察表 12 内容 十  か = か

巻頭カラーP5 「軒丸瓦三引両文」は下馬平場石垣付近採集品



第162図 -2の漆塗 り範囲が誤っていましたので訂正 します
(内 区の文様周辺に漆が残存)

強 か ノ

(下図は縮尺1/5)
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例    言

本書は、仙台市青葉区川内に所在する仙台城跡の本丸跡第 1次発掘調査報告書第 3分冊、出土遺物編として刊

行するもので、すでに公表された速報やパンフレット類に優先するものである。

1.本書は、仙台市建設局が平成 9年から 16年にかけて実施した石垣修復事業と並行して仙台市教育委員会が実施

した発掘調査事業のうち、出土した遺物の実測 。写真図版編である。

2.仙台城本丸跡の資料整理は、平成 9年 10月 から発掘調査と並行しながら実施しており、平成 19年度まで継続

の予定である。平成 15年度に石垣図版編を刊行し、平成 16年度に遺物編、平成 17年度に遺構編、平成 19年

度に本文・分析編を編集し刊行する予定である。

3.本書に掲載した遺物写真撮影及び実測図 トレースの一部は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課の業務受託

者 株式会社アー トプロフィール及び株式会社セビアスが行った。

4.本書の、遺物図の校正・編集・執筆は金森安孝と渡部紀が、遺物図版レイアウトと写真撮影の一部は渡部が行ない、

以上の作業を三上剛と菅野元が補佐した。

5。 出土遺物の産地・時期比定にあたり、各位からご指導を賜った。お名前については本文編に掲載する。

6.発掘調査資料は、すべて仙台市教育委員会が保管している。

例

1.本報告で使用した土色は『新版標準土色帖』 C/Jヽ 山・竹原 :1976)に 準拠している。

2.本文 。図中で使用した方位の北は、日本測地系第X系における座標北を示している。

3.発掘調査は、修復工事前に数度行われていたが、平成 9年 7月 から試掘調査を開始 した石垣基部の 1区から、

石垣上部の 2区から8区で実施したが、工事期間中に付帯する各種工事に伴う立会い調査または試掘調査を実

施している。

4.検出した遺構には、S01か ら通し番号を付している。

5.遺物略号は以下のとおり、各々種別毎に番号を付した。

A:縄文土器  D:土 師質土器  E:須恵器  F:瓦  G:ガ ラス  I:陶器・瓦質土器

J:磁器  K:石器・石製品  L:木製品  N:金 属製品  P:土製品  R:布・縄

6.遺物観察表の中の法量で ( )内数値は、陶磁器・土器については図上復元値を、その他は残存値を示している。

7.遺物の付着物等については、以下のスクリーントーンで示した。

囲
金箔 |||1黒 漆 匠正三コ赤漆 ‖

脚 駒
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調査の概要

1.調査の経緯 (概略 )

仙台城本丸跡 1次調査は 、仙台市建設局が担当する青葉山公園仙台城石垣修復工事と並行 しながら実施した、

仙台市教育委員会による発掘調査と石垣石材調査、各種測量調査、レーダ探査などがある。

石垣解体工事に先行して、平成 9年 7月 から石垣基部の工事作業等関連工事で掘削される部分について事前の

発掘調査を行った。10月 からは本丸平場の掘削範囲の発掘調査を開始した。同時に石垣全面の清掃作業を行い、

石垣解体前に石垣測量図化及び石材調査を行い、修復石垣勾配の検討や破損石材数を把握している。

平成 10年 3月から開始された石垣解体作業と並行して、石垣背面の盛土と裏込め部分の掘削範囲の立会調査と

石材調査を行いながら遺物収集と文化財に係る情報を記録化し、必要に応じて発掘調査を実施した。特に石垣断面

図については、本丸石垣の南北方向 。東西方向の断面構造の解明を目的に、各石垣断面を石垣天端から基部まで連

続して図化するため、 トレンチを設定して解体工区を分け、上下に連続する実測図を合成図化している。本書は、

発掘調査で出土した遺物についての報告書「第 3分冊 出土遺物編」であり、検出遺構については本報告書「第 2

分冊 遺構編」、石垣実測図については本報告書「第 4分冊 石垣図版編」を参照されたい。

解体した石垣石材については、石材仮置場で第 2次石材調査を行い 、全石材の法量や加工、刻印等の情報と破

損状況について記録化した上で、破損石材を新補石材に交換する場合の評価基準を整理した上で判定し、専門家の

指導・立会いの下で確認している。本書と、建設局刊行の「工事報告書」 (註)には、それぞれの観点で作成した「石

材調書」とを掲載している。

レーダ探査は、発掘調査前の遺構・石垣探査、ボーリング坑を利用したレーダ探査、石垣解体中の地中石垣探査、

旧石垣背面の地中探査などを行っている。本報告書「第 1分冊 本文・分析編」を参照されたい。

(註)石垣修復工事については、建設局で刊行した「青葉山公園仙台城石垣修復工事 (仙台城跡本丸北壁石垣)工事報告書」
(平成 18年 3月刊行)を参照されたい。

2.発掘調査区の設定 と調査経過

発掘調査区の設定は、石垣解体工事の工事内容及び工程による工区割りを主としている。

石垣基部の調査区を 1区、伊達政宗騎馬像移設関係の調査区を 2区、東脇櫓台石垣上部の調査区を 3区、東脇

櫓周辺、本丸平場の調査区を 4区、東脇櫓台東部からB面石垣上部の調査区を 5区、東脇櫓台東部から石垣 B面

上部の調査区を 6区、石垣 D面からE面上部の調査区を 7区、第一展望台付近から工事作業用通路にかけての調

査区を 8区、本丸跡全域で行われた各種付帯工事関係の調査区を 9区、三の丸・酒造屋敷跡に設置された排水枡

設置工事関係の調査区を 10区、石垣解体工事の現場事務所及び石材仮置場として中嶋池跡周辺の関連工事関係の

調査区を 11区としている。

調査の順序としては、石垣解体工事に先行 して石垣基部の根石部分の調査を行い、根石の状況、整地 。盛土層

の深さを確認している。次いで、石垣基部北東部の作業ヤー ド及び通路部分で掘削を伴う造成工事と石材等の吊

り降ろしのためのタワークレーン設置箇所、市道青葉城線の安全確保のためのロックシェッド等石垣基部の 1区

の調査を優先して着手した。その後、本丸平場の伊達政宗騎馬像が石垣解体の掘削工事範囲に位置していたため、

20mほ ど南側で移設先の 2区を調査した。次いで、石垣解体工事で掘削を受ける範囲について、西側から 4・ 5。 6・

7区の各調査区で発掘調査を行った。調査終了後に石垣解体工事に着手し、工事に並行して解体石垣の平面測量図

化調査、特に裏込層の幅と盛土層の関係、階段状石列の設置状況等の記録化を行いながら、石材背面の断面構造に

ついても各石垣面で トレンチ調査を継続した。

石垣解体工事と並行して、各種関連工事が行われ、本丸跡の 9区、三の丸跡の 10区、中嶋池跡周辺の 11区では、

工事工程に合わせて、随時立会調査や、試掘調査を行い、遺構を確認した場合には発掘調査に切り替えて、工法変

更による遺構の保護や記録化を行っている。



第 1表 発掘調査区一覧

FR査 区 位  個 工事内容 面積 (m2) 開始年月日 終了年月日 備 考

1区 本丸石垣北東基部 石垣根石・付帯工事関係 1997717 20001122 石垣基部根入部分追加調査

2区 本丸平場中央部 テ達政宗騎馬像移設地 1997825 1998217 筆座部分等拡張

3区 本丸平場北西部 東脇櫓台上部・ 石垣基部 1997106 1998917 冊査後石垣解体並行調査

4区 本丸平場北西部 東脇櫓台石垣周辺 9971014 1998105 調査後石垣背面掘削並行調査

5区 本丸平場北西部 東脇櫓台東部・石垣 B面上部 19971015 19981023 調査後石垣背面掘削並行調査

6区 本丸平場北部 石垣 C面東側～ D面上部 530 19971120 1998128 調査後石垣背面掘削並行調査

7区 本丸平場北東部 石垣 D面～ E面上部 と997121 1998114 調査後石垣背面掘削並行調査

8区 本丸平場中央～東部 第一展望台付近 。工事作業用通路 1998728 1999514 調査後石垣背面掘削並行調査

9区 本丸跡全域 各種付帯工事関係 998525 200135 工程に合わせて随時実施

10区 三の丸・酒造屋敷跡 排水枡設置工事 1998525 1998527

H区 中嶋池跡周辺 現場事務所・石材仮置場関係 199871 1999115 第 2石材仮置場として盛土造成
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第 1図 仙台城本丸跡 北壁石垣 (Ⅲ 期石垣)と調査区位置図 1/1000
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3.主な検出遺構

仙台城本丸跡の発掘調査で検出した主な遺構について略述する。

(1)石垣

① I期石垣

【慶長年間 (17世紀初頭)築造開始、元和 2年 [1616]地震で崩壊 仙台城築城期】

現存石垣の背面及び基部から、50～ 100cm程度の大きさの自然石を主とする石材を用い、石材の最大長を正

面 (石面)に横置きにして「横目地」の通りを意識した野面積みの石垣を発見した。この特徴を有する石垣は、本

丸北東部から中央部にかけて、詰門付近及び北西石垣角基部、本丸平場 7区の 4地点で検出した。

1)本丸北東部から中央部 (現存石垣 DoE面内側)

○規模・位置

全長 22m、 高さ 8段・4.5m以上、石材数 85石の旧石垣を検出した。この石垣は本丸の旧地形に沿って築かれ

ており、現存石垣 E面の東外側に延び、1区 9Tで 旧石垣の基部根石と掘り方を確認したが石垣石材は全て撤去さ

れている。石垣はさらに西に 10mほ ど延びて北に 10mほ ど屈曲し、現存石垣の中央部にあたるCD入角部東側では、

B面石垣裏込層の内側で検出した 3石・3段積みの石垣に連続しているものとみられる。現存石垣 B面の北外側の

1区 39Tで は、旧石垣の根切りとみられる掘り込みが延びていくが、根石や円礫は全て撤去されている。

○石垣構造・石材

石垣の構築にあたり、地山を約 45度の勾配で 2段または 3段に段切りして小段 (ステップ)を設けてその山側

に排水溝を切り、岩盤を背に盛土で石垣勾配を調整している。この石垣の勾配は48度前後ときわめて緩く、「段石垣」

とみられる。裏込めには円礫を用い、裏込層の幅は 1.5～ 2.5mである。石垣石材の控えは短く不揃いで、石材の

表面は整形されず、極端な凸部を取り除く程度でごく一部の石材に加工痕が残る。矢穴は石垣東より上端部の石材

2石にのみ認められ、残存する石垣東端部の石材に限って控え長が長く据えられていることから、Ⅱ期石垣構築に

伴って崩れ残った I期石垣の端部が「据え直し」された際に用いられた石材の矢穴とみられる。その他の石材に矢

穴は認められず、粗割石か自然石が用いられている。石面や間詰石には円形とハシゴ状を呈する刻印をもつ石材を

3石確認している。石材の間隔・ 目地は詰まっておらず、間詰石には割石や円礫が使用されている。

○基部構造・推定規模

石垣基部の根切りは、岩盤を掘り窪めて大ぶりの円礫や割石を充填しており、石垣の出角部は岩盤上に配される。

石垣背面の裏込層は、旧石垣が残存する上端面から数 m以上も高 く、本丸平場近 くの石垣天端近 くの高さまで残

されており、石垣が地中に埋設された後も地下水浸透層としての機能を担っていたものと考えられる。この石垣は

第 3図 DE面内側の 1期石垣 第 4図  I期石垣背面の小段



第 5図 A面内側の I期石垣 第 6図 A面内側 I期石垣の背面構造

第 7図 CD角背面の I期石垣 第 8図 AB角 基部の I期石垣

さらに盛土に埋まっている部分があり、L字形に屈曲して全長で 50m、 高さ 6m以上の規模となる可能性がある。

�)本丸詰門付近 (現存石垣 A面内側)

○規模・構造

2段積みで高さ約 lm、 全長 4.3mで、現存石垣 A面内側で検出し、西側に延びていく。石材数は 6石で、全て

の石面が未加工の自然石である。石材の上端部には、石材を積み重ねる時に安定化のために接触面を広げた「ハツ

リJ加工が認められる。勾配は 70～ 80度と切 り立っており、高さのない石垣とみられる。間詰石には割石を用

いて隙間なく平坦な石垣面を形成し、裏込め幅は 1.2m、 裏込めの円礫は大きく人頭大ほどである。石垣基部はロー

ム層の地山の上に浅い掘 り込み地業を行い、円礫を敷いた上に石垣を積んでいる。石垣は、前面に幅 lmほ どの犬

走り状の平場を有し、土手状の斜面をなす切岸の上に位置している。

�)本丸北西部 (現存石垣 A・ B角部基部)

○規模 。構造

1区 42Tでは、自然石を用いた石材 2石が東側に平坦な「石面」を向けて並んでおり、その北側には石材を

抜き取った痕跡が 3石分ほど続き、これらの石材の背面の位置では裏込石とみられる玉石層の存在が確認された。

これらの遺構は、他の I期石垣と同様の特徴を有するため、石垣が解体されて基部の 2石が残置されている可能

性がある。また、現存石垣 A面基部の根石は、自然石で加工されておらず、この石材 2石 と同じ方向で 15mほ ど

南に延びて並んでおり、現存石垣構築の際に並べられたこれらの根石の下層には、現存石垣に先行する遺構や I期

石垣の延長部分が存在する可能性がある (1区 29。 32・ 33・ 34T)。

�)本丸東部 (現存石垣 F面背面)

○規模 。構造

7区では、3石 3段積み、高さ約 1.2mで、現存石垣 F面背面で検出した。石材数は 3石で、石面が未加工の自



第 9図 F面背面の I期石垣 第 10図  F面背面の I期石垣と中世山城の通路跡

然石で扁平な石材を積み上げている。最上部の石材の上面は平坦である。石垣の東側は石材が 3段隙間なく詰まれ、

南側も外面となるように割石の間詰石が詰められて平坦な石垣面を形成しており、2面を有していることから端部

の石積みと考えられる。勾配は 50度前後で、下部がⅡ期石垣構築段階の掘削により削平されているため、石垣は

検出できていない。裏込め幅は 03mほ どであるが、天端の石材の背面には裏込石は設置されていない。この石垣

は、1区で検出し、南側へ延びる根切り部分から立ち上がる石垣の天端部分にあたる石垣と考えられ、この段階の

本丸石垣の北東部となる可能性がある。

②Ⅱ期石垣

【元和 2年 [1616]以 降構築、正保 3年 [1646]地震後補修・寛文 8年 [1668]地震で崩壊】

○規模 。構造

現存石垣 E面基部及び F面の背面で、残存規模が全長 23m以上、高さ 8m以上で推定約 10m、 勾配約 60度、

石材数 212石以上となる旧石垣を検出した。石材は自然石や粗割石を用い、大きく太い石材を控えの方向に長手

を配して積んでおり、石積みの目地が通らない舌し層積みの石垣である。地山を石垣勾配とほぼ同じ角度で切 り下げ

ており、裏込層は現存石垣 F面で 1～ 1.5m、 G面で lmと幅に差があり、石材の使用法にも落し積みや用いられ

る石材の大きさなどに差違があることから、石垣の高さによる工法の違いや積み手の違いではなく、構築時期の差

によって生じた違いである可能性を検討している。石材の上下間には小石を挟んで調整しており、Ⅲ期石垣の木端

石の使用の先駆をなす技法とみられる。石尻への介石や裏込層への石材の設置は確認していない。石面にはノミ加

工による整形加工を約半数の石材に用いており、割石の間詰石も含めて石垣が「面」として平滑となることを意識

して積まれている。矢穴は少ないが大きく、解体した 160石の石材調査でも刻印は確認していない。

○縄張

現存石垣北西部の AB石垣基部と中央部の BC石垣基部の根石には、Ⅱ期石垣に特有である、石面全面にノミ加

工を施した方形の石材が使用されており、B面の根石の一部でもⅡ期石垣石材の特徴を有す石材が点在しているこ

とから、石垣の基部ライン (縄張)は、現存石垣西半部はほぼ踏襲されたものとみられる。東半部については石垣

の解体工事が根石まで及ばずに終了したために確認できていない。

○盛土・排水施設

この石垣背面の盛土は、黒色粘土層と黄褐色地山層が交互に版築状をなしているのが特徴で、その内部には現存

石垣 B面の背面で排水施設として角礫を充填した幅 3～ 4mの暗渠を検出している。この暗渠は、現存石垣 (Ⅲ期)

構築時にも残置され、Ⅲ期の裏込層に円礫層で連結されて導水機能を再利用していたことを確認している。

○年代観・特徴

Ⅱ期盛土に特徴的な、版築状に埋め込まれた黒色粘土層は透水性が良く、大量の木製品が腐朽せずに包含されて



第 1¶ 図 ゴヒ東角部の 1・ ‖・ III期 石垣 第 12図  H期石垣

第 13図  III期石垣と‖期石垣の裏込め 第 14図  ‖期石垣に伴う排水施設

いたが、「慶長十二年」銘のある荷札木簡を出土し、Ⅱ期石垣構築に伴う盛土は慶長 12年 [1607]以 降であり、

石垣構築年代の決め手となった。また、本丸北東部、現存石垣 E面基郡・F面背面で発見したⅡ期石垣は、寛文 8

年 [1668]7月 の大地震に耐えて崩壊を免れた石垣で、『伊達治家記録』や『老中奉書』などの文献史料によって、

「東築留」としてその位置と規模が特定できる石垣である。

正保 3年地震で一部が被災した後に補修を経て、寛文 8年地震にも耐えて残り、平成 10年に石垣解体工事に伴

う発掘調査で検出したⅡ期石垣は、仙台城を描いた現存する最古の絵図である「奥州仙台城絵図」 (正保 2年制作)

に描かれる石垣で、元和 2年 [1616]の 地震による本丸石垣崩壊後、伊達政宗によって再構築された石垣である

可能性が高く、現存石垣 (Ⅲ期)を背面で支える二重石垣や現存石垣基部の石垣として、また排水施設がⅢ期石垣

の構造体の一部として再利用されている。

③現存石垣 (Ⅲ期石垣)

【寛文 8年 [1668]地震で崩壊、寛文 13年 [1673]以 降構築、その後地震で一部損壊か ?】

○規模・上部遺構

解体工事で確認した現存石垣の規模は、全長 190m、 高さ 2.8m～ 18m(A～ G面 )、 東脇櫓台石垣 (H～ M面 )

0,7～ 2.9m、 面積約 2,400m2、 解体石材数 9,189石、推定石材数約 12,000石以上、反 り勾配の高さのある石垣

では 65～ 70度、低い東脇櫓台石垣では 80～ 85度である。石垣上部の平坦面の発掘調査では、櫓や多聞長屋、

塀跡など、「奥州仙台城絵図」 (正保 2年制作)や「仙台城下絵図」 (寛文 8年制作)な どの絵画史料に描写される

構造物に関わる遺構は、Ⅲ期石垣盛土ラインの石垣側では全く検出していない。ただし、艮櫓推定地北西角の位置

で D面石垣天端に 2面を石面加工された角石 1石が設置されている。また、この数段下の石垣内の裏込層の中に、

南内側に折れ曲がる築石 3石を検出しており、櫓位置を示す石材である可能性がある。EF角部の石材は 2面加工



された角石であるが 、内側への石垣の折れや礎石等は検出していない。

O石垣構造・石材・敷金

石垣基部は、岩盤を根切 りとして掘り窪め円礫を充填してから各種の石材を根石として敷き置いた後、規格性の

ある切石を横目地を通しながら一段ずつ積み上げられた整層積みの石垣である。角石は、築石の 2石分ほどの高

さ (厚さ)の直方体の石材を左右交互に長手を振って算木積みされ、全ての角石には隅角部のラインを際立たせ

るため、「江戸切 り」というノミによる精緻な稜線加工が施されている。小面は 90～ 120cm、 奥行き (控え)長

150～ 200cm、 重量は最大 7,000kgを測る。石垣の面をなす石材 (築石)は、矢穴で多方向に割られており、控

えが長く、石材表面の 1.5倍程度で最大 3倍の長さを有し、石尻 (後ろ側)が細く平面形が略四角錘状を呈している。

小面は 45～ 75cm、 控え 100～ 170cm、 重量 300～ 800kgを測る。石材の周囲には加工の再に発生する屑石 (木

端石)を充填して、石材の角度や隙間を調整している。場所によって石材の尻部や胴部にやや大振りの割石を「飼

石」として宛がっている。角石以外の石材は幅数 cmほ どの合端でのみ接し、胴部や石尻部分で周囲の石材と接触

して干渉し合わないように積まれており、石垣総体として「柔構造」であるとの専門家の指摘を受けている。また、

上下に積まれた角石や角脇石は隙間/1-く 積み上げるために、精緻な面加工が接触面に施されているが、その上下に

は、クサビやカスガイ状の金属製の「敷金」が若千の木端石と共に様々な使用方法で挟み込んであり、反りを有す

る石垣の角度調節や角石の滑動防止の目的で使われていたものとみられる。

○捨石

B面石垣基部は岩盤層で、石垣基部の根切りは岩盤層を掘り込んでいる。D面石垣基部では、石垣の中央が谷部

にあたり、石垣の基部まで地表面から約 5m地中に石垣が埋め込まれているため、石垣を埋め込んだ盛土の上部に

階段状石列と同様に、旧石垣石材や石垣に使用できない石材を 、石垣前面に約 18m、 20石程度一列に並べて配し

ており、石垣の前面への滑動を防ぐ目的であったと考えられる。

○縄張・Ⅲ期での再利用

現存石垣 E面からF面にかけては、Ⅱ期石垣の一部を残し、その上にⅢ期石垣を積み継いでおり、Ⅲ期石垣 F

面をその外側に接続させ、EF入角部を形成している。北西部の AB角 部と中央の BC角部ではⅡ期石材の加工の特

徴を有す角石の上にⅢ期角石が積み上げられている。また、B面石垣の基部にはⅡ期石材に特有の石面加工を残す

石材が根石に使用されており、Ⅱ期石垣のプランを踏襲していた可有静l■が高い。北東部の DE角 部では、Ⅲ期石垣

基部まで解体が及ばず根石を検出していないが、部分的なトレンチ調査で角石の下に設置されている地中部分の石

材には、Ⅲ期段階の粗いノミ加工が石面に施されていることを確認している。

○裏込層

石垣背面では、裏込層の中に石材が設置された個所を随所で検出している。特に隅角部では、角石や角脇石の裏

側に不定形ではあるが多数の割石が多く充填されている。裏込めの中には、随所に不意規則的ではあるが、破断し

たⅢ期石材や未加工の石材が配してあるが、設置した意図については不明である。

裏込めとなる円礫層の状況は、石垣背面の地形や旧石垣の存否、盛土層の厚さなどによって様々である。地山の

岩盤に接する部分では裏込層の幅は狭く、旧地形の谷部にあたり盛土が厚い部分では幅を広くするなど、その幅は

50cm～ 8mと一様でない。また、旧石垣の存否によっても、排水施設が内側にある部分では裏込層の平面形が波

状に屈曲して扇状を呈するなど、その形態が複雑に変化している。

○階段状石列・作業通路

裏込層の内側からは、本丸外側のA面からF面までの石垣にほぼ並行に配置された「階段状石列」を検出している。

階段状石列は、Ⅲ期石垣の構築に合わせ、裏込層と盛上の間にほぼ石垣一段毎に一段ずつ、階段状にずらしながら

埋設した遺構である。F面では、埋設されたⅡ期石垣の上部に継ぎ足しされており、「二重石垣」の構造を呈すⅢ

期石垣の内部構造となっている。主に旧石垣の石材を利用したとみられ、約 3,000石を用いて、全長 135m、 18



第 15図  III期石垣 D面 (解体前・北東から) 第 16図  lII期石垣 AB角部 (解体前・北西から)

第 17図  F・ G面 (東から) 第 18図  DE角基部 ステ石設置状況 (Jしから)

第 19図  E面基部 ‖期石垣を!II期石垣の基部に
利用している状況 (東から)

第 20図 B面基部 根切り。根石設置状況 (東から)



段以上の規模で、40～ 70度の勾配をなす。また、Ⅲ期石垣 B面の裏込層下部の中から、全長 11.6m、 高さ 1.2m

の 3段積みにした石積み遺構を検出している。石積み工程上必要な施設で裏込内に残置されているが、その設置

された目的は不明であるが、この遺構の位置がⅡ期石垣の排水施設の北側 。前面に位置しており、Ⅱ期段階の排水

施設の再利用に関わるⅢ期の施設であった可能性が考えられる。

Ⅲ期石垣の中央で折れをもつ C面石垣の隅角部付近は本来、旧地形の尾根部分が張 り出し、地山である堅固な

岩盤が石垣近 くまで延びており、この「尾根」を境に「工区 (丁場)」 を東西に分けたことが、実測データを 3次

元展開した階段状石列点群図から読み取れる。また、階段状石列は、石垣基部から2/3の高さ (約 12m)ま では

東西で石列が途切れて不連続であり、かつ、石垣背面の断面図から判断して、東西で上下に 3段ずつ、階段状石

列の勾配と裏込層の連続や幅が異なることから、上下 3段にわけた石垣背面の施工工程を組んで行われた状況が

推定できる。

さらに、本丸内側となる南側から北側の石垣に傾斜して、石垣中央部から東側と西側に分岐して緩やかに下って

いく堅く締め固められた「硬化面」を、幅 4m、 1lmほ どの範囲で 2、 3面確認しており、Ⅲ期石積み工事に際し

ての「作業通路」とみられ、この通路を伝って石垣石材や裏込めの円礫、盛土の土砂などの資材を石垣背面から運

び込んだものと推定している。これら階段状石列の設置状況と作業通路の発見から、本丸跡の大規模なⅢ期石垣工

事の工程を復元している。この階段状石列の機能については、旧石垣石材を有効利用して、盛土の土圧を軽減する

ための「土留め」や裏込めへの土砂流入防止、石積み作業の工区分けによる効率化などの目的で設置された重要な

石垣背面の施設と考えている。

昨今、全国各地の城郭で検出されている「裏石垣」や「内面石垣」などと呼称される石垣内部の石積みは、仙台

城で検出した階段状石列と同等の機能を期待した、近世の石垣構築の「標準工法」であった可能性が高いと考えて

いる。

○盛土・排水施設

階段状石列の背面には、幅が 2～ 10mと変化する盛土層が、石垣背面の旧地形や旧石垣の存否などの状況に規

制されながら石垣背面構造と一体をなして分布して、本丸平場を形成している。盛土の特徴は、 I期の黄褐色シル

ト地山ローム土、Ⅱ期の黒褐色粘土質シル トと地山起源の黄褐色シル ト土の互層をなす版築層であることと好対照

に、Ⅲ期は裏込層起源の円礫や瓦を不規則的に包含する褐色土である。また、層厚も I期・ Ⅱ期と比べて厚 く、石

垣や階段状石列 2段分ほどの厚さで設置されており、石積み工程と連動して施工されたことがうかがえる。この

盛土層の上面、石垣天端の一部や東脇櫓台基部の階段状石列の上部では、白色粘土を面をなして検出しており、降

水が石垣の盛土や裏込層へ浸透することを防ぐための不透水層として施工されていた粘土とみられる。

盛土内には、山側から石垣の方向に、幅 2～ 8mと様々な規模で舟底状に掘 り窪めた溝の底部に白色粘上を貼っ

て円礫を充填した排水施設である「面暗渠」を随所に設置しており、盛土内の暗渠遺構とみられ、乾燥した季節で

もこの暗渠を伝わって地下水が浸透してくることを確認している。

また、岩盤層には亜炭層が間層としてサンドイッチ状に挟まれている。この亜炭層からは常に地下水の滲出がみ

られ、単に盛土した場合には層中に「水道」が形成され 、石垣に悪影響を及ぼすことが懸念されることから、何ら

かの通水施設で裏込層まで水を導く必要があつたことが容易に知られる。このため、石垣背面に様々な排水施設を

設置したものと考えられる。

裏込層から石垣の外側への排水施設は確認できていないが、CD入角部の解体が進み、この部分で岩盤が大きく

ひび割れして沈降し、この部分から地下へ通水していた可能性が高いことを確認している。この地割れは地震や何

らかの地盤沈下によって形成されたものとみられ、現在では構築当時の排水系統が機能せず、地下の亜炭層などを

伝わって地下に流れ出しているものとみられる。
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第 21図 E面基部 ステ石設置】犬況 (北から) 第 22図 DE角部 階段状石列より
裏込・ステ石設置状況 (上が北)

第 23図 Gト レンチ中部断面の III期 排水施設 (西から) 第 24図 地山土と盛土の境界の円礫層 (西から)

第 26図 CD角付近の地山 (北西から)

第 27図 階段状石列 西半・上段部分 (東から)

第 25図 地山土と盛上の境界の円礫層と」ヽ段 (北から)



＼
"隊

溝

第 29図 Dト レンチ断面模式図 1/200
(DE角付近の I期石垣 。背面段切りを合成)

第 30図 Eト レンチ断面模式図 1/200
(F面付近の I期石垣を合成)

0                            10m

Cト レンチ

第 31図  トレンチ断面位置図
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第 32図 F面断面の裏込・盛土 第 33図 F面断面の‖期・ III期裏込・盛土

第 34図 Cト レンチ断面 第 35図 Dト レンチ断面

第 36図 Cド レンチ断面下部 第 37図 Gト レンチの ‖期盛土層と地すべ り痕跡

第 38図  I期石垣を覆うH期盛土状況 (北西から) 第 39図  1期石垣を覆う‖期盛土状況 (北から)

つ
０



○石材

石材に記された朱書「寛文」の紀年銘や各種史料から、現存石垣 (Ⅲ期)の修復工事は、寛文 8年 [1668]7

月の地震で石垣が崩壊した後に着手され、幕府からの普請許可が再度下りた寛文 13年 [1673]以降、延宝年間 [1673

～ 1681]までの四代藩主綱村治世期に完了したとみられる。これ以外にも、「御用石」や「石伐」など朱書石材

のほか、各種の文字や日付、数字、符丁とみられる朱書石材が認められている。朱書はⅢ期石材だけで確認してお

り、解体したⅡ期石垣石材からは、刻印や朱書は一切確認できていない。刻字では、「慶安五年八月十五日」[1652]

銘や角石の背面に刻まれた「天下一」などのほか、各種の文字や数字、符丁とみられる刻印石材がある。特に符丁

では、「#」 (井桁)が最も多く、「△」 (三角)、 「□」 (四角)、 「○」 (丸)な どに類する刻印を多数確認している。

墨書では、階段状石列や裏込めに設置された石材に「□□拾□□□□□」や「□つ満 (福力)」 、「南□□ □□□□ 」、

「○」 (丸)な どを確認している。

○評価

Ⅲ期石垣の解体に際しては、I期段階からⅡ期を経てⅢ期に至る石積み技術の変容と、旧の石垣背面施設や石材

を再利用するなど、石垣内部で様々な構造を確認したことから、石垣構築は単に石積み技術だけではなく、石垣背

面の地形や旧石垣の存否、地下水や排水系統など、石垣背面の複雑な課題を克服するために、当時の施工基準に則っ

て合理的な土木工法を吟味して選択して、様々な状況に応じて的確に施工されていたことがうかがえ、石垣構築に

は経験と伝統技術に培われた高い技術水準が発揮されていることを確認した。

第 40図 本丸跡北部平面模式図 (地山と中世遺構) 第 41図 本丸跡北部平面模式図 (盛土層の分布)

地山の落ち込みライン
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(2)1区の遺構

現存石垣基部の 1区で検出した主な遺構について略述する。

石垣北東部にあたる 1区 9T。 10Tな どの調査区では、現存石垣や旧石垣に関わる基部の根石構造、排水施設な

どのほか、掘立柱建物跡、柱穴列、現存石垣構築に関わる石材や円礫の大量な集積などのほか、大量の瓦や陶磁器

などの遺物を埋め込んだ埋立遺構などがある。

北西部の現存石垣 AB角基部 30Tや石垣 A面基部の 29・ 32・ 33・ 34Tで は、旧石垣やその石材をⅢ期石垣に

再利用した根石列を検出した。

9T。 10Tの調査区断面図で堆積状況をみてみると、表土 (I層 )の下層には、円礫を大量に含む茶褐色土 (H層 )

が北に傾斜して分布している。Ⅱ層はその土質や包含物によりⅡa層からⅡj層に細分できる。その下層には調査

区全面に水平な整地層が分布しておりⅢ層とした。Ⅳ層は、地山となる黄褐色の凝灰岩質岩盤 (大年寺層)である。

遺構の検出は、Ⅱd層、Ⅲ a層、Ⅳ層の各上面で行っている。

現地表に顕在する S15石列は、大きさは 40～ 50cmほ どの石材を 9石、北側に石面を向け、東西方向に 4.4m

以上並べられている。「時ノ太鼓」に関わる遺構となる可能性がある。

Ⅲ期石垣基部の S-51「根切 り」は、地表下 lmで東西 2.2m、 南北 1.5mの範囲に 4石の「捨て石」を検出している。

角石の周囲を直径 80～ 100 cmの 自然石もしくは割 り石で押さえ、間隙には人頭大の円礫を詰めている。この遺

構は、大量の陶磁器、瓦、ガラス器、水晶、蒔絵などの遺物を包含する黒褐色の整地層であるⅡd層上面から掘

込んでおり、Ⅱd層から出土する唐津二彩鉢、波佐見青磁皿などの肥前陶磁の年代観 (17世紀前半代)か ら、Ⅲ

期石垣は 17世紀後半以後の構築となる。このⅡd層上面では、石垣に平行に石を並べて工事用の「土留め」とみ

られる S-17石列や焼土面を検出している。S17石列は、現石垣構築後の整地層 (Ⅱ c層)形成と同時に、瓦集積

層であるⅡd層の上に構築された石列で、本丸石垣 E面に平行している。南北方向に 11石、3,9mを検出し、石

材は 30～ 40 clnほ どの大きさであり、Ⅱd層は石垣構築時に一定期間作業を行った「地面」であつたと考えられる。

Ⅱd層には白色粘土ブロックが混入しており、地震で崩壊した建物壁に使用された「漆喰」である可能性がある。

調査区北側に落ち込む S-54整地層からは大量の遺物を出土しており、Ⅱ期石垣崩壊後、残材を整理するために埋

立てた遺物包含層である。

また、Ⅲ期石垣隅角部分では、加工の様子がⅢ期の技法と異なる根石が認められ、Ⅱc・ Ⅱe層に見られる大型

の石材も全て自然石や粗割石である。また、石垣基部から北 5mの地点で、東西 3,3m、 南北 2mの範囲で検出し

た S-16集石は自然石や割 り石が 8石集められており、140cmほ どの長さを有す最大の石材は幅 15cmの大きな

矢穴を有し、小面にハツリ加工痕跡を残している。これらのことや、大量の円礫 (河原石で石垣の裏込め材)の存

在から、切石を用いるⅢ期現存石垣に先行する旧石垣が存在し、崩壊した可能性を推定した。

Πb層からⅡj層までは、傾斜する盛土または整地層で、旧石垣の「崩壊」後、石材や裏込め石、瓦や陶磁器な

どを含む土砂をある程度分別して二次的に「廃棄」、またはⅢ期石垣構築のために「集石」、または「整地・盛土」

を行った時期の堆積層と理解される。

Ⅱf層、Ⅱh層は、瓦を主とし、炭化物を多く含む二次的な堆積層である。円礫を多く含む黄褐色土と交互に版

築状に積まれている。

Ⅲ a層上面では、 I期石垣の基部に設置されたとみられる掘立柱建物跡 2棟と東西方向の柱穴列 1列、及びこ

れらの遺構を切って、コ期石垣の方向と平行な S-42溝や南北方向の柱穴列 3列等を検出しており、Ⅱ期石垣に伴

う遺構群とみられる。これらは、絵図に「寄貫」と記される「柵」または塀となる可能性があり、その他、溝跡 3

条、土坑、焼土などを検出しており、絵図や絵画資料に描かれている石垣基部に設けられた構築物とみられる。

Ⅲ a層より下層には瓦や陶磁器などの遺物をほとんど含んでおらず、Ⅱ層より上層に大量の遺物が混入する状況

と好対比をなしており、 I期石垣構築後の整地層とみられる。
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第 45図 1区 9・ 10T 岩盤・整地層 (III層 )

上面の遺構群 (西から)

第 46図 1区 9・ 10T 岩盤上面の遺構群 (西から)

第 48図 1区 9・ 10T 西壁断面 。Ⅲ期石垣根切り
(東から)

第 47図 1区 9・ 10T 西壁断面・ I期石垣根切り
(南東から)

第 49図 1区 9。 10T 西壁断面 (北東から)

第 50図 1区 9・ 10T 南壁断面 (】しから) 第 51図 ¶区 9・ 10T 遺物出土状況
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Ⅳ層の上面では、岩盤を深く掘込んだ I期石垣の基部据え方である「根切 り」を検出した。この遺構は、現存石

垣の基部の「根切り」と同様に、その内部に円礫を敷き詰め、根石の可能性のある大型の自然石が埋め込まれてい

る。この「根切り」から北東方向に S-18溝が延び、排水溝として機能していたと考えられる。

(3)2区の遺構

本丸平場の伊達政宗騎馬像移設地の 2区で検出した主な遺構について略述する。

地山となるⅣ層 (青棄山層)上面で、S-125土坑、S-31植栽痕、S-133他の柱穴を検出している。出土遺物は

少なく、永楽通費などがある。江戸時代の整地層とみられるⅢd層上面で、S-23土坑、S-60他の柱穴を検出して

いる。出土遺物は少なく、少量の陶磁器や瓦がある。現地表面から約 50cm下の江戸時代の整地層とみられるⅢ a

～ c層上面で、S14廃棄土坑を検出している。南北 6.5m以上、東西 2.5m以上、深さ 1.2mで平面形は楕円形で

底面は平らで壁は直に立ち上がる。堆積土はレンズ状に堆積し、柿葺とみられる屋根材や 18～ 19世紀の陶磁器

や瓦が出土しており、明治初年の仙台城本丸破却に伴う廃棄坑と考えられる。コb層上面では、S7瓦溜を検出し

ている。陶磁器や「明治」の刻印がある瓦やカコウ岩製の礎石の一部などがあり、明治～昭和にかけての遺構とみ

られる。

(4)3区の遺構

東脇櫓台石垣上部の 3区で検出した主な遺構について略述する。

櫓台石垣の構造を確認するとともに、石垣基部から上面を白色粘土層に覆われた階段状石列を検出している。ま

た、現存石垣 A面石垣の内側から、 I期石垣とその北前面で「犬走り」状の平場と北側へ 45度の急勾配で落ち込

む切岸を検出した。この I期石垣を埋め込んだⅡ期盛土の上面には玉石の集積層が南北方向に延び、Ⅱ期段階の遺

第 53図 3区白色粘土層と階段】犬石列 (北西から)

第 52図 2区 S-14全景 (南から)

第 54図 3区 I期石垣と切岸 (北東から)
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構とみられるが不明である。

(5)4区の遺構

東脇櫓周辺、本丸平場の 4区で検出した主な遺構について略述する。

旧石垣を埋め込んだ盛土工事の痕跡や、詰門礎石付近で群260石組み側溝や柱穴、礎石、溝、土坑などを検出した。

S260石組み側溝は石垣基部の築石を側石に利用した底面石敷のつF水溝で、石垣石材の隅角を切り欠いて側溝の石

材と密着させている。詰門の礎石も石垣下部に敷かれており、同時に構築されている。石垣を潜る「暗渠」部分の

上下左右の石材には、排水側溝からの侵入を防ぐために、方形の謄穴が切られ「格子」状の遮蔽施設を設置してい

た可能性が高い。九曜紋軒丸瓦、笹文軒平瓦を出土している。

石垣解体に伴う盛上の調査で、Ⅱ期盛土に地震による円弧滑りによる地滑り痕跡を確認している。長さ 10m以

上にわたって断層ができており、正保 3年または寛文 8年の地震痕跡とみられる。

(6)5区の遺構

東脇櫓台東部からB面石垣上部の 5区で検出した主な遺構について略述する。

Ⅲ期石垣背面の大規模な盛土層の下部から、中世国分氏に構築された千代城に関わるとみられる虎口遺構を検出

した。この遺構は、旧地形の尾根の先端部に位置し、16世紀後半代の瀬戸産灰釉陶器皿を出土している褐色シル

第 55図 4区 HI角基部の柱穴 第 56図 4区 AH角基部の石組側溝・礎石 (北から)

第 57図 5区虎口遺構 (南西から)

第 58図 5区 S-251溝跡 (西から)
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卜旧表土 (Ⅳ層)の下層で検出しており、仙台城築城期の整地層である地山土を起源とする黄褐色ローム土によっ

て水平に埋め込まれている。幅 4,7m、 深さ 50～ 80cmで東西方向に溝状に掘 り窪められた底面に、拳大から人

頭大の円礫を敷き詰めて、幅 2～ 2.4m、 長さ 5.2mほ どの傾斜する石敷きの路面を形成し、通路となるその両側

には幅 09～ lm、 深さ 30～ 65cm、 長さ 4.5～ 5,lmの布掘り状をなす柱列 5基が対をなして設けられている。

通路上部の左右二組の柱穴は梁行 25m、 桁行 0,9mほ どの4本柱の櫓門をなすものとみられ、千代城の上部曲輪 (「本

丸」かは不明)に至る。この門の敷居にあたる部分付近から鞘尻金具を出土している。

この虎口遺構周辺は一時期に埋設された後、骨片を含み焼土面を呈する 10基ほどの土坑状の火葬遺構群が点在

し、一部には畝状断面を呈することから畑耕作が行われた時期を経て、仙台城築城の整地が行われた。

(7)6区の遺構

東脇櫓台東部から石垣 B面上部の 6区で検出した主な遺構について略述する。

調査区の西半部では、千代城期の遺構を連続して検出しているが、南半部では本丸平場の遺構群を検出している。

布掘りの溝状を呈す東西方向の群388塀跡や南北方向の,488塀跡、東西方向に延びる一本柱列 2列や土坑のほか、

平面形がカスガイ状を呈する近代の大溝跡、Ⅲ期石垣工事に関わる作業用通路遺構や残置されて埋め込まれた I期

石垣の裏込層などである。

(3)7区の遺構

石垣 D面からE面上部の 7区で検出した主な遺構について略述する。

調査区のほとんどは、Ⅲ期石垣の掘削線内に入り、明確な近世の遺構を検出していない。7B区とした政宗騎馬

像基礎部分では、地震による地割れ痕跡を確認している。千代城に関わる遺構として、5区虎口遺構の約 50m東

側で、通路遺構を検出した。幅 3.2m、 深さ 30～ 90cmほ どの溝状の窪みで、北側に緩やかに傾斜する。底面に

第 59図 6区全景 (上が北) 第 60図 6区 S‐ 388・ 488塀跡 (東から)

第 61図 7区地震痕跡 (東から) 第 62図 7区通路遺構 (北西から)
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は、4o～ 50cmほ どの間隔で幅 20～ 50cm、 長さ 40～ 80cm、 深さ 15cmほ どの小溝状遺構が等高線上に沿っ

て連続して並び、その堆積土中には拳大の円礫と砂質土が認められ、流水による削平防止のための路盤強化工とみ

られる。竪堀とこの通路遺構の西側 5mの地点で検出した。幅 2.2m、 深さ 0.5～ lm、 長さ 4,4m分を検出した。

I期石垣構築の礫混じりの土砂で硬く埋め戻されており、上部で 37度、下部で 54度ほどの勾配で I期石垣背面

に鉛直方向に延びていく。この東側で検出したテラス状遺構は、幅 4m、 長さ 3m、 深さ 90cmほ どの平場をなす

遺構だが、 I期石垣構築段階に属するものかは不明である。

(9)8区の遺構

本丸中央部の工事作業用通路 (8A区 )と本丸平場の第一展望台付近 (8B区 )、 工事工法変更に伴う工事作業用

通路 (8C区)で検出した主な遺構について略述する。

8A区は、本丸平場の中央東よりで、Ⅲ期石垣工事範囲の南側にあたり近世期に掘削を受けていない箇所である。

地山となるV層 (青葉山ローム層)上面では、S-559焼土遺構や若千のピットを検出した。

旧表土層にあたる褐色シル トⅣ層上面では、南北方向に 6m以上延びる S-514溝跡やピットを検出した。調査

区中央で検出した 9基のピットは、柱間間隔が 102～ 203cmと不揃いではあるが東西または南北方向にほぼ一

直線上に並び、東西 2間 390cm程度、南北 5間 690cm以上の南北棟建物跡の柱穴として組み、北側に庇をもつ

建物となる可能性がある。

Ⅲ d層は仙台城築城期に整地された最下層とみられ、この層上面から I期石垣構築時の法面整形のために掘削

されて石垣背面の盛土が行われた後、S-346溝跡 (古段階)が 13m以上、南北方向に延びていく。この溝跡の底

面ではピット9基を検出し、東西幅 90～ 100cmで長さ 375cm以上または 530cm以上となる南北方向のピット

列 2列をなしているが性格は不明である。これらの遺構が埋没した後にⅢ c整地層が形成される。

Ⅲ c層上面では、南北方向に 13m以上延び、柱間 8間以上で、柱間寸法が 170cm程度の 9基の柱穴列 1列を

検出した。これらの柱穴底面には扁平な円礫を礎板石として敷いているが、柱痕跡は確認していない。この柱穴列

の北側 2基の柱穴は深さや柱間寸法に他と差があることや、他の柱穴との重複もあり、南側の柱穴列と組まない

可能性がある。この柱穴列は塀跡とみられ、これ以降の整地面から掘り込まれる東西方向の塀跡は、この遺構を境

界にして東西に延びている。S-831池跡は、底面の一部に白色粘土を貼って、拳大の円礫を多く検出しており、金

箔軒平瓦、漆器碗、ワラジなどの遺物を出土している。この遺構は埋没した後も、この場所で上層のⅢb層、Ⅲa

層上面から再三「窪み」として掘 り直されており、池としての機能を維持していた可能性がある。

Ⅲb層上面で検出した主な遺構には、S346溝跡 (新段階)、 S357塀跡、S-357塀跡、S-398塀跡などがある。

S-346溝跡 (新段階)は、S-346溝跡 (古段階)をほぼ同じ場所で掘 り直した遺構で、S-357塀跡に切られて

いる。S-357塀跡は、幅 0.9m、 深さ06mの掘 り方で布掘 りとなる溝状を呈し、東西方向に 5.5m以上延びる塀

跡で、段を有し幅 0.4mの狭い掘 り方 となる。検出面で径 10～ 20cmの 柱痕跡を 13基検出し、柱間寸法は 25

～ 30cmと密接している。S-460塀跡は、幅 0.5m、 深さ 0.9mの掘り方で布掘 りとなる溝状を呈し、東西方向に

2.7m以上延びる塀跡で、底面で径 20～ 25cmの 柱痕跡を 3基検出し、柱間寸法は 75～ 90cmである。S398

塀跡は、S-831池跡を切っており、幅 0.6～ 07m、 深さ 0。7mの掘 り方で布掘 りとなる溝状を呈し、東西方向に

5。8m以上延びる塀跡で、検出面で径 15～ 25cmの柱痕跡を 6基検出し、柱間寸法は 50～ 130cmである。また、

S-831池跡を切っている東西方向の塀跡を検出した。3基の柱穴列が 3.5m以上延び、柱間 2間以上で、検出面で

径 15cm程度の柱痕跡を検出し、柱間寸法が 175cm程度で、柱穴底面に扁平な円礫を礎板石として敷いている。

調査区の東側、Ⅲb層～Ⅲd層上面においては、土坑状に掘り窪められた重複する植栽痕を多数検出している。

8B区は、本丸東側の平場で、崖よりの地点である。

調査区全面で植栽痕とみられる土坑状のプランを多数検出している。整地層と考えられる地層を複数検出してい
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第 64図 8Att S-831池跡 (南から)

第 63図 8A区 柱穴列 (】しから)

第 65図 8B区 植栽痕全景 (南から) 第 66図 8Btt S-768石敷遺橋 (東から)

るが、遺構検出は概ね、旧表土Ⅳ層または地山ローム土V層上面で行つた。

調査区の北東隅では 3段積みの I期石垣の天端石を検出し、石垣背面で地山を段切 りした I期の工事掘削ライ

ンと裏込層を確認している。この石垣以外の I期石垣の石材や裏込めは、Ⅲ期石垣の工事による掘削で撤去されて

残存していなかった。調査区北側にはⅡ期石垣の工事掘削ラインが東西に延びていき、検出した遺構数が少なくな

り、未加工の自然石石材 1石 と円礫の集積を検出しているが礎石か石垣石材であるかは不明である。調査区北西

部では、柱穴底面に扁平な円礫を礎板石として敷くS570・ 720の柱穴 2基を検出しているが、これらと組む遺

構は確認していない。調査区中央西壁付近では、S14廃棄土坑の東端を検出し、2区の調査成果から東西約 15m、

南北 6m以上の規模となる。

調査区の南端では、4基の石敷遺構を検出している。北側に位置する石敷遺構 S844は、直径 11～ 1.3mの不

整円形で、深さ 80cmの掘 り方の中に 10～ 15cm大の円礫を充填しており、S768に切られている。S-768は、

検出したⅢb層上面では拳大の円礫が一面に敷きつめられ、その下層は均質なシル ト土を介して、S-844よ リー段

低 く掘 り窪めている。掘 り方は 35m程度の略円形で、その中央、径 1,7mの 円形範囲に径 5cm程度の均質な大

きさで青味がかった小石を丁寧に平坦に敷き詰め、その中央には一辺 90cmほ どの砂岩質の平石を置き、南端に

は一辺 50cmほ どの砂岩質の平石を壁に沿って立て、北側には径 25cmと 40cm大の色調の異なる石材 2石を小

石の面の中に据えている。これら3箇所に置かれた石材はほぼ一直線上に並んでおり、何らかの意図何らかの可

能性がある。この S-768は、深さが 80cm以上で、南側に接する S-1024を切っている。S1024は、径 1.6m程

９
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度の略円形で、深さ 85cm、 上部は土砂で埋め立てられ、底面近くに拳大から20cm程度の大きさの円礫が残され

ている。S-995は、この南側に約 lm離れて位置し、径 2.0× 1,4m大の精円形で、深さ 105cm、 底面から30cm

ほどは拳大から人頭大の円礫が充填されている。S-1024と S-995を幅 60cm程度の浅い溝が結び、さらにこの溝

は S995の東側、調査区外へ延びていく。

また、卜771敷石遺構は、幅 50cm、 長さ 1.6m程度の範囲で拳大程度の円礫を帯状に集積している。S-770瓦

沼遺構は、130× 80cmの 不整形な範囲に 26cmほ どの深さで瓦を上面が平坦に敷きつめており、S771石敷遺

構と連結する可能性もある。S767石敷遺構は、径 110cmの範囲に拳大の円礫を集積した遺構である。S769瓦

溜遺構は、径 100cmの範囲に瓦を集積した遺構である。前述した 4基の石敷遺構とは規模や形状などに相違があ

り、石燈篭等を据えた基部構造となる可能性も検討している。

この地区では、塀や溝跡など平面空間を区画する遺構が検出されなかったことや、寛文 4年制作「仙台城下絵図」

や 17世紀後半代の制作と推定される「肯山公造制城郭木写之略図」に描かれた「書院」と推定される建物の北側

の区画にあたるとみられることなどから、4基の石敷遺構は茶室に伴う障を置いたり、「手水構え」に関わる遺構

となる可能性が高く、8区で検出した池跡や多数の植栽痕ともに本丸平場における庭園域を構成する遺構群と考え

られる。

8C区は、本丸中央よりの地点である。当初は解体工事で掘削が及ぶ範囲ではなかったが、8B区で検出した石敷

遺構を保存するために、石垣東面の解体掘削ラインを変更したために掘削が及び、発掘調査が必要となった、新た

な工事作業用通路部分である。調査区全面に植栽痕を検出している。

(10)9区の遺構

本丸跡全域で行われた各種付帯工事関係の 9区で検出した主な遺構について略述する。

本丸平場東側、土井晩翠「荒城の月」歌碑付近と懸造推定地付近の側溝改良工事に伴い、lT及び 2Tの発掘調査で、

第 67図 9区 lT全景 (南から) 第 68図 9区 lT井戸跡 (南から)

第 69図 9区 2T全景 (】しから) 第 70図 9区 2T石組溝跡 (東から)
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S-285井戸跡や S-286石組溝跡などを検出した。

lTの S285井戸跡は、直径 4mの掘 り方に白色粘土を充填し、内径 1.5mの井戸壁面に人頭大の河原石を一段

ずつ積み上げた石組み井戸で、底面までの深さは不明である。堆積土からは投棄された多量の瓦や釘の付いた板状

木製品、炭、焼土を出土している。この井戸跡を埋設した整地面で検出したま283溝状遺構は、大振 りの石材や

帯状に円礫を充填しており、石組溝となる可能性がある。

2Tの S286石組溝跡は、西側の本丸平場内側に 2段、東外側には内側よリー段低く 1ないし2段の切石または

割石を積んだ南北方向の石組溝で、底面に平坦な薄い板状の石を敷き、内側となる溝の西側には円礫を一面に充填

している。

(11)10区 の遺構

三の丸・酒造屋敷跡に設置された排水枡設置工事関係の 10区では、工事掘削が浅く、近代の整地層を検出した。

(12)11区 の遺構

二の丸跡の」V工事事務所 。塀等の設置工事及び解体した石垣石材の仮置場に関わる中嶋池跡の造成工事関係の

11区では、明治以降に構築されたコンクリー トやレンガを使用した路面や塀、溝跡などを検出した。

4.出土遺物の概要

本丸跡 1次調査では、石垣解体工事で 1万石に及ぶ石垣石材を解体し、石垣背面から数千石の石材や裏込め層

に混入した遺物を検出している。また、石垣背面及び基部の盛土・整地層や遺構内堆積土から大量の遺物を出土

している。遺物には、陶磁器、土師質土器、瓦質土器、土製品、ガラス器、瓦、漆器、木製品、金属製品、石器、

石製品などがある。中でも、梨地梅鉢文蒔絵の漆器椀、桧皮あるいは柿葺の屋根材、大量の水晶 (536点)な ど、

注目すべき遺物が多い。瓦は総重量で 40t以上、陶磁器も破片数 1万数千点である。

調査区では、石垣北東部基部の 1区 9・ 10ト レンチから多量の遺物が出土しており、特に貿易陶磁器やガラス

器などが含まれる。

本書では、出土した遺物の実測図と観察表、写真図版を遺物の種類ごとに掲載している。遺物を配置は、石垣前

面の 1区、石垣裏込め及び盛土層、2～ 9区の遺構、2～ 9区の基本層の順としている。
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Ⅱ 出土遺物

1.陶磁器

概要

陶磁器は、陶器は、無釉と施釉のものに大別でき、無釉の陶器にはいわゆる「焼き締め」、「陶質土器」なども含

む。碗、天目茶碗、皿、向付、摺鉢などの器種がある。産地でみると、唐津、丹波、瀬戸・美濃などである。

磁器には、白磁、青磁、コバル ト釉の染付、上絵付した五彩、藍釉などがある。産地でみると、国産では、肥前、

瀬戸など、中国産では、景徳鎮、龍泉窯、福建省などのほか、朝鮮王朝などのものがある。

1区 9・ 10ト レンチを中心とした出土遺物

出土した陶磁器全体をみてみると、17世紀前半代の陶磁が主体をなしており、磁器の占める割合が圧倒的に多い。

出土した破片総数約 12,500点 のうち、約 10,230点 (81.9%)を磁器が占める。さらにその 78%(8,025点)が

中国染付 =青花または国産染付で占められ、その比率は、おおむね 17:1ほ どである。

青磁は 12.8%(1,600点 )で、そのうち、中国青磁は 4.8%(77点 )、 月巴前青磁は 95.2%(1,523点 )ほ どである。

(註)こ こで述べる点数は全て破片の数で、同一個体で接合された破片は 1点 として数えている。

白磁は 2.10/0(262点)ほ どである。

貿易陶磁についてみると、磁器には、郷、碗、皿、盤、鉢、壼、向付、手鉢、香炉などの器種があり、芙蓉手、

吹墨、ペンシル ドローイングなどの技法が認められる。また古染付の碗、皿が比較的多く (62点 )、 祥瑞の皿 (21点)

がある。五彩 (247点)は「天啓赤絵」や「呉須赤絵」で、釉裏紅の皿や三彩の邪がある。南京赤絵や古赤絵は、

認められない。淳州窯系 とみられる青花、陶胎染付が一定量 (87点)含まれる。瑠璃呉須の餅花手の皿、瑠璃釉

の脚付花生、青釉の稜花皿などがある。白化粧土で堆花して金彩する鳳凰文壷などの優品などの「上手」が多く含

まれ、「明末清初手」の特徴をもつ陶磁が主体をなしているとみられる。

豆彩、粉彩、古月軒などの特徴的な技法をもつ破片は、認められていない。青磁は、14世紀双降、龍泉窯の双

魚文盤 (型押しや線刻)な どがある。朝鮮王朝の白磁碗 (切高台)、 皿が認められる (7点 )。

全体の 19.5%を 占める国産陶磁 (4,224点 )は、肥前の陶磁器が最も多く (2,032点 )、 次いで、瀬戸・美濃 (83点 )、

丹波 (38点 )、 備前 (8点 )、 岸 (2点)な どで、「地元」である相馬 (10点 )や堤 (3点)の陶磁器は、 I層 (表

土)か、Ⅱa層 (現存石垣構築時の整地層)な ど、少量 (15点)で上層からの出土に限られている。

唐津など北九州系の陶器 (72点 )と しては、灰釉の茶碗、二彩の大皿 (鉢 )、 脚付の碗などがあり、17世紀前

半におさまる遺物が主である。瀬戸・美濃は、大窯V期から登窯 I期を主とする、志野や織部の茶碗、皿、鉢、向

付、水指、播鉢などである。丹波は、播鉢、壷などである。備前は、壷などである。岸は、平仄、播鉢である。相

馬は、碗、皿である。堤は、鉢、播鉢である。瀬戸・美濃は、大窯V期から登窯 I期を主とする、志野や織部の茶碗、

皿、鉢、向付、水指、括鉢などである。丹波は、括鉢、壺などである。備前は、壷などである。岸は、平仄、播鉢

である。相馬は、碗、皿である。堤は、鉢、播鉢である。

磁器は、肥前または北九州系の染付皿や青磁皿で、揃で大量に (1,960点)出土している。このうち、青磁皿

は 17世紀前半に波佐見三股青磁窯で焼かれたものである。出土破片数の多い 2器種の波佐見産の磁器 J-177と

J-192の 出土状況について略述する。

磁器 J177は、青磁染付の菊文中皿で、出土した破片数は 316点、全ての破片が本丸石垣基部の 1区から出

土している。その出土地点と層位をみてみると、実に出土総数の 71.5%に あたる 226点が E面石垣基部の 9Tと

10T、 31Tの IoⅡ 層に集中し、Ш層からは 13点を出土している。遺構からの出土点数は、S54が 42点、その

他 16点 となっている。

磁器 」-192は、青磁の牡丹文中皿で、出土した破片数は 950点、そのうち 941点の破片が本丸石垣基部の 1区
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から出土している。その出土地点と層位をみてみると、実に出土総数の 68.3%に あたる 649点が E面石垣基部の

9Tと 10T、 12T、 35T、 38Tの I・ Ⅱ層に集中し、Ⅲ層から6点を出土している。遺構からの出土点数は、S54

が 215点、その他 71点 となっている。また、石垣上面の本丸平場となる 5区 と7区のⅡ期・Ⅲ期石垣構築段階

の盛土などから9点出土している。推定される個体数は 50点ほどである。

このことから、この 2種類の磁器は、Ⅱ期石垣構築以前から本丸に存在しており、Ⅲ期石垣構築段階の整地層

に埋め込まれたものとみられ、本丸の場で陶磁器の使われ方や、地震による石垣や建物の崩壊で被災後の廃材等の

処理方法を示唆している可能性が高い。

遺物の出土状況と観察表の記載

上述のように、陶磁器の同一個体と考えられる破片が各地点及び各層にまたがり出土している場合が多く、遺物

をどの層に帰属させるかが困難であった。そのため、今回の実測図版の配置にあたっては実測した個体の出土層ご

とに配置した。なお、観察表には同一個体と考えられる破片が出土している層を「○○に同一」と記載した。その

際、「1区 9・ 10T」 の層序及び遺構については区名を省略した。

第 2表 J-177 日巴前菊文皿破片集計表 第 3表 J中 192 波佐見牡丹文青磁皿破片集計表

区 トレンチ 遺構 層位 個数 小計

9・ OT I

23こ

9・ OT

9・ OT

9・ OT Ⅱ c

9。 OT

OT Ⅱ e 11

9・ OT

9・ OT Ii l

9・ OT Ⅲ a l

9・ OT Ⅲ b

9・ OT Ш d

9・ OT 不明 7

9。 OT 1

9・ OT l

9・ OT 1

9・ OT 1

9・ OT S-54

OT 6a-6d 5

9・ OT l

OT 1

9・ OT 不 明 7

OT S l

9・ OT S 2

9。 10T S l

9。 10T S 1

9・ 10T S 1 2

9'10T 2

1 9・ 10T S-244 6

9。 10T S-245 1

31T 1 1

不明 1

計

区 トレンチ 遺構 層位 個数 小計

OT I

OT l

OT Ⅱ a

OT

OT Ic

OT Ⅱ d 175

OT Ⅱ e

OT

OT Ⅱ 宜

OT Ⅱ I 2

OT Ⅲ a 2

OT Ⅲ b 3

OT 不明

OT カクラン 5

OT 地山上面 l

OT 1

OT S-54 l

OT

OT S-54 2a´-2b 2

OT 2a-2c l

OT 6

OT

OT 4a-4b 1

OT S-54 1

9・ OT

9・ OT 6a-6d 9

9・ OT 2

9・ OT

9・ OT S-54 7 1

9・ OT

OT S-54 不 明

区 トレンチ 遺構 層位 個数 小計

OT l

OT

OT

OT S-48 l

OT l

OT S‐ 1

OT S‐ l

OT S‐ 1

OT S‐ l

OT S‐ 1

OT S-220 3

OT 1

OT S-241 1

OT S‐244

OT S-245 l

12T I 1

12T Ⅱ d 1

35T Ⅱ a l

35T Ⅱ d

38T 1

側溝下 】 1

側溝下 Ⅱ d

Ⅱ ユ

不明 2

盛土① 1

2盛土① 1

5 盛土② 1

5盛土② 4

L石垣 根石堀削 1 l

6 Ⅱ 1 1

△
ロ 計
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第 71図 1区 9T H b層遺物出土状況 第 72図 1区 9T‖ d層遺物出土状況

第 73図 1区 9T波佐見皿出土状況 第 74図 5区盛± 2天目茶碗出土状況
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録
号

登
番 種類 器 種

出土位置 法量 (mm)
産地 備考 写 真

区 トレンチ 遺構 層 位 口径 底径 器高

1 磁器 碗 1 0 (46) 中 国 青花  見込菊花文 高台内銘文 (不明)Ⅱ b・ Ic・ Ⅱ d層 、S54・ 244に 同一 91図 2

2 磁 器 輪花皿 I 0 中 国 五彩 幾何学文 呉須+赤・ 緑の上絵付 91図 5

J-103 磁器 皿 0 中 国 五彩 流水文・ 圏線 呉須十赤の上絵付  Ⅱ b層 に同一 91図 6

陶器 碗 1 0 唐津 白釉渦巻文 91図 9

5 陶器 天目茶5 1 0 (HO) 鉄釉 破損後スス付着 慶長～元和 91図

6 陶器 一霊 1 0 備前 91図 2

7 陶器 碗 1 0 (112) 相 馬 鉄絵 18c後 半 91図 3

8 J-37 磁器 蓋付碗 1 0 (170) 中 国 青花 素付碗  Id層 、S194に 同一 91図

9 陶器 碗 9 (120) (48) 唐 津
灰釉 縮緬高台 砂目か 7区 DT東側 7区盛± 1と 接合、Ⅱb・ Id層  5区盛
土①に同一 92図 2

10 197 陶器 碗 1 卜野相馬 見込に鉄絵 目跡 18c～ 19c tt I層 と接合 92図 5

磁器 向付 1 9 (160) 中国
祥瑞 変形皿 内側面幾何学文 見込草花文 外面に青料の刷毛日 高合無釉 1630
～ 40年代 Ic・ Id・ ⅡF・ Ⅲ a層、S54・ 194に 同一 95図 6

磁器 皿 1 (162) 中国
口縁 〔B44064 裏込、体部 :Ⅱ b層 、 Ⅱ d・ Ⅱ R S54・ 244、 B石垣フク上 I層
に同一

92図 ‐8

磁器 輪花皿 (192) (100) 中国
扁吝_1620～ 40年代  I・ Ea・ Ⅱ d・ Ⅱ F・ Ⅱ g層、S54・ 192、 D面盛土①層 92図 9

第 75図 陶磁器実測図 (1)
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登録
番号

踵舞 器 種
出土位置 法量 (mm)

産 地 備考 写真区 トレンチ 遺終 層位 口径 底径

1 磁基 小杯 1 9 中国 (華商 三彩 内外面彫花 92図
2 舷掛 輪花皿 1 中 国 五彩 幾何学支 赤・黒の上絵付 虫くい Ⅱd層に同一 92図 1

眩群 皿 I (62) 中 国 五彩 人物山水文 呉須+黒・赤・黄の上絵付 高台内に砂 Ⅱd層に同一 92図 2
4 193 磁基 五彩皿 I (66) 中国 五彩 馬文 釉裏紅 碁笥底 底部に砂 Ⅱ d・ Ⅱこ層、S54に 同一 92図 7

}129 磁 器 舒 (蓋 ) I 9・ 10 不け 中国 置置報堺庭碁影黙義暮る軽を桑～弯鞘
・
乳管と島摺催辞 窓外部雷露 92図

磁器 合子 (蓋) 1 中 国 同上 92図
7 2 磁 器 碗 1 ヨ]魚 自磁 鉄カンナ痕 93図 2
8 I 磁誘 皿 ユ 9 (66) 染付 碁笥底 93図 3

9 }192 磁 器 折縁皿 1 9,10 波佐見
『箋、猪亀習監をど雇禽生で5d熙工

50年代 9・ 10Tの各層(Ⅱ b層が最多) 93図 4

陶器 折縁皿 1 美濃 透明釉 幾何学文 93図 5
11 旬器 皿 1 美濃 鉄釉・透明釉 円圏文 口縁 :Ⅱ b層 と8A区溝上層が接合、体部 :8A区 Ⅲ a層 93図 -6

第 76図 陶磁器実測図 (2)
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登録
番号

種 類 器種
出土位置 法量 (mm)

産地 備 考 写 真

区 トレンチ 遺構 層 位 口径 底 径 器 高

1 111 陶器 折縁皿 1 9 美濃
長石釉 鉄絵 9T Ⅱ a層・ 35T Ⅱ b層 と接合、■ b・ 工d層、S54、 5区盛
土①層、2B区 Ⅱ層に同一

93図 7

2 陶器 騰花Ⅲ 1 美濃 型打皿 長石釉 元和  1区 9T Ⅱ a層 93図 -8

3 陶器 雲
“

1 9 美濃 jI・面長石釉 鉄絵・車花文 腫長～元和 93図 -9

4 旬器 皿 1 美濃
長石釉・外面の一部露胎 削出輪高台 見込・高台内に目跡 7区盛土①層
と接合

93図 ■ 1

5 句器 碗 1 9 (150) 瀬戸美濃
体部一部に露胎  I・ ■a層、8A tt S 398と 接合、Ⅱd層、5区盛土①層
7区盛土②層に同一

93図 ■3

6 t3器 皿 (80) 瀬戸美濃 見込目跡 破損後スス付着 93図 ■4

7 匂器 繕鉢 I 9 丹渡 94図 2

8 旬器 悟鉢 1 9 丹 波 櫛 目巾 1 7cm(7条 ) 94図 3

9 磁番 皿 1 9 和国 (澄州窯 ) 青花 四方欅文 高台賜に砂 94図 5

陶番 播鉢 1 丹波 側目巾 2 4cm(3条)回 縁内面に沈線 Ⅱb層 と接合 94図 7

11 厳番 向付 l 9 中国
古染付 外面稲穂文 平底 虫くい 17c前  Ⅱ d・ Ⅲ a層、S42・ 54
31T E c層 に同一

95図 1

12 厳番 皿 1 9 (100) 中国 古染付 山水文 (塔・屋根か)虫 くい I層 と接合、こb層、S54に 同一 95図 2

13 越撃 向付 1 9 Ⅱ b 長さ (200) 幅 (93) (28) 中国 古染付 脚付 蝶文と棄脈 虫くい  I・ Ⅱd層、S54・ 194・ 244に 同一 95図 5

第 77図 陶磁器実測図 (3)
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番 器罹
出土位置 法量 (mm)

睡地 備 考 写 真区 トレンチ 喧構 冒位 回径 底 径 器高

「27 磁 器 碗 1 9 (93) 中匡
人物山水文 高台内に「化」字 卜 Ia・ Ⅱb互

、
こ
∴ネ鴇 ピ 塩 :こ 虐:きぱ 堵 台ぽ も層、活色督呈δtti歌濫;階、lζζ桜静僧庭脅二24 96図 -1

2 磁 器 鉢 1 9 中区
巨屠も面豊基iぜ留些

Ⅱf層が接合、 I・ Ec・ Ⅱc層、S54・ 244、 35T Ⅱ d層 、 96図 2

3 磁 器 鉢 1 9 事屋 外面草花文 1区 9T Ⅱ b層 96図 3
4 磁 器 鉢 1 9 ヨ縁困外二重圏線間に卍字文 1620～ 30年代  Ⅱ b層、S54に 同一 96図 -4

5 磁 器 蓋 1 9 写字文  I・ Ⅱ a・ Ic層、S42・ 54に 同一 96図 -5

6 監器 碗 I 9 (68) 司上 96図 -6

7 磁器 皿 1 10 中国 千審T百為識 ]_路 戸識fttr:芦甘ござζ二甲1歌 6区祉①に同一 96図 ヤ

磁器 皿 I (160) 中国 S暦苫接碁FT;機Ⅱそ¬♂戸琴を窮再辞詳b層報央竜彦P秘、記と、ザ%l乙激己I驚、
35T Ⅱ d層 、8B区 Ⅱ層、3800に 同一

96図 8

磁器 皿 l 中国 高台に砂・カンナ痕 1区 9T■ b層・ 1区 9T Ⅱ宮層・ 1区 10T I層 96図 9
10 磁器 皿 1 17) 中国 箋文_外面草花文 高台中「大明成加 (化)年製J tt I・ Ⅱ b層、35T Ⅱ d層 に同一 97図 -1

薩基 皿 1 9 (25) 中国 uH水文 口縁蓮弁文 高合に少量の砂  I・ Ⅱb層、S54、 194、 244、 35T Ⅱ e～ 真層に同一 97図 2

眩番 兜 鉢 中国 ♂剛¥ぞ薄ぽ訓発ぎ鶴雛絆 剛割に靴文卜Ⅱa・ Ⅱb・ Ic層、 97図 7

第 78図 陶磁器実測図 (4)
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0                   10 cm
卜下~「可~下引~T~F可 ~下引 (V3)

登録
番号

重無 器種
出上位置 法量 (mm)

産地 備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位 回径 底径 器高

1 越器 論花 Il 1 9 (42) 中 国
男山手 丸窓繋文・窓内に革花・宝珠文 高台に砂・ カンナ痕 1620～ 1640年
R 17世 紀初  回縁 :Ⅱ d暦 と S■ 54が接合、体部 :Ⅱ b層 97図 3

2 」-72 磁器 皿 9 中 国 界面に砂付着  I・ Ⅱ a・ Ⅱ b層、S42・ 54・ 192・ 244に 同一 97図 4

3 滋器 輪花Il 1 中 国 五彩 赤・黄・緑の上絵付・幾何学文  Ⅱ b層 、S54に 同一 97図 9

滋器 皿 1 中 国
五彩 alB歯文 呉須+赤・緑の上絵付  I・ Ⅱb・ Ic層、S54、 6区盛土① 3層、
5B区 Ⅱ層に同一

971コ ■0

5 越器 皿 1 9 中 国 五彩 山水文 赤・緑・茶の上絵付 日紅 Ⅱ b・ Ⅱc層、5A tt I層 に同一 97図 ■ 1

6 磁器 皿 1 中国 青 磁 彫 花 15c Ⅱ b層に同一 98図 -1

J 磁謡 盤 1 9 中国 青磁  15c Ⅱ b・ ■ 1層 、S54に 同一 98図 -2

8 J 磁器 稜花皿 9 中国 青磁 15c Ⅱ b層、S42・ 54に 同一 98図 -3

9 J 越器 皿 1 中国 青 磁 折縁皿  15c S54に 同一 98図 4

10 徹器 輪花皿 1 中国 青磁 高台に砂 17c初  Ⅱ a・ Ⅱb層、S54に 同一 98図 5

11 散器 菊 皿 1 9 (102) 中国 青 磁 98図 6

餞器 皿 1 中国 (岸州窯) 藤花文  Ⅱ a・ Ⅱ b・ Ic'Ⅱ f層、S54、 35T I d層 に同一 98図 -10

J 磁器 皿 1 9 (152) (35) 一酬 宴犀λを電費監d啓穀亀娑)、民£♂花杏碧驀懸悪径嵩型嬰『景吾皇
「福J字銘 9・ 98図 ■ 1

14 磁器 皿 1 (46) 単副 豆許琴1拝男S確同二
・Ⅱa・ Ⅱb・ IC・ Ⅱg・ Ⅱ卜Шa・ Ⅲb・ Ⅲc層、ま42・ 98図 ■2

第 79図 陶磁器実測図 (5)
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登録
番号

腫舞 器 種
出上位置 法量 (alm)

産 地 備 考 写真区 トレンチ 置瑠 醤亀 日径 底径 器高

1 J-178 磁 器 折縁皿 I 9 (210) (96) (28う 肥前
誓鞘 吊 即

上人物山水文 高台に砂 Ⅱ″ Ⅱb・ Ⅱ∝ Ⅱ e・ If層 、ま4駄 5B 98図 -13

2 J-183 磁 器 皿 1 9 (230) (46) 孝ＨＶ
晨捨ζ色紫

山水文 口縁青海波文 1～ 8区の各層、遺構、石垣裏込、盛土①などから 99図 1

3 」-189 磁 器 皿 9 (136) 月巴前 Ⅱ b層、S54に 同一 99図 ‐2
町瑶 析縁ξ 9 (320) 唐津 二彩盾津 鉄釉網 目文  I・ Ⅱ b層、 S‐54に同一 99図 -3

5 衛器 播 鉢 9 瀬戸美濃 鉄釉 99図 4
6 旬器 播 鉢 9 丹波 櫛目巾 2 7cm(3条)S‐54に同一 99図 6

匂器 播鉢 9 丹波 櫛目巾 1 5cm(7条)回 縁内面に沈線  I層 と接合、1区 Cプ ロック根入部に同一 99図 ‐7

第 80図 陶磁器実測図 (6)
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録
号

登
番 腫攀 器 種

出土位置 法量 (mm)
産 翼 備 考 写真

区 トレンテ 目構 冒も 口径 底径 器高

1 踵器 皿 1 9 (160) (49) 単酬
口紅 体部下半鉄釉 碁笥底 高台に砂 9・ 10Tの各層、S54他の遺構などに同-527
点出土

99図 -9

2 勾器 信 鉢 1 9 丹波 99図 -10

3 眩器 皿 1 9 (150) 中 国
草花文 高台内「福寿」字か 高台に砂・カン

紐 も普程高⊇
0年代  I・ Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱd層、

S‐35・ 54、 38T Ⅱ a層、4D区 4T I層 、7区
99図 8

4 }80 旬器 橘 鉢 1 9 丹 波 櫛目巾 2 0cm(6条)17c初  Ⅱc・ Ⅱe層 と接合 100図 -1

5 監器 皿 1 9 E (156) 中国 Ⅱ b層 と接合 100図 -2

6 陶器 悟 鉢 I 9 E 丹波 櫛目中 1 8cm(5条 ) 100図 5

7 磁 器 皿 1 9 中国 豊壊世♂b習ど言h麟、
・
療環境言喬嘗長発蕃に高宣

に砂 1620～ 1640年代 100図 ‐6

8 磁 器 皿 9 Ⅱ (112) 本丸南部電気工事立会 ) 100図 -7

第 81図 陶磁器実測図 (7)
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登録
番号

匿舞 器種
出土位置 法量 (mm)

産地 備考 写真区 トレンチ 遺橋 冒花 口径 底 径 器高

1 磁番 向付 1 10 1 中匡 古染付 内面青磁釉 虫くい I・ Ib・ Ⅱd層に同一 101図 ■
2 磁器 皿 1 9 6 中匡 吉染付 獣面脚付 虫くい  I・ Ⅱ b・ Ⅱd・ Ⅱe層、S194・ 244に 同一 101図 2
3 磁 器 碗 9 S-54 1 中匿 見込菊花文 高台内一重圏線  I・ Ⅱb層、S546層 、石垣裏込、盛土①に同一 102図 ■
4 磁 器 碗 1 9 6 (80) (57) 事区 外面山水文  I・ Ⅱ a・ Ⅱ b・ Ⅱ d・ Ⅱ宜・ Ⅲ a・ Ⅱ b層 に同一 102図 2

5 磁 器 碗 1 S-54 6
外面折枝構文 I・ Ia・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd・

比亀
・
ぎざ.・ ぎれ書干ど偏レシ安だ!蟹違醤:占全?:ど子で

・244、 12T Ⅱ d層、20T、 35T I 102図 3

6 磁 器 鉢 1 9 | (142) 外面革花文  I・ Ⅱb・ Ⅱ e・ Ill b層 、S16、 3E区 Ⅱ層に同一 102図 5

7 磁器 鉢 1 3
驀需ラク上 と虐泥嵩■

b・ Ⅱd・ Ⅱe'If層、S54 2・ 3・ 6層、S244、 8T Ⅱ屑、D石垣 102図 4

懸器 鉢 I (146) 中国
尋窪土S冊日生

面に二重圏線  I層 と接合、 Ⅱ b・ Ic・ Ⅱ d層、 38T、 S194・ 244、 5・ 6
図 3

磁 器 皿 1 9 (94) 中国
匿型 言姿こ摩

●
に砂・ カンナ痕 I・ Ⅱ b・ Ⅱ c・ Id・ Ⅱ g層、子3次 35T Ⅱ d層 、 8B区 102図 12

10 磁器 丸皿 1 2 中 国
最奉塔蔚倍 忍高狙套

述□J 碁笥底 高台内カンナ痕 1620～ 40年代 S‐54 6層、S216、 102図 ■3

敵器 丸皿 1 6 (148) (72) 中国 促礫典密為麿親 .b尋怠縄琴蟄鵠触
/ナ痕 1区 10T I層 。1区 10TS 244・ 1区 102図 ■4

12 置器 稜花制 1 6 (215) (136) 中国 縄文 高台に砂・カンナ痕  I・ Ⅱd層、HTに同一 102図 ■5

第 32図 陶磁器実測図 (3)
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登録
番 号

種 類 器 種
出土位置 法量 (mm)

産 IIL 備 考 写 真
区 トレンチ 遺構 層位 口径 底 径 器 高

1 磁 器 稜花皿 1 10 S-54 6 (232) (130) (38) 中 国
祈縁皿 内外面浅い鏑文 外面渦文 底部

`54 6層
と工 d層接合、回縁部 :Ⅱ b

屑若造占乱蘇穐錦二、
Cを

み亀ピI蓄こ裔±
併36・ 244、 25T、 38T、 石垣盛土①、102図 ■

2 J-70 磁 器 稜花皿 9 S-54 中 国 謬金乳l嘱ち転
Ⅲ
Fiが。も:話督

'1も

】
Ci醤

!ち堤、
ei舟

畳ぜ1を持古遷:
5区 Cト レンチB石垣裏込、6A tt I層、石垣裏込、盛土①に同一

103図 ■

3 J-74 磁 器 鉢 不明 中 国 普悸仝:::覆ち鷲′
Ⅱ
写iが ,る I∂∫ぎ

'ち

】
Citt Fぢ

避、
ei出

身指妥1ちギf志醤!
5区 Cト レンチ B石垣裏込、6A tt I層、石垣裏込、盛土①に同一

H6図 ■2

4 磁 器 皿 9 I (104) 中国 巨付無釉 高台脇に砂付着  I・ Ⅱ a・ Ⅱ b層、S42・ 54・ 192・ 244に 同一 103図 2

5 J-75 磁 器 香炉 6a～ 6d 中国 ペンシルドロウイング 革花文 103図 3

6 J-100 磁 器 皿 6 中国 五彩 山水文 赤・緑・黒の上絵付 回紅 Ⅱ b・ Ⅱd・ Ⅲ a層 に同一 104図 3

7 J-102 磁器 皿 中国
五彩 内面花文・圏線 外面二重圏線 釉裏紅 1620～ 30年代  I・ Ⅱ b・ Ⅱ d・

Ic・ Ⅲ a回、S54 6層 、35T Ⅱ d層 に同一 104図 4

8 J-104 磁器 皿 1 中国
五彩 草花文 赤・青・ 緑・黄・黒の上絵付 蛇の目高台  I・ 工 boⅡ doⅢ a層、
854 2・ 4・ 6層、S16・ 244に 同一 104図 5

9 J-106 磁器 皿 6 中国 五彩 吉祥文 釉裏紅 碁笥底  1620～ 40年代  I・ Ⅱ d層に同一 1041劉 -6

J-130 磁器 皿 1 (232) (120) 中 国
斤縁皿 魚文貼花 15末～ 16初 日縁部 Б54 4a層 とⅡd層が接合、底部 :Ⅱ
】層 105図 ■

磁 器 皿 S-54 5 Ⅱ a・ Ⅱ d層に同一 Ю 5図 3

5 磁 器 盤 3 形花 15c 105図 4

1 磁 器 皿 9 (144) 窯文彫花 畳付・高台内鉄釉  15c 105図 2

第 83図  陶磁器実測図 (9)
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登録
番号

重舞 器種
出土位置 法量 (mm)

≧兇 備 考 写 真
トレンチ 遺構 層 位 回径 底 径 器 高

1 磁番 皿 1 (158) 召璃釉 龍文 イ ッチン技法による施支 高台無釉 17c Ⅱ b・ Id・ Ⅱ e層に同一 105図 -6

2 磁群 瓶 1 中 国 瑠璃釉  内面透明釉 高台内無釉  1区 10T S54 1層 105図 7

3 J-162 磁器 Il 1 10 1 中 国
白磁 彫花 高台砂目・カンナ痕 1620年 明末～清初  I・ Ⅱ c・ Id層 、S54 6層 、
S244、 3E tt I層 に同一 106図 ■

4 磁器 碗 1 2 (100)
ξlぞ8覇尋勘AS碁瞥鴇建報響転・士写♀!『ぎPi牝智sT堤、106図 2

5 磁器 皿 1 (185) (100) 髭揚景瑠習聰がMa∴ 2ヽ疵 l】鳥i:岳
・
ぎ焔、

Ⅱ
島i毛をも謁」a層、 106図 3

6 磁器 lll 1 S-54 (90) 青白磁 畳付無釉 1620年 106図 4

J171 磁器 碗 I 10 S-54 6a-6d (560) 開熱 朝鮮白磁 106図 5

8 酸器 皿 1 9 (142) 】Ⅲ 景娩評鍵、『盟略 D再重抵密同生'Ia.Ib・ Ⅱc・ Ⅱd・ ■1層、事541 [07図 ■

9 践器 皿 1 9 I巴す 1区 9T Ⅱ真層 107図 2

磁 器 皿 1 9 1 一Ⅲ 口端部変形渦文  と・ Ⅱ g層 、S54 6層 に同一 107図 -6

眩器 鉢 1 9 】胆 I層 と接合、S54 1・ 6層に同一 107図 5

磁器 輪花皿 1 9 6 一ｎ
見込唐草文か 高合に砂  I層 と接合、Ⅱ a・ Ⅱ b・ Ⅱd,If層 、S54 1・ 2層に同 107図 3

第 84図 陶磁器実測図 (10)
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登録
番号 腫舞 器種

出上位置 法量 (mm)
産地 備 考 写真

区 トレンチ 遺構 層 位 口径 底 径 器高

1 J-185 磁 器 皿 1 S-54 6 (374) (H6) (93) 月巴前
草花文 高台に砂  I・ Ⅱ b・ Id層 、S54 1・ 2・ 3層、3D区 Ⅱ層、
6C tt I層、7区 I層に同一

Ю 7図 4

2 I-1 陶器 水指 S-54 6 美 濃 総織部 藻草文  内面透明釉 平底  Ⅱ b層 、S54 1'4層 に同一 Ю 8図 ■

3 Iコ 匂器 向付 10 S-54 4a～ 4b 美濃 脚付 畳付無釉  Ⅱ f層 に同一 108図 -2

4 147 掏器 碗 S-54 6 頗戸美深 仰深井釉 畳付無釉 108図 -5

5 157 陶器 不 明 美濃唐津 鉄絵「つるし柿」か 元和～ Ⅱ d・ Ⅱ質層に同一 116図 ■4

6 陶器 lB手自 10 S-54 2 長 さ (26) 幅 (24) 瀬戸美濃 灰釉・鉄釉掛分けの上に透明釉 108図 -6

7 174 陶器 播鉢 9 S-54 1 丹波 櫛目巾 1 7cm(7条)口 縁内面に沈線 108図 -9

8 陶器 播 鉢 9 S-54 1 丹波 齢目巾 2 7cm(8条 ) 108図 -10

9 匂器 播鉢 10 S-54 6a～ 6d 丹波 櫛 目巾 2 7cm(3条 ) 108図 11

170 旬号ヨ 種 鉢 9 (120) 丹 疲 師目巾 2 9cm(8条 )S54 2層 、S37と接合、9Tカ クランに同一 108図 -8

的器 〓更 9 1 (224) 丹波 体部外面に指ナデ痕 Ⅱf層に同一 108図 -12

第 85図 陶磁器実測図 (1¶ )
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No 登録
番号 種類 綿

出土位置 法量 (mm)
産 地 備考 写真

区 トレンチ 遺構 層位 日径 底径 器高

1 ltJ器 乗磐 1 3 (102) 岸 鉄釉 腰部～底部無釉 芯立部にスス付着 109図 ‐2

2 I-125 均器 皿 1 (140) (70) (31) 中国
青釉 外面型打 下半部白化粧のみ 高台内鉄釉 回縁部 S54 1層 、底部 :E
層、 コ b・ Ⅲ層、S54 6層 、5B区 5Tに同一 109図 3

3 I-126 lt」器 皿 1 9 (90) (25～ ) 南方系カ
青緑釉 変形皿 外面露胎・ 型打 内面青緑釉 全面に赤褐色の斑点  18c後半～
19cか  Ⅱ b層、S54 6b層 、8B区拡張区に同一

Ю 9図 ‐4

4 磁器 碗 1 (70) 朝鮮 切高台 高台外側に目跡  Ⅱ b・ Id・ Ⅱ e層、S54、 石列背面露土①に同一 lЮ 図 2

5 ∬-182 磁器 皿 1 9 S-161 肥前 見込山水文 蛇の目高台 Ⅱb層 と接合、 Iold・ Ⅱ g層、S54に 同一 110図 3

6 磁 器 皿 1 S-194 1 中国 虫くい 1620～ 40年代 Ⅱb・ Ⅱd層、S241に 同一 HO図 ‐4

7 J-48 磁器 皿 S-194 I (160) 中 国 巽金12遍1娩安
・
島』幅に日Eと接合、

Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱd・ Ⅱf・ Ⅱg層、 HO図 5

8 睡器 1 S-217 (150) 中 国 外面丸に梅 110図 7

卜92 磁器 鉢 1 S-231 (130) 中国 外面赤の上絵付 虫 くいか 110図 8

蹴 皿 1 S-244 中国 草花文 青・ 赤・茶の上絵付 口紅 lЮ 図 ■6

11 磁器 皿 1 S-244 中国 雲文 赤・黄・黒の上絵付 口紅 Ⅱ b・ Ⅱd層に同一 110図 ■5

12 磁器 皿 1 S‐244 (170) (32) 中国 金惣砦沓乱1骨尋戸1最繹千灘 Ь漕甜 螂ヽ :Ⅱ b層、Ⅱ}Ⅱ Ⅱ゙e 110図 ■4

13 匂碁 碗 1 I Jヽ野相黒 淡青色釉 111図 5

監罫 皿 1 I 中国 111図 9

磁碁 碗 11 二の丸 1～ I (106) (47) (55) 一副 外面寿字文 二の丸 15'16Tに 同一 111図 -11

第 86図  陶磁器実測図 (12)
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昆
登録
番号

種類 器種
出上位置 法量 (mm)

産 地 備考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位 口径 底 径 器高

I 磁 器 鉢 D93028裏 込 (40) 中 国
外面 。見込詩句文 内面日縁二重圏線・ 間に波の連続文 蛇の目
高台・露胎  I・ Ic・ Ⅱd層、Dト レンチ裏盛土に同一 112図 ■

2 磁器 Ill
D‐ 10-2007裏

込 (100) 中 国
菊文 高台内カンナ痕 Ⅱd層、S54、 20T、 旧石垣南 トレンチ
A3層に同一

112図 3

3 磁器 lll
B‐ 24‐2020裏

中 国 花虫文 高台内兎文 112図 4

4 磁器 端反皿
B-7-2-2001^―

B-7-2066 (124) 中 国 不明  I・ Ⅱ c・ Ⅱ g層、S54に 同一  Ⅱb(図)に同一 112図 6

5 磁器 端反皿 b2003裏 込 (142) 中 国
虫くいか  I・ Ⅱ b・ Ic・ Ⅱd層 、S54、 35T Ⅱ b層 、石列背
面盛土①層、7C区盛土②上面、5B区 Ⅱ層に同一 112図 5

6 磁器 碗 不明 中 国
外面草花文 釉裏紅 Ⅱ b・ Ⅱd層、S54・ 244、 7区 I層、7C
区 S300に 同一 H6図 13

7 的器 肝縁皿 D52089墓 込 美 濃 禄釉 文様不明  Ⅱ d層に同一 112図 -10

8 陶器 皿 D-8-2018イ寸近 美 濃
御深井釉 胎土灰色 高台外～高台内無釉で焦げている 見込に
目跡  Ic層 に同一

H2図 ■ 1

9 192 陶器 播 鉢 b-4-040- 岸 鉄釉 112図 ■6

陶器 播鉢
主
異

２０

２０
込

(147) 丹 波 櫛目巾 1 6cm(6条 ) H2図 ■4

11 饉器 碗
D-14‐ 2034石

剤 背 面 盛土① 中 国 見込菊花文  Ⅱ d層に同一 113図 -1

17 陶器 (瓶類 ) 5 盛土①黒色土擢 美 濃 外面緑釉 内面長石釉 113図 6

13 陶器 碗 F石垣 裏盛土① 瀬戸美沼 天釉 見込に目跡 被熱  17c 113図 ■3

152 匂器 折縁皿 盛土① (130) 瀬戸美濃 鉄絵  回唇部銅緑釉の後、全面に透明釉  5B ttS 273に 同一 113図 ■4

15 均器 (瓶類) 5 盛土①黒色土層 瀬戸美消 緑釉 113図 ■5

陶器 一霊 7 盛土① (122) 瀬戸美鴻 灰釉 見込目跡 113図 ■7

17 旬器 繕鉢 7 D 盛土① 中序 鉄釉 113図 -18

笥器 悟鉢 5 蕗土①黒色土擢 岸 鉄釉か 被熱 113図 ■9

駒器 鉢 盛土② 唐 津 即部  8B tt S 884に 同一 113図 21

117 均器 皿 I期石垣側面 盛土② 美濃 長石釉 鉄絵 貫入 慶長 10年頃 113図 20

21 句器 鉢 5 地 震 盛土② 唐 津 灰釉 30T m層 、 7区盛土②層に同一 113図 22

第 87図 陶磁器実測図 (13)



0                       10 Cm

(1/3)

登録
番号

種類 器 種
出土位置 法量 (HIm)

産 地 備考 写 真
区 トレンチ 通 隠 層位 口径 底径 器高

1 陶器 天目茶覇 5 CI間 盛土② 2黒色± 3 (118) 顕戸美濃 映釉 体下部～底部無釉 被熱 113図 24

2 陶器 折縁皿 7 盛土②黒色土層 (HO) (60) 頑戸美濃
天釉 ソギ皿 見込・高台無釉 高台 目跡 文禄末～慶長 5区
蕗土② 2層 と撥合

[13図 ‐25

3 陶器 l ll 5 盛土⑤ (88) 天釉 貫入 5区盛土③層、7区盛土②層 、8A区 Ⅲ a層 に同一 113図 26

4 陶器 lll 6 西べ ,レ ト 卜2裏露土 156) 唐 津 松文 Cト レンチ A■ 裏盛土に同一 114図 2

5 J‐28 磁 器 碗 5 B面石列 黒褐色土層 中国 磐催建塩縄謎i邑留%韓 、ン114図 ■

6 112 陶器 ll l 2 S-14 (H8) (68) 美濃
暴

石
盈 鵡泄 衰留碍系命

の圏線・その間に紅案唐軍文 慶長～元 114図 4

1105 陶器 土瓶 2 S-14 (67) (72) 大堀相馬 緑釉 体下部～底部無釉 114図 5

8 1101 陶器 碗 S-300 大堀 114図 -9

9 1139 土師器 ほうるく S-273 (201) (171) (47) 6A tt I層 H4図 ■5

第 88図 陶磁器実測図 (14)

42



ノ

/

1

剰

0                       10 Cm
r― ―

―

     (1/3)

2

碧     
ミ
式諄.39

■ /
形

|

◇
‐

奉

（

『

呼

湊

‐ ‐０

録
号

登
番 種類 器 種

出上位置 法量 (mm)
産地 備 考 写 真

区 トレンチ 遺構 畷位 口径 底径 器 高

I I‐ 140 土師器 ほうるく S-300 14図 0

2 陶器 菊 皿 S-398 2 (88) 美 濃
型打皿 長石釉 鉄絵 見込に目跡 慶長～元和 5区 Iベル ト露土①
層、8A区 Ⅱ層に同一

114図 ■2

3 磁 器 端反皿 S739上層 Ⅳ 四方欅文 呉須の発色鈍� 14図 4

磁器 碗 I (42) 肥 前 くらわんか手 山水文 高台内に銘 115図 ■

5 陶器 一望 3 ] 備 前 15図 6

6 陶器 皿 コ 160) 頼戸美濃 文緑～慶長 体下～底部 :5B区 Ⅱ層、見込 :3区 B石垣 I層 H5図 ■4

7 173 磁器 碗 I (44) 一副 くらわんか手 見込蝶文 目跡 5図 2

∽器 皿 I (96) 大堀本日馬 鉄釉 灯明皿か 5図 4

9 I-102 陶器 土 瓶 I (62) 大堀本目馬 緑 釉 5図 5

I‐ 103 1旬 器 土 jIIl I 大堀相馬 緑釉 5図 7

11 [104 陶器 土瓶 I 大堀相馬 緑 釉 5図 8

陶器 播鉢 」K入 り角石垣 掘 方 (98〕 頼戸美 i i釉 櫛 目幅 2 7cm(14条 ) 5図 2

13 陶器 播 鉢 Ⅳ (98) 績戸美濃 鉄釉 櫛目幅 2 8cm(14条 ) 5図 ■

第 89図 陶磁器実測図 (15)
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区 トレンチ 擢

163 3夕隠 SA蜃至I)目 116図 113

2 醜 6C をクテン 螂 110図・7

8 卜lljt 碗 着タラン ⑩ 大掘相馬 賤 I10隠‐・8

4 12 磁 18A Ⅲ 五 難 黒釉の上に藩い長石釉 116固 15

5 工18 胸 ■ (134D C82D m 難 4frIL長軸 腿 庭 敵 11■ 慶る118

e J60 II k 鍋 3●●4 f74) 23 支 1le図 .1(

7 甕 10 I 1561 116隠・
`6B 195 tC・ 20C11 (儀 妙 11む 図―.11

9 F40k 韓 53 圏 騨 臣と釉 ! ∫体に砂 目跡 18cか 19cか 116殴・二う

第99国―陶磁器実測図 (16)
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産地・種別 出上位置 登録番号

91図 ■ 古染付 変形皿 10T I層 、 D区 2008-E-15
91図 -4 青花 皿 10T I層

91図 7 五彩 ull 10T Iナ膏

91図 ‐8 五彩 皿 10T I層

91図 ■0 唐津 大皿 9T Iサ再

91図 ■4 堤  裂 10T I層

91図 ■5 古染付 角皿 9T Ⅱ a層

91図 ■7 五彩 皿 10T Ⅱ aナ唇

第 91図 陶磁器写真 (1)

45



/1払
/

r 名ヽ射委鞠 b

i fキ
1 ■

｀ヽャ 9-3b

ヽ 鶴

一

丁移
¬
∬

的  /β

基  ｀

17a

に

槃き' ■ 11
18‐4b   18-5b

く
日囀噺山

"

18-3b

18-6b

麟悦∽欝
帆

藤
!

と 
ノ

r_  ＼ 12a

k
熱

覧_ミ

B-la

醤

】_ 〔 .:/ユ 16a

こ` |     ~イ 8-2b

46

第 92図 陶磁器写真 (2)
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2

猛

No 産地・種別 出上位置 登録番号

92図 ―J 志野織部 向付 9T Ⅱ a層

92図 -3 丹波 壷 10T Ⅱ a層

92図 ‐4 丹波 壷 9T I a万 冒

92図 ‐6 相馬 碗 9T I月雪、 10T Ⅱ aj目

92図 -7 古染付 向付 9T Ⅱ b層

92図 ‐13 五彩 皿 9T I b層 J‐

92図 ‐14 五彩 皿 10T I b万 目 ト

92図 ■5 五彩 皿 10Tこ bЛ目

92図 -16 五彩 皿 10■ ■b層 ト

93図 ■ 青磁 (中 国)皿 10T Ⅱ b層

お 図-10 志野織部 皿 9T Ⅱ b栃巨

〕3図 ■2 志野織部 輸花皿 9T I b万 目

94図 1 瀬戸美濃 すり鉢 10T Ⅱ b所雷

94図 -4 東南アジア系 甕 9T Ⅱ b層

94図 ‐6 唐津 大皿 10T I c層

第 94図 陶磁器写真 (4)
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95図 3 古染付 向付 9T Ⅱ dナ冒 11

95図 4 古染付 向付 S54 1層 、9T Ⅱ d層 J16

第 95図 陶磁器写真 (5)
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97図 5 青花 皿 9T Ⅱ dザ言 97図 3 五彩 鉢 9T Ⅱ b・ Ⅱd'冒

97図 6 青花 皿 10T I d層 J-77 97図 4 五彩 皿 9T Ⅱ d層

97図 -8 青花 稜花皿 10T I・ ■ bl目 、 9T Ⅱ d)胃 97図 5 五彩 nl 9T Ⅱ dサロ

97図 ■2 五彩 lHl 10T Ⅱ d層 J-107 97図 6 五彩 皿 9T Ⅱ dザ再

第 97図 陶磁器写真 (7)
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第 98図 陶磁器写真 (8)
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98図 7 青磁 (中 国)青 花Il 9T Ⅱ d層

98図 8 青磁 (中 国)ul 9T I d層 J-144

98図 9 青磁 (中 国)皿 9T I dナ膏

99図 5 角皿唐 津 9T I・  Ⅱd層

第 99図 陶磁器写真 (9)
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No 産地・種別 出上位置 登録番号

100図 -3 志野織部 菊皿 9T Ⅱ FI万雪 126

100図 -4 瀬戸美濃 瓶類 9T Ⅱ宣層

1001雪 -3 五彩 皿 9T Ⅲ a層 J H3

100図 9 青花 変形皿 9T I b・ Ⅲ b層 、 10T I層

100図 1 備前 徳利 9T tt b層

100図 ■ 1 青磁 (中 国)皿 9Tカ クラン J147

第 100図  陶磁器写真 (10)
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図 3 古染付 9T Ⅱ b・ Ⅱdナ冒 」‐7

図 4 古染付 9・ 10T S161・ S‐ 54、 8T IVサロ、 31T I c)膏 2

10 図 5 古染付 変形皿 10T S54 2・ 6)膏 J

10 図 6 吉染付 10T Ib)詈 、 S-54、  S-244 J

10 図 7 古染付 変形皿 9T Ⅱ d層 、 10T S54 6a～ d層 J 5

図 8 古染付 角皿 10T 6層 J

第 101図  陶磁器写真 (11)
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産地・種別 出土位置 登録番号 産地・種別 出土位檀 登録番号

102図 6 青花 碗 9T S54 1層 102図 9 青花 猪口 1層

102図 7 青花 碗 6b層 102図 -10 青花 猪口 10T 1層

102図 8 青花 猪日 S-54 102図 ■ 1 青花 皿 9T Ⅱ b・ Ⅱ d層、カクラン、S54 6a～ d層

第 102図  陶磁器写真 (12)
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No 産地・ 種別 出土位置 登録番号 産地・種別 出上位置 登録番号

03図 4 青花 阻 6層 Ю 4図 2 青花 壷 10T Ⅱ d層 、9T S54 1・ 6層

03図 5 青花 端反皿 10T S‐ 54 6層 Ю 4図 7 五彩 角皿 9T S-54 J-109

03図 6 青花 変形皿 9・ 10T  Ⅱc・ Ⅱd層、 S-54 104図 ‐8 五彩 皿 S-54 3層 J l19

03図 7 青花 大 Ell 9T S54 1層 104図 ‐9 五彩 皿 9T S546d層 J-120

03図 8 青花 大皿 S‐ 54 1層 104図 -10 五彩 皿 10T S-54 6層

03図 9 青花 大 Ull 10T Ю 4図 ■ 1 五彩 皿 OT Ⅱ d層 と S54接合

04図 1 青花 壷 10T S54 5a～ d層

第 103図  陶磁器写真 (13)
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第 104図 陶磁器写真 (14)



No 産地・種別 出土位置 登録番号

Ю 5図 5 青磁 (中 国)変 形皿 10T S‐541層

第 105図 陶磁器写真 (15)
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産地・種別 出土位置 登録番号

106図 8 津州窯 呉須赤絵 阻 10T Ⅱ b層、9T S54 6層 J-203

106図 9 渾州窯 皿 S541・ 6層

産地 。種別 出上位置 登録番号

106図 6 渾州窯 大皿 10T  I層 、 9T S-54

106図 -7 渾州窯 角皿 9T S-54

第 106図 陶磁器写真 (16)
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107図 7 肥前 aL 9T S54 1層
107図 8 肥前 皿 9T S-54 6b層

第 107図  陶磁器写真 (17)
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産地 。種別 出上位置 登録番号

108薗 ‐3 唐津 脚付皿 9T Ⅱ b・ Il d頻目、 S-54

108図 -4 唐津 皿 9TS-54 6層

Ю 8図 7 瀬戸美濃 す り鉢 10T S‐54 6a～ d層

第 108図  陶磁器写真 (18)
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産地・種別 出上位置 登録番彊

109図 1 備前 徳利 9T I貿 層、 S‐54 6層 I‐88

109図 -5 東南アジア系 甕 9T S-54 1層

109図 -6 東南アジア系 甕 10T S-54 4a・ b層

第 109図  陶磁器写真 (19)
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第 110図  陶磁器写真 (20)
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No 産地・種別 出上位置 登録番号

HO図 ■ 五彩 皿 10T S45 1層 J-122

110図 -6 青 花 角皿 9T Ild層 、 10T S193 1層
110図 -9 古染付 向付 9T  Ⅱ d・ Ⅱ宜万雪、 S-54・   S-244

Ю 図 古染付 向付 10T S-244

10図 古染付 角皿 9T I b・  Ⅱd層、 10T S-244

10図 青花 鉢 10T S-244

10図 青花 鉢 10T S-54・ 244、  201

10図 五彩 皿 10T S-244 J-125

lH図 ■ 堤 す り鉢 I 層

111図 ‐2 渾州窯 皿 20T  I折目 J-204

111図 3 唐津 皿 25T I層
lH図 4 青磁 皿 29AT lc,暮 J

lH図 6 五彩 皿 35T  Ⅱa層 2

111図 7 五彩 35T Ⅱ d層

111図 8 五彩 皿 38T  Ⅱ b方雪 J 5

111図 ■0 淳州窯 大皿 1区 C根入部  I層 」

111図 ■2 五彩 皿 (不明)

第 11翻 図 陶磁器写真 (21)
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112図 2 青7と 碗 Dト レンチ 71022付 近裏込

112図 7 五彩 A61006付 近裏込 J‐ 197

112図 8 五彩 Dト レンチ D43020裏 込 J-127

H2剥 9 洋州窯 Dト レンチ D72066裏 込 J-201

H2図 ■ 唐津 鉢 Dト レンチ D62057～ D62037 141

112劉 ■ 唐津 皿 B201073裏込 143

H2図 ■ 備前 饗 D‐71022^― D‐ 7‐ 1026

第 112図  陶磁器写真 (22)
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縛生

殺 1

産地・種別 出土位置 き録番モ

3図 2 五彩 皿 6区 盛土① 3

3図 3 渾州窯 b6042石 列背面 盛土①

3図 4 渾州窯 k622石列背面 盛上①

3図 5 溝州窯 d142046石列背面

3図 7 織部 皿 (b)4T045層石列背面 盛土①

3図 8 志野織部 皿 石列背面 d72024

産地・種別 出上位置 登録番号

113図 9 志野織部 鉢 7区 DT東側 盛土①黒色土

113図 ■0 志野織部 Il B区 5T 2041付 近盛土①

113図 ■ 1 志野織部 (b)5004 石列背面

113図 ■2 唐津 向付 7区 DT盛土①

113図 ■6 瀬戸美濃 碗 (d)Ъ 0281石列背面盛土①

113図 23 五彩 皿 6区 盛± 3A17G

第 113図  陶磁器写真 (23)
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第 114図  陶磁器写真 (24)
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No 産地・種別 出土位置 登録番号

114図 3 中世陶器 甕 D区 9T2011～ D9T2032 I-120

114図 6 瀬戸美濃 輪花 l II 5B tt S 273 Ⅱ層

114図 7 相馬 土瓶 5B tt S273 I-111

114図 8 相馬 碗 3A区 1層 I-112

114図 ■ 1 相馬 土瓶 6Ctt S319 1b A19層
H4図 ■ 志野織部 向付 8A tt S 398 2層

115図 3 志野織部  lll 4C tt I屑 122

115図 6 相馬 土瓶 4D tt I層 I 3

115図 9 不明 ほうるく 6A tt I層 I 1

H5図 ■( 相馬 碗 6区  B-18グ リット I層 I

115図 ■ 1 五彩 景徳鎮 B石垣  I層 J

115図 ■2 五彩 5B区 降 15G 巨層 J

第 115図  陶磁器写真 (25)
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フ
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産地・種別 出上位置 登録番号

116図 3 掲釉 壷 31区  Ⅱ層 〔124

116図 4 中世陶器 甕 5B区 Ⅱ層

116図 6 織部 皿 8A区  Ⅲ a層

116図 9 織部 皿 9区 (6)-3・ 4T

第 116図 陶磁器写真 (26)
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土 器 ・ 土 製 品



2.土器・ 土製品

概要

土師質土器は、1区 9～ 12ト レンチからは 1,897点 出土し (同地区の陶磁器全体の 15.2%)、 種類としては皿、

焼塩壷 (85点 )、 焙烙、脚付の「土鍋」などがある。皿には内外面に炭化物が付着したものが見られ、灯明皿とし

て使用されたものも含まれる。また、墨書がみられる皿がある。焼塩壺は、ロクロ整形で体部下端にヘラケズリが

施される。また、仙台藩特有とされる「格子叩き目」が施される焼塩壺も出土している。

瓦質土器は、42点出土し、鉢、括鉢、火鉢や手焙りなどの器種がある。

土製品には、人形、磁器を打ち欠いた面子、フイゴの羽回などがある。

5区からは、縄文土器が出土しており、2点を図示した。 1点には縄文、1点には撚糸文が施文されている。

第 117図 4A tt S‐ 298土師質土器出土状況
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l~T~「下~下→~T~「可~下引 (V3)

登録
番号

種 別
出上位置 法量 (mm)

内面調整 外面調整 切 り離 し 残存 備 考 写 真
岡査区 トレンチ 回径 底 径

1 土師質土器 皿 I ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り 1/4> 内面、底部に炭化物

土師質土器 皿 I (112) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/4

3 土師質土器 皿 (112) (80) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/4 内面に炭化物

土師質土器 皿 (123) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2 123図 ■

5 D-37 上師質土器 皿 Ⅱ (110) ロクロナテ ロクロナラ 1/4> 回縁部に炭化物

土師質土番 皿 ロクロナテ ロクロナテ 1/4

7 D-14 土師質土器 皿 ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り 1/2

D-21 土師質土器 皿 ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 1/4>

9 土師質土器 皿 (134) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2 内面に炭化物 123図 -2

土師質土器 皿 9 (134) ロクロナデ ロクロナデ 1/4 内外面に炭化物

11 上師質土基 皿 (H8) (92) ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り 1/4

D‐ 22 上冑市質土番 皿 (135) ロクロナテ ロクロナテ ]転糸切後ユビナデ 1/2

上師質土番 皿 (140) ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り 1/2

土師質土器 皿 (156) ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り

D-17 土師質土器 皿 (158) ロクロナデ ロクロナデ 1/4 回縁部に炭化物

土師質土器 皿 9 (154) (88) ロクロナデ ロクロナデ ヘラケズリ 1/4

17 上師管土基 皿 9 (164) (86) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/3 外面に炭化物

上師質土基 皿 (158) ロクロナデ ロクロナテ 1/4> 口縁部に炭化物

上師質土器 皿 (154) ロクロナテ ロクロナデ 1/4> 外面に炭化物 123図 3

土師質土器 皿 (164) ロクロナテ ロクロナテ 回転糸切 り 1/3 勺外面黒色 113図 4

土師質土器 IIll (170) (102) ロクロナデ ロクロナテ 回転糸切 り 1/4 内面に炭化物

第 118図 土器・土製品実測図 (1)
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録
号

登
番 種 別

出土位置 法量 (mm)
内面調整 外面調整 切 り離 し 残存 備 考 写真

調査区 トレンチ 置橋 言も 口径 器 高 底 径

D-16 土師質土罫 皿 9 ロクロナテ ロクロナデ Ⅲ面に炭化物

D-12 土師質土器 皿 9 (122) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 4

3 D-10 土師質土番 皿 9 (116) ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り

4 D-26 土師質土器 皿 9 (88) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 4

D-25 土師質土番 皿 9 ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り 勺面に炭化物

6 D-24 土師質土番 皿 9 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

7 D-27 土師質土罫 皿 9 (74) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2 ヨ縁、体部に炭化物

D-28 土師質土器 皿 9 ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り 全体的に黒色

D-32 土師質土掛 皿 9 (56) ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り Ⅲ面に炭化物 123図 5

0 D-30 土師質土番 皿 9 2 ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2

D-29 土師質土器 皿 9 36) ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2 ヨ縁、体部に炭化物 123図 6

土師質土帯 皿 9 ロクロナテ ロクロナデ

D-33 土師質土番 皿 9 巨 ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り 1/4>

D-34 土師質土番 皿 9 (80) ロクロナラ ロクロナデ 回転糸切 り 日縁部に炭化物

D-38 土師質土器 皿 I (38) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 回縁、体部に炭化物

6 D-39 土師質土器 皿 (78) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 1/4>

D-70 土師質土器 売塩藁 9 ロクロナ ロクロナデ、ヘラケズL 回転糸切 七 1/2 124図 ■

D-74 土師質土群 免塩壷 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ ]転糸切 り 124図 2

9 D-77 土師質土器 乾塩藁 9 Ec ロクロナデ ロクロナデ 4 124図 3

D-75 土師質土器 死塩藁 (56) ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ 回転糸切 り 2 124図 4

D-73 土師質土器 完塩藁 9 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ 不明 124図 5

D-72-1 土師質土器 売塩壷 9 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ 目転糸切 り 124図 -6

D722 土師質土器 莞塩壷 9 ロクロナデ ロクロナデ 124図 6

D-76 土師質土器 完塩壷 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ 不明 と24図 7

第 119図 土器・ 土製品実測図 (2)
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登録
番号

種別
出土位置 法量 (mm)

内面調整 外面調整 切 り離 し 残存 備考 写真
問査区 トレンチ 遺橋 層 位 日径 器 高 底径

1 D-83 土師質土器 鉢 格子タタキ 124図 8

2 D‐82 土師質土器 鉢 格子タタキ 124図 9

3 D85C 土師質土器 鉢 9 回転糸切り 格子タタキ 124図 ■0

土師質土器 鉢 (278) (200) ヘラナデ ナデ、ヘラケズリ 124図 ■ 1

5 土師質土器 鉢 I (160) ロクロナテ ロクロナデ

6 上師質土碁 鉢 10 I (298) ロクロナデ ロクロナデ

7 I-127 瓦質土器 す り鉢 (112) 125図 ■

8 1-128 瓦質土器 火鉢 Ⅱ ロクロナデ ロクロナデ

9 I-129 瓦質土器 火鉢 (148)

土師質土番 皿 5 盛± 1 (H8) ロクロナテ ロクロナデ 不 明 1/4>

11 上自市質土器 皿 盛 土 黒色土 (164) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切 り 口縁部に炭化物

上8市質土罫 皿 盛 土 黒色土 (162) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2 回縁、体部に炭化物

土師質土器 皿 盛 土 黒色土 (144) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/4 内外面に炭化物

D-46 土師質土器 皿 盛 土 黒色土 (150) (100) ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切り 1/4

15 D‐69 土師質土器 莞塩壷 7 盛± 1 回転糸切 り 1/2

第 120図 土器・土製品実測図 (3)

75



~:揚

尋 き 魯 § 忌 息 ti::こ

一

露
諭

幸
５
邑

¢

一

暗

「

ル
ぎ
一

；
ｒ
ｉ
生

． 　
　
２

會 影 谷

|

「
―  羽

鞄 熱 慧 14

登録
番号

種 別
出土位置 法量 (mm)

内面調整 外面調整 切 り離 し 残 存 備 考 写真
調査区 トレンチ 遺構 層位 回径 器高 底径

l 土師質土器 鉢 7 D東側 盛土①黒色土 ナ デ 格子タタキ 125図 2

2 D-79 師質土器 鉢 5 盛± 1黒色土 ロクロナデ ロクロナデ 脚の痕跡有 り 底部に墨付塔 125図 -3

3 〔132 瓦質土器 k釘 5 盛土① 2種類の押印 125図 4

4 1133 瓦質土器 k鉗 5 盛土①黒色土 菊花印文 125図 5

5 土師質土器 皿 5 CT間 盛± 22黒色± 2 (H6) ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切 り

6 D-59 土師質土器 皿 5 CT間 盛± 22黒色± 2 ナ デ ナデ /底部 :ユ ビオサエ

7 D-53 土師質土器 皿 7 盛± 22黒色土 (152) ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切 り 回縁、体部に炭化物 125図 6

8 土師賓土器 皿 5 盛± 22黒色土 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切り 1/4> 内面に墨書 125図 -10

9 D-78 土師質土器 皿 5 SI間 議± 22黒色± 2 ロクロナデ ロクロナデ 125図 9

1135 瓦質土器 鉢 盛土②仙商分 ヘラナデ ロクロナデ /1・ 面に墨書 125図 8

11 D-52 土師質土器 鉢 盛± 2(仙 商) (160)

D-40 土師質土器 皿 2 (130) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

瓦質土器 鉢 2 (122) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 底部中央に孔

土自而質土繋 皿 自色粘上 ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切り 外面摩減 している

土師質土器 皿 S-298 底 面 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 と25図 -7

土師質土器 皿 S-398 2 (112 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 2

17 D-55 土師質土器 皿 S 1 (72) ロクロナデ ロクロナデ

D-58 土師質土器 皿 S 1 (114) (70) ロクロナデ ロクロナデ ヨ転糸切 り

D-57 土師質土器 皿 S (130) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 口縁部に炭化物

I-136 瓦質土器 鉢 S (328う ュビオサェ ロクロナデ 全体が摩減 している
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第 121図 土器 。土製品実測図 (4)
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登録
番号

種 別
出上位置 法量 (mm)

内面調整 外面調整 切 り離 し 残 存 備考 写真
調査区 トレンチ 遺構 層 位 回径 器高 底径

1 土師質土器 皿 Ⅲ d (HO) ロクロナデ ロクロナデ ヨ転糸切 り

2 土師質土掛 皿 2 カクラン (126) (92) ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切り

3 土師質土番 皿 黒色土 (130) (80) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 1/2

4 土師質土掛 莞塩菫 I ロクロナデ ロクロナデ/格子タタキ 回転糸切り
体部に格子
タタキ

126図 ■

5 D-56 土師質土基 al・ Ⅱ ロクロナデ ロクロナデ

6 瓦質土器 鉢 Ⅲ (210) (204) ヘラナデ ヘラナデ

7 [137 瓦質土器 鉢 仙商 表 採 (112) ロクロナデ ロクロナデ
砥 回 ケ ア

全体に摩減
している

8 瓦質土器 (内耳) B石垣天端 I ユビオサエ・ナデ ロクロナデ 勺耳突起部
かが変色

9 113C 瓦質土器 (耳部) 3 〔 フク土 ヘラケズリ

録
号

登
番 種 別

出土位置 法量 (mm)
内面調整 外面調整 切り離 し 残存 備考 写 真

調査区 トレンチ 遺構 層位 回径 器高 底径

0 土人形 土師質土器 S‐ 16C S-273 27 合わせ目を削った痕跡 126図 2

動物型土製品 1 瓦質 犬か

2 面子 土師質 1 5 重 19g 126図 3

面子 陶磁器 1 Ⅱ b 4 言花  重 61宜 126図 6

P-4 面子 的磁器 1 10 7 青花 重 45宜 126図 7

P-5 面子 陶磁器 4 青花 重 26寅 126図 8

6 P-7 面子 土師質 | 6a～ d 6 重 38寅 126図 -4

P-6 面子 土師質 7 イ山商 盛± 2黒色土 7 重 52 126図 5

8 縄文土器 S-318 1 6 126図 9

9 縄文土器 5 IV a 126図 ■0

第 122図 土器・土製品実測図 (5)
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第 123図 土器・土製品写真 (1)



第 124図 土器・土製品写真 (2)

79



紗
釣

80

第 125図 土器・土製品写真 (3)
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ガ ラ ス 製 品



3.ガラス製品

概要

1区 9。 10ト レンチから多量のガラス器の破片 (492点 )が出土している。その中でもS-54か ら大部分が出土

している。これらは、17世紀のヴェネチアやボヘミア産のガラス製品とみられ、全国でも極めて稀少な出土例で

ある。

ガラス器には「エナメル彩」を施した杯、ボウル状の容器、ゴブレット (註 1)な どがあり、色彩、形状をもと

に個体を分類した結果、30個体以上であると考えられる。色彩には、ブルー、グリーン、アンバー (琥珀色)、 透

明などのほか、ブルーからグリーンにかけてのグラデーションが生じるものや、筋状に赤味が生じるものもある。

成形技法には、型モール吹きと宙吹きの 2種類がみとめられる。胎土中には、気泡が多く混じる。

エナメル彩を施した容器は、口縁部に 2段の点彩、体部に馬と草を描いた後、グラビール技法 (註 2)を施して

おり、器種は杯と考えられる (註 3)。

青ガラスの鉢は、口縁部が折り返されており、縦のモール (稜線)がみられる。ヴェネチア産と考えられる。

(註 1)コ ップ状の杯身部の下に、装飾の施された棒状のステム (脚 )が付き、さらにその下に円形の台座が付いた形
のガラス器 (『 ヨーロッパのガラス ■5世紀～ 19世紀 ―』町田市立博物館図録第 84集  1993)。

(註 2)回転軸の先端に、直径 05～ 10cmの銅の円盤や石製の円盤をつけた、それを回転させて、ガラス面に彫刻す
る方法 (由水常雄『ガラスエ芸 ―歴史と技法 』1992 桜楓社)。

(註 3)石川県立美術館所蔵の「エナメル彩選挙侯文フンペン」(1606年 ドイツ製)にモチーフが類似している。

第 127図  1区 9T S-546層 のガラス製品・陶磁器出土状況

第 4表 ガラス製品集計表

登録
No

実
測

写
真

体

ｏ

個
Ｎ

出土位置
部位 特徴 器 形 技法 色味 光沢 備考

区 トレンチ 遼構名 層 位

○ ○

ス

ール
Ｎ。

不 明 口縁部 反 り有 り

ゴブレット 型モール
吹き

グラデーション
(ブルー～グリー

ン)

有 り

グラデーションあり (ブルー→グリーン)

�bbed bowI(モ ールがはっきりしている器
光を透過することで回縁部近くでは赤味を

1 不 明 日縁部 反 り有 り

1 不 明 日縁部 反 り有 り

不 明 体部 反り有り

I 9 不明 体 部 反り有り

G-6 1 不 明 体 部 反 り有 り

1 9 不明 体 部 反 り有 り

1 9 不明 体 部 反 り有 り

9 不明 体部 反り有り

9 体部 反り有 り

○ ○ 1 9 不 明 口縁部 反 り有 り

1 9 不 明 日縁部 反 り有 り

1 10 不明 不明 体 部 反 り有 り

C-14 不 明 不明 体部 反 り有 り

10 S-54 6a― d 体 部 反 り有 り

1 9 体部 反 り有 り

C-17 1 不 明 不明 不明 体 部 反 り有 り
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登録
No

実

測
写
真

個体
No

出土位置
部位 特徴 器 形 技法 色味 光 沢 備考

区 トレンチ 遺構名 層 位

○ ○

ガラス
No 2

9 S-54 6 日縁部 反り有り

不 明
型モール

吹き
ブルー 有 り 辞め細めのモール有り

G-19 9 口縁部 反り有り

G-20 9 不 明 体 部 反 り有 り

9 不 明 体 部 反り有り

C-22 9 不 明 休部 反り有り

G-23 9 不 明 体部 反り有り

C-24 9 体 部 反 り有 り

9 体 部 反 り有 り

G-26 9 体部 反 り有 り

G-27 9 S-54 体部 反 り有 り

C‐ 28 ○ ○

ス
３形

配

口縁部 反り有り

不 明
型モール

吹き
ブルー やや

有り 参η2モ
ータレ有り

気泡有り

G‐ 29 10 体 部 反 り有 り

9 体 部 反 り有 り

9 不 明 日縁部 反り有り

C-32 〇 ○

ス
４形

配

9 S-54 6a― d 日縁部 折 り返 し有 り

不 明
型モール

吹き
ブルー 有り

気泡有 り
棄状縁大皿か ?

C-33 9 体部 反り有り

C-34 9 体 部 反 り有 り

G-35 9 体 部 反 り有 り

9 体 部 反 り有 り

G-37 9 S-54 体部 反り有り

G-38 9 体部 反り有り

G‐ 39 9 体 部 反り有り

9 体 部 反 り有 り

9 体 部 反 り無 し

G-42 9 体部 反り無し

G-43 9 体部 反り無し

9 体 部 反り無し

9 体 部 反 り無 し

9 体 部 反 り無 し

C-47 9 S-54 体部 反り無し

G-48 9 体部 反り無し

G‐ 49 9 S-54 体 部 反 り無 し

9 体 部 反 り無 し

9 体 部 反 り無 し

C-52 9 体部 反 り無 し

C-53 9 体部 反り無し

C-54 9 体 部 反 り無 し

9 不 明 底 部 反 り有 り

C-56 9 不 明 底 部 反 り有 り

C-57 9 S-54 不 明 休部 反り有り

C-58 9 S-54 不 明 体部 反り無し

9 不 明 体 部 反 り無 し

9 不 明 体 部 反 り無 し

9 底 部 反 り有 り

C-62 9 体部 反 り有 り

9 S-54 体部 反り有り

G‐ 64 9 体 部 反 り有 り

∈65 9 体 部 反 り有 り

G-66 9 体部 反 り有 り

∈67 9 S-54 体部 反り有り

←68 9 S-54 体部 反り有 り

9 体 部 反 り無 し

9 体部 反 り無 し

不明 不明 体部 反 り有 り

G-72 6a― d 体部 反り有り

C-73 6a― d 体部 反り有り

9 体 部 反り有り

G-75 9 体部 反 り無 し

G-76 9 S‐54 体部 反 り無 し
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登録
No

実
測

写
真

泳
ｒ
Ｏ

個
Ｎ

出土位置
部位 特徴 器形 技 法 色味 光沢 備 考

区 トレンチ 遼構名 層位

G-77

ス
４ル

Ｎ。

I 9 体 部 反 り無 し

不 明
型モール

吹き
ブ,レー 有 り

1 9 不 明 体部 反 り有 り

1 9 6 体 部 反 り有 り

不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反り有り

O ○

ス
５ル

Ｎ。

9 口縁部 反 り有 り

鉢
型モール

吹き
ブ,レー やや

有り

ヴェネチアングラス
太めの縦モール有り
脚部の可能性もあり

○ ① 9 口縁部 反 り有 り

○ 9 S-54 口縁部 反り有り

G-85 ○ 9 S‐ 54 日縁部 反 り有 り

G-86 ① 9 回縁部 反り有り

C-87 O 9 回縁部 反 り有 り

○ 9 回縁部 反 り有 り

○ 9 体 部 反り有り

○ 9 S-54 体部 反 り有 り

G‐91 ○ 9 体 部 反 り有 り

G-92 ○ 9 S-54 体部 反 り有 り

○ ○ 9 底 部 反 り有り

○ ○ 日縁部 反り有り

○ 不 明 不 明 不明 不明 日縁部 反 り有 り

C‐ 96 ○ O 不 明 不 明 不明 不明 底部 反 り有 り

C‐ 97 ○ 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り有 り

○ 6 口縁部 反り有り

○ 9 6 口縁部 反 り有 り

G‐ 100 ○ S-54 6 体部 反 り有 り

G‐ 101 ○ 9 不 明 体 部 反 り有 り

G-102 ○ 9 6 回縁部 反り有り

G-103 ○ 口縁部 反り有り

C-104 ○ 不明 不 明 不 明 不 明 口縁部 反 り有 り

C-105 ○ ○

ガラス
No 6

S-54 6 日縁部 反 り有 り

ゴブレット? 宙吹き ブルー 有 り 気泡有 り

C-106 ○ ○ 9 不 明 口縁部 反 り有 り

C‐ 107 口縁部 反り有り

G‐ 108 ○ ○ 不 明 口縁部 反り有り

G-109 ○ ○ 不 明 日縁部 反 り有 り

G

ス
７ル

Ｎ。

不 明 不明 不 明 不 明 体部 反 り有 り

不 明
型モール
吹き ? グリーン 有り lnめ の横モール有 り

I ○ ○ 不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

C-112 不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

G― 3 不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反り有り

4 1 不 明 体 部 反 り有 り

G‐ 5 1 9 不 明 イ本音L 反 り有 り

C-116 ○ ○ ス
８ル

Ｎ。

不 明 不明 不 明 不 明 口縁部
反 り有 り 。

折 り返 し有 り
不明

型モール
吹き

アンバー+う す
赤がすじ状に
入っている

有 り 棄歓君羅そニル有り
蓋付の器か?

G‐ 7 1 9 不 明 体 部 反 り有 り

G― ○ ○ ス

９ル
Ｎ。

1 2 口縁部 反 り有 り
不明 ワイン

グラス ? 宙吹き アンバー 無 し
ヴェネチアンクラス ?
蓋付の器か?

C‐ 不 明 不 明 不 明 不明 口縁部 反 り有 り

C‐ 120 ○ ○

ガラス
No 10

不 明 不 明 不明 不明 回縁部 反 り有 り

不明
型モール

吹き
アンバー 有 り 斜めのモール有 りG‐ 121 9 不明 Ⅱ 体 部 反 り有 り

G-122 1 9 体部 反り有り

G-123 ○ ○
ガラス
No ll 不明 不 明 不明 不明 口縁部

反り有 り・
折 り返し有り 不明 宙吹き アンバー 有 り 森林ガラス?

C-124 ○ ○ ガラス
No 12

9 不明 口縁部 反 り無 し
不明 宙吹き 無色 無 し

G 9 体 部 反 り有 り

C ○ ○ ガラス
No 13

1 9 体 部 反り有り
不 明

型モール
吹き

イエロー 有 り 嚢齢お桑途ふ_部 ?
G― ○ ○ 9 6 体部 反 り有 り

C-128 ○ ○
ガラス
No 14 不明 不 明 不 明 不 明 口縁部 反 り有 り 不 明 宙吹き アンバー 無 し 気泡有 り

G-129 ○ O

ガラス
No 15

9 不 明 反 り有 り

不 明 宙吹き ブルー 無 し
擦れ跡が多い
G132・ 133接合

G-130 I 9 体 部 反 り有 り

C-131 1 9 体部 反 り有 り

G-132 ○ 〇 1 9 6 日縁部
反 り有 り・

折 り返 し有 り

G-133 9 6 体 部 反り有り

G-134 不 明 不明 不 明 I 体 部
反り有り・

仙商より出土
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機
陥

実
測

写
真

体

ｏ

個
Ｎ

出上位層
部位 特 徴 器形 技 法 色 味 光沢 備考

区 トレンチ 塵騰名 層 位

G‐

ガラス
No 16

口縁部 反 り有 り

不明 宙吹き グレイブルー 有 り

C‐ 9 S-54 体部 反り有り

9 体部 反 り有 り

G‐ 体部 反り有り

G‐ 体部 反 り有 り

G‐ 口縁部 反り有り

3 6 体部 反り有り

G 9 不明 Ⅱ c 体部 反 り有 り

○ ○ 6とd 底部 反り有り

C

ガラス
No 17

体部 反 り有 り

不明 宙吹き ブルー 有 り

G-145 1 不明 口縁部
反 り有 り・

折 り返 し有 り

G 9 不明 体部 反り有 り

9 不明 体 部 反 り有 り

G 不明 不明 体部 反り有り

G

ガラス
No 18

6 体 部 反 り有 り

不 明
型モール

吹き 濃いブルー 無 し
気泡が多め
rlbbed bowl
モールがはっきりしている

G S-54 6 体部 反 り有 り

G 9 不明 口縁部 反り有り

G 9 不明 口縁部 反 り有 り

G 6 口縁部 反 り有 り

6 体 部 反 り有 り

G 体部 反 り有り

G 9 不明 体部 反 り有り

C-157

ガラス
No 19

ユ 9 不明 口縁部
反り有り ,

折り返し有り

不 明
型モール

吹き
ブルー 有 り

G‐ 158 1 不 明 口縁部
反り有り。

折り返し有 り

G‐ 159 1 不 明 体部 反り有り

G-160 1 S‐ 54 不 明 体部 反り有り

C-161 9 S-54 6 体 部 反 り有 り

C-162 O ○ 1 S‐ 54 口縁部
反り有り・

折り返し有 り

G-163 1 体 部 反 り有 り

G-164 I S-54 6とd 口縁部
反り有り'

折り返し有り

C■ 65 1 口縁部
反り有り・

折り返し有り

C‐ 166

ガラス
No 20

体 部 反 り有 り

不 明 宙吹き 濃いブルー 有 り
ボヘミアングラス ?(厚み透明度より)

気泡有り

∈167 体部 反り有 り

G-168 S‐ 54 体 部 反 り有 り

G-169 9 S-54 体部 反 り有 り

G‐ 170 S-54 体 部 反 り有 り

C-171 S-54 体 部 反 り有 り

G-172 体部 反 り有 り

C-173 S-54 体 部 反 り有 り

C-174 S-54 6d 体部 反 り有 り

S-54 体 部 反 り有 り

体 部 反り有り

体部 反り有り

C-178 S-54 体 部 反 り有 り

C-179 体 部 反り有り

G-180 体 部 反 り有 り

C-181 体 部 反 り有 り

G-182 体部 反り有 り

G‐ 183 6 体部 反り有 り

C-184 不 明 体部 反 り有 り

G-185 1 不 明 体 部 反 り有 り

G-186 1 体部 反 り有 り

G-187 体部 反り有り

G-188 不 明 不 明 体部 反り有り

G-189 体 部 反り有り

G-190 不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

G‐ 191 不 明 不明 不 明 不明 休部 反り有り
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録

ｏ

登
Ｎ

実
測

写
真

体

ｏ

個
Ｎ

出土位置
部 位 特 徴 器 形 技法 色 味 光沢 備考

区 トレンチ 遺構名 層 位

C-192

ガラス
No 21

1 口縁部
反り有り・

折 り返し有り

不 明
型モール

吹き
ブ,レー 無 し ヴェネチアングラス?

G-193 1 体 部 反 り無 し

G-194 1 体 部 反り有り

C-195 1 体 部 反 り有 り

G-196 体部 反り有 り

C-197 体部 反り有 り

G‐ 198 1 体 部 反 り有 り

G-199 1 体 部 反 り有 り

C-200 体 部 反 り有 り

G-201 口縁部 反り有リ

G-202 体部 反 り無 し

G-203 体 部 反り有り

C-204 体 部 反り有り

1 体 部 反 り有 り

G-206 体部 反り有 り

C-207 体 部 反 り有 り

C-208 1 6 体部 反 り有 り

G-209 1 不 明 体 部 反 り有 り

G-210 不 明 体 部 反 り有 り

G-21よ 不 明 体部 反り有 り

G-212 体 部 反り無し

G-213 体部 反り有 り

G-214 体 部 反り有 り

C-215 体 都 反 り有 り

C-216 体部 反 り有 り

C-217 体 部 反 り有 り

C-218 1 不 明 不明 口縁部
反り有り・

折 り返し有り

G-219 I 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

G-220 I 不 明 体 部 反 り有 り

C-221 不 明 不明 不 明 不 明 体部 反り有 り

不 明 不明 不 明 不 明 体部 反り有 り

C-223 不 明 不明 不 明 不 明 体 部 反 り有 り

C-224 1 不 明 体 部 反 り有 り

G-225 3 体 部 反 り有 り

C‐ 226 体 部 反 り有 り

C-227

彦Ｎｏ２２

体部 反り有 り

不 明
型モール

吹き ブ,レー やや
有り

C-228 1 体 部 反 り有 り

C-229 1 体 部 反 り有 り

Cr230 体部 反 り有 り

C-231 S-54 体 部 反 り有り

C-232 S-54 体部 反 り有り

C-233 1 体 部 反 り有 り

C-234 1 体 部 反 り有 り

G-235 9 体部 反り有り

G-236 体 部 反 り有 り

C-237 9 体 部 反 り有 り

C-238 9 体部 反 り有り

C-239 9 体部 反 り有 り

∈240 9 体部 反り有り

G-241 9 体部 反 り有 り

G-242 9 体 部 反り有り

G-243 9 体 部 反 り有 り

G-244 9 体 部 反 り有 り

C-245 9 S-54 体部 反 り有 り

G‐ 246 9 S-54 体部 反り有り

G-247 9 体 部 反 り有 り

C-248 9 体 部 反 り有 り

C-249 9 外部 反り有り
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観Ｎｏ
実

測
写
真

体

ｏ

個
Ｎ

出上位置
削 立 特 徴 器 形 技法 色 味 光沢 備 考

区 トレンチ 遺騰名 層 位

G-250

彦屹

9 体部 反 り有 り

不明
型モール

吹き
ブ,レー

や
り

や
有

C-251 9 体部 反り有り

G‐ 252 9 体 部 反 り有 り

C-253 9 不 明 体 部 反り有り

G-254 9 不 明 体 部 反 り有 り

G-255 9 不明 休部 反 り有 り

C-256 9 不 明 体部 反り有り

C-257 9 不 明 体 部 反り有り

C-258 9 不 明 体部 反り有り

9 6 口縁部 折 り返 し有 り

G-260 9 6 体部 反り有 り

C-261 9 6 体部 反 り有 り

G-262 9 6 体部 反り有 り

9 S-54 6 体 部 反り有 り

G-264 9 6 体 部 反 り有 り

C-265 9 6 体 部 反 り有 り

G-266 9 S-54 6 体部 反 り有 り

G‐267 9 6 体部 反 り有 り

9 6 体部 反 り有 り

9 6 体 部 反 り有 り

G-270 9 6 口縁部 反 り有 り

G-271 9 S-54 6 体部 反 り有 り

G-272 9 6 体部 反 り有り

C-273 9 6 体部 反 り有 り

G-274 9 6 体 部 反り有り

G-275 9 6 体 部 反 り有 り

G-276 6 体部 反 り有 り

G-277

彦聰

9 体部 反り無し

不 明
型モール

吹き
グレイブルー 無 し

C-278 9 体部 反 り有 り

G-279 体 部 反り有り

C-280 体部 反 り有 り

C-28] S-54 体部 反 り有 り

G-282 9 体部 反り有り

体部 反 り有 り

体部 反 り有 り

C-285 体部 反り有り

G-286 S-54 体部 反 り有 り

9 体部 反 り有 り

C‐288 体 部 反 り黒 し

C-289 6a‐ d 体部 反 り有 り

C-290 不明 体 部 反 り無 し

←291 不明 体部 反 り有 り

C‐ 292 9 不明 体部 反り有り

C-293 不明 体 部 反 り有 り

C-294 6 体 部 反 り無 し

G-295 6 体 部 反 り有 り

C-296 6 体 部 反 り有 り

C-297 9 6 体部 反 り無 し

G-298 S‐ 54 6 体部 反 り有 り

G-299 6 体 部 反り有り

C-300 6 体 部 反 り有 り

C-301 S-54 6 体 部 反 り有 り

C-302

ガラス
No 24

9 S‐54 体部 反 り有 り

不 明
型モール

吹き
ブルー十黄味

・赤味
やや
有り ヴェネチアングラス

C-303 S-54 体部 反 り有 り

C-304 S-54 体 部 反 り有 り

←305 体部 反り有 り

G‐ 306 9 S-54 体部 反り有り

G-307 6b 体 部 反 り有 り

6b 体 部 反り有り
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写
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個
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出上位置
部位 特徴 器形 技法 色味 光沢 備 考

区 トレンチ 遺構名 層位

G-309

滲Ｎｏ２４

体 部 反り有 り

不明
型モール

吹き
ブルー+黄味

・赤味
やや
有り

ヴェネチアングラス

C-310 10 不 明 不 明 体 部 反り有 り

C-311 S-54 体部 反 り有 り

G-312 S-54 6d 体 部 反 り有 り

G-313 体部 反 り有 り

C-314 体部 反り有り

∈315 体部 反り有り

C-316 体部 反り有り

C-317 体 部 反 り有 り

G-318 1 体 部 反 り有 り

C-319 1 体 部 反り有り

C-320 9 体部 反 り有 り

←321 9 S-54 体部 反 り有 り

G-322 9 イ本音Б 反り有り

C-323 9 S-54 体 部 反 り有 り

G-324 9 体 部 反 り有 り

C-325 9 体部 反 り有 り

G-326 9 S-54 体部 反り有り

G-327 9 S-54 体 部 反り有り

C-328 9 S‐ 54 体 部 反 り有り

C-329 9 体部 反 り有 り

C-330 9 体部 反 り有 り

C-331 9 体部 反り有り

G-332 9 6 体部 反り有り

G-333 9 6 体部 反り有 り

C-334 9 6 体部 反 り有 り

C-335 9 S-54 6 体部 反 り有 り

9 不 明 底部 反 り有 り

G-337 9 S‐ 54 不 明 体 部 反 り有 り

9 不 明 体 部 反 り有 り

9 不 明 体 部 反り有 り

9 不 明 体部 反り有り

C-341

瘍醇

I 9 S-54 回縁部 馬亀多じ皆ち

不明
型モール

吹き
ブ,レー 無 し ヴェネチアングラス

C‐ 342 9 6b 体部 反 り無 し

G-343 9 6b 体部 反 り有 り

C-344 9 体部 反り有り

G-345 9 体 部 反り有り

G-346 9 S-54 体 部 反 り有 り

G-347 9 体 部 反り有り

C-348 9 体 部 反り有り

G-349 9 体部 反 り有 り

G-350 9 体部 反り有り

C-351 l 9 口縁部
反り有 り・

折 り返し有り

G-352 1 9 口縁部 漏貿箸ち
G-353 6d 回縁部 反 り有 り

G-354 9 S-54 体部 反 り無 し

G-355 9 体部 反 り無 し

C-356 体部 反 り無 し

G-357 体部 反り無し

G-358 体部 反り無し

C-359 9 体部 反 り無 し

C-360 9 体 部 反 り有 り

G‐361 体 部 反り有り

G-362 体部 反 り有 り

S-54 体部 反 り有 り

C-364 S-54 6d 体 部 反 り有 り

体 部 反り有り

G-366 体 部 反り有り
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実
測

写
真
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No

出上位置
部位 特徴 器 形 技法 色 味 光沢 備 考

区 トレンチ 遺構名 層位

C-367

ガラス
No 25

体部 反り有り

不 明
型モール

吹き
ブルー 無 し ヴェネチアングラス

G-368 体部 反り有り

C-369 9 体部 反 り有 り

C‐ 370 体部 反 り有 り

C-371 体部 反り有り

G-372 体部 反り有り

G-373 体 部 反 り有 り

G‐ 374 体 部 反 り有 り

C-375 体 部 反 り有 り

G-376

ガラス
No 26

6 体部 そり有リ

不 明
型モール

吹き
プルー やや

有り ヴェネチアングラス

G-377 1 外部 反り有り

G-378 不 明 体 部 反 り有 り

C-379 不 明 体 部 反 り有 り

G‐ 380 体部 反り有り

G-381 9 口縁部 折り返し有 り

G-382 9 口縁部 折 り返 し有 り

C-383 9 口縁部 折 り返し有り

C‐ 384 9 S-54 回縁部 折 り返 し有 り

G-385 9 体 部 反 り有 り

G-386 9 体部 反り有り

G-387 9 6 口縁部 折り返し有り

C-388 9 6 体部 反り有り

C-389 体部 反 り有 り

C‐ 390 体部 反り有り

G-391 1 9 不明 体部 反り有り

G-392 不明 不 明 不 明 不 明 体部 反 り有 り

G-393

瘍Ｎ０２７

9 不 明 日縁部 反 り有 り

不 明
型モール

吹き
ブルー 有 り 斜めモール

G‐ 394 9 S-173 不 明 口縁部 反り有り

C‐ 395 9 S-173 不 明 日縁部 反り有り

2 体部 反り有り

C-397 S-54 6とd 体部 反 り有 り

G-398

ガラス
No 28

9 口縁部 折 り返し有り

不 明
型モール

吹き
ブルー やや

有り
斜めモール有り

G-399 9 体 部 反り有り

C-400 9 体 部 反 り有り

C-401 9 休部 反り有り

9 休部 反 り有 り

G-403 9 S-54 体 部 反 り有 り

G-404 9 体部 反 り有 り

体部 反り有り

C‐406 体部 反り有り

C-407 体部 反り有り

G-408 9 体 部 反 り有 り

G‐ 409 9 体 部 反 り有 り

G-410 体 部 反 り有 り

G-411 6とd 体 部 反り有り

C‐ 412 S-54 体部 反 り有 り

C-413 S-54 6a― d 体部 反 り有 り

C-414 6とd 体 部 反 り有 り

G-415 1 不 明 体部 反 り有 り

G-416 不 明 体 部 反り有り

C-417 不 明 不 明 休 部 反 り有 り

∈418 9 不 明 体 部 反 り有 り

C-419 9 体 部 反り有り

C-420 9 不明 体部 反り有り

C‐ 421 9 体部 反 り有 り

G-422 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り有 り

G-423

ガラス
No 29

ユ 9 体部 反 り有 り

不明 宙吹き ブ,レー やや
有りG-424 1 9 体 部 反 り有 り

G-425 9 体 部 反 り有 り
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C-426

ガラス
No 29

1 体部 反 り有 り

不明 宙吹き ブルー や
り

や
有

G-427 1 体部 反 り有り

C-428 1 9 体部 反り有り

C-429 6仕d 日縁部
反 り有り・

折り返し有 り

C-430 6とd 体 部 反 り有 り

体 部 反 り有 り

G-432 6a― d 体部 反 り有り

G-433 不明 体部 反 り有り

不明 日縁部 反り有り

C-435 不明 体 部 反 り有 り

C-436 不明 体部 反 り有 り

G-437 不明 体部 反 り有り

G-438 9 S-54 不明 体部 反り有り

C-439 9 体部 反 り有 り

C-440 6 体部 反 り有り

6 体 部 反 り有り

G-442 6とd 体 部 反 り有り

G-443 9 不明 体部 反り有り

不明 不明 体部 反 り有 り

C-445 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り無 し

C-446 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り無し

G-447 不 明 不 明 不明 不明 体 部 反り無し

G-448 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り無 し

C-449 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り無し

C-450 不 明 不 明 不明 不明 体部 反 り無 し

不 明 不 明 不明 不明 体 部 反 り無 し

G-452 不 明 不 明 不明 不明 体 部 反 り無 し

G-453 不 明 不 明 不明 不明 体部 反り無し

ガラス
その他

9 6 体部 反り有り 不明 一
き

モ
吹

型
無 色 無 し

C-455 不 明 不 明 不明 不明 不明 反り有り 不明 不 明 アンバー 熙 し

G-456 1 不明 体部 反 り有 り 不明
型モール

吹き
アンバー 有 り

C-457 9 不明 反 り有 り 不明 不 明 アンバー 無 し

9 体部 反り有り 不明 宙吹き アンバー 無 し

C-459 不明 Ⅱ 口縁部 反り有り 不明 宙吹き アンバー 無 し

C-460 不明 体部 反 り有 り 不明 宙吹き 無色 有 り

不明 体 部 反り有り 不明 宙吹き 無 色 有 り G461'462接 合

G-462 不明 体部 反り有り 不明 宙吹き 無色 有 り G-461・ 463よ妻合

G-463 9 不明 体部 反り有り 不明 宙吹き アンバー 無 し

不明 不 明 反 り有 り 不明 宙吹き イエロー 有 り

G-465 1 体部
反り有 り。

溶着部 ?表面
に凹凸あり

不明 宙吹き 無色 無 し

G-466 ユ 9 不明 体部 反り有り 不明 宙吹き アンバー 無 し

1 不明 口縁部 反 り有 り 不明 不 明 アンバー 無 し

C-468 1 S-54 口縁部 反 り有 り 不 明
型モール

吹き
グリーン 無 し

G469 ○ ○ 1 底部 反り有り 不 明
型モール

吹き
ブルー 無 し 底面にモール痕か ?

∈470 ユ 9 S-54 6 口縁部 反 り有 り 不 明 不 明 グレープルー 無 し

←471 O ○

エナメ
ル彩

1 5 体部
反 り有 り・

馬の目

グラス 宙吹き 無 色 無 し
濯海お生懸番易ちごど彬遂洗す
※グランヴィール技法は 16C末以降・

ボヘミアが三流

G-472 ○ 〇 1 5 体部
反 り有 り・

馬の前足

G-473 ○ ○ I 9 S‐ 54 5 口縁部
反 り有り・

口縁部に点彩
+グリーン

G-474 ○ ○ 1 5 日縁部
反り有り・
日縁部に点彩
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録
号

登
番 器種

出上位置
技法 色 味 光沢

法量 (mm・ 隻)

備考 写 真
区 トレンチ 遺構 層位 最大長 幅 最大輝 重 塁

1 C-124 不明 1 9 宙吹き 無 色 無 し ガラスNo12 131図 ■6

2 ゴブレット 1 9 型モール吹き
グラデーション

(ブルー～グリーン)
有 り ガラスNol 131図 ■

3 ゴブレット 1 9 型モール吹き
グラデーション

(ブルー～グリーン)
有 り 378 12 ガラスNoJ 131図 2

4 ゴブレットか 9 宙吹き ブルー 有 り 気泡有 リ ガラス No 6 131図 3

5 ゴブレットか 9 宙吹き ブ,レー 有 り 7 気泡有 リ ガラス No 6 131図 4

6 不明 ワイン
グラスか

2 宙吹き アンバー 無 し 289 14 ヴェネチアングラスか 蓋付の器
か ガラスNo9 131図 ■7

7 G‐28 不 明 1 型モール吹き ブルー やや有 り 253 269 太めのモール 気泡有リ ガラス
No 3

131図 5

8 C-143 不明 (底部) 6a― d 宙吹き グレイブルー 有 り 気泡有 リ ガラス No 16 131図 ■ 1

9 G‐ 469 不明 (底部 ) 6a― d 型モール吹き ブルー 無 し 226 底面にモール痕か ガラスその他 131図 ■2

10 G-32 不明 (底部 ) 9 6とd 世モール吹き ブルー 有 り
気泡有り 環状縁大皿か ガラス
No4 131図 ■4

鉢 1 9 型モール吹き ブルー やや有 り 395
ヴェネチアングラス 太めの縦
モール 脚部の可能性 ガラス
No 5

130図 6

C-82 鉢 1 9 型モール吹き ブルー やや有り 260 711 1700
ヴェネチアングラス 太めの縦
モール 脚部の可能性 ガラス
No 5

130図 7

鉢 I 9 型モール吹き ブルー やや有 り 11
ヴェネチアングラス 太めの縦
モール 脚部の可能性 ガラス
No 5

130図 5

鉢 (底部 ) 1 9 型モー ,レ吹き ブルー やや有 り 202 236 ヴェネチアングラス 太めのモー
ル 脚部の可能性 ガラスNo 5

130図 ‐8

G-96 鉢 (底部) 不け 不明 不明 不明 型モーアレ吹き ブルー やや有り 281 ヴェネチアングラス 太めのモー
ル ガラスNo 5

130図 -9

G-162 不 明 I 9 型モータレ吹き ブルー 有 り 15 15 ガラスNo 19 131図 6

C-471 杯 1 9 6 宙吹き 無 色 無 し 285 17
エナメル彩 馬の目 絵付の上か
らグラビールを施す

130図 1

C‐ 472 杯 1 9 6 宙吹き 無 色 無 し 15
ニナメル彩 馬の前足 絵付の上
いらグラビールを施す

130図 2

C‐ 473 杯 1 9 6 宙吹と 無 色 無 し 295 296 エナメル彩 点彩 絵付の上から
グラビールを施す

130図 3

C‐ 474 杯 1 9 S-54 6 宙吹き 無色 無 し 228 エナメル彩 点彩 絵付の上から
グラビールを施す 130図 4

第 128図  ガラス製品実測図 (1)
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1 謗 / 0             5 cm

―

         (1/2)

録
号

登
番 器種

出土位置
技法 色 味 光沢

法量 (mm・ 質)
備考 写真

区 トレンチ 遺構 層位 最大長 幅 最大厚 最小厚 重量

1 不明 (底部) 9 S-5塑 宙吹き ブ,レー 無 し 21 8 227 擦れ跡が多い ガラスNo 15 図 ■

2 不明 9 型モール吹落 イエロー 有 り 3■ 2 305 森林ガラスか 装飾的突起の一部か ガ
ラス No 13 131図 ■

3 ゴブレットか 6 宙吹き ブルー 有 り 4 262 気泡有 リ ガラス No 6 図 ‐7

4 不明 6 型モール吹き ブァレー 有 り 1 斜め細めのモール ガラス No 2 図 8

5 C‐ 不明 6 宙吹き ブルー 無 し 700 5 擦れ跡が多い 2点接合 ガラス No 15 図 9

6 G‐ ゴブレットか 不 明 宙吹き ブ,レー 有 り 270 6 気泡有リ ガラス No 6 図 ■

7 G-127 不明 伝 部) 1 9 S-54 6 型モール吹き イエロー 有 り 272 13 253 森林ガラスか 装飾的突起の一部か ガ
フス No 13 131図 ■

8 C‐ 不明 下離 不 明 不 明 不 明 宙吹き アンバー 照し 4 E泡有 リ ガラス No 14 図 2(

9 不明 下暖 不 明 不 明 不 明 型モール吹き アンバー 宵 り 0 229 斜めのモール ガラス No 10 図 2

不明 下既 不 明 不 明 不 明 型モール吹き
アンバー+う す
赤がすじ状に 有 り

森林ガラスか 太めの縦モール 蓋付の
器か ガラスNo 8

131図 ‐22

G‐ 不 明 下既 不 明 不 明 不 明 宙吹き アンバー 有 り 455 339 森林ガラスか ガラス No ll 13 図 23

C‐ 1 不 明 下暖 不 明 不 明 不 明 型モール吹きか グリーン 有 り 4 137 細めの横モール有リ ガラス No7 図 ■

第 129図 ガラス製品実測図 (2)
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4.瓦

概要

瓦については、軒瓦や鯨瓦 。鬼瓦などの各種使用形態を示す瓦は全て登録し資料化したが、平瓦や丸瓦などの大

量の破片資料については、高圧洗浄機による水洗後に接合関係を確認の上、残存状態が一個体の大きさを示してい

ない破片については、破片数とその重量を平瓦と丸瓦に大別して計測した。数量は、「本文編」に掲載する。

分類

仙台城本丸跡出土瓦の分類については、先行して実施された仙台城二の丸跡、三ノ丸跡発掘調査における分類案

を参考にした。今後、本丸跡以外の地点での調査成果などにより変更する可能性がある。

各瓦の概略

金箔瓦は、軒瓦や棟瓦などの飾り瓦などにみられ、57点出土している。そのうち、28点は金箔が明瞭に残存し

ているが、他はルーペ等で拡大して確認できる程度の残存状況である。金箔を箔押ししたものか「金泥」を塗布し

たものかは現段階では不明であるが、金箔瓦は軒瓦では、桐文軒丸瓦と桔梗文軒平瓦に、棟込瓦の菊丸瓦や、銃瓦、

菊瓦などに認められる。

軒丸瓦の瓦当文様には、五七桐文 (太閣桐 )、 伊達氏の家紋である九曜文や竪三引両文、左右巻きの三巴文・珠

文三巴文、その他「勾玉」文や無文の石持瓦、万十瓦がある。珠文の数は 16・ 18・ 22・ 24と あって、瓦当径も様々

である。切隅瓦も確認している。

軒平瓦の瓦当部内区の中心文様には、菊花文、桔梗文や梅花文などの五弁花文、花菱文などの四弁花、笹文など

の二つ葉文、三引両文や「隅切折敷に三文字文」などの伊達氏の家紋、江戸式などがあり、内区の子棄部は 2回

転もしくは 3回転の唐草・蔓草・飛雲が左右に展開する。切隅瓦も確認している。

軒平瓦の菊文と桔梗文の瓦当意匠を同じくするが、瓦当部の顎部が軒平瓦と上下逆に取 り付き、平瓦部の凸面が

上面にくる瓦が 11点出土しており、崚羽瓦もしくは棟止瓦となる可能性がある。

軒平瓦の一種で、瓦当面の高さがある滴水瓦は、花菱文などの四弁花文があり、内区子葉部は唐草文が展開する。

その他、菊花文がある。

軒桟瓦は、小巴部の瓦当文様に九曜文や三引両文、三巴文、珠文三巴文があり、平瓦部の内区中心文様に笹文や

三引両文、「丸に三つ星」文があって組合わされており、基本的には軒瓦の瓦当文様 と同じである。その他、小巴

部が勾玉文で平瓦部が菊花文の軒桟瓦や、無文で小巴部が石持や万十瓦となるものがある。

桟瓦には、丸桟瓦、角桟瓦がある。

棟などに取り付く飾り瓦としては、鬼面瓦や雲型など、多彩なデザインの鬼瓦のほか、航瓦、鳥伏間瓦、菊瓦な

どがある。鳥伏間瓦の瓦当文様としては、九曜文や三引両文、三巴文、珠文三巴文がある。菊瓦には大小各種あり、

多 くの瓦の表面には金箔の痕跡が残り、「金箔瓦」であった可能性がある。

棟瓦としては、菊丸瓦や、伏間瓦として箱冠瓦、丸桟冠伏間瓦、丸桟伏間瓦、角桟伏間瓦などがある。英斗瓦に

紐英斗瓦や下駄紐英斗瓦がある。その他、大小の輪違いや面戸瓦などがある。

その他、丸瓦と平瓦の一部を切り欠いた谷瓦や、水返しの付いた平瓦がある。塀瓦としては、駒巴瓦や厚い平板

瓦、桟付板塀瓦などがある。

出土した瓦のうち、表土層や撹乱坑から出土する瓦には、瓦当中心飾 りに菊花を配する軒平瓦や滴水瓦と、この

意匠で鋸歯状連珠三勾玉文の小巴がつく軒桟瓦がある。これらに伴うと推定される平瓦には「仙蔓北八番丁 渡邊

瓦工場 明治廿六年」の刻印が押されており、明治 37年 [1904]イ こ竣工する招魂社殿 (現宮城縣護国神社)の所

用瓦とみられる。

7区の石垣盛土①層からは、古代のものと考えられる平瓦が 1点出土している。凸面には縄叩き、凹面には布目

痕がみとめられる。
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第 5表 金箔瓦集計表

種別 支様
登録
番号

出上位層 金箔の
残存状況

備 考

区 トレンチ 遺構 層位

軒丸瓦 桐文 ユ68 1 9 Ⅱg層 ○

}69 7 D東側 盛± 1黒色土層 ○

F-70 1 3層 ○ 10T I層 と接合

F-71 5 盛± 1黒色土層 ○

F-479 7 D 盛± 1

F-480 5 盛± 2(岩盤直上)

F-481 7 D東側 盛± 1黒色土層

F-494 1 9 I層

F-538 2 1区 38T I ・ Ic層、 1区 9T I b層 と接合

F-539 1 9 Ⅱ d層

F-540 1 Ⅱ層

F-541 石垣 B面 A-8-1-3-8-1086 裏 込

F-542 Ⅱ d層

周縁のみ 盛± 1黒色土層

軒平瓦 構榎文 F-100 石垣 D面 D-7-2014-D-7■ 107 裏込 ○

F101 1 Ⅱ b層 ○

F-102 5 仙商 盛± 2最下層 ○

F-482 I層

F-483 1 9T 4a～ 4b層

ユ484 不明

中心飾り不明
・唐草のみ

F-137 石垣 d石列背面 盛± 1 ○

棟込瓦 菊丸 F-263 5 盛± 2 ○

A Ⅲ 体1層 ○

石垣 B面 B51042付近 裏込 ○

石垣 A面 A-2-1009´VA2-2007 裏込 ○

F-268 5 盛± 1黒色土層 O

F-269 1層 ○

μ270 5 盛± 1黒色土層 ○

F-271 仝112007石列背面 ○

F-272 5 Iベルト 盛± 1黒色土層 ○

F-273 5 CI間 盛± 22黒色土層 ○

F-485 6 G 盛± 1

F-486 R14G 白色粘土層

F-487 石垣 B面 B l1 2010背 面 裏 込

ユ488 5 B盛土

F-489 石垣 I面 11037～ I-1003 裏 込

F-490 石 垣 b4040石列前面 裏 込

F-491 7 I層

F‐492 盛± 1

F-543 石垣 AH面 天端フク土

F-544 石垣 A面 フク土

F-545 6 東側 C 盛土①

F-546 5 盛土①

F‐ 547 石 垣 b-6-14～ b-6-25 盛土①

F-548 石垣 b-6-45～ c-8‐ 2 盛土①

F-549 石垣 D-11-1031～ D-11-1058 裏込

F-550 石垣 B-11-2077´▼B-11-2095 盛土①

差込部のみ ユ281 5 表土 ○

鬼瓦 菊 花 F-321 石垣 D面 D-6-2001～ D-6-2062 盛± 1 ○

1 Ⅱ d層 ○

F-326 7 D東側 盛± 1黒色土層 ○

菊板 石垣 b4030石 列背面 ○

F-334 5 Grミ ,レ ト lmG 盛± 1黒色土層 ○

=335
S-831 6a層 O

銃 瓦 ユ389 石垣 b4064石 列背面 ○

F-395 石垣 B面 B-21-1057 裏込 O B211055～ 1058と接合

不 明 F-478 S-265

※「金箔の残存状況」では、肉眼で金箔が確認できるものを「OJで示した

99



第6表 耳分類表

翻
離

―
中斜景    緩凍

車示立簾

燃
罰 珠 機 部

中倉輝         細分類
+  華事甲曜盛

SNM  I軒 丸瓦 AI桐甚
BI態 |

C 聾三ョ1両文

D 三巴支       五 右警著

と ,た警著

t 不明

, コ夢■ヨH東      a 右警章
0 メ癬争き
o コ耐月

F萄致       a結 き

れ 声攀
o 身キ呵

Y ,t蜂

Z 不

“

       ―
=再当部
も 必能襲邪

SNS 軒檬瓦 A々球     Ⅲ 警
ユ 九躍業       ・  ?
d三芭支       ■ a整文

■ ,=,F直支■聾葺

j 券業三也烹     + ?
E ?             十 敏
|,      ■ 三ユI面支

Q=引画文    ■ ケ
■ ,     ■ 態
I 争        = 丸

“

i星
j,     ■ 江戸式

簸
稗

Ｙ

Ｚ

SS 鯨

' 
角椴瓦

擦正面か参見て左右

Z 不明

,々
ZI 和

明

右

な

不

丸瓦SM A ]舗融付

B癬 ∈議なめ

SNHI   〒日R厨 蝶

3 勇初に

℃ ―
綴

0 隅切折敷に
=支

学文
1 窮拶駐寃

F ニヨl面葉
C 報

車 警薬|

1 騨

」 絨 |

YI無支

X― 内騒子業部|

Z '碑

41細移

こ |六婢

ア ー不明

と 三枚笹

う 欝 う

な 瓦普部

Ⅲ ―

期
一鋭
陰

稜
嬢蟻

膵
癖
籐

SK 価 1類

=歯
鱒電

q 烏状画瓦      a 九解支

` 

―-3術丘東

o三日支
d 素文三巨支

=和, 奮膨猫転
こ 蒲笠

F嘔確

Z 不明

Shlk 緬 4A願    ■ 獨手騒

"フ
費)

と― 嵯

`角穣
a ]朝露
z 不 明

B 疑斗瓦       a Oし
薔 紳 し

, mし

e 標込耳.       4 菊燕
と りJ霞

● 差し込み
■ IFuぃ

つ 種rヽ臣
Z 不明SH ギ 瓦 撃瓦|

ST 赫 H A 窮甍駐史

と 場軒,と電

21 方ヽ児

綾一罐
SD  その他

その他噸

A 浴瓦           a 櫛
jな主蔵

X正面がう見て左右
と 剪奪底|し

C 切躊
D―塀0       こ れビ

0汚■鞭
, 永切,
1お討守IFM

ぐ鱒
。 ■字
F螂

ZI不明

SE  邁き瓦 菊徹

B 繰

Z 野翻は

◎踵塑巨は軒平再ヽ入れる

動 め織 示した

―
蝉 は蜘 に入れる

「鬼瓦」のぬ撤よ『日本I頒醜剥蜘 饉 次郎盤修 坪井莉弘著 1976Jによった。
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SNM 軒丸瓦

B 菊花文

C 精梗文 陰

善

′テ*→

E 花菱文 剣菱

H 笹文 三枚笹

J 梅文 (中 門跡)

D 三巴文 左巻きA 桐文

Ⅲ轟 騨亀

急嵐゙静プち≒

E 珠文三巴文 右巻き

SNH 軒平瓦

左巻き

C 桔梗文 六文字

:奪|ミ〒
'奉

ブ
督

!

C 結梗文 太形

襲 士

挙
《譲 O裟 ,

D 隅切折敷に三文字文

Y 無文

中ゆ :

I 江戸式 (本丸大広間跡周辺)

つ

　

駆

ｉノ′　
・

文

『鞠・軸

滴水瓦

埠 鮭
花菱文 剣花菱

C 精梗文 剣形

$囁
~｀

‐ ‐ヽ

―

E 花菱文 四弁花 G 三案文

悦 攘轟鬱鷺露塾
 |

Y 無文

A 花菱文 花菱 (若林城跡)

第 132図 瓦分類集成図 (1)

A 花菱文 花菱  A
B 菊花文
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SE 逆さ瓦

善

幾
A 菊花文

SNS 軒桟瓦
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Z 不明

毛・争 |
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D 珠文三巴文 +?
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SN 丸瓦

∝
E ?十 笹文 H ?+無支

Ⅷ
Y 無文

B 行基葺 (玉縁なし)

韻     

～

Eと :豊 ミ

氏 ざ

尋 ll与 !ヽ li,11

C 三巴文 十三引両文
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SH 平瓦

|

―

―

―

―

―

―

―

―

―Ｉ
Ｈ

＝

――

――

――
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‐
‐――

―――
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＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

＝

＝

―――――
―――――
型

|

‐
――
‐――――
帥
――――
――‐
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―‐
――
「

―
―
円
Ⅲ
町
―――
門
＝
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ｒ
Ｈ
日
日
日
地

一

SS 桟瓦

B 航瓦

∞絢 Δ
I A 

鬼瓦

Ｆ

ｕ

A 鬼瓦

B 航瓦

第 134図 瓦分類集成図 (3)
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墜
‐Ｘ
軸

「
働】
‐
　
‐

リ飾Ｋ

|

|

日
日
日
‐Ｉ
Ｕ
想

A 伏間瓦

A 伏間瓦 丸桟

日
Ｈ
Ｈ
日
川
伊

〆

鶴

A 伏間瓦 角桟

〆
□
＼

A 伏間瓦 丸桟冠伏間

第 135図 瓦分類集成図 (4)

C 鳥伏間瓦 文殊三巴左巻
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SS 棟瓦

B 貝斗瓦 のし

|

一
蛉

Ｈ

日

日

日

凰

C 椋込瓦 菊丸

品

囮 卜
|

Z 不明

SD その他

C 棟込瓦 輪違い

B 興斗瓦 組のし

鷺
D 面戸瓦 斜め面戸

歩
B 貝斗瓦 下駄組のし

|

V]
D 面善瓦 三角面戸

1   1

廻

A 谷瓦 谷平瓦

第 136図 瓦分類集成図 (5)
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耐
鞘

A 谷瓦 谷丸瓦
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萄
［
日
Ｈ
日
旧
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ч

一

C 切隅瓦

IA 
谷瓦 谷平瓦

D 塀瓦 桟付平板

一

日
日
日

日
日
□

一

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

|

q_

D 塀瓦 厚い平板

D 塀瓦 駒付平板 (中門跡)

第 137図 瓦分類集成図 (6)
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ぽ

鰺
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第 138図 瓦計測部位模式図

4.iI■十要

帝速trl手li

第 139図 1区 9T Hb層  瓦出土状況 第 140図  2区 鬼瓦出土状況

第 142図  8Btt S-770 瓦出土状況第 141図  8Att S-346b 鯨瓦出土状況

第 144図  階段状石列 b―牛066 鱗瓦出土状況第 143図 石垣 B tt B… 10-2030 裏込の菊丸瓦出土状況
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力 3

�

―

粋

~2

詠 巳4
私朽

晴
海
旧
Ｍ
側

Ｊ

９
‐艤學‐

６‐は飲鞘‐
ヽ
ヽ

プ
／

旺 貰 ]4

鐵穏♂酒防
6

く
ヽ三三

=デ

カ'7

〔生}正互
」

11

~5

CD
1   10

戸凸
―

江 堕 も 13

0        10 cm
騰下T引片T下劇 (1/6)

番 号
録
号

登
番 種 類 文様

出上位置 菫
く８＞

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位

1 F-447 鳥伏間瓦 際支三巴文 (左巻 ) 1 I (320) 町縁IS 24mm 拝み巴もしくは隅巴か

F‐439 瓦 1 I 掏びれ

下駄紐災斗瓦 1 蛋 (720) 下駄部残存 表面櫛 目 187図 ■

F-458 塀瓦 (平板) 1 I (300) 水切り付

5 F-460 塀瓦 (平板) 1 I (730) 桟付 (左桟 )

F-120 軒平瓦 三葉文 I 9 (270) 内区高 30mm 187図 ‐2

7 F-299 面戸瓦 (340) 長 83mm 幅 155mm 凹面コビキ・布 目 187図 -4

F-27 軒丸五 三巳文 (左巻 ) 1 瓦当直径 170Hlm 周縁nB 21mm 撥合部に櫛目 187図 -5

F-101 軒平瓦 橋梗文 (剣橋梗 ) 1 (100)

F-354 鬼瓦 鬼面 1 (140) 髭もしくは眉毛か

11 F-355 鬼瓦 鬼面 1 (420) 髭 か

12 F-356 鬼瓦 鬼面 I (160) 髭 か

晒 1 9 (120) 目 裏配布目

F-387 銃 瓦 1 (320) 鼻・ 回・歯 裏面布 目

鯖 瓦 ユ 490) 日・ 髭

卜58 軒丸瓦 珠文三巴文 (右巻 ) 1 1995) 瓦当直径 192mm 周縁幅 20mm 187区 3

第 145図 瓦実測図 (1)
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0        10 cm
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   (V6)

番号
録
号

登
番 種 類 文 様

出土位置 襲
ぐｇ＞

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位

F-409 瓦 (290) 複部 裏ナデ

2 F-407 瓦 腹部 裏ナデか

3 F-414 鱗 瓦 (210) 胴部・背びれ 裏面指頭痕

4 F-426 鱗瓦 尾びれ

5 F‐ 425 銃 瓦 尾びれ ひれ内部中空

6 F-430 鯖瓦 尾びれ

7 F-432 鱗 瓦 (380) 掏びれ

8 愛斗面 (650) 長 (201)mm 幅 129mm 半災斗 表面はなれ砂 裏面割線・格子状の沈線 (6本 ) 187図 7

9 F-358 鬼瓦 鬼 面 ll c 110) 髭 か

F‐ 412 鱗 瓦 Ⅱ c (590) 胴部・背びれ 裏面はなれ砂か 187図 ‐6

軒丸瓦 三巴文 (右巻 ) 1140) 瓦当直径 1 781rlla 周縁幅 21mm 文様に指圧痕 187図 -8

F-152 商水瓦 菊花文 187図 9

F-77 肝丸獨 i2300)
長 360mm 前幅 (163)mm 後幅 156mm 表面縦ナデ 裏面布 日・ コビキ・ ナデ 釘穴 1

修合銘た綸 日 187図 ■0

卜 164 菫さ瓦 1270) 周縁右に袖 187図 ■ 1

第 146図 瓦実測図 (2)
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番号
録
号

登
番 種類 文様

出土位置
韓くｇ＞

備考 写 真
区 トレンチ 遺構 層位

1 F-184 丸瓦 (1980) 長310mm 表面ナデ 前幅149mm 後幅160mm 裏面コビキ・布目 187図 ■2
卜198 谷丸瓦 (1900) 長 (294)mm 前幅 143mm 垂れ有 り 表面ナデ 裏面コビキ・布目 釘穴 1 187図 ■4

卜348 鬼 瓦 鬼 面 9 Erミ ァレト (800) 角・眉毛 裏面布目

4 F-423 鉱瓦 〔210) 同部 裏面ナデ 釘穴径 13mm
5 F-443 鱗 瓦 (50) 掏びれ

F-428 銃 瓦 (210) 屠びれ

7 昧文三巴文 (左巻 ) 9 (1720) 匠当直径 190mm 周縁幅 19mm 表面縦ナデ 裏面布目・コビキ 187図 ■

F-158 直さ西 菊花文 (260) 勺区高 39mm 瓦当上面面取 り無し 187図 ■(

鬼瓦 鬼 面 Ⅱ e (450) ヨ・牙・歯・髭

輪違し (32③ 長さ145mm 凸面ナデ 凹面布目・コビキ 187図 ■3

第 147図 瓦実測図 (3)
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番 号
登録
番号

種 類 文 様
出土位置 菫ぐｇ＞

備考 写真
区 トレンチ 遺 構 層位

1 F-32 汗丸五 三巴文 (右巻 ) (705) 瓦当直径 77mm 周縁幅 20mm 188図 -1

2 F-44 軒丸瓦 殊支三巴支 (左巻 (1880) 瓦当直径 83mm 周縁幅 21mm 丸瓦部表面縦ナデ 裏面布目・コビキ・タタキ 巴頭部に圧痕 188図 2

3 F-38 軒丸瓦 昧文三巴文 (左巻 Ⅱ f (840) 巨当直径 lmm 周縁 I幅 22mm 188図 3

野丸面 珠文三巴文 (左巻 ) 9 Ⅱ f (660) 臣当直径 70mm 周縁幅 19mm 周縁右下に刻印○ 接合部に櫛目 188図 ‐6

5 F121 軒平瓦 三葉文 9 Ⅱ f (380) 188図 4

6 F-124 軒平瓦 三葉文 有区高 32mm 疱傷 (中央葉～左葉間) 188図 5

7 F-190 丸瓦 (1420) 長 252mm 後幅 148mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目 188図 -7

8 耳平瓦 構榎文 9 (1490) 瓦当幅 247mm 内区幅 162mm 内区高 32mm 平瓦部内外面ナデ 188図 -9

9 障丸西 桐文 (945) 瓦当直径 166mm 周縁幅 20mm 接合部に櫛目 188図 8

F-189 丸瓦 Ⅱ 1240) 喪面ナデ 裏面コビキ・布目・タタキ・工具圧痕 188図 -11

F-316 鬼瓦 菊花 (立体) Ⅱ g 1570) 昆 (230)mm 幅 (145)mm 丸頭型 裏面龍頭痕 188図 ■2

2 F-344 鬼瓦 鬼面 Ⅱ 宣 3100) 隔 (274 mm 頬・ 回・牙・ 髭 裏面ナデ顕著

F-361 鬼瓦 鬼面 (180) 目もしくは鼻の穴か

F-396 鱗瓦 (50) 髭

第 ¶48図 瓦実測図 (4)

111



弾 3 中 4

腑
脆

預
還 三 」

)5

くミ.τ歩
711

逹 9

0          1o cm

r―
―

   (V6)

〔ヽ

0           10 cm

― ―
   (1/6)

番号
録
号

登
番 種 類 文 様

出土位置
襲
くｇ＞

備考 写真
区 トレンチ 遺 構 層 位

1 F-429 絨 瓦 9 Ⅱ 暑びれ

2 F-440 鱗瓦 9 Ⅱ 阿びれ

3 F‐ 477 飾瓦 9 Ⅱ (520) 獣足か

4 F-234 愛斗瓦 9 E 450) 半奥斗 表面はなれ砂 裏面コビキ・割線・ヘラ痕 2本 188図
5 F-309 面戸瓦 Ⅱ ビ (400) 凹面コどキ・ 布目 88図
6 軒丸瓦 三巴文 (右巻 ) (1100) 瓦当直径 173mm 周縁幅 20mm 88図
7 ユ42 軒丸瓦 昧文三巴文 (左巻 ) (1040) 瓦当直径 169mm 周縁幅 19mm 88図 5
8 F-160 逆さ瓦 中心飾 り不明 Ⅱ (220) 疱ズレ有 り はなれ砂顕者 瓦当上面面取 り無し 88図 6
9 F‐ 296 面戸瓦 10 Ⅱ (300) 長 110mm 凹面ヨビキ・布日・ナデ 88図

F-448 鳥伏FHH瓦 珠文三巴文 (左巻) Ⅲ a (1170) 周縁幅 20mm 隅巴か

F-306 面戸瓦 9 Ⅲ b 長 100mm 幅 139mm 凹面コビキ 布 目 188図 ■7

第 149図 瓦実測図 (5)

番 号
録
号

登
番 種類 文様

出上位置 襲
くｇ＞

備 考 写真区 トレンチ 遺構 層 位

1 F71 軒丸瓦 桐文 10 3 (120) 周縁幅 21mm 188図 -19
2 軒丸瓦 三巴文 (左巻) 9 1200) 瓦当直径 165mm 周縁幅 21mm 188図 -20

3 軒丸瓦 三巴文 (左巻 ) 9 S-54 4 (1680) 瓦当直径 171mm 周縁幅 22mm 丸瓦部表面縦ナデ 裏面布 目・ コビキ 188図 21
4 軒丸瓦 殊文三巴文 (左巻 ) 6 胃縁幅 22mm 接合部に櫛目 188図 -22

5 F-450 鳥伏間瓦 朱文三巴文 (左 巻) 9 瓦当直径 164mm周 縁幅 20mm隅 巴か 瓦当はなれ砂顕著 10区 I層 と接合 188図 ‐23

第 150図 瓦実測図 (6)
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番号
登録
番号

種類 文様
出土位置 曇

＜ｇ＞
備考 写真

区 トレンチ 遺構 層 位

F EF平面 菊花文 0 6 (290) 内区高 37mm 周縁右幅 23mm 189図 ■

F 肝平面 花菱文 0 S-54 6 瓦当幅 237mm 内区幅 176mm 内区高 30mm 裏面はなれ砂 指圧痕 189図 2

3 F 肝平面 0 6 1500) 平瓦部表面縦・横ナデ 裏面ナデ不明瞭 189図 3

4 F 5 逆さ五 菊花文 0 6a～ d 対区高 38mm 瓦当上面なだらかな面取 り [89図 -4

F‐ 353 鬼瓦 鬼 面 9 6 髭もしくは眉毛か 裏面布 目・ はなれ砂

6 μ400 鯖瓦 9 6 (220) 須付近か

7 F-417 鯖 瓦 S‐ 54 6a― d (330) 胴部 胸びれ差し込み部

F-419 蹴瓦 9 S‐ 54 胴部 胸びれ差し込み部

9 F-434 離 瓦 6 160) 向びれ

0 F-282 3 (570) 民 145mm 幅 (155)mm 凸面ナデ 凹面布 目・ コビキ 189図 -5

F 0 面戸瓦 9 1 形状平行四辺形 凹面コビキ 胎土砂質 焼成甘い 189図 6

F-165 逆さ瓦 6a― d (220) 司縁右に袖

3 F-199 谷丸瓦 S-49 1 (1200) 長 293mm 前幅 150mm 垂れ無 し 表面ナデ 裏面コビキ・布目 釘穴 1 189図 -7

F-92 FF平瓦 桔梗文 (650) 内区高 34mm 189図 -8

F-104 肝平瓦 花菱文 9 1 S-285 2 (1900) 瓦当幅 231mm 内区幅 170mm 内区高 33mm 平瓦部表面縦・横ナデ 裏面はなれ砂 189図 -9

6 F-43 匠丸瓦 珠文三巴文 (左巻) 1 9 S‐ 160 (1580) 瓦当直径 166mm 周縁幅 19mm 丸瓦部表面縦ナデ 裏面布 目・ コビキ 釘穴 1 189図 ‐11

F‐ 122 肝平瓦 三棄文 1 9 S-42 A区高32mm 9TⅡ d層 と接合 189図 ■(

F18 子丸瓦 三巴文 (左巻) 1 (1290) 瓦当直径 173mm 周縁幅 24mm 10T Ⅱ d層 と接合 189図 ‐1

第 151図  瓦実測図 (7)
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番 号
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番号

種 類 文様
出土位置 襲

〇
備考 写 真

区 トレンチ 遺 橋 膏色

1 愛斗面 1 S-285 130mm 半災斗 裏面割線・櫛目 189図 ■3

2 F‐233 災斗面 1 S-285 2 幅 142mm 半憂斗 表面はなれ砂 裏面割線・櫛 目 189図 ■4

3 愛斗瓦 1 S-232 2 (630) 幅 148mm 半叉斗 割線から割 っていない 藁面割線・ IIm自 189図 ■5

第 152図 瓦実測図 (8)

番 号
録
号

登
番 種 類 文様

出土位置 襲
くｇ＞

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位

1 軒桟瓦 九曜文十不明 左桟 角桟 189図 -16

鬼瓦 鬼 面 髭か 189図 ■7

3 名桟伏間瓦 長 258mm 墓面はなれ砂・沈線 (4本 )ガ 玉ヽ縁痕 玉縁受け

4 鳥伏間瓦 三巴文 (左巻) (1010) 瓦当はなれ砂顕著 表面・裏面ナデ

5 卜371 鬼瓦 中心不明 数珠掛型

卜317 鬼瓦 菊花 (立体 ) (1300) 裏面龍頭 6c区カクランと接合 189図 -18

7 卜109 軒平瓦 花菱支 内区高 31mm
軒桟瓦 三巴文十三引両萩 :桟 丸桟 189図 ■(

第 153図 瓦実測図 (9)
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登
番 種類 文 様

出土位置 軽
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備 考 写真
区 トレンチ 遺 構 層位

1 F-118 軒平瓦 三棄文 ll c (460) 内区幅 150mm 189図 -20

2 F-402 鯖瓦 1 (420) 欄部 裏面ナデ

3 F-442 離瓦 1 Ⅱ c 胸びれ

4 F-446 鳥伏間瓦 三巴文 (左巻 ) 1 瓦当はなれ砂顕著

5 F-65 軒丸瓦 三引両文 1 I (1025) 瓦当直径 140mm 周縁幅 15mm 裏面布目・コビキ 左側面に刻印 189図 23

6 F-192 丸瓦 1 I 長 (188)mm 後幅 (124)mm 表面ナデ 裏面コビキ・布 目 釘穴 2

7 F-37 軒丸瓦 殊文三巴文 (左巻) I (2320) 瓦当直径 180mm 周縁幅 22mm 長 (350)mm 丸瓦部表面縦ナデ 票
面布 目・ コビキ・ 吊 り紐  釘穴 1

189図 21

8 F-39 軒丸瓦 来文三巴文 (左巻 1 瓦当直径 166mm 周縁幅 21mm l区 9T Ⅱ a層・31T Ⅱ d層 と接合 189図 22

9 F-325 鬼瓦 菊花 (立体) 1 花弁に金箔・漆

離瓦 1 (120) 目～眉毛付近か

F-328 鬼瓦 菊花 (平面) 1 l 裏面籠頭痕か

鬼瓦 菊花 (立体 ) Aブロック根入訂 ] (450) 墓面 タタ■・護頭痕

軒丸瓦 九曜文 1 D根入部 I 瓦当直径 145mm 周縁幅 23mm 疱ズレ

F-245 下駄紐奥斗五 1 1 試掘 ■・皿 (700) 190図 ■

P-444 鯖 瓦 1 側溝下 (20) 胸びれ 裏面に刻字「い」か

第 154図  瓦実測図 (10)
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番 種 類 文様

出上位置
範
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備考 写 真
区 トレンチ 遺構 層 位

ユ 軒丸瓦 三巴文 (左巻) 石 垣 D-7-1009～ D-7-1001 裏込 (600) 同縁幅 22mm 廼傷 190図 ‐2

軒丸瓦 三巴文 (左巻 ) 石 垣 D-10■ 052^― D‐ 10-1038 裏 込 420) 同縁幅 19mm
3 F-280 棟込瓦 九曜 百垣 B-11-2081 裏 込 (420) 瓦当直径 (H8)mm 周縁幅 13mm 瓦当面はなれ砂顕著 190図 -3

4 F-100 軒平瓦 暗梗文 (剣 格梗 ) 百垣 D-7‐2014^― D-7-1107 裏 込 (540) 瓦当幅 (209)mm 内区高 31mm 文様に金箔 190図 4

5 F-106 軒平瓦 花菱文 百11 D-5-2083～ D-5-2073 裏込 (700) 瓦当幅 247mm 内区幅 172mm 190図 5
F-321 鬼瓦 菊花 立体 ) 石 姪 D-6-2001^´ D-6-2062 裏 込 弁間沈線内に金箔

7 F-32コ 鬼瓦 菊花 立体 石 姪 B‐ 10-2052 裏 込 H50) 切据型 裏面龍頭痕

8 F‐ 322 鬼瓦 菊花 立体 石垣 J-4-2016-JK-4-1 裏 込 (2600) 長 330mm 海津/tt,京型・切据型

F-327 鬼瓦 菊花 (平面 IF B-10-2030 裏 込 (3380) 幅350mm 瓦当直径 205mm 切据型か 裏面龍頭 B・ D面で 4点接合 190図 6
F-331 鬼瓦 菊板 方形 石垣 B-11-2077～ B‐ 11-205C 裏 込 (400)

11 F-332 鬼瓦 菊板 方形 石垣 D-3-1045～ D-3-1030 裏 込 (200) 釘穴 1

F-345 鬼瓦 鬼 面 石垣 D7■ 054～ 1071の間 (1800) 日・牙・髭 跨ぎ型 釘穴 1 裏面に梁状支え板

14 F-343 鬼瓦 鬼 面 石垣 A-2-1041^‐ A-2‐ 1034 裏込 (3720) 晨350mm 頬・回・牙・髭 京型・跨ぎ型 裏面ナデ

第 155図 瓦実測図 (11)
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番号

種類 文様
出上位置 襲

くｇ＞
備考 写真

区 トレンチ 遺 構 層 位

1 F-347 鬼瓦 鬼面 石垣 D-18-1041 裏 込 i420) 角・眉毛 裏面布 目

F‐349 寇瓦 鬼 面 石垣 D-5-2007‐ヤD-5-2025 裏 込 (220) 耳 裏面ナデ・布目 190図 9

3 F-352 鬼瓦 鬼面 石垣 I‐4-2034 裏込 (280) 口・牙・ 髭か

F-368 鬼瓦 石翔 B5■ 042付近 裏 込 京型・数珠掛型・切据型

5 F-376 鬼瓦 れき不げ Ef垣 8-10-2030 背 面 1500) 京型・海津型 裏面ナデ

F-372 躍瓦 れb不げ 百垣 F-10-1001 墓 込 (1830) 敗珠掛海津型 墓面ナデ 190図 ‐7

F-382 鬼瓦 中心不リ 石垣 D-4-1042 裏 込 (340) 寵頭

ユ386 銃 瓦 石垣 D-5-2081～ D-5-2059 裏込 鼻・ 口 。歯 190図 -8

F‐388 琥氏 石垣 D-4‐2088～ D-4-2062 裏込 (200) 下顎部か

卜394 籠瓦 SttH D-7-1022～ D-7-1028 裏 込 (370) 髭・胴部・腹部

11 卜395 銹瓦 頻
一

8-21-1057 裏 込 (200) 日もしくは髭 。胴部 胴部に金箔・漆

卜406 鋸瓦 E垣 D-5-2081～ D-5-2059 墓 込 (260) 嗣部・腹部 腹部の撥合部に櫛 自

13 F-410 競瓦 石垣 D-10-1064～ D-10-1053 (210) 桐部・耳か

14 F-416 航瓦 石垣 E-6-2003～ 36-2013 裏込 月同部・腹びれか 裏面ナデ

F-418 脱蜀 石垣 D-5-1025～ D-5-1003 裏 込 (240) 月同部 胸びれ差し込み部 裏面ナデ

鯖面 日垣 D-12■ 013 裏 込 (2700) 尾びれ 190図 -11

17 F-437 購価 百垣 D-7-2014～ D‐ 7‐ 1107 (300) 胸びれ 190図 -10

第 156図 瓦実測図 (12)
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番号
登録
番号

種類 文様
出上位置 襲

くｇ，
備考 写真

区 トレンチ 遺構 層 位

1 F-229 愛斗瓦 石垣 F-15-1017´ヤF-15‐ 1024 裏 込 (1000) 長 268mm 幅 120mm 半奥斗 表面はなれ砂 裏面割線 190図 -12

2 F-231 奥斗瓦 垣 F,4-1008～ F-4‐ 1016 裏 込 (930) 勇群 争豊験湛堰 ギ
7mm 半災斗 表面はなれ砂 裏面コビキ・

190図 ‐13

3 F‐261 菊丸瓦 石IE F-4-1001～ F-4-1034 裏 込 (250) 瓦当直径 125mm 花弁～弁間に指圧痕 190図 14

4 F-266 菊丸瓦 石垣 B5■ 042付近 裏 込

5 F‐ 267 菊丸瓦 石垣 A-2-1009-A-2-2007 裏込 (40)

F‐ 277 菊丸瓦 石垣 D-3-1045～ D-3‐ 1030 裏込 (120) はなれ砂顕著 190図 ■5

7 ユ304 面戸瓦 石垣 D-5-1016´―}5-1014 裏 込 長 51mm 幅 85mm 凹面コビキ (斜め・ )布 目 190図 -16

8 F‐ 305 面戸瓦 石IF 卜15-1017-1024 盛 土 (280) 髭 60mm 幅 125mm 凹面コビキ 胎土砂質 190図 -17

卜149 滴水瓦 剣花菱文 石 IE b-1-043～ b-1-025 石列背面盛土

卜200 丸瓦 (行基 ) 石握 d‐9-3001背面 D 盛± 1 (1120) 屋 190mm 表面ナデ 嚢面コビキ・布 目・ 吊 り紐 光沢有 り 190図 -18

11 卜323 鬼瓦 菊花 (立体) 石垣 d‐ 5-050 背面盛± 1 (1000) 裏面龍頭痕 190図 -19

卜333 鬼瓦 菊板 (方形) 石垣 b-4-030 石列背面 (300) 釘穴 1 花弁・弁間に金箔・漆

よ3 F-342 鬼瓦 桐 文 石 垣 と2-011-a-2-025 石列背面盛± 1 (170) 花部

F-360 鬼瓦 鬼面 石 IF b-3-002～ b‐3-007 盛土 (340) 髭 か

F-374 鬼瓦 石 垣 b-4-001～ b-4-020 1420)

F-375 鬼瓦 石垣 d-12‐ 1001～ d-12-1025 露土 (1580)

17 F-383 銃 瓦 石垣 d-13-1021 盛 土 (520) 目・ 眉毛 。エラ 191図 ■

第 157図 瓦実測図 (13)
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登
番 種 類 文様

出土位置 軽
＜ｇ，

備考 写 真
区 トレンチ 遺構 層 位

1 卜389 鯨 瓦 百垣 b‐4‐064 石列背面 (800 章・日・歯 裏面指頭痕 金箔・漆 191図 2

2 F‐392 鏃 瓦 石垣 b-5-34-1～ b-5-50-1 盛 土 ヨ・牙 1区 9T Ⅱ e層 と接合

3 F-401 鯨 瓦 石垣 b-5-025-b-5-036 盛土 (860 長 165mm 幅 183mm 月同部・腹部 図 4

4 F‐405 鱗 瓦 石垣 b-2-051-c-1-008 盛 土 同部・腹部 胸びれた し込み部 釘穴 1

5 卜403 鯨 瓦 石 垣 F-10-3007～ F‐ 10-3013 盛 土 同部・腹部 裏面ナデ

6 F‐411 鏃瓦 石 垣 d-14‐ 2019～ d-14-2059 盛 土 (1090) 同部・耳か・背びれ 裏面ナデ 191図 5

7 F-422 鉱 瓦 石 垣 b-5-0351～ b‐6‐041 盛 土 (450) 向びれ差 し込み部

8 F-271 箔丸瓦 百垣 a-11-2007 石列背面 (150) 花弁に金箔

9 F‐ 278 菊丸瓦 菊丸 石 垣 b‐9-3003 石列背面盛± 1 (340) 亙当直径 120mm 191図 -3

第 158図  瓦実測図 (14)

番 号
登録
番号

種類 文様
出土位置 軽

＜ｇ＞
備考 写真

区 トレンチ 重標 層 位

1 卜70 軒丸瓦 桐文 5 盛± 1黒色土層 (205) 葉の縁 と内区に金箔 191図 -6

2 F-69 軒丸瓦 桐文 7 D東側 盛 土 l黒色土層 (180) 葉部に金箔 191図 7

3 軒丸瓦 三巴文 (左巻 ) 5 盛± 1 (720) 瓦当直径 68mm 周縁幅 19mm 191図 ‐9

4 軒丸瓦 盛± 1 瓦当直径 75mm 周縁幅 23mm 191図 ‐10

5 軒丸瓦 三巴文 (左巻 ) S-15C 盛± 1 (760) 瓦当直径 77mm 周縁幅 22mm 191図 ■ 1

6 F-449 毒伏間瓦 珠文三巴文 (左巻 ) D東側 盛± 1黒色土届 (970) 瓦当直径 70mm 隅巴か

7 軒平瓦 桔梗文 3-18C 盛± 1 (440) 内区高 32mm 191図 8

8 F-137 軒平瓦 石 垣 d石列背面 盛± 1 (50) 文様 と周縁に金箔 と漆 巻頭カラー

9 F-74 軒丸瓦 5 盛土 1黒色土層 同縁 と周縁内側面に金箔

第 159図  瓦実測図 (15)
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番号
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番号

踵舞 文様
出土位置

軽
てｇ＞

備 考 写 真
区 トレンチ 遺構 層位

1 鬼西 衛板 (円形 ) 石垣 D-10-3007～ E-9-1010 盛± 1 (400) 釘穴 1 7区 I層 と接合

2 F-351 寇面 鬼面 百垣 B-18-1069～ B-18-1084 (300) 口・牙 。歯 。髭

3 F-195 丸面 5 Gベルト 盛± 1黒色土層 (200) 表面ナデ 裏面コビキ・ 布 目

4 F-206 平 面 7 盛± 1 (1250) 長 310mm 表面ナデ 裏面ナデ 後方に突起 (水返 しか ) 191図 ■2

5 F‐326 鬼獨 菊花 (立体 ) 7 D 東側盛± 1黒色土 花弁に金箔

6 鬼瓦 菊板 (方形 ) 5 Gベルト 盛± 1黒色土層 (260) 花弁に金箔

7 F-330 鬼面 菊板 (方形 ) 7 D 盛± 1 (530) 釘穴 1

8 F-367 蒐面 百垣 a‐ 4-006～ bc-6-(?) (1240) 長 252mm 丸張型・数珠掛型

9 F‐ 373 寇面 5 Iベルト 盛± 1黒色土層 (4710) 長 460mm 丸頭型・海津型・ 跨ぎ形 裏面ナデ 191図 ■3

ユ385 琥丙 6 盛± 1 (160) 目

ユ397 離瓦 5 Gベルト 盛± 1黒色土層 (70) 髭

ユ415 鱗瓦 5 盛± 1黒色土層 (620) 胴部・背びれ 裏面コビキ 釘穴 1

μ431 慌獨 束璧 A2 盛 土 (420) 胸びれ 191図 ■4

卜438 5 (230) 胸ぴれ 差し込み部に刻字「廿回」か

F-435 醍面 盛 土 (150) 的びれ  差 し込 み部 残 存・ 長 さ 50mm幅 31mm高 さ 29mm 胎 土
警綱 衛  峰 耐甘 い

F-441 防五 7 D 盛 土 胸びれ

F-474 不明 盛 土 (970) 長 50mm 幅 166mm

第 160図 瓦実測図 (16)
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番号
登録
番号

種 類 文様
出上位置 襲

く８＞
備 考 写 真

区 トレンチ 遺構 層 位

1 F‐253 菊丸瓦 7 盛± 1 (520) 瓦当直径 124mm 191図 ■5

2 F-268 菊丸瓦 5 盛土 黒色土層 (210) 弁間に金箔

3 F-270 菊丸瓦 5 盛 土 黒色土層 花弁に金箔 中房に孔 191図 -16

4 卜272 菊丸瓦 5 Irミ ,レ ト 盛 土 黒色土層 陀弁に◆箔

5 F-292 輪違い 5 盛土 黒色土層 (200) 長 112mm 凸面ナデ 凹面布目か。コビキ

第 161図 瓦実測図 (17)

‐虞
囲
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番号
録
号

登
番 種 類 文 様

出上位置

著 備 考 写 真
区 トレンチ 筐編 層位

1 軒平瓦 桔梗文 (剣桔梗) 盛± 2 (600) 勺区高 34mm 内区下部に沈線 (抱ズレか) 191図 ■8

2 F,102 軒平瓦 桔梗文 (剣桔梗) 5 仙商 盛± 2最下層 (168) 文様に金箔・内区全面に漆 巻頭カラー

F-329 鬼瓦 菊板 (方形) 5 盛± 2 (900) 長 145mm 幅 173mm 釘穴 2個 191図 -19

鬼 瓦 7 盛± 2 屋 191mm 数珠糖卜海津型

5 F-362 鬼瓦 鬼面 4 仙 商 盛± 2 目もしくは鼻の穴か

F-436 鱗 瓦 5 C 盛± 2 (260) 何びれ

7 F-254 菊丸瓦 5 盛± 2 死当直径 127mm 191図 20

F-260 菊丸瓦 5 盛± 2 (500) 瓦当直径 124mm 191図 17

F-263 菊丸瓦 5 盛± 2 (350) 瓦当直径 123mm 拒ズレ 191図 21

菊丸瓦 5 CI間 蕗± 22黒色土擢 に弁・花弁の縁に金箔。漆 巻頭カラー

第 162図  瓦実測図 (18)
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備考 写真
区 トレンチ 達構 層位

1 F‐ 286 輪違い 4 仙商 盛± 2 (600) 長 123mm 幅 147mm 凸面ナデ 凹面布目・コビキ 192図 ■

2 F-288 輪違い 5 C 盛± 2黒色土層 (560) 長 120mm 幅 140mm 玉縁痕 凸面ナデ 凹面布目・コビキ・吊り組 192図 2

3 谷丸瓦 仙商 盛± 2 垂れ有 り

4 F-212 谷丸五 5 盛± 2 (320) 盟れ有 り 192図 3

第 163図 瓦実測図 (19)

番号
登録
番号

種類 文様
出上位置 義

くｇ，
備考 写真

区 トレンチ 霞翠 層 位

I F-357 鬼瓦 鬼面 洋 17G 盛土 卜3 (220)

2 F‐399 鱗瓦 石垣 F面 (220) 頃付近か 釘穴 1

3 銃 瓦 仙 商 盛 土 同部 胸びれ差し込み部

4 δ丸面 (220) 奎れ有 り

5 F-215 S丸瓦 7 D れ無し 隅瓦の可能性 192図 4

面戸瓦 4 師面戸か 裏面突起部に釘穴 1

第 164図 瓦実測図 (20)
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番号
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番号

種類 文 様
出上位置 軽

くｇ＞
備 考 写 真

区 トレンチ 遺欄 層色

1 F-130 軒平瓦 笹文 (雪持笹 : 4 1090) 瓦当幅 (240)mm 内区幅 153mm 内区高 27mm 平瓦部表面縦・横ナデ 裏面はなれ砂・

横ナデ 周縁左に刻印
192図 5

F 軒桟瓦 不明十笹文 2 η 4 (150) 左桟 192図 6

3 軒桟瓦 三巴文+不明 S 4 5 (400) 小巴直径 90mm 左桟 丸桟 192図 7

4 軒桟瓦 三巴文十笹文 8B S 1 (640) 角桟 桟瓦部に切 り込み 192図 -8

5 卜269 菊丸瓦 8B S 1 既当直径 127mm 幅 200mm 花弁の縁・弁間に金箔

F-205 平 瓦 S 4 4 (1280) 寵面ナデ 裏面はなれ砂 左側面切 り欠き 192図 9

7 F-218 桟 瓦 2 4 4 (390) ヒ桟 角桟 左後方切り欠き 192図 -10

8 F‐221 伏間瓦 S 4 I (560) 玉縁受け

9 F-224 角桟伏間面 S 5 (900) 部前面に刻印 192図 ■2

μ225 角桟伏間瓦 S 1 (480) 192図 ■3

卜230 愛斗瓦 S‐ 4 1 (1210 長 255mm 幅 128mm 半災斗 表面はなれ砂 裏面割線 192図 ■ 1

F-291 輸違い 4 6 長 114mm 幅 120mm 凹面布目・ コビキ 192図 ■4

第 16S図 瓦実測図 (21)
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種類 文様
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くｇ＞
備考 写 真

区 トレンチ 遺 構 層 位

1 F-377 鬼瓦 2 長 398mm 幅 386mm 御所型・跨ぎ型 192図 ■5

2 F-213 谷丸瓦 (140)

3 F-246 下駄紐憂斗瓦 (320) 紐部・下駄部欠損 表面櫛 目 193図 ■

4 F-250 下駄紐奥斗瓦 2 (260) 要合部櫛目 193図 2

5 F-470 不明 2 (480) 長 134mm 幅 158mm 面戸か

6 F-337 鬼瓦 菊板 (円形 ) A-19G S-251 3 (120)

7 F-62 軒丸瓦 九曜文 I S-260 埋 土 (665) 瓦当直径 173mm 周縁幅 26mm 瓦当はなれ砂顕著 192図 4

8 F-60 軒丸瓦 九曜文 S-260 埋土 (3340) 瓦当直径 170mm 周縁幅 21mm 長 360mm 表面縦ナデ 裏面布
目・布ロヨジレ・コビキ 釘穴 2

192図 3

9 軒丸瓦 九曜文 4間ベタレト S-260 埋土 (1640) 瓦当直径 164mm 周縁幅 22mm 丸瓦部表面縦ナデ 裏面布目・コ
ビキ

192図 5

10 卜97 軒平瓦 構榎文 (六字桔梗) I S-260 1 (3000) 瓦当幅 247mm
秒

内区幅 167mm 平瓦部表面縦・ 横ナデ 裏面はなれ 192図 6

F131 軒平瓦 三引両文 S-260 (1540) 圧当幅 242mm 内区幅 147mm 平瓦部表面ナデ不明瞭 裏面横ナデ・
節目 4E区 Ⅱa層 と接合

192図 7

F-133 軒平瓦 三引両文 S-260
岳妄堺

2ξ

ttJと 曝詈
幅 150mm平 瓦部表面ナデ不明瞭 裏面櫛目 。

192図 8

卜128 軒平瓦 笹文 (三枚笹 ) 1 S-260 埋 土 (590) 区高 30mm 192図 9

F‐ 177 軒桟瓦 イヽ巴不明+丸に三星文 1 S-260 埋 上 (220) 左右不明 192図 ■0

第 166図 瓦実測図 (22)
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号

登
番 種類 文様

出土位置 襲
てｇ，

備考 写真
区 トレンチ 遺 構 層 位

I F-186 丸瓦 S-260 哩土 (1940) 長 242mm 前幅 147mm 後幅 252mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目 198図 -11

2 F‐ 187 丸瓦 S-260 埋 土 (1760) 長 261mm 後幅 155mm 表面ナデ 墓面布目・タタキ 。はなれ砂顕著 釘付 194図 ■

3 F191 丸瓦 S‐ 260 埋 土 (1100) 長 (260)mm 後幅 133mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目・布ロヨジレ 釘穴 1 193図 ■2

4 F-202 平瓦 S-260 埋 土 (2420) 長 (269)mm 狭幅 220mm 広幅 245mm 表面ナデ 裏面はなれ砂 194図 2

5 F-465 駒巴瓦 S-260 1 (2110) 長 360mm 幅 80mm 釘穴 1 背に沿い接合部

6 F-478 軒丸五 三巴技 金箔

7 F-279 菊丸面 S-276 (240) はなれ砂 194図 3

8 F‐413 蹴瓦 S-282 3 胴部・背びれ 裏面布目

9 卜290 輸違し S-282 5 (200) 長 93mm 凸面ナデ 凹面コビキ 194図 4

第 167図 瓦実測図 (23)
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種 類 文様
出土位置 菫

くｇ，
備考 写真

区 トレンチ 還構 層 位

1 F-185 丸瓦 9 1 S-285 2 (1960) 屋 (280)mm 後幅 (165)mm 釘穴 1 194図 ‐5

2 F-78 軒丸瓦 9 1 S-285 2 長 (250)mm 後幅 (81)mm 表面縦ナデ 裏面コビキ・布目・吊り紐・櫛目 釘穴 】 194図 6

3 F-208 谷平瓦 9 44-3 (1300) 垂れ有り 裏面にヘラ書き 194図 -7

4 F-420 餓 瓦 8A S‐ 346 b底面 (290) 同部 上面に平坦面

5 F-80 軒平瓦 桔梗文 8A S-354 (630) 瓦当幅 250mm 内区幅 167mm 内区高 29mm l区 10T I b層 と接合 194図 -8

6 F-380 鬼瓦 (290) 属 (106)mm 雲型

7 F-238 災斗瓦 (520) 昆 (182)mm 幅 92mm 表面はなれ砂 割線無 し 194図 ■ 1

8 [243 紐憂斗面 (1700) 晟大長 260mm 最大幅 250mm 表面櫛目 裏面割線 釘穴 2 2個体を接合 194図 ■2

9 μl13 軒平瓦 菊花文 6 (470) 再区高 33mm 194図 9

F‐98 軒平瓦 吉梗文 (剣桔榎) S-398 1 (2580) 瓦
童綴添そ韓わ号里 2催尾曇 増計

mm内 区高 31mm平 瓦部表面・瓦当面はなれ砂顕者 194図 -10

第 168図 瓦実測図 (24)
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第 169図 瓦実測図 (25)
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番 号
登録
番号

種 類 文様
出土位置 襲

くｇ，
備考 写 真

区 トレンチ 遼構 層位

l F‐336 鬼瓦 菊板 (円形 ) 480) 長 (182)mm 6cttI層 と接合

2 卜 1 `Il
三巴文 (左巻) 8B S-671 瓦当直径 176mm 周縁幅 22mr 195図 ■

3 鬼瓦 菊板 (方形) BA S‐831 花弁に金箔・漆

番号
録
号

登
番 種類 文様

出上位置 菫くｇ，
備考 写真

区 トレンチ 自濡 暮

1 鱗 瓦 2 コ (1300) 幅 (275)mm 口 。牙・髭 裏面ナデ 195図 ‐2

F-393 銃瓦 2 ] (480) ヨ。髭

3 卜404 鱗瓦 2 ] 同部・腹部 胸びれ差し込み部

4 F-408 銃 瓦 2 庭部 墓面ナデ

5 F-247 下駄紐興斗面 巴部欠損 195図 -3

第 170図 瓦実測図 (26)
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番 号
録
号

登
番 種 類 文様

出上位置
菫
くｇ＞

備考 写 真
区 トレンチ 遺 構 層 位

1 軒丸瓦 九曜文 3 I (760) 瓦当直径 163mm 周縁幅 21mm 接合部に櫛目
2 F‐66 軒丸瓦 B石垣 フク土 I層 (200) 同縁幅 16mm 瓦当部に歪み 195図 4

3 F‐ 127 軒平瓦 笹文 (三枚笹 ) 1 石垣 AH角 フク土 I層 (240) 内区高 32mm 接合部に櫛 目 195図 ‐5

4 F-180 軒桟瓦 (滴水) 勾玉文十菊花文 3 I (1100)
暴

当
堀窟

粥 mm小 巴径 95mm垂 れ部内区幅 145mm内 区高 50HIm右 195図 9

5 F-110 軒平瓦 花菱文 A石垣 フク土 (350) 内区はなれ砂顕著 195図 -6

6
=147

軒平瓦 (滴水 ) 花菱文 3 A石垣 フク土 層 (160) 195図 7
7 卜151 軒平瓦 (滴水 ) 菊花文 3 A石垣 フク土 擢 130) 195図 ‐8

8 卜179 軒桟瓦 無文+無文 B石垣 フク土 層 (1810) 晨当偏♂5塁乳儡 り乗を部農騨た研研込が野民そ5mm左 195図 ■0

第 171図 瓦実測図 (27)
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番号
登録
番号

種 類 文様
出土位置 襲

＜ｇ＞
備考 写真

区 トレンチ 遺 構 層位

I 卜76 軒丸瓦 3 I (2120) 長 (315)Hull 後幅 158alm 表面縦ナデ 裏面布目 。コビキ 釘穴 2 接合部に櫛
目

195図 ■ 1

2 F-193 丸 瓦 3 B石垣 フク土 I層 (1020) 長 (186)mm 後幅 (145)mm 表面ナデ無 し 裏面布 目 釘穴 2 195図 ■2

3 F-188 丸瓦 3 I (150( 長 (244)mm 後幅 161mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目 。吊り紐 釘穴 2 195図 ■3

F-217 桟 瓦 I (1800) 長 279mm 左桟 丸桟 裏面後方引掛け 196図 ■

5 F-451 鳥伏間瓦 九曜技 Ⅱ (1100, 瓦当直径 (200)mm 拝み巴もしくは隅巴か 接合部に櫛目 195図 ■5

6 F-452 鳥伏関瓦 九曜改 3 I (1280) 瓦当直径 187mm

7 F-222 伏間瓦 3 BM角付近 フク土 I層 (1210) 房吾も署巻鵜 褻建奇祭 
玉縁受け 釘穴 1 表面中央に刻印 1仙台市木町通 195図 ■4

8 F-227 丸桟伏間瓦 3 B石垣 フク土 I橿 1640 屋248mm 前幅 197mm 後幅 162mm 表面ナデ無し 釘穴 2 196図 -3

第 η72図 瓦実測図 (28)
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番号
登録
番号

種 類 文稿
出土位置 襲

①
備考 写真

区 トレンチ 澄構 層 位

I [223 丸桟伏間瓦 B石垣天端 I (2570) 長 274mm 前幅 (269)mm 後幅 223mm 表面ナデ 光沢有 り 釘穴 〕 196図 2

2 卜242 紐興斗瓦 3 B石垣 フク土 I擢 1570 最大長 260mm 最大幅 250mm 2個体を接合 表面櫛目 2 裏面割線 釘穴 2 [96図 9

3 F-285 輸違い 3 A石垣 フク土 I擢 (430) 民 160mm 凸面ナデ 凹面布目・コビキ 。吊り紐 196図 4

F-295 面戸瓦 3 [ (360) 長 102mm 凹面コビキ・布目 面取 り部分に櫛目 196図 5

5 F‐297 面戸瓦 Ⅱ (320) 長 106Hllm 凹面コビキ・ 布 目 196図 -6

F-300 面戸瓦 3 天 端 フク土 I擢 (420) 長 81mm 幅 140mm 凹面コビキ・布 目・ 吊 り紐か 196図 7

7 ユ307 面戸瓦 3 A石垣 フク土 I擢 (320) 長 120mm 凹面コピキ 。布 目 196図 8
ユ209 谷丸瓦 3 B面天端 フク土 I擢 盟れ有り 表面ナデ不明瞭 釘穴 1 196図 ‐10
F-456 塀 瓦 B石垣 I (3590) 昆285mm 厚 33mm 水切 り (左)釘 穴 2
F-457 塀瓦 ユ (1800) 享32mm 水切 り (右)釘 穴 2

第 η73図 瓦実測図 (29)

130



~¬
3

や
[::::::!:::こ:f:三

::〕

1

0          10 cm
卜下画十百下引 (1/6)

番号
録
号

登
番 種類 文 様

出上位置
重くｇ＞

備 考 写真
区 トレンチ 遺橋 冒衛

1 F-459 桟付平板面 3 B石垣 I (990) 桟付 (右桟)

T字瓦 3 A石垣 I (830) 長 (263)mm 幅 89mm 最大厚 33mm 釘穴 2

3 T字瓦 I 偏67mm 板部に接合痕

4 卜129 軒平瓦 笹文 (雪持笹) コ (1120) 臣当幅 256mm 内区幅 153mm 内区高 30mm 平瓦部表面横ナデ 裏面横ナデ 5A tt I
圏と接合

196図 -11

第 174図 瓦実測図 (30)
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番号
録
号

登
番 種類 文様

出上位置 襲
Φ

備考 写 真
区 トレンチ 遺 構 層 位

1 ト 5 軒丸瓦 I (2660) 長 (263)mm 後幅 155mm 表面縦ナデ 裏面布目・布ロヨジレ・コビキ 釘穴 2 197図 ■

2 軒平瓦 三引両文 内区高 31mm 平瓦部表面ナデ不明瞭 196図 ‐1

3 F 軒平瓦 三引両文 [・ 4 Ia 196図 -1

4 軒平瓦 (隅瓦 ) 笹文 (雪持笹 ) 2 I 瓦当幅 (244)mm 内区幅 152mm 内区高 27mm 平瓦部表面に沈線 196図 15

5 軒平瓦 偶切折敷に三文字文 3 I 内区高 (32)mm 196図 ■4

第 175図 瓦実測図 (31)
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番 号
録
号

登
番 種 類 文様

出土位置 軽
くｇ，

備考 写真
区 トレンブ 直構 層 位

F-201 平瓦 3 (2860) 長 276mm 前幅 251 mm 表面ナデ 裏面はなれ砂 197図 ‐3

F-214 谷丸面 2 (1000) 長 (309)mm 幅 (220)mm 垂れ無 し 197図 2

3 μ363 鬼瓦 冦置 耳か

4 卜378 鬼瓦 コ (1200) 震形 もしくは御所型

5 F-219 伏間瓦 2500) 長 263mm 幅 230mm 表面ナデ 裏面はなれ砂 小玉縁 玉縁受け 釘穴 2 31ttI層 と接合 197図 -4

6 F-235 鷲斗瓦 恨石掘肖I 副線不明 表面はなれ砂 裏面ヘラ痕 197図 5
7 F-239 粟斗瓦 I (800) 1枚憂斗 割線無し 197図 ‐6
8 F-265 菊丸瓦 ⅢとJ 瓦当直径 125mm 花弁・弁間に金箔 。漆 巻頭カラー

9

「

283 I 740) 長 135mm 前幅 (150)mm 凸面ナデ 凹面布目・ コビキ 197図 8
輪違い E 450) 長 121mm 前幅 (151)nam 凸面ナデ 凹面布 目・ コビキ・ タタキか 197図 ‐9

F-289 輪違い I 〔230) 最 103mm 凸面ナデ不明瞭 凹面布目 197図 ■0
F-293 面戸瓦 600 長 99mm 幅 149mm 凹面コビキ・布目 面取 り部分に櫛目 197図 7

第 176図 瓦実測図 (32)
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番号
録
号

登
番 種 類 文 様

出土位置 襲
くｇ＞

備 考 写真
区 トレンチ 遺構 冒衛

1 面戸五 Ⅱ 長 94mm 幅 145mm 凹面コビキ・布目 198図 ■

2 F-298 題戸面 Ⅱ 長 102mm 凹面布 目・ タタキ (凹 凸が雑 ) 198図 -2

3 }301 面戸瓦 3 I (400) 昆 87mm 幅 122mm 凹面コビキ・布 目 198図 -3

4 F-469 掏巴瓦 2・ 4間ベアレト I 幅 95mm 釘穴 1

5 F-468 匈巴面 1 Ⅱ 幅 93mm 釘穴 1

第 177図 瓦実測図 (33)
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番 将
録
号

登
番 種 類 文様

出上位置 報
くｇ＞

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位

1 肝丸瓦 三巴支 (右 ) 720) 瓦当直径 181mm 周縁幅 23mm 198図 -4

2 lT丸瓦 三巴文 (右巻 ) ] 瓦当直径 180mm 周縁 IB 23mm 198図 5

3 F 商水瓦 花菱文 B 120) 198図 -6

4 F 高水瓦 菊花文 カクラン (800) 瓦当幅 (276)mm 内区幅 145mm 内区高 (50)mm 198図 7

5 F 丸瓦 5 I (3190) 長 329mm 前幅 181mm 後幅 195mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目・ 吊り紅 198図 -8

第 178図 瓦実測図 (34)
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番 号
登録
番号

種 類 文様
出土位置 軽

⑫
備 考 写 真

区 トレンチ 筐構 層位

1 F-183 丸 瓦 5 I (2680) 屋338mm 後幅 186mm 表面ナデ 裏面コビキ・布目・吊り紐・タタキ 198図 -9

平 瓦 5 I (990) 髭 (123)mm 幅 (229)IIm 釘穴 1 刻印「仙台北八番丁渡遷瓦工場明治汁六年

F-207 平 瓦 5 I (2290) 長 248mm 前幅 280mm 右側面に水返し 裏面櫛目 釘穴 2 198図 -10

4 F-216 桟 瓦 P-15G カクラン (2210) 長 280mm 後幅 281mm 左桟 丸桟 裏面後方引掛け 付着物有り 98図 3

5 F-341 鬼瓦 嗣文 I (580) 花部 98図

μ226 角ん I (550) 98図 4

7 焚斗瓦 5 天端 フク土 Ⅱ履 (140) 監J斑斗 墓面ナデ 98図

第 179図 瓦実測図 (35)
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番 号
録
号

登
番 種 類 文様

出土位置 菫
①

備 考 写真
区 トレンチ 霞構 層 位

1 F‐275 菊丸瓦 I 瓦当直径 117mm 199図 ■

2 陳込瓦 (差込部 ) 表土 (490) 長 (144)mm 表面ナデ 裏面ナデ 接合部に櫛目 表面に微細金箔 199図 -3

3 μ302 面戸瓦 石垣 L面根石掘削 440 長 70mm 幅 137mm 凹面コビキ Ⅱb層 と接合 199図 4

4 F-303 面戸瓦 (170) 凹面コビキ 199図 5

5 F-475 不 明 I (240) 垂れ有 り

第 180図 瓦実測図 (36)
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番 号
登録
番号

種 類 文 様
出上位置 襲

Φ
備 考 写真

区 トレンチ 重標 層位

1 μ170 昧文三巴文十不げ I 右桟 199図 ‐2

2 μ194 丸瓦 6A 3 試掘 (350) 表面ナデ無 し 裏面コビキ・ 布 目 玉縁短い 199図 -6

3 F‐203 平瓦 E-18G 【 (2310) 屋 302mm 表面ナデ 墓面はなれ砂 釘穴 1 199図 -9

4 μ204 平瓦 カクラシ (HO) 角部のみ 釘穴 1 199図 -7

5 卜319 鬼瓦 菊花 (立体 ) A-18G カクラシ

6 鬼瓦 菊花 (立体 ) E‐ 18G I (920) 海津型 (側板一部残存)

7 ユ427 飯 瓦 I (600) 厚 48mm 尾びれ

8 I (300) 瓦当直径 126mm 199図 -3

9 菊丸瓦 Ⅱ (340) 滞し込み部 柔面ナデ 墓面コピキ

第 181図 瓦実測図 (37)
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番号 襲 籐 文様
出上位置

謬 備考 写真
区 トレンテ

1 μ389 鬼瓦 賭蔭市り Ⅱ 〔240)
2
『

346 瓦 疱画 7 I (170)― 耳・鼻・ 口 裏面接合部に櫛目
3 }381 五 7 I (780 Dみ

4 μ438 瓦 7 I (280
5 工467 駒巴瓦 2 浄クラ ン αOCl) 幅 88れぬ 釘穴 I

6 μ455 鞠 瓦 (丸瓦鵠 7 I 椰1の 隅巴か 裏面コピキ・布目 右側面切欠き
7 卜S08 面戸瓦 7 I 町面ヨビキ・布目 199E憲 -10

第 182図 瓦実測図 (38)
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番号
録
号

登
番 種 類 文様

出上位置 重
くｇ♭

備 考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位

F-136 軒平瓦 無文 I 540) 瓦当厚み均等 199図 ■ 1

2 F‐ 178 軒桟瓦 無 支 I (940) 左桟 199図 ■2

F-168 軒桟瓦 九曜文+不明 Ⅲ a (240) こ桟 角桟 199図 -13

4 F‐340 鬼瓦 菊飾 り (170) 訂穴 2

5 F‐364 鬼瓦 (140) 長 (200)mm 丸張型・海津型・雲形  Ⅱ層の F366と 接合

6 F‐379 鬼瓦 8A (420) 雲形 もしくは御所型

7 F‐251 下駄紐興斗瓦 (300) 下駄部欠損 釘穴 1 199図 ■4

F‐252 下駄組災斗西 (260) 幅 125mm 下駄部欠損

F‐312 面戸瓦 8A (240) 蟹面戸か

卜315 面戸瓦 長 84mm 幅 (84)mm 三角面戸か 199図 ■5

11 F-72 軒丸瓦 勾玉文 1 Ⅱ (1000) 阿当直径 156mm 周縁幅 16mm 丸瓦言[表面ナデ無 し 裏面布 目 199図 16

12 F181 千桟瓦 (滴水) 勾玉文 +菊花文 1 Ⅱ 瓦当幅 290mm 小巴径 93mm 垂れ部内区幅 140mm 左桟 丸桟 199図 -17

13 F-463 駒巴瓦 I (1290) ほ83mm 釘穴 1 199図 -18

第 183図 瓦実測図 (39)
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番号
録
号

登
番 種 類 文様

出上位置 襲
①

備考 写真
区 トレンチ 自導 層 位

1 F-466 駒巴瓦 (1320) 嘱82mm 釘穴 1 199図 -19

2 μ244 下駄紐愛斗瓦 9 (400) 左前面組部・下駄部残存 200図 ‐2

3 卜365 鬼瓦 (1680) 長 210mm 丸張覆輪型・雲型・切据型 裏面龍頭

4 卜311 面戸瓦 410) 目102mm 蟹面戸か 凹面布目 裏面突起部の接合部に櫛目 200図 -3

5 μ73 軒丸瓦 《文 9 (680) 豆当直径 150mm 200図 -1

6 不明 38 試掘 幅87mm 平板状・側面に垂れ付 釘 1

7 F-369 鬼瓦 不 明 不 明 580) 京型・数珠掛型・切据型 裏面ナデ顕著

8 F‐313 面戸瓦 不 明 盛± 1 長 33mm 櫛面戸か 裏面突起部に釘穴 1 200図 -5

9 伏関瓦 不 明 不 明 500) 長 (279)mm 表面ナデ 裏面はなれ砂 小玉縁痕 玉縁受け 釘穴 1 200図 -4

F-493 平瓦 7 蕗土 (285) 碇 (100)mm 横 (90)mm 厚 20mm 凸面縄叩き 凹面布目 200図 -6

第 184図 瓦実測図 (40)
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録
号

登
番 種 別

出土地点
種 類 刻印位置 備 考

区 トレンチ 遺構 層 位

1 F-495 IT桟瓦 6 BC石垣角 天端  I 「安三 J 右脇区

2 F-496 丸瓦 3 A石垣 I 丸に「大」 h面 後方 中央

3 F-497 丸瓦 3 I 丸に「三J L面 後方 中央

4 F-498 平瓦 3 A石垣 フク土 I 丸に「三」 前 面 左 側

5 F-499 丸瓦 3 AH天端 フク土  I 「天二」 凸面 玉縁

F-502 塀 瓦 I I 刻印 後面 左側 」
~l穴

釘付

7 F-503 平 瓦 北 側 I そ」F「 せJか 前面 右側

F-507 丸瓦 3 AH天端 フク土  I 刻印 凸面 不明

F-508 平瓦 3 I 打JF「 丸 前面 左側

F-509 平瓦 ab‐ 2-000^― a-2-010 石列背面 盛土① 刻印 丸 前面 左側

平瓦 | I 打」可 丸に点 前面 不明

平瓦 1 Ⅱ a 亥J印 前面 左側

丸瓦 I 9 ,lF「 ニツ違い輪 凸面 玉縁

3 平瓦 S-86 1 」々E「 ニツ違い輪 前面 左側

5 4 平瓦 I 9 ベルトE 刻印 凸面

5 丸瓦 I 5 I～ Ⅲ 刻印 丸に菱 凸面

丸瓦 コ P/1印 丸に左巴 凸面 後方 中央

丸瓦 I 打」L「 丸に花文か 凸面 玉縁

8 丸瓦 2,3,4 丸に四弁花文 凸面 後方 中央

F-519 丸瓦 2 丸に四弁花文 凸面 玉縁

F-520 平瓦 3 A石垣 フク土  I 前面 不明

F-521 平瓦 2 S-14 2 角に丸点 前面 左側

F-522 平瓦 3 A石垣 フク土 I 角に丸点 前面 左側

F-523 丸瓦 R‐ 15G S-273 扇に「八Jか 凸面 玉縁

F-524 平瓦 5 S-1100 五弁花文 前面 左側

F‐ 525 平瓦 b-4‐ 001～ b‐4-020 石列背面 盛土① 菊花文 (八弁 ) 前面 不明

F-526 平瓦 D‐6-2020-D‐ 6‐2022 渦 文 凸面

F‐527 平 瓦 df積 盛 土 刻印 渦 文 凹 面

ユ533 丸 瓦 2 象亥」 二重十字 前 方凸 面 中火

F‐ 534 丸 瓦 5 排水溝 盛土② 象亥」 十字 凸雨

F‐ 535 平瓦 d-16-2006-d-16‐ 2019 石列背面 盛土① 観夕! 十字 凸 面

F-536 不 明 3 I 十字 凸面

F‐ 506 平瓦 5 I 仙台北八番丁渡遷瓦工場明治川六年」 凸面 櫛目 7条 2本 釘穴 釘金付

第 185図 瓦実測図 (41)
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録
号

登
番 種 別

出土地点
種 類 刻印位置 備 考

区 トレンチ 遺構 層 位

1 F-528 丸瓦 I 刻 字 「右Jか 凹面 ∬穴

2 F-529 平 瓦 D‐ 5-2007-D-5-2025 裏込中 女」字 凸面

3 F-530 平 瓦 3 L石垣フク土  I 刻 字 十月J 凸面

4 不 明 I 刻 字 「IIIJ 凸面 凹面に接合部

F-532 平瓦 線刻 カブか 凸面

F‐540 平瓦 3 I 線 刻 「一」 凸面

7 平瓦 1 10 線刀 「一Jか 凸面

F-542 平瓦 1 線兜 重弧線 不 明

9 F-543 A-6‐ 1019 裏込中 線亥1 曲線 凹面

0 F-548 平瓦 7 I 腺力 櫛 目文 凸面 7条 と本 釘 穴

F-545 平瓦 5 盛上② 角礫暗渠下 線亥 櫛目文 凹面 3条 2本 交差

平瓦 1 線亥 櫛目文 凹面 6条  1本
F-546 平瓦 1 練亥 櫛目文 凹面 5条 1本
F‐ 550 平瓦 表採 直線・斜行線 凸面

F-551 平瓦 I 1電 I 線亥 直線 凸 面

F-549 輪違い I 十字 凸面

17 平瓦 7 東側 盛土① タタキ 凸 面

F-539 丸瓦 1 刺突 凸 面

F-552 平瓦 1 I 線刻 直線 凸面

F‐537 平瓦 B51031付 近 裏込中 線条痕 凸 面

第 186図 瓦実測図 (42)
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第 187図 瓦写真 (1)
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第 190図 瓦写真 (4)



第 191図 瓦写真 (5)
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第 192図 瓦写真 (6)
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第 194図 瓦写真 (8)
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第 196図  瓦写真 (10)
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第 197図 瓦写真 (11)
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第 200図 瓦写真 (14)
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5。 石器・ 石製品

概要

石製品には、火鉢、砥石、硯、水晶、火打ち石、雲母、スレート、剥片石器などがある。

砥石は 31点出土しており、うち 12点を実測した。1区 9・ 10ト レンチより 10点、石垣の盛± 1～ 3か ら 12点、

2・ 3・ 5。 6区基本層から 12点、5・ 6・ 7区の遺構から3点出土している。

硯は 3点出土しており、2点を実測した (図化しなかったものは 5B tt I層 から出土)。 ○図 8は、裏面に「第壱」

の線刻がある。

水品は 716点出土しており、うち 568点 (79%)が石垣前面の 1区から、148点 (21%)が石垣盛土等から出

上している。特に、1区 9。 10ト レンチのⅡb層から 173点 (24%)、 Ⅱd層から282点 (39%)と多量に出土

している。

雲母は 100点出土しており、1区 9・ 10ト レンチから23点、1区 31ト レンチから 1点、石垣盛± 1・ 2から22点、

6区Ⅳ層から2点、5・ 6・ 9区の遺構から52点出土している。特に、9区 28ト レンチの S251か ら44点出土

している。雲母は方形に切りそろえられたように見えるものもあるが、明らかに加工されたのかどうかは、なお詳

細に観察する必要がある。今回は、直線的な辺を持つものを図示した。

剥片石器は 38点出土しており、石垣背面の 4・ 5・ 7・ 8区の石垣盛

± 1～ 3、 5区 S-636(山城虎口)堆積土、8区遺構堆積土及びⅢ層な

どから出土している。定型石器及び二次加工のある剥片 8点、石核 4点、

剥片・砕片 26点である。

2B tt S-7か ら、人面を模した石が出土した。上層からの出上であり、

城郭期には用いられていないカコウ岩と共伴していることから、近代双

降の所産である可能性が高い。

第 7表 水品集計表

出上位置
点 数

区 トレンチ 遺 構 層 位

1 9。 10 I層

Ⅱ a層 1

Ⅱ b層

Ⅱ c層

Ⅱd層

Ⅱ e層

Ⅱ f層 1

Ⅱ g層 I

Ⅱi層

Ⅱ層 1

Ⅲ a層 1

Ⅲ b層

不 明

1

S-24コ 1

S‐ 285 1

工層

I層

I層 1

Ⅲ層 1

I層 1

5 盛± 1

盛± 2

不 明 4

6 黒色土

7 盛± 2 4

8A Ⅲ a層 1

D石垣 I層 1

F石垣 不明 1

石列 d■ 21012背 面 1

7 S‐300 1

1

不 明 1

合計

第 201図  9区 28T S-251全 景

第 202図 2B tt S‐7 人面を模した石材の出土状況

156



川
日
日
Ｈ
□

I   I

厨□
3

_〔
SS晨尽}_

鰯

組
同
制

魁

回

∝

４

臓

問

剛
一

〔
~)

器

I  I

|

|

申

∩
Ｒ
国
盟

一

園
「＝�幽鋤
硼
団

□
国

園

旧

0                         10 cm
卜下~下¬~T~卜下~「可~下引 (1/3)

No 登録
番号

種 別
出土位置 法量 (mm・

備 考 写 真
区 トレンチ 遺糖 層 位 長 幅 厚 重 量

l 砥石 1 (520) 380 208図 -1

砥 石 1 9 (670) (490) (670) 208図 -2

K4 砥 石 1 (450) 240 (7■3) 208図 ‐3

4 降 5 砥 石 1 9
`500)

280 412) 208図 4

降 6 砥石 1 9 (560) (273) 208図 5

降 8 砥石 1 S-154 820 946 208図 -6

7 硯 1 D根入部 Ⅱ (960) 1924 208図 -7

硯 1 I 796 農面に刻字「第壱J 208図 -3

口径 器高 底径 重量

降42 火 鉢 1 9 (2200) (1270) (1160) 16000 部外面に打痕 内外面受熱 側厚 19・ 脚高 23 208図 9

K-43 火鉢 1 S-54 6 920 (6060) 1厚 19・ jfV高 15 208図 -10

第 203図 石器・石製品実測図 (1)
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第 204図 石器・石製品実測図 (2)
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ペ
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録
号

登
番 種 別

出土位置 法量 (mm・
備考 写 真区 トレンチ 遺構 層 位 長 幅 厚 重 量

1 K-28 火打石 1 9 Ⅱbl 209図 ■

2 K-30 水 晶 1 9 958 209図 -2

3 降31 水晶 1 9 209図 -3

4 降32 水 晶 1 9 218 209図 -4

5 K-33 雲 母 1 9 (230) 209図 -1(

6 K-34 雲 母 I 9 Ⅱ 貿 (330) (05) 209図 ■ 1

7 K-35 雲 母 1 9 (280) (06) 209図 ‐12

録
号

登
番 種 別

出土位置 法量 (mm・ め
備考 写 真

区 トレンチ 遺構 層 位 長 幅 厚 重 量

1 K12 砥 石 7 D東側 盛± 1黒色土 (490) 520 (738) 209図 _17

2 K-29 水 晶 d‐ 12-1012 石列背面盛± 1 220 217 209図 5
3 降 11 砥 石 7 盛± 2黒色土 (860) (627) 209図 ‐18
4 砥 石 CI間 饉± 22黒色± 3 (870) (290) 240 (11■8) 209図 -19

5 K-24 石 匙 7 盛± 22黒色土 807 301 畦質頁岩 209図 -6

6 K■ 0 砥 石 S-15C 白色粘土 455 209図 _20
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登録
番号

種 別
出上位置 法畳 (mmog)

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚 重 量

1 降21 スレート I (2390) (4098) 釘穴 2 210図 ■

2 K-22 スレート I (1170) (1834) 釘穴 1 210図 -2

3 (23 スレート I (1499) 釘穴 2 210図 3

4 (26 石鏃 8A Ⅲ c 117 先端部、基部欠損 珪化凝灰岩 209図 -7

5 石鏃 Ⅲ 先端部欠損 珪化凝灰岩 209図 -8

6 石製品 3 (630) 渦巻状の加工 210図 5

第 206図 石器 。石製品実測図 (4)
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登
番 種別

出上位置 法量 (mm・ 宜)

備考 写 真区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚 重 量

1 雲 母 S‐ 25 I (270) 270 (06) 209図 -13
2 降39 雲 母 I (330) (300) (07) 209図 -14

3 K-37 雲 母 2 (200) (290) (08) 209図 -15

4 K-38 雲母 (320) (240) (15) (09) 209図 1(
5 砥 石 S‐300 (610) 510 (356) 髭熱痕 209図 -2]

6 K-25 二次加工のある剥片 S‐831 290 子れ後再加工 瑳質頁岩 209図 ～9
7 K19 砥 石 洋18G S-367 (990) (1337) 209図 -22
8 降44 石製品 体 18G 1320 1250 280 5043 渦巻状の加工 210図 4

第 207図 石器・石製品実測図 (5)
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6。 金属製品

概要

金属製品には、敷金 (クサビ状、カスガイ状)、 釘 (鉄。銅)、 ノミ、鉄矢、金具、銘、煙管、第 (金鍍金)、 鉄砲玉、

銭貨、焼夷弾などがある。

石垣出角部の角石や角脇石の下部を中心に、クサビ状やカスガイ状の敷金や金属製品が出土している。石垣角部

から229点、築石部から32点、石垣前面から4点が出土している。形状別は、クサビ状 126点、カスガイ状 129点、

板状 1点、鉄釘 3点、鉄矢 3点、ノミ2点、その他 1点である。遺物を錆落 しして観察した結果、クサビ状とカ

スガイ状の敷金は全て「未使用」で、建築等に使用された後の「転用材Jではなく、敷金としての使用を意図して

準備された可能性が高い。その他、鉄釘や鉄矢には使用痕が認められ、これらは転用されたものと考えられる。ク

サビ状敷金には、「○に十字」や「小」の刻印が施されたものがある。ノミには、握 り部の前後に刻印があるもの

がある。以上の金属製品について、遺物観察表に示した法量はサビ落とし前の数値である。また、石材番号は敷金

が乗っていた石材の番号である。

7B区盛土②層出土の弁、5B tt I層出土の金具には、鍍金が認められる。

中世山城の虎口と考えられる 5区 S636の石敷下からは、刀装具の銘 (銅製)が出土している。

銭貨は、中近世のものが 54点、近現代のものが 51点 出土している。中近世の銭貨については、石垣基部の 1

区から21点、石垣裏込から8点、石垣裏込から 11点、3～ 8区の基本層から 11点、2・ 5。 7区の遺構から3

点が出土している。

釘は、石垣 B面及び H面裏込から長い個体が出土しているほかに、石垣の盛土中より多量に出土している。また、

2区からは銅釘が出土している。

参考文献
兵庫埋蔵銭調査会『日本出土銭総覧 1996年版』1996
日本貨幣商協同組合『日本貨幣カタログ 1989年版』1988

第 8表 敷金等出土状況 (全体)

出上位置
種別

クサ ビ状 カスガイ状 板 状 ノ ミ 鉄釘 鉄 矢 その他

AB角 部

BC角部 1 2

DE角部

HA角部 1 1 2

HI角 部 2 8

LM角 部 1 1

MB角 部 3 3

A面 3 3

B面 2 5 2 l

C面 4 1 5

D面 1 2 1 4

E面 3 2 5

F面 1

H面 I 1

M面 1 I

1区 36 TⅡ 層 3

1区 D根入部 J

1 3 1
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第 9表 クサビ状敷金集計表

登録 No 取上 No 石材 No(上面 ) 位置詳細 備考 現状

1 20004 BA-1-2 裏 込 元に戻す

2 N■ 17 20029 BA-4-1 分析

AB‐ 4-2 保管

4 20073 BA‐ 5‐ 1 元に戻す

5 20106 AB‐ 7-1 元に戻す

20104 BA-7-2 上面西側 元に戻す

7 20105 BA-7-2 上面東側 剥 片 保 管

20294 BA‐ 8-1 元に戻す

20772 AB-9-1 背 面 剥 片 保 管

10 20773 AB‐ 9-1 背 面 元に戻す

AB-10-2 上面北側 元に戻す

12 20794 AB-10-2 上面南側 元に戻す

13 N■ 0 BA-11-2 元に戻す

20329 BA‐ H‐ 1・ 2の問 準刻印 (あ て具痕) 保存処理

15 N■ 3 21005 AB-12-2 /Lに戻す

N■ 4 21006 AB-12-2 二本線入り
(あ て具痕)

元に戻す

17 N■ 2 21007 AB-12-1 二本線入 り
(あ て具痕)

元に戻す

N■ 18 21284 BA‐ 14-2 分析

N-15 21397 A3-15-2 元に戻す

N-16 21398 AB-15-2 元に戻す

N17 2 AB-15-3 元に戻す

N‐ 19 CB-6-1 元に戻す

CB-6-2 ど枚重な り 保存処理

N‐20 20281 CB‐ 6-2 3枚重なり 保存処理

N-23 20293 BC‐ 7-1 背 面 元に戻す

N■ 19 20302 BC‐ 7-1 分析

N‐22 BC-7-1 背面 元に戻す

N-24 20291 BC-7-2 背面 3枚重な り 上段 元に戻す

N-26 20292 BC-7-2 背面
]枚重な り 下段
去能跡有 り

元に戻す

N-27 20297-1 BC-7-2 元に戻す

N-25 20297-2 BC-7-2 元に戻す

N-28 20303 BC-7-2 背 面 元に戻す

N-29 20316 BC-8-1 元に戻す

20315 CB-8-2 背面西側 元に戻す

N-30 20313 CB-8-2 背面中央 元に戻す

N32 20330 BC-9-2 元に戻す

N-33 20777 BC-10-1 元に戻す

N-34 20854 BC-11-2 元に戻す

N35 20356 BC-11-3 背面 元に戻す

N-37 21013 BC-12-1 元に戻す

N36 21014 BC-12-1 元に戻す

N-38 21015 CB-12-2 元に戻す

N-39 21095 CB-13-1 刻印有り
「 (丸 の中に十)」

保存処理

N-120 2 093 BC-13-2 分析

N40 21094 BC-13-2 元に戻す

N-41 21096 BC-13-2 元に戻す

N‐42 21156 CB-14-1 元に戻す

N-43 21155 CB-14-2 亥」印有 り
「 (丸の中に十)J 保存処理

N-44 21404 5-2 元に戻す

N45 21406 BC-15-2 元に戻す

N46 21405 BC-15-3 元に戻す

N-48 2 CB― 6-1 元に戻す

N50 21428 CB-16-2 元に戻す

N-51 21429 CB-16-2 2枚重な り 元に戻す

N-49 21430 16‐ 2 2枚重な り 元に戻す

N-52 21432 C3-16-2・ 3の間 元に戻す

登録 No 取上 No 石材 No(上面 ) 位置詳細 備 考 現 状

N-53 21433 CB-16-2・ 3の FRq 元に戻す

N‐ 47 21554 BC-17-3 元に戻す

N-54 21668 CB-20-2 背面 元に戻す

N-56 21669 CB-20-2 刻印有 り
「 (丸 の中に十)J 保存処理

N-57 21667-1 CB-20・ 2・ 3の間 2枚重な り 元に戻す

N-55 21667-2 CB-20・ 2・ 3の間 2枚重な り 元に戻す

N-58 22013 BC-21-2 背面 保管

N-59 22014 BC-21-2 保 管

22582 BC-22-1 〕3と 2枚重なり
上段

保存処理

22583 BC-22-1 15と 2枚重なり
下段 保管

20079 DE-4-1 元に戻す

N■ 21 20080 ED-5-2 分 析

20276-1 DE-6-1 2枚重な り 元に戻す

20277-2 DE-6-1 2枚重なり 元に戻す

71 N■ 22 20304 ED-7-1 分析

20305 DE-7-1 元に戻す

N-66 2036J DE-9-1 南側 元に戻す

N-67 DE-9-1 元に戻す

N-68 20557 DE-10-1 元に戻す

N-69 20470 DE-10-2 刻E日有り lF」面
「 (丸の中に十)」

保存処理

N‐70 20788 DE-11-1 上面北側 元に戻す

20789 DE-11-1 上面南側 元に戻す

N72 ED-11-2 元に戻す

N‐73 20827 DE-12-1 元に戻す

N-74 20328 DE-12-2 元に戻す

N-75 20878 ED-13-1(2) 元に戻す

N76 20880 ED-13-2 背面
刻印有り
「 (丸 の中に十)」

保存処理

N77 20879 ED-13-2 背 面 亥」向」有 り 「 /1ヽ 」 保存処理

N78 2 DE-14-1 元に戻す

N-79 21113 ED-14-1 背 面 準刻印 (あ て具痕) 元に戻す

N-80 21120 DE-15-1 上面南側 毛に戻す

N■ 28 21121 DE-15-1 上面北側 分析

ED-15-3 呆管

N83 21210 DE-16-2 元に戻す

N-82 21212 DE-16-2 元に戻す

N■ 24 21213 DE-16-2 分析

N‐85 21414 ED-17-3 元に戻す

N-84 ED-17-2 元に戻す

21416 ED-17-3 2枚重なり 元に戻す

N86 21417 EIl-17-3 2枚重な り 元に戻す

N-88 21461 ED-19-2 元に戻す

N89 21546 DE-20-2 元に戻す

N-90 21563-1 ED-21-2 2枚重なり 元に戻す

N-91 21563-2 ED-21-2 2枚重なり 元に戻す

N-92 21653 DE-23-1 元に戻す

N-93 21652 ED-23-2 元に戻す

103 N-94 23559 ED-24-1
刻印有 り

「 (丸の中に十)」
玄能跡

保存処理

N95 23560 ED-24-1 準刻印 (あ て具痕) 元に戻す

105 23494 DE-24-2 元に戻す

23604 ED-25‐ 1
刻印有り

「 (丸 の中に十)J 保存処理

107 23605 ED-25-1 元に戻す

23609 ED-25-2 2枚重なり 元に戻す

109 N■ 00 23610 ED-25-2 2枚重な り 分析

N■ 01 20008 HA-3‐ 1 元に戻す
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登録 No 取上 No 石材 No(上面) 位置詳細 備 考 IFL状

N-110 20033 HI-2-2 元に戻す

112 N■ 11 20010-1 HI-3-1 元に戻す

113 N■ 12 20010-2 HI-3-1 元に戻す

4 N 3 20010‐ 3 HI-3 元に戻す

115 N■ 14 20032-1 IH-4-1 ]枚重なり 元に戻す

116 N■ 15 20032-2 IH-4-1 3枚重な り 保存処理

117 N■ 02 20005-1 1ヽ8-2-2 元に戻す

N■ 03 20005-2 卜江B-2-2 元に戻す

119 N■ 04 20021 BM-3-2? 波片有り 元に戻す

登録 No 取上 No 石材 No(上面) 位置詳細 備考 現 状

120 N■ 05 21016 B 11-1001 背面 元に戻す

21017 B-11-1013
・ 1014の間

剥片 保 管

N■ 06 20628 D-10-2001 元に戻す

N■ 07 20339 E-8-2001 元に戻す

N■ 08 E 11-2001 背面 元に戻す

N■ 09 20791 E 11-2001 背面 元に戻す

N■ 16 20028 Iヽ 3-1001 裏込 元に戻す

第 10表 カスガイ状敷金集計表

登録 No 取上 No 石材 No(上面) 位置詳細 備考 保 存

1 N BA‐ 3‐ 1 呆管

2 AB‐ 8‐2 元に戻す

3 N 20325 AB-9‐ 1 129と 同一個体 元に戻す

N‐ 128 AB-9‐ 1 元に戻す

5 20324 BA-9‐ 2 127と 同一個体 元に戻す

N 21002 BA 2-1 保存処理

21003 BA 2-1 元に戻す

N 2 元に戻す

N-248 21390 分析

21283 元に戻す

11 21400 BA 5- 元に戻す

12 21399-1 5 元に戻す

3 N 2 崩 6‐ 138と 2片接着 保存処理

21420 AB-16-1 元に戻す

15 21421 AB-16- 元に戻す

16 N-142 21418 保存処理

17 N 21419 元に戻す

N-144 23545 AB 72 保存処理

N‐ 145 23546 AB-17‐ 2 元に戻す

N-143 23548 71 元に戻す

N-147 23567 元に戻す

N-148 23573 元に戻す

N‐ 146 23598 AB― 元に戻す

23601 AB-16‐ 1 W137と 2片接着 保存処理

23620 1片 元に戻す

N― 23621 1片 元に戻す

23622 AB― 1片 元に戻す

N-153 23623 AB 3片接着 保存処理

N― 23624 AB‐ 19-3 3片接着 保存処理

N― 23625 AB‐ 3片接着 保存処理

N― 23627 元に戻す

N― 21399-2 元に戻す

N■ 56 20314 C38■・ 2の間 元に戻す

N■ 57 20312 CB-8-2 背面東側
上面小面

上面小面よりの
さしこみ

元に戻す

N■ 60 20321 BC-9-2 元に戻す

N158 20329 BC-9 2片 元に戻す

N■ 61 BC-11 元に戻す

N■ 62 21012 2‐ 元に戻す

N249 21157 4 分析

N■ 63 2 4 保存処理

N-250 21159 4 分析

N-164 2143と C3-16-2 元に戻す

N■ 65 21553 7 元に戻す

N-168 21561 元に戻す

N■ 67 21562-1 8 保存処理

N■ 69 21562-2 8 元に戻す

N-170 21567 CB-18‐ 3 背面 元に戻す

N■ 66 21559 CB‐ 18‐ 3・

C■ 832001の間
元に戻す

N 21569 CB-19 元に戻す

N‐ 172 21570 CB-19-1 元に戻す

21572-1 BC-19 2片 元に戻す

21571 BC-19-3 毛に戻す

21670‐ 1 BC‐ 20 毛に戻す

N 22011 CB‐21 元に戻す

N‐ 179 22012 BC-21 元に戻す

22242 BC-21-2 背 面 元に戻す

N■ 81 22584 BC-22 元に戻す

22585 CB-22-2 呆存処理

22586-1 CB 22 1・ 2の関 破片 元に戻す

N■ 82 22588-1 BC-22-1 破片 元に戻す

23464 CB23-1 元に戻す

23463-1 BC-23‐ 2 剥 片 元に戻す

BC-23‐ 2 青 面 剥 片 元に戻す

23515 BC-24-1 元に戻す

N■ 93 23512 BC-24-1 元に戻す

23514 CB-24‐ 2 果存処理

23557 BC-25‐ 2 元に戻す

23558 CB-25‐ 1 保存処理

23618 CB‐26-3 か析

N‐ 191 23689 CB-23-2 裏 込 元に戻す

20329-2 BC-9-2 元に戻す

21572-2 CB-19-1 元に戻す

21670-2 BC-20-1 元に戻す

22586‐ 2 CB 22 1・ 2の 間 元に戻す

N‐ 183 22588-2 BC-22-1 元に戻す

N-190 23463-2 BC-23-2 元に戻す

N■ 98 20338 D}8-3 元に戻す

N■ 99 20337 DE-8‐ 3・

D-8-2001の 間
元に戻す

N-201 20359 DE-9-1 元に戻す

N-200 20358 DE-9-1 元に戻す

N-202 20357 背面 元に戻す

N203 21211 ED‐ 16 元に戻す

N-251 21209 ED-16 分析

N-204 21413 DE-17 元に戻す

N‐ 205 21425 ED-18 元に戻す

N-206 2 ED‐ 18 保存処理

N‐ 207 2 DE-19 元に戻す

N-208 21460 ED-19‐ 元に戻す

N-209 21462 ED-19-2 元に戻す

N-211 21463-1 ED-19‐ 2 元に戻す

N-210 21464 ED‐ 19-2 元に戻す

N-212 21463-2 ED-19-2 元に戻す
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N-213 21544 ED-20-1 財 元に戻す

N 4 2 ED-20‐ 1 破片 元に戻す

N-215 21560 D}211 元に戻す

N-216 21568 D}22-2 元に戻す

N-217 21654 EI1 23 2,3の 間 元に戻す

N-218 23547 ED-23-3 貸 し出し中

9 23495-1 ED-24 保存処理

N220 23495-2 ED‐ 24-1 保存処理

N-221 23495-3 ED-24-1 保存処理

N223 23611 DE-25-1 際存処理

N222 23619 DE‐ 25‐ 1 元に戻す

N-224 20006 AH-2-1 元に戻す

N242 20034 H}2‐2 裏 込 元に戻す

20032-3 IH 4 J 剥 片 保管

N243 20022 LN14 1 裏 込 元に戻す

N226 20831-1 A‐ 11-2006 元に戻す

酢227 20831-2 A-11-2006 元に戻す

N225 23596 A-17-1001 元に戻す

111 N228 20813 B 1-2087 背面 元に戻す

22645 B16-1072・
1073の間

冊片 保管

113 N229 21574 B‐ 19-1001 元に戻す

N‐230 23628 B-20-1084 元に戻す

115 N-231 22587 B-22-1001 破片 元に戻す

N‐233 21556 C-17-1004 保存処理

117 N‐234 21573 ０。‐
蝋

団
００２

元に戻す

N-235 21671 C-20‐ 1001 保存処理

N236 23569 C‐ 25-1001 保存処理

N237 23616 D-25-1001 元に戻す

121 N-238 21008 D石垣 裏 込 元に戻す

N‐239 21649 E-22-2002 元に戻す

123 N-240 23612 E‐25-1002 元に戻す

N-241 20009 H-3-2007 裏 込 元に戻す

N-244 20031 M3■ 001 裏 込 元に戻す

N-245 14286 1区 36T CD入角
根入部

I層 元に戻す

24287 1区 36T CD入角
根人部

I層 元に戻す

N-246 14444 1区 36T CD入角前
面

Ⅱ層
盛± 2層
岩盤破砕土 保 管

129 N232 14449 1区 D根入部・
B-23-1003イ寸近 Ⅱ層 元に戻す

第 11表 板状敷金集計表

登録 No 取上 No 石材 No(上面 ) 位置詳細 備 考 保存

1 N252 23570 BC‐25-2 裏 込 大 果存処理

2 N‐253 23571 BC-25‐ 2 裏 込 /Jヽ 呆存処理

3 N254 23572 B‐24-1002 背面 保存処理

第 12表 鉄矢集計表

登録 No 取上 No 石材 No(上面) 位置詳細 備 考 保存

1 23613 C-26-1004.
1005の間 保存処理

N-256 20081 F-4-2037‐ 2 保存処理

第 13表 ノミ集計表

登録 No 取上 No 石材 No(上面) 位置詳細 備 考 保存

1 N■ 8 20100 CB‐5-1 呆存処理

名Ｆ

Ｔ

亀

口

Ｖ

＝

クサビ状敷金 カスガイ状致金

敷金の計測位置 第 212図 5区館出土状況

第 211図 2区銭貨出土状況 第 213図 石材 B中 1牛2004上面銭貨出土状況
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第 14表 中近世の銭貨集計表

登録番号 種別 区 トレンチ 遺構名 層 位
法量 (mm・ g)

備考
直径 穿径 厚 さ 重 さ

N449 寛永通宝 I 227 完 新寛永

寛永通宝 I 229 11 27 完 新寛永

N451 不 明 I 17 ‐21 サ ビ著 しし

N452 不 明 I 2枚接着 完

N453 寛永通宝 I 6 13 5 完 明和期・四文銭・ 11波 1768～

N454 寛永通宝 I 11 完 古寛永

N455 寛永通宝 I 247

N456 寛永通宝 I 55

N457 寛永通宝 1 10 I 247 1/2古寛永

寛永通宝 1 9 237 3枚接着 古寛永

N460 熙寧元宝 9 13 3枚接着 北宋・ 1068年

N461 祥符元宝 9 244 11 3枚接着 北宋 。1009年

N462 宣和通宝 I 22 一部欠損 北宋・ 1119年

N463 不明 241 I

N465 不 明 11 破片

N464 永楽通宝 9 I 完 明・ 1408年

N466 景祐元宝 1 完 北宋・ 1034年

N467 寛永通宝 完 古寛永

寛永通宝 I 12 一部欠 古寛永

N469 寛永通宝 la 完 安政期・ 四文銭・ 11波 1768～

N471 寛永通宝 36～ 39T間 B石垣根入部 Ⅱ 11 完 新寛永

N542 不 明 石垣 AB-17‐ 2 裏 込 サビ著しヽ

N535 熙寧元宝 石垣 A-16‐ 1001 裏込 232 3 完 北宋 。1068年

寛永通宝 石垣 B-14-2094 上面 完 新寛永

N549 寛永通宝 石垣 B-17-1074 裏込 11 完古寛永

N541 永楽通宝 石垣 B-22-1060 裏込 253 14 毛明・ 1408年

寛永通宝 石垣 B-23-1017 裏込 242 毛古寛永

N547 寛永通宝 石垣 ED 5■・ 2問 12 毛古寛永

N552 熙寧元宝 石垣 1-4‐ 2002 裏込 238 3 完 北宋・ 1068年

N553 不明 石垣 盛± 1 39084

N534 不明 石 垣 卜 1盛± 1 6 39145

N494 不明 5 盛± 1黒色土 11 V2「 元○OO」

N493 不明 5 GA'ルト 盛± 1黒色土 波片

N521 不明 盛± 1黒色上下面

寛永通宝 B石垣 盛土① 242 完 古寛永

永楽通宝 7 D石垣 盛± 2 246 15 完 明・ 1408年

元豊通宝か C・ I間 盛± 22黒色土層 11 完 不明

N522 永楽通宝 D東側 盛± 22黒色土層 05

N496 永楽通宝 盛± 22黒色土層 1 4 完 明・ 1403年

N497 永楽通宝 5 C 盛± 22黒色土層 3 11 破片

寛永通宝 I 225 2

N486 不 明 14 完 サビ著しい

N491 聖宋元宝 LM石垣角付近 Ⅲa-1 12 完 北宋・ H01年

N508 熙寧元宝 P-15G 239 12 完 北宋・ 1068年

N511 文久永宝 I 256 67 完 1863年

N514 不 明 E-17G カクラン 15 1/2残

N518 元豊通宝 工 (検出面) 11 17 一言[欠

N527 永楽通宝 I(溝上 ) 243 完 明・ 1408年

N524 寛永通宝 8A I 252 13 完新寛永 (文銭)

N525 元祐通宝 Ⅲ a 1 完 北宋・ 1086年

N526 不明 Ⅲ b ‐08 1/4「 ○○○宝 J

N474 永楽通宝 FIt片

究永通宝 降17G S-273 ‐227

N519 政和通宝 S-300 12 完 北宋・ lHl年
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第 15表 近現代の銭貨集計表

登録番号 種 別 区 トレンチ 遺構名 層 位
法量 (mm・ g)

備考
直径 穿径 チ軍さ 重 さ

N448 1円アル ミ貨 1 9 I 199 15 〔 完 昭和 59年

N458 50円白銅貨 1 Dブロック根入部 I 完 昭和 52年

N470 10円 青銅貨 1 I 15 完 昭和 56年

1銭アルミ貨 石垣 B‐24-2030 嚢 込 完 昭和 15年

1銭アル ミ貨 石 垣 C-22-1004 裏込 完 昭和 17年

1銭青銅貨 石 垣 F-15-1024 裏 込 3 完 大正 8年

1銭アル ミ貨 石 垣 F-19-1008-1013 裏込 5 完 昭和 16年

N537 10円 青銅貨 石 垣 B石垣天端 フク土 Ⅱ 235 完 昭和 27年

N541 5円黄銅貨 石 垣 D面天端 フク土 I 4 完 昭和 24年

10円青銅貨 石 垣 D面天端 フク土 I 235 5 完 昭和 53年

N551 10円青銅貨 石垣 F面天端 フク土 Ⅱ 236 5 完 昭和 28年

100円 白銅貨 LM石垣角 I 225 6 完 昭和 46年

N472 1円アルミ貨 I 1 完 昭和 33年

N473 1円アル ミ貨 5 1 完 昭不日34年

N476 10円青銅貨 235 5 完 昭和 27年

N477 10円青銅貨 4 完 昭不H29年

N478 5円黄銅貨 I 15 完 昭和 34年

10円青銅貨 I 233 完 昭和 27年

10円青銅貨 I 14 完 昭和 29年

N481 10円 青銅貨 I 234 5 完 昭和 40年

N482 10円青銅貨 235 5 完 昭和 42年

N485 I銭青銅貨 232 12 完 大正 11年

N484 1銭青銅貨 I 完 年号不明

N488 10円青鋼貨 5 I 234 4 完 昭和 48年

N489 10銭 白銅貨 I 222 3 完大正 12年

N498 100円白銅貨 226 6 完 昭和 43年

N499 5銭アルミ青銅貨 I 14 完 昭和〇年

N502 10円 青銅貨 Q-14G 236 完 昭和 44年

N503 100円自銅貨 Q15G カクラン 224 完 昭和 51年

N505 100円自銅貨 S-14G カクラン 完 昭和 64年

N506 5銭白銅貨 R Ⅱ 205 完 明治 26年

N507 1銭青銅貨 S-15G Ⅱ 13 完 昭和 10年

N509 10円 青銅貨 試掘 5 毛昭和 27年

N510 10円 青銅貨 C-15G カクラン 4 完 昭和 37年

N512 10円 青銅貨 I 完 昭和 37年

N 3 1銭青銅貨 I 3 完 大正 H年

N515 10円 青銅貨 カクラン 233 14 完 年号不明

N516 5円黄銅貨 C-18G カクラン 219 5 完 昭和 33年

N517 5円黄銅貨 カクラン 5 完 昭和 26年

N523 1銭青銅貨 〕 231 完 大正 13年

N528 不 明 Ⅱ 4 3 完 了しなし近代以降

N529 1銭銅貨 8B Ⅱ 275 13 完 明治 15年

N530 不 明 Ⅱ 11 完 子しな し近代以降

N531 不 明 Ⅱ 221 2 完 孔なし近代以降

N532 10円 青銅貨 カクラン 5 完 昭和 35年

N475 不 明 2A 216 完 子しな し近代以降

N490 5円黄銅貨 S-263 5 5 完 平成 5年

1銭青銅貨 子16G S-273 3 完 大正 7年

N501 不 明 牛16G S-273 224 2 31 完 孔なし半銭銅貨か

1銭青銅貨 229 完 昭和 12年

N533 半銭銅貨 11 I 222 完 明治 17年
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第 214図 AB-12-1上 面

第 215図 AB-12-1上 面

第 216図  BA-8‐ 1…L面

第 217図 AB-1牛 1上面

第 219図  AB-16-1・ 2_L面
第 218図 AB-15-1上 面
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敷金出土状況写真 (1)



第 220図  AB-16-1_L面 第 221図  BC-6-1_上面

第 222図  CB-6-2_上面 第 223図  BC-7‐ 2_上面

第 224図  BC‐ 10‐ 1上面 第 225図 BC-13-1上面

第 226図  BC-13-1-2_上 面 第 227図 BC-1牛1上面

敷金出土状況写真 (2)

つ
０

マ
ｒ



第 228図  BC-18-2_上 面 第 229図  BC-24-η 上面

第 230図  CB‐ 25‐ 2_上面 第 231図 ED-4-1上 面

第 232図 DE-9-1上面 第 233図 DE-11-1上 面

第 234図 ED-15-3上面 第 235図 DE-16-2上 面
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敷金出土状況写真 (3)



第 236図  DE-21‐ 1上面 第 237図  A-11-2006_上 面

第 238図 M-3-1001背面 第 239図 CB-25-2上 面 鉄矢

第 240図 B-15-2021上面 クギ 第 241図 C-26-1004と 100Sの間

第 242図  F‐ 4-2037_上面

敷金出土状況写真 (4)
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出上位層 法量 (alm・ 買)

備考 写真
Σ トレンチ 遺耀 層 位 長 幅 厚 重量

1 N-271 不 明 1 I (112) 送の釘部か

2 刀装具 銅 1 9 ヨ貫飾 鍍金 280図 -1

3 N403 匙 銅 1 9 (410) (190) 280図 ‐3

N-261 火 箸 鉄 1 9 (H00)
5 釘 鉄 l 9 260
6 N262 釘 鉄 1 9 (340)

7 N270 釘 1 (440)

8 堕管 (雁首 ) 銅 1 9 (610) 雁首部径 6mm 280図 4

9 N263 釘 欽 1 9 (380)

釘 鉄 1 9 (550)

釘 鉄 1 9 870
N406 刀装具 銅 9 (170) (280) 目貫飾 280図 -2

N-408 刀平 銅 1 9 エ (1220) 203
'」

刀か 280図 ‐5

不 明 銅 1 9

N-266 角 釘 鉄 1 9 (590)

N-267 釘 鉄 1 9 (310) (68〕

N-269 釦 鉄 1 9 (560)

N-268 釘 鉄 9 1140 123
N-272 釘 鉄 1 29Aト レ (1340) 407 280図 -7

N-274 釘 鉄 1 29Aト レ Ib 2980 (102) (90〉

N=273 カスガイ 鉄 I 29Aト レ Ic 1630 1168

N-275 刀子 鉄 I 整 地 1880

第 243図 金属製品実測図 (1)
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出土位圏 法量 (mm・ の

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚 重量

I N‐276 釘 鉄 I 802 280図 8

2 N-277 不明 (棒状 ) 鉄 Ⅱ (170) 613
3 N278 釘 鉄 2790 929
4 カスガイ 鉄 I (360) (69) (66)

録
号

登
番 種別 石材番号

摺
細

舷
詳

法量 (mm・ 宜)
備考 写 真

A C D E 重量

5 N-247 カスガイ 1区 36T CD角 根入部 Ⅱ層 700 2300 2700 2040 200 5016 280図 -6

6 N246 カスガイ 1区 36T CD角 前面 Ⅱ層 (550) (2010) 240 220 2070 6913 280図 -9

7 N-245 カスガイ 1区 36T CD角 根入部 Ⅱ層 (680) 270 230 210 4495

8 カスガイ 1区 D根入部 B23 003付近 Ⅱ層 (610) (460) 1790) 3577 280図 -10

第 244図 金属製品実測図 (2)

177



］
闇
懸

躍
‐　　　　‐胚

胃

上

臼
Ｗ
ｙ

圃
瑚
岬

日

――

リ

凩
閉
即

日

Ｗ

年

陶
判
屑
Ｍ

日
日
―Ｉ
Ｕ

聞
脚
Ｍ
Ｕ

國
院
阿
甲
園

圏
脚
Ｖ

∩
Ｗ
Ｖ

醒
|

|

閣

國
‐圃
岡
□
‐田

聰
Ｍ
Ｖ

理
由日
円
岡
‐圏

日
―Ｉ
Ψ

曰
柳
牌

翻
‐圏
岡
Ⅷ
‐□

0              10 cm
r―

―
―

     (1/4)

靱
|

|

劉
録
号

登
番 種 別
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備考 写 真
C D E 重 量

1 クサ ビ状敷金 BA.01-2 裏込 1130 530 9024
2 N-2 クサビ状敷金 AB-04-2 1220 550 11159 280図 11

3 クサビ状敷金 BA-051 1150 630 5■0 12053
クサビ状敷金 AB-07-1 980 430 270 390 280図 -13

5 N5 クサビ状敷金 BA-07-2 上面西側 1250 590 270 310) 7526
6 N6 クサビ状 BA‐ 08‐ 1 900 600 270 120 7950
7 クサビ状取命 AB-09-1 普面 1180) 270 540 7593 280図 ‐12

8 クサビ状敷金 AB-10-2 上面封ヒlR (610) 620 6372
9 クサビ状敷金 A3-10-2 上面南側 (970) (660) 280 140) 7984

第 245図 金属製品実測図 (3)
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1 N■ 0 クサビ状取金 BA-11-2 (890) (590) (240) (450) 6077

クサビ状敷金 BA-11-1・ 2 問 980 310 690 10371 あて具痕 280図 -15

クサビ状敷金 AB 12‐ 1 1020 320 670 11463 あて具痕 280図 -14

4 4 クサビ状敷金 AB-12-2 960 630 620 8840 あて具痕 280図 -16

5 N― 3 クサビ状敷金 AB-12-2 0 590 6467

N― 5 クサビ AB-15-2 240 7467

7 N-16 クサビ状敷金 AB-15-2 1000 630 300 610
8 N■ 7 クサ ビ状敷金 AB-15-3 650 570 281図 -1

第 246図 金属製品実測図 (4)
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備 考 写 真
長 幅 厚 重量 重量

1 N-18 板状敷金 CB-05-1 1440  1  760  1   150  1  6868  1  7900 281図 -2

登録
番号

種別
石材
番号

遣
細

位
詳

法量 (mm・ 宜)

備考 写真A B C D 重 量

2 N■ 9 クサビ状敷金 CB-06-1 1200 270 550 4131 281図 3

3 N-21 クサビ状敷金 CB-06-2 1210 580 460 9757 2枚重なり 281図 4

クサビ状敷金 CB-06-2 210 280 11267 2枚重な り 281図 5

5 クサビ状敷命 BC-07-1 背面 1270) (660) 610
6 N23 クサビ状敷Ω BC-07-1 昔顧 (860) (440) 200 (50) 280 5101

クサ ビ状敷Ω BC-07-2 (370〉 210 (270) 3718
N-27 クサビ状敷金 BC-07-2 210 (330) 3476
N‐ 28 クサ ビ状敷金 BC-07-2 背西 1000 450 (380) 6990 281図 6

第 247図 金属製品実測図 (5)
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B C D E 重量

1 N-24 クサビ BC-07-2 背 面 (810) (500) (■0) (420) 2枚重な り 上段 281図 7

2 N-26 クサビ状敬金 BC-07-2 背 面 (1270) (390) (210) 350 6405 2枚重な り 下段

3 N‐29 クサ ビ状敷金 BC-08-1 (610) 130 (630) 8053
4 クサビ状敷金 CB-08-2 背面中央 980 290 660 10580
5 クサビ状敷金 CB-03-2 背面西側 (840) (590) (240) (50) (610) 5127
6 クサビ状敷金 BC-09‐2 (870) (750) (340) (HO) (630) 10584 281図 -8

7 クサビ状敷令 BC-10-1 (1070) (740) (670) 9205
8 クサビ状敷 BC-11-2 950 590 270 530 7985
9 クサビ状敷金 BC-11-3 背面 (50) (610) 6584

第 248図 金属製品実測図 (6)
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1 クサビ状敷 BC-12‐ 1 (550) 280 (660) 10712
2 N37 クサビ状敷金 BC-12-1 (720) (610) (100) (680) 7457
3 N‐38 クサビ状敷金 CB-12-2 910 (610) (250) 7014
4 クサビ状敷金 CB‐ 13‐ 1 940 610 9656 J印 |(丸に十)_ 281図 -9

5 N-40 クサビ状敷金 BC-13-2 (570) (270) 7428
6 クサビ状敷金 BC-13-2 (940) (610) (260) (540) 8443
7 N-42 クサビ CB‐ 14‐ 1 970 670 670 10844

8 N-43 クサビ状敷§ CB-14-2 630 310 9715 刻印「(丸に十)J 281図 1

9 N-44 クサビ状敷金 BC-15-2 (930) (50)

第 249図 金属製品実測図 (7)
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I N45 クサ ビ状敷金 980 680 320 11828
2 N-46 クサビ状敷金 1030 (600) 140) (550) 8391 281図 ■ 1

3 N48 クサビ状敷金 (860) 690 7658
N49 クサビ 990 (700) 270 (640) 9330 2枚重な り

5 N50 クサビ状敷金 (920) (610) 7982
6 N-51 クサビ状敷金 980 (700) 260 690 9049 2枚重な り 282図 ■

7 N-52 クサビ状敷金 CB-16-2・ 3 間 1070 680 290 0 10927

8 N53 クサビ状敷金 CB-16-2・ 3 間 (940) (610) 260 8188
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1 N-56 クサビ状敷金 CB-20-2 (1090) (610) (380) (120) (510) 11961 刻 E口「(丸に十)」 282図 2

2 N54 クサ ピ状敷金 CB-20-2 背面 (940) (290: (130) (650) 7620
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l クサビ状敷◆ D}04-1 1220 480 220 6293 282図 5

2 クサビ】犬敷金 DE-06-1 (1070) (450) (150) (570) 5415 2枝重な り
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7 クサ ビ状敷金 DE-10-1 1300 610 260 11803 282図 -6

8 N-69 クサビ状敷金 DE‐ 10‐ 2 1160 310 9522 則面に刻印「(丸に十)_ 282図 7

9 N70 クサビ状敷金 DE-11-1 上面ε 1120 540 260
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1 N-71 クサ ビ状敷全 DE 1-1 上面南倒 1340 800 300 (50) (670) 13429
N-72 クサビ状敷金 EIl 1-2 1080 500 10986

3 N73 クサビ状敷金 DE 1110 (560) (420) 7322 282図 -3

4 N74 クサビ状敷金 (990) (600) (300) 30) (490) 8729 282図 9

N-75 クサビ状敷綸 ED 13 1(2: 480 270 500 7925
N-76 クサビ 背 面 960 640 10591 刻印「(丸に十)」 283図 -1

7 N77 クサビ状敷金 背 面 (970) (500) (230) 6127 283図 -2

酢78 クサビ状敷翁 320 630 10741

9 N-79 クサビ状敷金 ED‐ 背 面 (610) (270) (550) 6206 あて具痕 283図 3
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1 N-80 クサビ状敷金 DB 上面南側 640 (280) 640 283図 4

2 クサビ状敷金 ED (1040) 280 (440) 10900

3 クサビ状敷金 D} (590j (240) (610) 7764 283図 -5

4 N-83 クサビ状敷金 D} 1020 270 0 640 9797

5 クサ ビ状敷金 ED― -2 1040 (750) 290 10329

6 クサビ状敷金 ED― 1020 660 0 640
7 N86 クサピ状敷金 ED― 1040 670 320 0 620 13105 2枚重な り

8 クサビ状敷金 ED― 3 930 300 0 9912 2枚重なり 283図 -6

9 クサ ビ状敷 EIl― (630) 250 (610) 7366
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I N-89 クサ ビ状敷金 DE-20-2 (930) (710) 130) (700) 10804
2 N90 クサビ状敷金 ED-21-2 250 8269 2枚重なり

3 N-91 クサビ状敷金 ED-21-2 (870) 690 (200) 6107 2枚重な り

N92 クサビ状敷金 D}23-1 780 320 10475 283図 -7

5 N93 クサビ状敷◆ ED-23-2 990 600 300 (570) 7969 283図 -8

N‐94 クサビ状敷金 ED-24-1 1010 660 350 640 12250 刻印「(丸に十)J 玄能跡 283図 ‐9
N-95 クサ ビ状敷金 ED-24-1 270 730 11150 あて具痕 283図 -10

N96 クサビ状敷金 DE-24-2 (930) (660) (300) (100) (300) 9441
N97 クサビ状敷金 ED-25-1 1030 11943
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1 N-98 クサビ状敷金 ED‐ 25-1 1100 370 13200 刻F日 (丸に十 )_ 234図 ■

2 N-99 クサビ状敷金 ED-25-2 1010 1300 11540 2枚重なり

3 クサ ビ状敷金 ED-25-2 990 600 310 610 10172 2枚重な り

4 0 クサビ状敷命 HA‐ 03■ 960 200 350 5668 284図 2

5 クサビ状敷金 lヽB-02-2 960 (210)

6 クサ ピ状敷金 M8-02-2 050 400 4992
7 N‐ クサビ状敷金 BM 03-2? 210) (480) (90) (500) 284図 ‐3

8 N‐ クサビ状敷金 HI-02‐ 60) (280) (90) 2249
9 クサビ状敷金 Hr03‐ 030 (■ 0) (380) 4011 284図 4

クサビ状敷命 H卜03‐ 330 3272
11 ‖ 1 クサビ状敷金 H[03‐ 1000 310
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1 N-114 クサビ状敷金 IH-04■ (990) (390) (170) (320) 3834 」枚重な と

N l15 クサビ状敷Ω IH‐ 04■ 330 4399 2枚重な り 284図 5

3 N■ 05 クサビ状敷金 B-11-1001 背面 (840) (560) (260) (530) 7428
4 N■ 06 クサ ビ状敷金 D-10-2001 (1000) (600) 230 6321 284図 6

5 N■ 07 クサビ状敷金 }08‐ 200 (920) (520) (700) (70) (470) 3488
N-108 クサビ状敷金 E-11-200 F面 (570) (380) (510) 5869

7 N■ 09 クサビ状較金 }11-200 F面 (1140) (470) (300) (80) (430) 8310
N■ 16 クサビ状取Ω ■ヽ03-100 1100 530 230 7146 284図 7
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9 N-255 ノ ミ C-26-1004・ 1005 間 2260 540   1   490 15780 284図 -8

N-256 ノ ミ F-04-2037-2 2170 370   1    380 10840 保刻 284図 -9
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7 洋 141 もスガイ AB_16_1 (1720) )0) 1359
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I カスガイ AB‐ 2 (570) 1950 230 210 1800 4203 285図 ■ 1

2 カスガイ状 AB‐ 2 (650) 1044

3 カスガイ状取Ω B洋 730 230 ●30 140 1089

4 カスガイ状取Ω (620) (650) 1900 210 210 2070

5 W‐ カスガイ状取金 BA 660 1780)

6 5 カスガイ状敷金 BA 1020 1020 2060 200 120 2160 7450 286図 ■

7 H_ 汚スガイ状税金 BA 9-1 79,7

8 酢 意スガイ状 B洋 19‐ 2 71、0) 550

9 ‖ 49 浄スガイ状取金 AB-19-3 (660)
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N‐ をスガイ状敗金 3B-08 1 百材脳 G8tll 520
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I N カスガイ状敷a BC‐ 19‐ 3 (183,0) (120) 2573
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2112
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ガイ期 BC‐ 20‐ 1 210 (800)

4 洋 むスガイ BC‐ 21‐2 (14、0) (1810) ■0)
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I 酢333 釘 鉄 5 CI間 盛± 21 (630)

2 N-334 釘 鉄 5 CI間 盛± 21

3 酢335 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 1

4 N-336 釘 鉄 5 CI間 蕗± 22黒色± 1

5 N337 釘 鉄 5 CI間 雷± 22黒色± 1

6 N298 釘 5 CI間 蕗± 2‐2黒色± 2 7

7 N299 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 790 288図 5

8 N-300 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 980 1

9 N-301 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 (610)

N302 釘 鉄 5 CI関 盛± 22黒色± 2 288図 -6

N303 釘 鉄 5 CI間 蕗± 22黒色± 2

N-304 釘 5 CI間 盛± 22黒色± 2 1920)
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登録
番号

種 別 素材
出上位置 法量 (mm・ 宜)

備考 写 真
区 トレンチ 直橋 層 位 長 旧 厚 重 三

1 N-322 釘 鉄 5 CI聞 盛± 22黒色± 2 3 288図 9

2 N-323 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2

3 N-324 釘 鉄 5 CI開 盛± 22黒色± 2 7

4 N-325 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 400
5 N-326 5 CI間 蕗± 22黒色± 2 (440)

6 N-327 釘 鉄 5 CI間 認± 22黒色± 2 (390) 7

7 N-328 釘 鉄 5 CI間 議± 22黒色± 2 430
8 N-329 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2

9 N-330 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 (310) 73

10 N-331 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 288図 ‐10

11 N332 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 200 288図 ■ 1

N-357 釘 鉄 5 К 蕗± 22黒色± 2 (880) 47

13 N-356 鉄 5 K 盛± 22黒色± 2 (380) 17

N-355 釘 鉄 5 К 盛± 22黒色± 2 (320)

15 N-342 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3

N-343 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (720)

17 N-344 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (820)

N345 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (650)

N-346 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3

N-347 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3 27

N-348 釘 欽 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (1

N-349 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (860) (52)

N‐ 350 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3

N‐ 351 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3

N-352 釘 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 3

N-353 釘 鉄 5 CI問 盛± 22黒色± 3

N-295 釘 鉄 5 盛± 2 (440)

N-339 鉄 5 C西側 盛± 2 42

N294 釘 鉄 5 盛± 2 1300 52 288図 ■2

N-296 釘 鉄 5 K西側 盛± 22 (1080)
N-297 釘 鉄 盛土 J 83 332 288図 ■3
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登録
番号

種別 素 材
出上位置 法量 (mm・ 巨)

備 考 写 真
区 トレンチ 農構 層 付 長 幅 厚 重量

1 N-287 釘 鉄 4 仙商 盛± 2黒色土

2 釘 鉄 5 仙商 盛± 2黒色土 600
3 N-358 釘 鉄 5 仙 商 盛上 2黒色土 430
4 N359 釘 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 11

5 N360 釘 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 920
6 N-366 不明 (棒状 : 鉄 5 仙商 盛± 2黒色土 (480) 丸棒

火箸 鉄 5 CI閥 盛± 22黒色± 3 288図 -14

8 N-338 釘 鉄 5 CI間 盛± 2 600
9 N-340 クサビ 鉄 5 CI間 盛± 22黒色± 2 500

N-414 飾金具 銅 5 C・ I関 盛± 22黒色上層 2 288図 5

11 N-416 煙 管 銅 5 K西 盛± 22 径 40 鍍金 288図 6

不明 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 200 288図

N-415 不明 銅 5 仙 商 盛北 2黒色土層 470 3( 288図

N362 不明 (板状 ) 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 (100) 0〔 Fしあり 飾り金具か

不明 (板状) 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 460 1

N-364 不明 (棒状 ) 鉄 5 仙 商 盛± 2黒色土 (690) 286

登録
番号

睡房I 素材
出上位置 法量 (mm・ 宣)

備 考 写 真
区 トレンチ 遺構 層 位 長 幅 厚 重量

N-368 釘 鉄 7 D東側 盛± 1黒色土 920 4 5

2 N-370 釘 鉄 7 D東側 謎± 22黒色土 (670) 6

釘 鉄 7 D東側 雷上 22黒色土 3

4 N-372 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土 (800)

5 N-373 釘 鉄 D東側 盛± 22黒色土 (590) 4

6 釘 鉄 D束側 盛± 22黒色土 (530) 4

第 273図 金属製品実測図 (31)
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種月1 素 材
出上位置 法量 (mm。 質〕

庸考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位 長 厚 重 量

I N-375 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土 (560) 4t 2(

2 N376 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土

3 N377 釘 7 D東側 盛± 22黒色土

4 N-378 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土 430)

5 N‐379 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色士

6 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土 360)
7 N-381 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土

8 N382 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土

9 N-383 釘 鉄 7 D東側 盛± 22黒色土

釘 鉄 7 D ttIHJ 盛± 22黒色土 420)

釘 鉄 7 D東側 盛± 2 1400 423 288図 -23

畔386 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 820
N-387 釘 鉄 D東側 盛± 2 640
N‐388 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 5

N-389 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 850
N-390 釘 鉄 7 D東側 盛± 2

N-391 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 640 32

N-392 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 720 7

N-393 釘 鉄 D東側 盛± 2 620 lC

N-394 釘 鉄 D東側 盛± 2

N-395 釘 鉄 7 D東側 盛± 2

N‐396 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 〕G 17

N-397 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 17

N-398 釘 鉄 7 D東側 盛± 2 (520)

N-367 釘 鉄 7 盛± 2黒色土 820
N-399 釘 鉄 7 仙商 籐± 2 (1310) 282 288図 22

N-418 舞 銅 7 盛± 2黒色土 破金 288図 24

N-401 釘 不 明 仙 商 盛± 1 (330)

第 274図 金属製品実測図 (32)
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蜂 洩霊舗帥・0

艤 専真
区 トレイす 離 離 長 憾 憲 簸

伴400 不 昭 範 払 S‐7 180 30ね 1310 2016 288「隠‐19

N‐280 和 鋏 Sf 16αd S0 m 232
NP410 町 観 2A S・12 270 ao 20 α0 288図・2C

N281 研 鉄 2A S・14 42、 0 も0 24

N・282 オスガイ 鉄 郭 S‐14 建岳の 86 43 95

N‐283 釘 鉄 2A 争14 Q170 65 417 63

N200 釘 鎌 4E S‐20 上 面 t2090) a2 81る

N・201 4E S‐260 趾 郷70 儀4 d7 e争4

N412 銅 S・2173 31-.0 ■60 l側 40B 288歯 立i

N‐447 】 簸 鰯 醐 2覆 偏 数め 359 310 知 1邪 こじ, 283図 -25
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号

登
番 種 別 素材

出上位置 法量 (mm・ g)
備考 写 真

区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚 重 量

1 N-235 釘 鉄 I 3140
N-284 火 箸 鉄 3 石垣 B面 フク土 2311 377
N402 蝶番 鉄 不明 石垣 B面 ! 2030 823コ

4 N286 不明 (板状 ) 鉄 I 2150 4041 四隅に釘付

5 N-411 煙管 銅 石組側溝掘方 2～ 4T問ベル ト 石組側溝埋土上騒 1320 刀豆形 火皿部 11× 12mm、 中央部 13X7mm 288図 29
釘 鉄 埋 土 2760

7 釘 鉄 (H70)
下明 (板状 , 鉄 (1220)

N‐293 不明 (板状) 鉄 (1230) (H50) 280 4214
N-413 飾金具 銅 130) (200) 唐草文・魚々子打 鍍金 288図 27

11 N-420 警か 銅 8A Ⅲ a 288図 28
N-419 不 明 銅 8A (110) 288図 26
N-400 釘 鉄 9 I 680 77

第 276図 金属製品実測図 (34)

208



13

録
号

登
番 種 別

出土地点 法量 (mm。 宜:

備 考 写 真
区 トレンチ 遺構 層位 直径 蘇奮 一呈 車量

1 N-449 寛永通宝 I 227 祈寛永

2 N-450 永通宝 10 I 229 11 27 新寛永

3 N45“ 1永通宝 I 240 11 古寛永

4 N-453 寛永通宝 I 282 四文銭 H波
5 寛永通宝 9 237 接着 古寛永

6 N460 熙寧元宝 9 13 北宋 (1068年初鋳)

7 N-461 祥符元宝 9 11 Iヒ宋 (1009年初鋳)

8 宣和通宝 9 10 (22; ‖ヒ宋 (H19年初鋳)

9 N464 永楽通実 9 明 (1408年初鋳 )

N‐466 景祐元宝 9 239 10 北宋 (1034年初鋳)

N-467 寛永通宝 9 ] 古寛永

N-457 寛永通宝 10 I 247 13 古寛永

N-468 寛永通宝 I 12 (26 古寛永

N-469 寛永通宝 Ia 278 コ支銭 11渡
N-471 寛永通宝 36～ 39T間 B石垣根入部 251 11 斬覚永

第 277図 金属製品実測図 (35)
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14

∽畿

∞に2

0                3 cm

―

―
    (1/1)

No 鶏 翻
出土地点 法量 (a10n,D

繕 写真
区 トレンチ 遺構 層位 雌 守雀 事さ 重量

l N‐535 熙韓 駆 A面 A‐ 16_1001 魏 232 30 I際  (10684Fる町露)

2 寛永通宝 (新寛永) 石垣 B面 B_14_2094 L面 k

3 N‐54C 寛永通宝 石垣 B面 B_17_1074 ヨ 246 撹 永

4 N‐541 永楽通宝 石垣 B面 B-22-1060 3S 男 (1408年初働

5 N-538 寛永通宝 石垣 B面 B-23-1017 薬 扶 242 1,1 吉寛永

N‐540 カラス 1錢アルミ 石垣 B面 B‐ 24‐2030 魏 00 15年 (1940年 )

7 N‐536 宣永通宜 石垣 B面 盛土① |,k

8 N‐543 富± 1鍛アル ミ賃 石垣 C面 C‐22_1004 背 面 160 暦釉 17年  (1942年 )

9 N-545 永楽通宝 7 羅± 2 現 (1408年初働

N-547 寛永通宝 石垣 DE角 ED5‐ 1・ 2間 243 古覚永

N_548 IIH l銀菅飼省 石垣 F面 F-15-1024 背面 230 丈下 8年 て1919年)

N-550 宮± 1銀アル ミ貿 石垣 F面 19_1008々-1013 襲 160 矧磁 16年 (1941年 )

N-552 熙第 石題 I面 14-2002 墓 30 】bR (10684Fる 町碑)

N-494 不明 盛± 1黒色土

1 W-496 永雑 5 と2黒色± 1 250 明 (1408年羽毎 )

N-495 元豊通宝か 5 C,I聞 2‐2黒色ELE 230 かJピ宋 (1078年 ,勝め

第 278図 金属製品実測図 (36)
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登録
番号 種別

出土地点 法量 (mm・ 宜)

備考 写 真
区 トレンチ 通 時 層位 直径 穿径 早さ 重量

I N-520 桐 1銭青銅貨 S‐ 300 229 昭和 12年 (1937年 )

2 N-519 政和通宝 7A S-300 北宋 (1lH年初鋳)

3 N-527 永楽通宝 8A I(溝上 ) 243 21 明 (1008年初鋳)

4 N-491 型宍元窯 LM石垣角付近 Ⅲ a-1 |ヒ 宋 (H01年初鋳 )

5 N499 5銭アル ミ青銅貨 I 昭和 1?年
6 N-507 桐 1銭青釘 S-15C E 13 昭和 10年 (1935年
7 N-508 熙寧元宝 P-15G Ⅱ 239 12 北宋 (1068年初鋳 )

8 N511 文久永宝 I 256 1863年初鋳
9 N524 寛永通宝 I 252 13 新寛永 (文銭)

N525 元祐通宝 Ⅲ a 北宋 (1086年初鋳)

N526 不 明 Ⅲ b 不明 (宝のみ〕

第 279図 金属製品実測図 (37)
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7.木製 品

概要

木製品は、1区 9ト レンチ、石垣盛± 1及び盛± 2、 2区・5区・8区の遺構から出土している。木製品の種類には、

漆器椀、木簡、将棋の駒、箸、櫛、下駄、漆塗 りのヘラ、桶、建材、桧皮、柿葺き屋根材などがある。

1区 9ト レンチ及び S-54か らは、漆椀の皮膜が出土している。中には、梨地蒔絵梅文の椀や赤漆の上に金で葉

文を描いたものなどがある。

石垣盛土からは多量の木製品が出土している場所があるが、加工痕跡が残るものを登録した結果、次の点数となっ

た。Ⅲ期石垣に伴う盛土と考えられる「盛± 1」 からは、7区から5点が出土している。Ⅱ期石垣背面の「盛± 2」

とした黒褐色粘性盛土層からは、4区から49点 (う ち箸が 38点 )、 5区から 1461点 (う ち箸が 1215点 )、 7区

から 276点 (う ち箸が 236点)出土している。

遺構からは、2区 S14か ら屋根材、5区 S H00からは加工された竹材 (L262)、 8A区 }831から、漆器椀 (L57)

が出土 している。漆器は皮膜のみの残存であるが、外面は黒漆地に赤漆で文様を描き、内面は赤漆塗りである。

7区から出土した木簡 (Ll)には、「慶長十二年」銘が書かれている。上端部は、羽子板の柄状に細 く削られて

整形され、肩部と頭部は面取 りされている。残存長 103× 幅 13× 厚さ 3mmで、表面に「 二十文也 (力 )」 、裏

面に「□慶長十二年 」と墨書されている。樹種はヒノキである。荷札木簡と考えられ、「慶長十二年」[1607]は、

Ⅱ期石垣構築の上限を示す文字資料である。

また、同じく7区からは将棋の駒が 2点出土 している。「玉将」(L2)は、五角形の薄板に整形され、表面中央

′こ「玉将」と墨書され、残存長 43× 幅 32×厚さ 3mmである。縁辺部の 8箇所が墨で線描きされ、駒の進行方

向を示している。裏面は何も記されていない。樹種はスギである。「歩」(L-3)は 、縦長に五角形の薄板に整形され、

表面中央に「歩」と墨書され、上角部一箇所が墨で線描きされ、駒の進行方向を示している。長さ 33× 幅 11×

厚さ 6mmで、裏面には「成 り金」を表す「 と」が記され、縁辺部の 6箇所が墨で線描きされて、「成 り金」の駒

の進行方向を示している。樹種はスギである。

出土した建材と考えられる材の中には、黒漆が塗られているものがあり、さらに金箔が貼られているもの (L-32、

33)もみられる。

その他の遺物として、布、縄、ワラジが出土 している。布は、5区盛± 2層から5点、7区盛± 2層から3点

が出土 している。うち、2点について保存処理を行った。5区盛± 2層出土の布 (砕 1)は、縦 45×横 25041mで

ある。黄色で、織 り目が細かい。7区盛± 2層出土の布 (R-2)は、縦 50× 横 270 mmで ある。R-1と 比べると織

り目が粗 く、重なっている部分がある。縄は、5区盛± 2か ら2点、7区盛± 2か ら 3点出土 している。ワラジ

は 8A tt S 831か ら出土しており、土中に植物の繊維痕跡がわずかに残っている。
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第 290図 5区 木製品出土状況 (1)

第 289図 2区 S‐ 14の木製品出土状況 第 291図 5区 木製品出土状況 (2)

第 292図 5区 漆塗り材 L-73出土状況 第 293図 5区 建材 L-307出 土状況

第 294図 7区 木製品出土状況 第 295図 8A tt S-831 ワラジ出土状況
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番 種 別

出上位置 法量 (mm)
備 考 写 真

区 トレンチ 遺橋 層位 長 幅 厚

い35 漆器椀 I 9 (26) 釜箔梨地蒔絵梅文椀 内面黒漆 320図 ■

2 L-258 屋根初 2 S 4 5 2670 320図 2

3 L-255 屋根材 2 4 5 2610 960 野穴 320図 3

4 L-256 屋 2 4 5 (2910) 770 釘穴 320図 4

5 L‐257 屋根朗 2 4 5 2650 1220 釘穴 320図 5

6 L-308 屋根材 2 4 5 (1290)
7 L-253 屋根材 2 4 5 320) (410) 木釘付

8 と254 屋根材 2 4 5 (790) 豚穴 切断加工 320図 -6

9 L19 木 簡 盛± 2黒色土 340) 片面に墨書 320図 7

と15 木 簡 仙商 盛± 2黒色士 (570) (160) 表裏面に墨書 モミ属 320図 -8

と24 木 簡 4 仙 商 盛± 2黒色土 370 (240) 片面に墨書 320図 -9

手 114 硯 箱 4 盛± 2黒色土 1180 480 130 320図 -10

と111 糸 巻 4 盛± 2 1010 490 スギ罫書 (墨付きの糸を巻いたか) 320図 -11

第 296図 木製品実測図 (1)
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出土位置 法量 (mm)
備 考 写 真

区 トレンチ 遺橋 層 位 長 幅 厚

1 じ109 火切臼 4 盛± 2黒色土 1960 440 子と3 クサビ形 片端面取 リ ヒノキ 320図 ■2

2 と12И 4 盛± 2黒色土 (1470)

3 L-35 4 仙 商 盛± 2黒色土 (1600) (170) (190) 黒漆 (2面 ) 320図 ■3

4 L-89 4 仙商 盛± 2黒色土 2100 (400) (350) 黒漆 (1面 ) 320図 ■4

5 し140 折敷 (底板 ) か 仙 商 盛± 2黒色土 (1210う 角切 り加工

6 じ262 杭 5 S-1100 3 960 530 先端斜めに切断加エ タケ

7 L-57 漆器椀 S-83J 外面黒漆に赤絵 内面赤漆 き頭カラー

3 と20コ 栓 不明 表採 230 タケ

第 297図 木製品実測図 (2)
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登録
番号

種 別
出上位置 法量 (mm)

備 考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位 長 IB 厚

1 L-12 木簡 5 仙 商 盛± 2黒色土 (1020) 護墓面に黒書 ヒノキ 3 図 ■

2 L16 木 簡 5 仙商 盛± 2黒色土 (1030) (170) キ面に墨書 図 2

3 L-4 木簡 5 flL扁 盛± 2黒色土 640 表裏 表「回□  ゝ 三ツJ とノキ 図 3
4 木 間 5 仙 盛± 2黒色土 (1040) (630) 片面に墨書 「数」 スギ 図 4
5 L-7 木簡 5 仙 商 盛± 2黒色土 1150 (510〉 片面に墨書 「白二□」 スギ 図 5

6 じ31 建築材か 5 仙商 盛± 2 1000 620 黒漆の上に刻字「天下一之□」 ヒノキ 図 6

第 298図  木製品実測図 (3)
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出上位置 法量 (mm)

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位 長 幅 厚

1

『
327 箸 5 盛± 2黒色土 2930 70× 80 322図 ■

2 と319 箸 4 盛± 2黒色土 (2370) 60× 60 322図 2

3 L‐336 箸 5 盛± 2 (2150) 50× 70 322図 3

4 と321 箸 5 盛± 2黒色土 (1870) 70× 80 322図 4

5 }331 箸 5 盛± 2黒色土 (1700) 60× 80 322図 -5

6 L‐330 警 5 盛± 2黒色土 (1760) 60× 70 322図 6

7 L-329 警 5 盛± 2黒色土 (1680) 60× 70 322図 7

L-334 箸 5 盛± 2黒色土 (1930) 70× 80 322図 8

L-117 下駄 5 盛± 2 (370) 322図 ■0

L-158 桶底板 5 盛± 2 (1220) 践合用樹皮あ り 322図 9

L-286 桶底板 5 仙 商 盛± 2‐2黒色土 2200) (900)

2 L-194 5 仙 商 盛± 2 1320) 360× 330
じ209 5 仙 商 盛± 2黒色土 1100

じ193 5 仙 商 盛± 2黒色土 1050
と210 5 仙商 盛± 2黒色土 1020

第 299図 木製品実測図 (4)
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出土位置 法量 (mm)
備考 写 真

区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚

1 L-142 折敷 (側板)カ 5 仙商 盛± 2黒色土 (1510) (310) 322図 3

2 L-143 折敷 (側板)カ 5 仙 商 盛± 2黒色土 1810 (330) ∬穴 322図
3 卜141 膳 (脚部)か 5 仙 商 盛± 2黒色土 350 飾 り加工 322図 5

4 じ228 5 f山商 盛± 2黒色土 1030 釘 孔 322図
5 L-221 5 盛± 2 3550 370 竹釘付 322図
6 L-217 5 仙商 盛± 2黒色土 (1250)

7 L-87 5 仙商 盛± 2 (1200) (150) 黒漆 (2面 )釘 穴 322図 ■2

8 L-266 5 盛± 2黒色土 rr穴

9 い84 5 仙 盛± 2黒色土 (1520) (450) 黒漆 (3面 ) 釘 穴 322図 ■6

L-130 5 flIF 盛± 22黒色土 (1200) 570 木釘 (2) 322図 ■7

第 300図 木製品実測図 (5)
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I L-168 5 仙商 盛± 2黒色土 (410) 323図 2

2 い167 5 仙商 盛± 2黒色土 323図 3

3

『

169 5 仙商 盛± 2黒色土 323図 4

4 L-170 5 盛± 2 670 323図 5
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1 レ49 漆器椀 CI間 盛± 22黒色± 2 (350) (150) 勺外朱漆 口縁部黒漆 文様に金箔 324図 ■

2 じ21 木簡 CI間 盛± 22黒色± 2 (80) 表裏面に墨書 324図 3

3 L-25 木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 2 (300) 表裏面に墨碧 324図 4

4 本簡 5 CI間 盛± 2‐2黒色± 2 (240) 200 片面に墨書 324図 2
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6 じ10 木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 2330 片面に墨書  ヒノキ 324図 6

7 L-326 箸 5 CI関 盛± 222黒色土 2800 同一層より59本出土 324図 7

8 L‐325 箸 5 CI間 盛± 222黒 色土 (2200) 324図 8

9 L-328 箸 5 CI間 盛± 222黒 色土 324図 9

L-333 箸 5 CI間 盛± 222黒 色土 324図 ■(

L-332 箸 5 CI間 盛± 222黒 色土 700 324図 ■ 1

と322 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 400) 324図 ■

3 レ342 箸 5 CI関 盛± 222黒色土 030)

『

133 柄 5 CI関 盛± 22黒色土 010) HO) 324図 ■3
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角盆 (側板 ) 5 CI間 盛± 22黒色上 2 320 巴物 内外面黒漆 釘 (3)と ノキ 324図 ■4
2 5 CI間 悟± 22黒色± 2 130 黒漆 (1面)金 箔 ヒノキ 324図 ■
3 と211 5 仙 商 盛± 22黒色土 1180 170 中央に子L有 り 片面を平坦に加工
4 L‐ 246 5 CI間 盛± 22 2240 先端に炭化痕 3251目 ]

5 L‐ 185 5 盛± 223黒 色土 (1170) (490) 組合せ加工 竹釘付 釘穴 324図 ■6
6 と180 5 K 盛± 222黒 色土 1330 木釘 (3) 325図 2
7 L-123 5 CI間 盛± 22黒色± 2 1550) 釘 (1)

L 折敷 (側板 ) 5 CI間 盛± 222黒 色土 1460) 打穴

と 折敷 (側板 ) CI間 盛上 222黒 色土 230) 240
10 L 折敷 (底板 ) CI間 盛± 222黒 色土 200 325図 3

CI間 盛± 222黒 色土 1600 釘穴 (3) 325図 4
12 と 5 CI間 盛± 222黒 色土 釘穴 325図 5
13 L 5 CI間 盛± 222黒 色土 (560) 200 120 冊目状の線刻 孔 325図 6

L 折敷 (底板 ) 5 CI間 盛上 222黒 色土 (2710) 400 ∬穴 325図 7
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1 と132 釘 5 盛± 22黒色土 一部炭化 325図 8

2 と195 釘 5 CI間 盛± 222黒 色土 325図 9

3 と159 5 CI間 盛± 222黒 色土 300 (210)

L‐ 160 蓋 5 CI間 盛± 222黒 色土 (440) (140) 325図 ■ 1

5 桶7」
ヽ 5 CI間 盛上 22黒色± 2 (610) 内外面黒漆

6 L161 5 CI間 盛± 222黒 色土 (400)

7 L-263 杭 5 盛± 222黒色土 1030 タケ

8 L-268 5 CI間 盛± 2‐ 2‐2黒色土 (1920)

9 と20 木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (880) 片面に墨書 325図 ■2

木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (750) 片面に墨書 325図 ■3

L-5 木簡 5 CI間 露± 22黒色± 3 (800) 片面に墨書 スギ 325図 -16

木 簡 5 CI間 盛± 22黒色上 3 (1500) 片面に墨書 ヒノキ 325図 ■5

L-27 木簡 5 盛± 22黒色± 3 (610) (470) 200 片面に墨書 325図 ■4
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1 本簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 1270 400 130 キ面に墨書 ヒノキ 325図

2 じ23 木 簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (1070) (140) キ面に墨書 325図 9

3 と22 木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (520) (210) (180) 325図

4 木簡 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (2500) (355) キ面に墨書 ヒノキ 326図 ■

5 じ311 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 司一層より 232本 出土 326図 2

6 と317 箸 5 CI間 盛± 2‐23黒色土 (2560) 326図 3

7 と315 箸 5 CI間 盛± 223黒色土 2440 326図 4

8 じ310 箸 5 CI月写 盛± 223黒 色士 2210 326図 5

9 と312 薯 5 CI間 聴± 223黒 色土 (2150) 326図 6

と313 警 5 CI間 盛± 223黒 色土 (2010) 326図 7

11 じ324 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 326図 ‐8

12 と340 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 (2000)

L-316 警 5 CI間 盛± 223黒色土 1860 326図 -9
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1 L-341 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 (1710)

箸 5 CI間 幕± 223黒 色土 1670 326図 ■(

L-314 箸 5 CI間 盛± 223黒 色土 (1760, 326図 ■ 1

4 と113 鞘 5 CI間 盛± 22黒色± 3 2片  ヒノキ 326図 ■2
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9 と120 ヘ ラ 盛± 22黒色± 3 3110 700 120 327図 ■

第 307図 木製品実測図 (12)
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1 とH8 下駄 5 CI間 盛上 22黒色± 3 (1460) (800) (310) 未完成品か 327 327図 ‐2
2 L-119 下駄 5 CI FEH 盛± 22黒色± 3 (1340) (350) (220) 327図 3
3 L‐ 116 下駄 5 CI問 盛± 22黒色± 3 (570) (280) 327図 4
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第 308図 木製品実測図 (13)
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区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚

1 L-186 5 盛± 223黒 色土 木 釘 327図 ■3
2 L-189 5 CI間 盛± 223黒 色土 70 べ釘

3 L‐ 187 5 CI間 盛± 223黒 色土 1120 竹 釘 327図 -8

じ188 5 CI間 盛± 223黒 色土 (390) 釘穴 )

5 と230 5 盛± 2‐23黒色土 870 孔有 り 327図 9
6 L-232 5 CI間 盛± 223黒 色土 釘穴 線2xlか 327図 ■4
7 L-220 5 CI間 盛± 223 327図 ■7

8 L-233 5 CI間 盛± 223黒 色土 1050
9 L‐ 219 5 盛± 223黒 色土 (1320) 327図 1

と223 5 CI間 盛± 223黒 色土 830 110 格子状溝 327図 ‐1て
と235 5 CI間 盛± 2‐ 2‐3黒色土 1320 280 328図 ]

L-234 5 CI間 盛± 223黒 色土 700 260 328図 -2

L‐ 218 5 CI間 盛± 223黒 色土 1500 328図 -4

と73 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (950) (230) 黒漆 328図 -3

L-33 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (650) (200) (60) 黒漆  金箔  ヒノキ 328図 -5

第 309図 木製品実測図 (14)
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『

膳 (脚)か 5 CI間 盛± 2‐23黒色土 660 380 328図 -6

2 L 膳 (脚)か 5 CI間 盛± 223黒 色土 (660) 360 けがき線 328図 ,7

3 L 折敷 (側板)カ 5 CI間 盛± 223黒 色土 1180

4 L 膳 (脚)か 5 CI間 盛± 22‐3黒色土 (990) ナがき線 328図 15

5 L 折敷か 5 CI間 盛± 223黒 色土 710
6 L 5 CI間 盛± 223黒 色土 (130)

7 L 析敷 (底板 )カ 5 CI間 盛± 223黒 色土 (2560) (420〉 木釘 (1) 328図 ■4

8 L 折敷 (底板)カ 5 CI間 盛± 223黒 色土 2610 310
9 L 折敷 (底板)お 5 CI間 盛± 2‐ 2‐3黒色土 1050 230 溝あり

L 5 CI間 盛± 223黒 色土

L-243 5 盛± 223黒 色土 花端炭化

L-244 5 盛± 223 180) 先端炭化

と215 5 CI間 盛± 223黒 色土 280 220 328図 ■6

L-131 5 CI間 盛± 22黒色± 3 328図 -17

L-216 5 CI間 盛± 223黒色土 210 328図 -8

と318 5 CI関 盛± 223黒 色土 210)

と202 5 CI間 盛± 223黒 色土 328図 -9

と200 5 CI問 盛± 223黒 色土 線刻 328図 -10

と199 5 CI間 盛± 223黒 色土 680
と206 5 盛± 223黒 色土 660

第 310図 木製品実測図 (15)
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番号

種別
出上位置 法量 (mm)

備考 写真
区 トレンチ 遺構 層 位 長 幅 厚

1 L-245 5 CI間 盛± 223黒 色土 2850 一部炭化 328図 24

2 L-247 5 CI FHq 盛± 223黒 色土 1800 140 一部炭化

3 L-163 桶 (広板 ) 5 盛± 223黒 色土 (1270) 328図 ■ 1

L-252 補 (底板 ) 5 CI間 盛上 223黒 色土 (3060) 60 釘ヽ付 釘穴有り

5 L-198 栓 5 CI間 盛± 223黒 色土 150 130
6 L-197 栓 5 CI聞 盛± 223黒 色土 220

栓 5 CI間 盛± 223黒 色土 270 328図 ■2

8 L-196 栓 5 CI問 盛上 223黒 色土 380 328図 ■3

9 5 盛± 223 530
L-208 5 盛■ 223

5 盛± 223 0

L-227 5 CI問 盛± 223黒 色土 730
L-229 5 CI間 盛上 223黒 色土 0 170
L-224 5 盛± 223黒 色土 1070 0

L-226 5 CI問 盛± 223黒 色土 1300 0

L-231 5 盛上 223黒 色土 328図 ■8

L-225 5 盛± 223黒 色土 僕亥J

じ86 5 CI間 盛± 22黒色± 3 (1040) (120) 黒漆 (2面 )

L-275 5 CI間 盛± 223黒 色土 (360) ∬穴 (2)

L-272 5 CI問 盛± 223黒 色土 (730) 330 120 釘穴 (2)

L-277 5 CI間 盛± 223黒 色上 (540) 2r穴 (2)

第 311図  木製品実測図 (16)
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L‐271 5 CI間 盛± 223黒 色土 (1270) 930 罫書

2 レ274 5 CI間 盛± 223黒 色土 (350) 510 328図 ‐19

『
278 5 CI間 盛± 223黒 色土 (400)

4 と281 5 CI関 径± 223黒 色土

5 と280 5 CI間 盛± 223黒 色土 (570) 270
6 L-273 5 CI間 盛± 223黒 色土 420
7 5 CI聞 盛± 223黒 色土 (970)

8 L-279 5 CI間 盛± 223黒 色土 420
9 L-269 5 盛± 223黒 色土

L-103 5 CI間 盛± 22黒色± 3 1800 罫書 (弧状に 2条 ) 328図 -22

11 と104 5 CI間 盛± 22黒色± 3 2310 (130) 承書 擦痕 328図 -21

L-102 5 CI間 盛± 22黒色± 3 1190 (290) 140) 罫書 擦痕 328図 -20

と214 5 盛± 223黒 色土 820
と222 5 CI間 盛± 223黒 色土 2130

第 3¬ 2図 木製品実測図 (17)
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備 考 写真
区 トレンチ 遺 構 層位 長 幅 厚

1 L-248 継手 盛± 223黒 色土 1510 470 270 328図 23

じ249 継手 5 盛± 223黒 色土 (1430)

3 L CI間 盛± 223黒 色土 930 500
4 じ264 下駄 (歯 ) 5 CI間 盛± 223黒 色土 329図 -1

5 と265 下駄 (歯) 5 CI間 盛± 223黒 色土 (1090) (1000) 200 329図 2

し CI間 盛± 223黒 色土 560 329図 3

7 じ 5 CI間 盛± 223黒 色土 640 329図 -4

5 CI間 盛± 223黒 色土 480
9 L 5 CI間 霊± 223黒 色土 329図 -6

10 L 5 CI間 盛± 223黒 色土 500
11 L‐ 5 CI間 盛± 223黒 色土

L‐ 5 CI間 盛± 22‐3黒色土 (500) (450) 329図 ‐5

L 5 CI間 盛± 223黒 色土 440 400
と 5 CI間 盛± 223黒 色土

15 と260 杭 5 CI間 盛± 22‐ 2黒色土 3080 30v タケ 329図 -7

第 313図 木製品実測図 (18)
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I と128 仙商 盛± 2最下層 1930 200 刻み 3条 329図 ‐8

2 L‐212 仙 商 盛± 2最下層 (H30) 329図 -9

3 5 仙商 盛± 2最下層 (670) (100) (80) 朱漆 (1面 )

4 L‐285 仙商 盛上 2最下層 770 110 罫書か

5 レ261 杭 5 盛北 2最下層黒色土 2510 310 320 タケ

第 314図 木製品実測図 (19)

登録
番号

種 別
出土位置 法量 (mm)

備考 写真
区 トレンチ 遺 構 層 位 長 幅 厚

1 木 簡 7 D東 盛土 】 (310) 震裏面に墨書 ヒノキ 329図 -11

じ155 D東側 盛± 1黒色土 (660)

と238 7 D東側 盛± 1黒色土 1620 220 釘穴 1 329図 -10

コ と44 漆器椀 7 D東 盛± 22黒色土 (620) (290) 勺外面黒漆・赤絵 329図 -12

5 じ46 漆器椀 7 D東 盛± 22黒色土 (340) (270) 勺外面黒漆・ 赤絵 329図 -14

と45 漆器椀 7 D東 盛± 2‐2黒色土 (610) (320) 内外面黒漆・ 赤絵 三引両文 329図 -13

7 漆器椀 7 D東 盛± 22黒色土 (620) (390) 再外面朱漆 329図 ■5

第 315図 木製品実測図 (20)
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下 下 可 引 (1/3)

No 登録
番号

種別
肥上位置 法量 (mm)

備 考 写真
区 トレンチ 逮 構 層 位 長 幅 厚

1 L‐3 将棋の駒 仙 商 盛± 2黒色土 震「兵 1 墓「と | スギ 329図 ■7

2 L-2 将棋の駒 仙 商 盛± 2 玉】写 | スギ 329図 ■6

3 L-1 木 簡 7 D束 盛± 22黒色土 (1030) (130) 震「慶長十二年J 真「二十文J ヒノキ 329図 ■8

4 L13 木 簡 7 D束 盛± 22黒色土 (1020) (160) キ面に塁善 モミ属 329図 ■9

5 L-28 木 問 7 仙 商 盛± 2 (740) 200-260 表裏面に墨書 329図 20

6 L18 木 個 7 盛上 2 (590) (310) 片面に墨書 木釘 釘穴 329雪 21

7 L-323 箸 盛± 2黒色土 (1870) 330図 ■

8 L-337 箸 D東側 騒± 22 2490 3301又 |‐ 2

9 L-338 箸 7 D東側 盛± 22 2620) 330図 3

L-339 箸 7 D東側 盛± 22黒色土 2000) 330図 4

11 L‐ 336 箸 7 D東側 盛± 22 330図 5

12 L-343 箸 7 D東側 盛± 22 (1450)

L-115 櫛 7 D東側 盛± 22黒色土 (300) 330図 6

14 L-112 扇子 7 D束側 盛± 22黒色土 (1140) 子L (1)イ ネ科タケ亜科 330 11XI‐8

15 L-139 柄 7 D東側 盛上 22黒色土 (1170) 330図 9

L‐65 7 D束 盛± 22黒色土 (590) (220) 120 黒漆 (1面 塗 り厚い) 330図 7

第 316図  木製品実測図 (21)
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0                       10 cm
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蛉

登録
番号

種 別
出上位置 法量 (mm)

備 考 写真
区 トレンチ 遺 構 層位 長 幅 厚

1 L-242 7 D東側 盛± 22黒色土 (1020) 毛端側面に子L(1 330図 ■0

レ91 7 盛± 2 (1440) ミ漆 (3面)木釘 釘穴 炭化痕 330図 よ1

3 L-192 7 D東 盛± 22黒色土 390 ∬付 330図 -12

4 柄か 7 仙 商 盛± 2 (850)

L-157 7 盛± 2 (1320) 330図 -14

L-166 山物 (底板) 7 D東 盛± 22黒色土 (700) 接合用樹皮付 330図 -15

7 L-156 7 D東側 盛± 22黒色土 (850) (360) 330図 ‐13

7 側 濤 盛± 2黒色土

L-289 7 側溝 盛± 2黒色土 (650)

L-291 山物 (側板) 7 D西 盛±22黒色土 (980) 610
11 L-122 7 D束 盛± 22黒色土 (1480) 630 240 鉄釘付

12 L-125 7 D東 盛± 2‐2黒色土 釘 付

曲物 (側板 ) 7 D 盛± 22黒色土 800 330図 -18

第 317図 木製品実測図 (22)
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0          10 cm
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H(1/6)

0                       10 cm

(1/3) 蜘

録
号

登
番 種 別

出土位置 法量 (mm)
備考 写 真

区 トレンチ 遺構 層位 長 幅 厚

1 7 D東側 盛± 22黒色土 1040 110～ 310 330図 -16

2 L-240 D東側 露± 2‐2黒色土 (1200) 120´-650 330図 ‐17

3 L-129 D西 盛± 22黒色土 14■ 0 220
と203 7 D東 盛± 22黒色土 (360) 210X160

5 桶 乏) 7 D西 盛± 2‐2黒色土 1390 (490)

6 桶 (蓋板 ) 7 D東 盛± 22黒色土 (2520) (590) 釘穴

7 桶 (底板 ) 7 D東 盛± 22黒色土 (3620) (1030) 330図 -19

8 L-251 桶 (底板) 露± 2 4030) (1930) 140 330図 -2(

第 318図 木製品実測図 (23)

0                     10 cm
卜可~下¬~T引卜下~「可~下引 (¶ /3)

245



篭
ぼ
え

ぜ雛
紳
誰
晋

止上逮1li

1lb

一一中一一一一一，・．ｉ「ｉ
一午

‐ユ‐‐テ…，一＝聾

′
Ｆ
＆
監
予
漆
既
ｒ
‥
К

，
′
Ｆ
ト
ー
照
　
イ
ー
ー
ー
Ｌ

と
，卜
時

　

一

ｅ

第 320図 木製品写真 (1)
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第 324図 木製品写真 (5)
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第 325図 木製品写真 (6)
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第 327図 木製品写真 (3)
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第 328図 木製品写真 (9)
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第 329図 木製品写真 (10)
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に 127区 盛± 2層

にH5区 盛± 2層

降147区 盛± 2層

降137区 盛± 2層

９

Ю

R105区 盛± 2層  7 R2 7区 盛± 2層

R1 5区 盛± 2層  8 R3 5区 盛± 2層

第 331図 縄・布写真

5区盛± 2層  11 降6 5区盛± 2層

7区盛± 2層  12 降9 7区盛± 2層
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石垣石材



8.石垣石材

概要

石垣修復工事で解体した石材及び未解体石材について、法量の計測及び刻印等の観察を行った。観察総数は

15,067石である。法量は、解体石材については石材仮置き場で計沢Iした。重量は、解体時にクレーンに示された

重量を記録したが一部にとどまった。解体石材には石垣石材のほかに、階段状石列石材や捨石などもあるが、今回

はI期 。Ⅱ期・Ⅲ期石垣石材について概略を記す。

第 16表 刻印・加工等一覧

石材の種類 全石材数
刻印等のある石材数 力H工痕跡のある石材数

金属痕跡
刻字 線亥J 朱 妻 墨書 矢穴 ノミ加工 ゲンノウ加工

Ⅲ期築石 948均 3 5232 182

皿期角石 5【 1 4 4 3

小計 3,06( 3 185 1

Ⅱ期石材 223 3 17(

I期石材 5 6 4 1 1

階段状石列 1 1 11 6 179〔

階段状石列 Ⅱ 225 1 1

階段状石列 (3段 ) 1 2

捨 石 1,008 2 5 1

話石 528 1 2 8 4 1

排水溝跡 1 17

根石 3 1 J

礎 石 5

当て石 1 〕

HH 1,428 11,90(

I期石垣石材

法量の計測

F面背後の 3段積み石垣以外は未解体のため、石垣正面から見て縦長、横長を計測した。上段の一部の石材は、

可能な範囲での控え長を計測した。F面背後については、仮置き場に置いた際に正面が不明瞭となったため、石材

を上から見た状態での長軸、短軸、高さを計測した。

加工の特徴

詰門付近の石垣には、石材 I-002の上面にノミタタキ加工がみられ、その上に石材が積まれていた可能性が高い。

刻印等は認められない。DE角部付近の石垣は、観察した 85石のうちノミ等による加工のあるものが 6石、矢穴

があるものが 4石、刻印のあるものが 2石、線刻のあるものが 1石である。刻印は、「○」とはしご状である。

第 332図 詰門付近 I-002上面のノミ加工 第 333図 DE角部 I-58正面のノミ加工
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第 334図 DE角部 I-3矢穴 第 335図 DE角部 I-4矢穴

第 336図 DE角部 I-13矢穴 第 337図 DE角部 I-72・ 73の刻印

第 338図  1-72刻 印アップ 第 339図 DE角部 I-40線刻

‖期石垣石材

法量の計測

解体した石材については、石材仮置き場で計測した。計測表の縦、横は石材を正面から見た場合の縦、横を示す

が、小面の大きさではなく石材自体の最大値を計測している。

加工の特徴

観察した 223石のうち、ノミ及びゲンノウによる加工が施される石材は 127石 と全体の 60%である。内訳は、

ノミ加工のみ 47石、ゲンノウ加工のみ 49石、両方の加工 31石である。小面にノミによる面加工が施される石

材が多い。矢穴は 18石に認められた。刻印は 1石のみで、石材Ⅱ■44に 「○」がある。線刻は 3石 (H■ 38・

180。 201)に あるが、いずれも擦痕に近く不明瞭である。
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第 340図  H-60 タタキ加工 第 341図  ‖-161 タタキ加工

第 342図  ‖‐184 タタキ加工と石材長軸の「タテ使い」 第 343図  H‐186 タタキ加工

第 344図  ‖-204 タタキ加工 第 345図  ‖-208 粗ハツリ加工
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第 346図  ‖-214 粗ハツリ加工 第 347図  H-51 粗ハツリ加工と矢穴



第 348図  ‖-98 粗ハツリ加工と矢穴 第 349図  ‖-98 矢穴

第 350図  ‖-103 矢穴 第 351図  ‖-122 矢穴

第 352図 III期 石垣に転用された ‖期石垣石材の矢穴

(E-22‐ 1010)
第 353図  H-144刻 印「○」

第 354図  ‖‐138線刻 第 355図  ‖-180線亥J
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|II期石垣石材

法量の計測

Ⅲ期石垣石材は、小面の面積が大きく控えに向かってすぼまる形状であるため、縦、横は小面の縦、横を計測した。

加工の特徴

観察した築石 9,484石のうち、矢穴のある石材は 5,232石である。また、刻印が 3,010石、刻字が 80石、線

刻が 45石、朱書が 230石、墨書が 3石に認められた。角石では、矢穴が 109石に認められ、刻印が 53石、刻

字が 1石、線刻が 4石、朱書が 4石に認められた。

刻印は 1石に複数認められるものもあるため、総数は 3,272点である。形状を大別すると8種類以上あるが、「井」

が 1,357点で、刻印全体の 41%を 占めている (「井」の可能性あるものも含めると 1,466点 で、全体の 45%であ

る)。 続いて「十」、「○」、「△」の順となり、それらの可能性の高いものも含めると2,591点で、この 4種で刻印

全体の全体の 79%を 占める。

第 17表 刻印集計表

石材の種類 石材数
種類 と点数

計

A B C Cか D Dか 8 F G H その他

Ⅲ期築石 3,21

Ⅲ期角石 1 3 1 1

1.357 7 306 4( 4 328

Ⅱ期石材 1 1 2

I期石材 1 1 2

階段状石列 1 7 1 I 3 1 6

捨石 1 2 5 1 1

詰 石 1 1

第 356図 刻印凡例

雰ヨ357Eコ  A-07-2036 努3358Eコ  CB-24-2
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第 359[コ  D-05-1081 第 360図  F-05-1017

第 361図  B-17-1065 第 362図  D‐ 12-2057

第 363図 DE-10-S-21(捨石) 第 364図  D-11-3010

第 365図  F-09-1019 第 366図  A-02-1056
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第 367[コ  B-15‐ 1083

第 369:コ  B‐ 14‐2020

第 368:コ  B‐21‐ 1016

鐸ヨ370:コ  A‐07‐2027

第 371図  B-03-1042 第 372Eヨ  D…16-1065

昇3373Eコ  A‐02…1049 雰J374[コ  A-03-2018
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第 375図  A-04-1022 第 376:コ  B-03-1037

第 377[翌  B-15-1026 第 378図  F-7‐2018

第 379図  D‐22‐2047 第 380図  B-17-1057

雰ヨ381Eヨ  A-01-1005 第 382図  B-12-1080
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第 383図  D‐14-2060 第 384図  卜03-1046

刻字は 80石に認められ、総数は 82点である。数字を記したものが 55点で、刻字全体の 67%を占める。石材

D-16-2015に は「慶安五年八月十五日」の刻字がある。例存石垣の構築工事が慶安 5年 [1652]以 降に行われた

ことを示す資料である。慶安年間に行われた仙台藩の土木工事として文献史料「義山公治家記録」では、慶安 2

年 [1649]2月 28日条に「本丸石壁普請成就」と同年 6月 9日 の「大橋成就」の記事があって、刻銘が「慶安

2年」であれば正保 3年 [1646]の地震で一部崩壊した石垣修復を完了した年号を記した可能性があるが、「慶安

5年」と異なっていることや、刻字部分が石材の端に横向きによっており、加工によって「慶」字部分の上部が欠

損していることから、石垣石材として転用された可能性がある。

石材 A-12■ 001に は「天下一」銘の刻字がある。石材は角石でその「大面」の角部の面取 りされた部分に刻字

されている。「天下一」は、江戸時代に和鏡や塩壷などの商品銘として流行した職人の「称号」にあたるもので、

天和年間以降使用に禁令が出されており、寛文年間以降の使用や石垣について確認された事例は少ない。

第 18表 刻字集計表

石材の種類 石材数
種類 と点数

計

下 六十 十六 七 十八 十一 大 その他

Ⅱ期築石 7 5 4 4 3 3

Ⅲ期角石 1 1 1

小計 80 5 4 4 3 3

階段状石列 1 1 1

第 385図  D-16-2015「 慶安五年」全体 第 386図 D-16-2015「慶安五年」部分
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雰ξ387区] A-12-1001当 営体 第 388図  A‐ 12-1001吉 1分

第 389図  D‐05-2046 第 390図  K-04‐ 1009

第 391区] J‐04-¶ 001 第 392図  F-10-η 007

第 393図  K-04‐ 1001 第 394図  L-05‐2007
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第 395[コ  B-16‐ 1066 第 396[コ  B―¶8-1037

第 397図  E‐ 03‐2001 第 398図  E-04-2003

第 399図  E‐ 04‐2012 第 400図  A-04-1054

第 401図  F-04-2037‐ 1 第 402図  F‐ 10‐2001
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第 403図  b‐ 10-1018 (1) 第 404Eコ  b-10-1018 (2)

線刻は 49石に認められ、総数は 52点である。刻印と同じ記号もあるが少数である。

第 19表 線刻集計表

石材の種類 石材数
種類と点数

計
A B Bか C D E F C

Ш期築石 2 1 1 2 1

Ⅲ期角石 4 l I 4

小計 3 1 1 2

Ⅱ期石材 1 1 1

I期石材 1 1 1

階段状石列 1 1

階段状石列 (3段 ) 1 I 1

捨石 5 3 7

詰 石 2 2

G:複数の線刻
H:擦跡に近いもの

C          D

第 405図 線刻凡例

第 406図 D-19-2060 第 407図   B‐08‐1023
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第 408図  B-11-1068 第 409図  abl― ol-016

第 410図  b‐ 03‐008 第 411図  b-11-1007‐ 1

第 412図  d‐05-041 第 413図  d―¶1-2011

朱書は 234石に認められ、総数は 238点である。「○」「フンドウ」「△」の記号が 94点 と、全体の 39%を 占める。

刻印に一番多い「井」は 3点 とわずかである。朱書文字が 3点認められた。D-11-3027石 材には「寛文」銘の朱

書痕がある。他の石材に残るような鮮やかな朱色は退色しているが、濃灰褐色で読解でき、現存石垣の構築工事が

寛文年間 [1660～ 1673]以降に行われたことを示し、寛文 8年 [1668]の 地震で崩壊 した後に構築されたこ

とを決定付けた資料である。

石材 }21-1014に は「御用石」銘の朱書痕がある。鮮やかな朱色が残り読解でき、仙台藩で使用する石材として、

工事に関わる管理状況等を示す資料である。

石材 B-071030に は「石伐」銘の朱書痕がある。鮮やかな朱色が残 り読解でき、石切場や石材集荷など、工事

に関わる運搬工程を示す資料で、江戸時代の町名である「石伐町」(現在の青葉区八幡町)と関連する可能性がある。

石材 B071072に は三文字 (□つ□)、 D-22-1047に は数文字 (南か [   1)、 B221055に は数文字が書か

れていると見られるが、判読しにくい。
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石垣の裏込などからは、朱書のある木端石が 1,609点 出土している。A面から78点、B面から743点、C面か

ら34点、D面から473点、E面から93点、F面から 165点、G面から 1点、その他 22点である。内容により、

文字と考えられるものを「文字」とし、「○」「△」等の形や、線が曲がったり交差しているものを「記号」、それ

以外は朱書きの残存状況により「線」と「点」に分けた。文字には、単独の数字や「ニノ廿一」などと記したもの

が多い。

第 20表 朱書集計表

石材の種類 石材数
種類と点数

討
A B C D E Eか F G H I J K L M N 0 P Q R S T (朱点)U V(文字か) 不明 文字

皿期築石 3 3 I 3 5 2 J 1 1 1 1 I 1 2 233

皿期角石 4 l 1 1 5

3 3 1 7 3 5 2 I I I 1 2〔 238

階段状石列 3 1 13

階段状石列 Ⅱ 1 1

捨石 1 1 1 1 3 1 1 3 2

も
::犠

子状

|△へ+甘

下木↑□▼
O

第 414図 朱書凡例

第 415図  D-11-3027全体 第 4¶ 6図  D-11‐3027 「寛文」
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第 417図  B-21-1014全体 第 418図  B-21-1014「 御用石」

第 419図 B-07-1030全体 第 420図  Bい07‐1030 「石伐」

第 421図  B-7-1072 第 422図  D‐22‐ η047

雰ヨ423[圏  B-22-1055 第 424[四  B‐15-1069
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第 425図  D-08-1030 第 426図  B… 17-1043

第 427図  B-14‐ 1004 野;428[コ  D-11-2052

第 429図  B-07-2023 第 430図  DE-10-S-22

第 431図  D-16-2067 野:432[コ   B-02-2016
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第 433図  D-21‐1048 第 434図  D-09-1078

雰ヨ436[コ  B-18-2039野3435[コ  A-03-1061

第 437図  A-09-1007背面 第 438図 B-13-1035背面

第 439図  C-08-1004背面 第 440図  B¶ 1-2068と 2069の間
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第 441図 E-08-2004背面 第 442図 D-06-2006背 面

第 443図  D-11-2045背面第 443図  D-11-2045背面                             第 444図  D-11-1031背 面

墨書は 3石に認められ、総数で 3点である。石材 d-07-1lHには数文字 ([  〕拾か [   1)書かれている。

第 21表 墨書集計表

石材の種類 石材数
種類と点数

計
A B C D E F G

Ⅲ期築石 1 3

階段状石列 4 1 1

階段状石列 ] 1 I I

捨石 1 1 2

~~~丹
＼

＼
＼

＼

＼

B

F

第 445図 墨書凡例

第 446[剛  d-07-1111
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第 447[コ  B-02-1023

その他に、石材 E-03-1003では石材に孔が認められた。石材の慈の空洞部分を利用して内部を球状に穿掘した後、

別の石材で円形の「蓋」石を作り覆っている。内部からの遺物は出土しなかったが、石積みに関わる祭祀行為に伴

う可能性が想定される。

本項の後半に石材計測表を掲載したが、紙数の関係で I期。Ⅱ期石垣石材、Ⅲ期石垣 A・ BoC面の築石のみである。

残りは、別分冊に掲載する。

第 448図 b-07-1106

第 449図 E-03-1003全体 (西から) 第 450図  E-03-1003蓋 石

第 451図  E‐03-1003復 旧後 (北西から)
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録
号

登
番 種 別 出土位置 内容 備考 写真

長 幅 厚 重 量

1 K-50 朱書石材 A-81004背面 9200 ニノ十五正 か 459図 ■

朱書石材 A-9-1007背 両 302 9400 ニノ廿一回 / 正 か 459図 -2

K‐ 58 朱書石材 A■ 21012上 面 1400 ニノロ

4 朱書石材 B ll‐2091背 面 111 ニノ廿 459図 -4

5 K-165 朱著石材 B-22-1062 ニ ノ

K‐ 163 朱書石材 B-22‐ 1055背面 125 ニノ廿 か

7 降61 朱書石材 A-17■ 002・ 1003間 272 12800 正 / 二十八

朱書石材 B-13-1035上 面 5200 山/ニノ甘 459図 5

降70 朱書石材 B-9-2092・ 2093間 170 六ノ か

K-73 朱書石材 B-10-2069・ 2070間

K-96 朱書石材 B-13-1018背 面 六ノ十八 か 459図 -3

第 452図 朱書石材実測図 (1)
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登録
番号

種 別 出土位置
法里 (mm・ 宣)

内容 備 考 写 真
長 幅 厚 重量

1 K‐ 196 朱き石材 D ll■ 076・ 1 077 Fpl 111 329 六ノ十 もしくは 六ノ七

2 K-252 朱書石材 E‐24-1002背面 141

3 K-266 朱書石材 F 41027付近 71 六 ノ

4 朱書石材 B ll 1072・ 1073間 327 七 / □□六日 459図 6

5 朱書石材 8‐ 10-10よ 3・ 1014聞 七 ノ

6 朱書石材 22069背面 823 七ノ十回 か

7 К 212 朱書石材 D‐ 91006背面 2400 三 / 七ノロ
K-207 朱書石材 D-16-1065・ 1066間 6800 六ノ十八□ / □八ノ 459図 8
K-282 朱書石材 F-20-2007・ 20081Ⅲ面 208 極□ / 八ノ甘 か 459図 7

K-72 朱書石材 B-10-1060_L面 ロノtl一

11 K 朱書石材 B181054上 面 220 966 甘七 日□正 か 459図 9

12 朱書石材 B■ 31088上面 305 七 / 八ノ甘八□ 459図 ■2

13 K‐ 76 朱書石材 B102024上 面 甘一□

14 K-153 朱壽石材 B-20■ 024・ 1025 FFll 47 一 日 459図 ■0
15 K-167 朱書石材 8-23‐ 1002背 面 132 二月 459図 ■ 1

K-220 朱書石材 D201006・ 1007間 77 一 日

17 K-34 朱書石材 B‐ 11-2068・ 2069間 三ノロ か

第 453図  朱書石材実測図 (2)
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番号

種 別 出上位置 内容 備 考 写真
長 幅 厚 重 雪

] K-171 朱書石材 B242031背 面 月  か

2 K-223 朱書石材 D202021・ 2022間 二□□ か
3 K-74 朱書石材 B-10-1067・ 1068間 3600 七

4 K■ 05 朱書石材 B-14‐2083背 面 5000 七  か

5 朱書石材 B-18‐ 2013・ 2019間 七 □

6 K-79 朱書石材 B-11-1010早 野面 175 1200 七  か

7 8 朱書石材 B-15-2086・ 2087間 720 七

8 朱書石材 C-8-1004背 面 263 勘  か 459図 ‐13

9 K-172 朱書石材 B-24-2038・ 20391則 面 257 正 ノ 460図 ■

K-206 朱書石材 D-16-1032・ 1033間 □庄 か 460図 2

K-154 朱書石材 B-21-1027・ 1028間 117 山 460図 ‐3

12 K-210 朱書石材 D181051・ 1052間 177 854 亨  か 460図 ‐4

13 降85 朱書石材 B‐ 11-2085・ 2086間 不明 (拾 かう 460図 5

lコ K■ 62 朱書石材 B-22-1039。 1040間 469 不 明 460図 -6

15 K-277 朱書石材 F-18‐ 1004背面 1800 不 明

K‐ 225 朱書石材 D-21-1006・ 1007間 1600 不 明 460図 7

17 K‐ 272 朱書石初 F161021側 面 128 不 明

K‐ 168 朱書石材 B24■ 021背 面 127 不明

第 454図 朱書石材実測図 (3)
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登録
番号

種 別 出土位置
法量 (mm・ 寅)

内容 備 考 写真
長 幅 厚 重最

1 K-208 朱書石材 D17Ю 38・ 1039間 172 と□

2 K 221 朱書石材 D-20-1060_L面 不 明

3 K-249 朱書石材 E-22‐ 2003_と 面 不 明

4 K-56 朱書石材 A-11-2016・ 2017間 吉 もしくは 号 か

5 K-90 朱書石材 B122019背 面 27 不 明

K-248 朱書石材 E222001背面 不 明

7 K-276 朱書石材 F172015上面 256 不 明 460図 -3

朱書石材 B■ 22052背 面 壱  か 460図 -9

K-255 朱書石材十ノミ加工痕 F-3-1007・ 1008間 157 233

K‐ 182 朱書石材 D5‐2017背 面 2000 五 460図 -10

K‐ 146 朱書石材 B‐ 18-2034・ 2035間

12 K-189 朱書石材 +刻印 D-7-1009背 面 221 232 11200 十  か

朱書石材 B-7-1059背 面 五  か

降115 朱書石材 B-15‐ 2031・ 2032間 127 854 六  か

15 K-100 朱書石材 B-14-1079・ 1080間 122 六  か

K-124 朱書石材 B-16-1046・ 1047間 不 明

17 K-246 朱書石材 E‐20-2006・ 2007間 113 六  か

K-57 朱書石材 A12■ 006上 面 七  か

第 455図 朱書石材実測図 (4)
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録
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登
番 種別 出上位置 内容 備 考 写真

長 幅 厚 重 量

I (95 矢書石材 B‐ 12-2078・ 2079間 七  か

2 降99 朱書石初 B-14‐ 1051背面 177 1000 七

3 K‐ 110 朱書石材 B‐ 5-1076・ 1077間 七  か

4 K-116 朱書石材 B‐ 5‐2031・ 2032間 七  か

5 K-127 朱書石材 B‐ 6■ 046・ 1047間 192 七  か

6 K‐ 144 朱書石親 B‐ 8-2018・ 2019間 265 七  か

7 K-106 朱書石材 B-15-1041_L面 4200 七  か

8 降204 朱書石初 D-15-1013・ 1014間 1068 七 460図 -11

9 K-241 朱書石初 E-14-1011・ 1012間 1 七  か

降258 朱書石初 F-8-2010。 2011関 10 七  か

降281 朱書石材 F-20-1 003 1Rl面 七ノ 460図 ■2

(158 朱書石材 B‐ 22-1012背面 十  か

(177 朱書石材 ← 14‐ 2003背 面 十六 460図 ‐13

K‐ 185 朱書石材十刻印 D-6-2007背 面 18600 十

朱書石羽 F-17-1016 十□

K-205 朱書石羽 D15■ 019背面 1 不明

K-86 朱書石材 B-11-2090背 面 十一 か

第 456図  朱書石材実測図 (5)
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番号

種 別 出土位置
法量 (mm・ 貿)

内容 備考 写 真
長 幅 厚 重量

1 K-130 朱書石材 +刻印 B-16-1077背 面 261 6200 井 460図 ■4

2 K-284 刻 印 D石垣背面 244 292 井

3 K-235 朱書石材+刻印 D‐24-1003・ 1004間 井  か

4 K-244 朱書石材十刻印 E■ 52012背 面 2800 井 か 460図 ■5

5 K-180 朱書石材十刻印 C‐ 26‐ 1004背面 井  か

6 K-259 卜91023背 面 1800 井 か

7 降125 朱書石材 B-16-1046・ 1047間

8 K-66 朱書石材 B72049背 面 157 771 ○ 460図 -16

9 K-195 朱書石材十刻印 D101075'Ю 76間 225 8000 ① 460図 -18

K-49 朱書石材 十刻印 洋71032裏 面 ○

K-112 朱書石材 B-15-2009背 面 ○

第 457図 朱書石材実測図 (6)
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内容 備 考 写真

長 IB 厚 重量

【132 朱書石材 B‐ 16-2076・ 2077間 「記号 J 460図 -17

K‐ 114 朱書石材 B-15-2025・ 2026間 「記号J

3 K-187 朱書石材 D-6-2040背 面 298 「記号」 461図 ■

4 降88 朱書石材 B■ 21012背 面 5600 「記号」 461図 -2

5 K-265 朱書石材 卜141019背面 「記号」

K-89 朱書石材 B-12-1037・ 1038間 217 「記号 | 461図 3

7 降16】 朱書石材 B-22‐ 1035。 1036背面 1記号 1 図 4

降137 朱書石材 B-17-1024。 1025間 107 「記号J

降243 朱書石材 E-15‐2007・ 2008間 「記号」

降245 朱書石材 E-18-1008・ 1009間 3400 「記号」 461図 5

(197 朱書石材 D l1 2045背 面 1400 「記号」

K-285 刻印のある玉石 D■ 1■ 031背面 6200 逆 卍 蔓込石 461図 6

第 458図 朱書石材実測図 (7)
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第 459図 朱書石材写真 (1)
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第 461図 朱書石材写真 (3)

El□
下 面

第 463図  Ⅲ期築石の形状 D-11-3051

第 464図    Ⅲ期築石の形】犬 D-18-1029
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第 462図  III期石材模式図



第 465図  III期角石模式図 BC-24-1  正面

第 468図  BC-24-1  左恨J面

第 470図  BC‐ 24‐1  上面

第 467図  BC-24‐1  右側[面

第 469図  BC-24-1  背面

第 471図  BC-24-1  江戸切 り 第 472図 BA-17-1 上面のカスガイ状敷金痕跡
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詰門付近

石材
番号

法量 (cm)
加工等

縦 横 控 え

1 ‐003

I ‐005

第 22表  I期石垣石材計測表

第 23表  H期石垣石材計測表

材
号

石
番

法量 (cm)
加工等

縦 績 腔え

I -04e

I -05C ゲンノウ加工

1 051

I -052

1 ‐053

I -054

I ‐05(

1 -05( 112

〔 -057

I -058 ノミ面加工 (部 )

I -059

I -060

I -061

[ -062 100

r -063

I ‐064

I -065

I -066

I -067

I -068

I -069

I -070

I-071

I ‐072 刻印 (は しご)

I ‐073 刻印 (O)

I -074

I -075 15

I -076 112

I -077 矢穴 1個 (掘 りかけ)

I -078

I -079

I -080

I ‐031

I -082 375
I -083 7

1 -084

I -085

DE角付近

材
号

石
番

法量 (cm)
加工等

縦 横 控 え

I ‐001

I ‐002

1 -003 矢穴 5個

I -004 矢穴 4個

I -005

[ -006

[ -007

〔 -008

I -009

I -010

I -011

I -012

I ‐013 矢穴 3個

I -014

I -015

I -016

I

I

I

1 -020

I -021

I -022

I -023

I -024

I -025

I -026

1 -027

I -028

I ‐02(

1 ‐03(

I -031

I -032 ゲンノウ加工

I -033

I -034

1 -03〔

〔-03C

1 ‐037

I ‐03〔

I ‐03(

[ -04( 線 刻

I -041

I -04乏

I -04〔

I ‐044

I -045 ノミ部分加工

I -046

I -047 ノミ面加工 (部 )

I -048 ノミ面加工 (全 )

AB角付近

桐
号

石
番

法量 (cm)
カロニ等

縦 横 控 え

I ‐001

1 -002

CD角付近

材
号

石
番

法量 (cm)
加工等

長 幅 翌 え

I -301

1302

F面天端付近

材
号

石
番

法昌 (cm)
加工等

屋軸 1短期 高 さ

I ‐202

I ‐201

I ‐206

I ‐209

材
号

石
番

法量 (cm・ 取 )

力Л二等
縦 横 控 え 重 量

ノミ部分加エ

ゲンノウ加工

ゲンノウ加エ

ゲンノウ加工 (4)矢穴

ノミ部分加エ ゲンノウ加工 (2)矢穴 (3)

ノミ部分加工 (3)

′ミ部分加工

Ⅱ■0 ゲンノウ加工

ゲンノウ加工

材
号

石
番

法量 (cm・ kg)
加工 等

縦 横 控 え 重 量

67

Ⅱ■51

ノミ面カロエ (半)ゲンノウ加工

正面不明

ノミ部分加工 (2)

■ 19 ゲンノウ加工

ノミ面加工 (部 )

ゲンノウ加工
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石材
番号

法量 (cm・ kg)
加工等

縦 横 控え 重重

Il‐23 ノミ面力Π工 (全 )ゲ ンノウ加工

ゲンノウ加エ

ゲンノウカロエ

ゲンノウカロエ

ゲンノウ加工 (2)

I1 30

ノミ部分加工 (合端)矢 穴 (5)

Ц 32

ノミ部分力H工 (合端)

Ⅱ‐34 ノミ面加工 (半 )

ノミ面加工 (部 )

Ⅱ 36 ゲンノウ肺エ

Ы 37

ノミ面加工 (半)ノ ミ部分加エ ゲンノウ加工 (2)

H39 ノミ面加工 (半)ゲ ンノウlJH工

ノミ面加工 (半)ゲ ンノウ加工

ノミ面加工 (半 )

ゲンノウ加工 (2)

n 49 ノミ部分加工

ノミ面加工 (半)ノ ミ部分力Hエ

Ⅱ 51 ノミ面加工 (半)ノ ミ部分加工 (合端)矢穴 (2+3)

ゲンノウ加エ

H‐54 ゲンノウカΠ工(2)矢六 (2)

未解体

未解体

ノミ部分加工

Ⅱ‐58 ノミ部分加エ ゲンノウ加工

Il‐ 59

ノミ面加工 (半)ノ ミ部分加工

Ⅱ 61 3分害」

狂‐63 ゲンノウ加工 矢穴 (5+1)

ゲンノウ加工 (2)矢穴 (2+4)

ゲンノウ加工 工具痕
Ⅱ‐68 ノミ面加工 (全 )

■‐69 ノミ部分加エ ゲンノウ加工

ゲンノウ加工

l171

■ 72 ノミ面加工 (部)ノ ミ部分力Hエ ゲンノウ加丁

ゲンノウ加工 未解体

9

ノミ面加工 (部 )

ゲンノウカロエ

Ⅱ‐78 ゲンノウ方Πエ

ノミ面加工 (全)ゲ ンノウ加工 矢穴 (3)

ノミ部分加工 (合端)ゲ ンノウ加工

Ⅱ 81 ノミ面カロエ (半)ノ ミ部分加エ

ノミ部分加工 矢穴 (4)

ノミ面加工 (全)ゲ ンノウ加工

■‐34 ノミ面加工 (半)ゲ ンノウ加工 (合端)矢 穴 (6)

ゲンノウ方H工

Ⅱ‐86 ゲンノウ加工 (2)矢穴 (4+1)

ゲンノウ加工 (2)

ノミ面加工 (半)ノ ミ部分加エ ゲンノウ加工 (2)
4片に分割

ノミ面加工 く半)ノ ミ部分加工 (2)ゲ ンノウ加工

Ⅱ-90 ノミ面加工 (全)未解体

未解体

Il‐93 2分割

ゲンノウカロエ

Ⅱ 96 ノミ面カロエ (部)ゲ ンノウ加工 矢穴 (5)

′ミ部分カロエ

矢穴 (3+2)

材
号

石
番

法量 (cm・ 地 )

加工等
縦 横 控 え 電電

■‐IOO

未解体

矢穴 (2)未解体

Ⅱ‐104 未解体

ゲンノウ加工 未解体

未解体

Ⅱ‐107 未解体

ゲンノウ加工 未解体

ゲンノウカΠ工

未解体

未解体

未解体

3 3分割

ノミ面加工 (部)未解体

3分割

ゲンノウ加工 未解体

未解体

工具痕

ノミ面加工 (半)未 解体

ノミ面加工 (全)未解体

ゲンノウ加工 矢穴 (4)

37 未FITIA

未解体

ゲンノウ加工 2分割

ゲンノウ加工

矢穴 (5)

ノミ面加工 (全)未解体

ゲンノウ加エ

■ ノミ面加工 (全 )

未解体

未解体

ノミ面加工 (全)未 解体

未解体

■ ノミ面加工 (部)ゲ ンノウ加工 未解体

ノミ面力H工 (部)ゲ ンノウ加工

ノミ面力HI(部)ゲ ンノウ加工

ノミ面加工 (部)線亥1 未解体

未解体

未解体

ノミ部分加エ

H ノミ面加工 (部)未解体

ノミ部分加エ ゲンノウ加工

ノミ面加工 (部)ゲ ンノウ加工 刻印 (「OJ正 面 )

ノミ面加工 (半 )

ノミ面加工 (半 )未 解体

Ц 未解体

未解体

未解体

未解体

刻く獨〒やヽ

未解体

ゲンノウ加工 未解体

ゲンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (部)未解体

未解体

ノミ面加工 (半)未解体 面加工がある

ゲンノウカロエ 未解仏

未解体

ゲンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (半)未解体

未解体

ノミ面加工 (部)未解体

未解体

未解体

ゲンノウ加工 未解体

H 未解体

未解体

未解体

未解体

未解体

ノミ面加工 (部)未解体

未解体

未解体

肛 未解体

未解体

未解体

未解体
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材
号

石
喬

法量 (cm・ k宮)

カロエ等
紹 横 控え 重量

未解体

線刻 未解体

ノミ面加工 (全)来解林

ノミ面カロエ (0 未解体

ノミ面加工 (半)ゲンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (半)ゲ ンノウ加工 未解体

Ⅱ‐185 ノミ両加工 (半)ゲ ンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (半)ゲ ンノウ加工 矢穴 (2)未解体

ノミ面加工 (半)未 解体

ゲンノウ加工 未解体

未解体

未解体

未解体

ノミ面加工 (部)ゲ ンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (部)未 解体

ゲンノウ加工 未解体

巨‐195 ノミ面加工 (部)未解体

未解体

ゲンノウ加工 未解体

108 ゲンノウ加工 未解体

材
号

石
番

法量 (cm・ k亘
加工等

縦 横 控 え 重 量

ゲンノウ加工

ゲンノウ加工 未解体

ゲンノウ加工 線刻

未解体

未解体

ノミ面加工 (部)未解体

ゲンノウ加工 未解体

ノミ面加工 (部)ゲンノウ加工 未解体

ゲンノウ加工 未解体

ゲンノウ加工 未解体

Ⅱ‐209 未解体

ノミ面加工 (部)ゲ ンノウ加工 未解体

l1211 未解体

ノミ面加I(半)ゲ ンノウ加工 未解林

ノミ面加工 (半)ゲ ンノウ加工 未解休

ノミ面加工 (全)ゲ ンノウ加工 矢穴 (1)未解体

ノミ面加工 (半)未解体

ノミ部分加工 未解体

ノミ面加工 (全)ノ ミ部分加工 未解体

第 24表  Ⅲ期石垣築石計測表

※場所の記載なと

ものは正面

4(3+1)
6(3+3)

A‐ 02‐ 1011

刻印 Dく下面)A02-1014

A‐02‐ 1017

A‐ 02‐ 10725(4+1)
A‐02‐ 1019

亥」印 E(下面)

4(2+2)

亥1印 B(下面)
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石材番弓

法豊 (cm・ 瞳 ) 刻印・刻字 朱書・墨書 矢穴

備 考 石材番号

法量 (cm・ 贖 ) 刻 F口・ 刻字 朱書・ 墨書 矢 穴

備考
横 縦 控 え 重量

К場所の記1載なき ※場所の記碇なき
箇所数 延べ数 機 縦 控え 電量 箇所数 延べ数

亥Itt L(左側面) A‐ 03‐2018 刻E「 G 10(6+4)

A‐ 03100〔 刻字
孫科

(下

刻印 G 6(3+2+
1)

A03‐ 2020 刻印 D

A‐031011
亥ftt B

朱書 Hか (右

側面)

A‐ 03‐ 1013
刻印 B

A‐03‐2024

A‐ 03‐ 1015

A‐03101(

亥Jtt E
A‐032027

A‐ 03‐ 1018 刻E‖ A
A‐03-2028

刻印B(左側面)

A‐ 03‐ 102(
A-03‐2031

A‐ 03‐ 1023
刻印 I(上面)

A‐ 03‐ 1024
A‐03‐ 2034 8(4+4)
A‐03‐ 2035

刻E「 C(下面 )

A‐ 03‐ 1023 亥1印 C(上面 )

A-03‐ 1029
A‐ 03‐2039 4(2■ 2)

卜03‐2040

刻Ftt B

刻印A

に03 卜03‐2043
守
２

∞
■
の

友1印 E(上面)

A‐03‐ 204コ

51

卜03 5(3+2)

刻印B
A‐03‐2048

A‐03‐ 2049

刻F「 A A‐03‐2051

亥可F口 A

A‐03‐ 2054

03‐ 宏1印 D(上面)
A‐ 03‐2056

その他

03‐
た03‐2061

卜03‐2062

亥JF口 A 刻印A 6(2+4)

03‐
た03‐2064 7(4+3)

A‐ 03

亥IF口 E

列印 A A‐032067

亥」印 A

刻印 A 朱書 Hか く下
面)

A‐03‐ 2069

A‐ 03‐ 207( 刻FIJ C

A‐03‐ 1061 朱書Sか (右
側面)

刻印 C

刻r「 B

刻印A

その他 (左 IRl

面 )

刻E「 A

A04‐ 1003

亥JFp c 亥lFp A

3(6+2)
亥lF口 A

刻印 A

A‐03‐ 2003 A04100〔 亥1印 A

刻印 A 3(1+2)
A‐ 03‐2006 A‐ 04‐ 101〕

A‐ 04‐ 1012 7(2+4+
1)

刻F「 A ′ミ面加工有 り

洋03‐2010 刻E「 B
A‐ 04‐ 1014

刻印 A
亥」F「 A

6(1+5)

刻印 A
亥lEl D

A‐032015 43 刻印 D(下 面 ) 8(6+2) 刻印 Dか (下

面)

A‐03‐ 2016 刻印 D 朱僣 U(上 面) 上面に朱点有 り

刻E「 C 5(3+2)
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石材番号
法量 (cm・ kg) 亥1印 亥」字 朱書・墨書 矢 穴

備考 石材番号

法量 (cm・ kR) 亥1印・亥」字 朱書・ 墨督 矢 穴

備 考
横 縦 控 え 重 量

※場所の.E載なき ※場所の記破なき
箇所数 延べ数 横 縦 控 え 室 量

X場所の記破なき ※場所の記載なと
箇所数 延べ数

:Jtt G(左 側面

A‐04‐ 1023 A‐05

亥lF口 A 亥Itt A

A‐04‐ 1025 亥1印 A(下 面)

刻印 A 11(6+5)

A‐ 04‐ 1028

刻F口 A

A‐ 04‐ 1030 亥lE「 G A05‐ 1049

A‐ 04‐ 1031 刻印A 亥1印 B

A-04-1032 亥JEH D

A04‐ 1033 亥JF「 A 8(7+1)
刻印 Cか

A‐04‐ 1035 A‐051054 ノミ面加工有 り

刻 E「 D

その他 (左側
面)

A05‐ 1056

亥!F口 E(下面)

刻E「 A
A‐ 04‐ 1040

A05‐ 2004
亥lE「 C

A05‐ 2005
た04‐ 1042

A‐ 04-1043 刻E,C
A‐ 05‐2007

刻印C(上 面)

亥Jtt A

亥1印 A 6(4■ 2)
A‐ 04‐ 1047

に05‐ 2011
A‐ 04‐ 1048 刻印 C(下面 )

刻字「三十」(右
側面)

A05‐ 2014 え可印 A 2(1+1)
亥Ltt E(上 面)

A‐05‐2016

A‐ 04 053

A‐052019 54

刻印 Aか

亥Utt C A‐05‐ 2021 刻F「 Aか

亥」印 A 2(1+1) 卜05‐ 2023 91
11(4+6
+1)

刻印 C

003 亥1印 A
有

刻印 A

A05‐ 2027

A‐052029

5(3+2)

刻印 A(右側面 )
A‐ 05‐ 2034

A‐ 05‐2035 刻印D 4(3+1)
刻印 A

亥」F口 B
14(6+8) ノミ面加工有 り

A05‐ 2037 8(3+5)
6(4+1+

1)

卜05‐ 1017 A‐05-2039

刻印 A 13(4+8
+6)

3

A‐05‐ 3002 亥1仰 A(上 面)

A‐05‐ 102( 3(1+2)

8(6+2)
2(1+1) 亥」E口 A

A‐051026
A‐05-3009

A‐05-3010
A051028

A‐ 05‐ 1031 刻印A

宏Itt C

A‐05-1033 亥IE口 D 刻印 A 10(6+4)
A‐ 05‐ 1034 刻印C 3(1+2)

刻F口 C 亥」印 C(下面) 3(1+2)
3(2■ 1) 刻印A

A05‐ 1037 75 刻E「 A
A‐05‐3020 亥」印 A

A‐05‐3021 亥」印A

亥JF口 A

A‐05‐ 1040 亥lF口 A 刻印A
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石材番号

法量 (cm・ k宜) 刻印・ 刻字 朱書 塁書 矢穴

備 考 石材番号

法冠 (cm・ k宮 ) 刻F「・刻字 朱書・塁書 矢穴

備 考
横 縦 控 え 重量

※場所の記ldtな き ※場所のiE載なき
箇所数 延べ敷 横 縦 避 え 重 量

※場所の記強なき
ものは正面 箇所数 延べ数

刻F口 A

A‐ 06‐2011 刻E「 D

刻印 A A‐ 06‐2012

A053028 A‐ 06‐2013

A‐ 06‐2014 刻印 B

A05‐ 3030

A05‐ 3031

に05-3032 6(2+4) ノミ面加工有 り

A‐06‐ 2013

刻字「六J

亥lFI B A‐06‐ 2020 亥lF口 C

亥lF口 B

A05‐ 3037

A‐ 05‐3038 6(3+3) 刻印 A

刻F「 A

A05‐ 3040 A‐06‐ 2025 刻I「 A

亥JF口 B

A‐06‐ 2023 亥JF口 B 6(5+1)
亥]印 B 6(3+3)
亥∬F口 A 刻Fll A

亥JF口 B

A‐ 05‐3047 A‐06‐ 2032

A‐ 05‐3048 亥lF口 A 8(5+3)
A‐06‐ 2034

A‐06‐ 2035

刻E「 A

A‐ 05‐3054 A062039

A‐ 05‐3055 A‐06‐ 2040

刻E「 Cか

13(6+7) A07‐ 1001 刻F「 C

A‐ 06‐ 1004 刻印 A 朱書 V(下面 )

ノミ面力H工有り
(旧石材の転用力|

刻印A

に07‐ 1006 刻印 A

A‐07-1007 刻EP Bか

刻FJ A

A071009 刻印 A 6(4+2)
刻印A

亥」F口 A
卜07‐ 1011 7(5+2)

刻印A

6(4+2) 6

刻 EΠ C(背面 ) 朱書 F(下面)

A‐ 06 亥CF口 C 9(4+5)
亥」F口 A

亥Jr口 A
t03 刻印A

亥JF口 A
11(4+6
+1)

43 3(1+2) A07■ 022

洋07‐ 1023 600

亥1印 C

A07‐ 1027

A‐ 07‐ 1028 刻印 D

刻印A に07‐2001

4(1+3)

刻印 C

刻印B

A072006 朱書 A(下面)

4(1+3)

亥!印 A

朱書 Nか
A‐06‐2004 2(1+1) A07‐ 2012

A‐062005 吹1印 A 4(3+1)
刻F口 C 刻印A

刻E「 B

295



石材番号
法量 (cm・ k質) 刻印・刻字 朱書・塁書 矢穴

休考
横 縦 控え 重 挺

※場所の記載なと
箇所数 延べ数

刻印A 8(5+3)
A‐07-2018

A‐07‐ 2020 亥1印 A

A‐ 07‐2025 刻印 ハ

に07-2027 刻印 Dか

A07‐ 2028 宏lF口 Aか

刻印 D 3

刻印 C 有

刻印A

A‐07‐ 2032

A‐ 07‐2033

刻F「 Aか

A07‐ 2035

刻印 A

A‐07-2037

A‐ 07-203〔 9(5+4)
亥lF口 A 8(6+2)

A‐ 08‐ 1002 刻字「六十J

刻字

線亥」C

A03‐ 1007

亥1印 B

9(4+5)
A‐08‐ 1010

卜03‐ 1015 51

亥Itt C

A‐03■ 017

A‐08‐ 1020 亥!印 A 3(1+2)
800

A‐08‐ 1022

A‐ 08‐ 1023

A03‐ 1025

A‐09-1003 57 亥lF口 A

9(5+4)

A‐09‐ 1005 3
6(1+3+

2)

A09‐ 1009 亥」F「 A

900

3(4+4)
0(6+3)

A‐09- 5(2+3)
A‐09-

3(1+2)
8(5+3)

1500 亥1印 A

ノミ面加工有り
9日石材)

0

1500

A‐ 10‐ 1011

石材番号
法量 (cm・ kg) 刻印・ 刻字 朱書 墨書 矢穴

備 考
横 縦 控 え 重量

※場所の記載なき ※場所の記職など
ものは正面 箇所数 延べ数

A‐ 10‐ 1015

刻印 C

刻印 A 7(2+5)
有

A

6(4+2)
クサビ痕 (ク サビ

状敷金取上)

2009

7(3+4) ノミ面加工有 り

600 刻印 D

2014 5(1+4)
亥1字 「天下一」

(右側面)

讐属痕・ノミ面江
工有 り

3

刻印A 朱書 Cか

亥」E口 B

亥Jtt D

ズlE口 A
12(7+4
+1)

A12‐ 1007

3(2+1)

A‐ 12‐ 2004

500

6(5+1)

4(2+2) ノミ面加工有り
(旧石材)

1000 亥IE口 D 3(5+3)
4‐ 1004

5‐ 1003 刻印 A

19(10+9)

A

13(3+5)

900 亥!F口 A
AB‐ 173上 に鑑

痕 ?

B面

石材番 号

法量 (cm・ 瞳 : 刻F「・ 刻字 朱書・墨 書 失ハ

備 考
横 縦 控え 重 量

※jBJITの
記載なき ※場所のiE載なき

筒所数 延べ数

B‐ 02‐ 1001

刻印C

B02‐ 1004

B‐ 02‐ 1006
13(10+2

+1)
7(6+1)

B‐ 02‐ 1008

刻印C
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石材番号

法量 (cm 崚 ) 亥I印・亥」字 朱書・墨書 矢ダく

備考
横 縦 控 え 璽量

※場所の記載なき ※場所の記Itな き
箇所数 延べ数

B‐ 02

012 亥Jtt D

刻印C(右側面)

亥」F口 B

如〕印 D

B‐ 02

B‐ 02‐ 1018 その他 3
8(3+3+

2)

5(3+2)

変JF口 B

B‐02 刻印 B 11(7+4)

竪書 町 J(上面)

刻印 G

B‐02

亥」F口 D

B‐02

6(4+2)
刻E「 B

刻印 E(上面)

B‐02

刻印B

刻印A

B‐02 刻E「 B

B‐02-1039 刻印 B 12(5+5
+2)

亥

`F口

A

B‐ 02‐2001 亥1印 A

亥ほF口 A

3(2+1)

B‐ 02‐2006

亥」印C(左側面)

B‐022009 亥lF口 c(下面)

刻r口 A

B‐ 02‐2011 鉄針痕跡有り

B‐ 02‐2012 7(2■ 5)

B‐022014

3(1■ 2)

朱書 H(下面 )

亥Itt C

亥」E口 A

亥1印 C

刻印B

B‐ 03‐ 1005 亥lF口 B

その他 (マル
フタツ)

B‐ 03‐ 1008 刻E「 A 〕(3+3+
2)

B03

B‐ 03‐ 1011 11(4+3
+3+1)

B‐03‐ 1013

方lF「 A 6(3+3)
刻印 A

亥」印 B 朱書 F(上面)

B‐ 03‐ 1021 刻印 D

B‐ 03‐ 1022 亥」F,A

刻印 D

その他 (下面)

亥Jtt Cか 7(2+5)
刻F口 Dか 15(7+3)
亥1印 B

石材番号

法量 (cm・ k黛) 刻印・刻字 朱書・ 堰書 矢 穴

備考
積 縦 躍 え 重 最 箇所数 延べ数

亥Jtt A

亥!印 A

亥1印 A 6

B‐03 その他

亥1印 G

B‐03 035 亥1印 Aか

刻印 Cか

刻印 B

亥1印 D(右側面)

刻 E口 A

B03 亥JL口 A

亥」E口 A

亥Jtt B 6(2+4)
刻印 A

亥IF口 A

亥!印 B

刻印 B MB 04 1に同じ

亥1印 B

B033001 刻E口 A

亥」r口 c

亥1印 C

B03‐ 3006

B‐ 03‐3008 刻!印 B

刻印 D

亥∬印 B

4(3+1)
刻印 A

B‐ 03‐30 3 宏1印 C

B03‐ 3015 その他 (マル
フタツ)

亥Itt B

刻 E「 A

B‐ 03‐30 刻印 F(上面)

803‐ 3022 刻E「 Aか

亥」印 B(右側面 ) 9(6+3)
刻印 A

7(5+2)
亥」E口 B

B03‐ 3027 その他

亥1印 D

B‐ 03‐3029

亥Jtt Cか

刻印 G

B‐ 03‐3032 刻日IAか

亥Jtt D(上 面 )

B-03‐3034

亥1印 D 6(2+4)
B‐ 03‐ 3037 刻F「 A

刻印 A

刻EF A 朱書 H(下面)

亥1印 D

その他

刻印 A

43

刻印 A

B-04‐ 1006

B‐ 04‐ 1008 亥Itt B
16(6+7
+3)

刻印 A

刻印 A

ノミ面加I有 り

朱書 U(下面)

3 亥Jtt B

鉄錯痕跡有 り

亥」Fp Aか
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石材番号

法量 (cm・ k質) 刻ヒ「・刻字 朱書 墨書 矢 穴

備考
横 縦 控 え 重 盈

※場所の記砒なと ※場所の記載なさ
箇所数 延べ数

B‐04■ 017 亥lF口 C

亥JFtt A

B‐ 04‐ 1020

亥」印 A

B04‐ 1022

刻F口 B

刻 F「 A

B‐ 04‐ 1029 3(1■ 2)

B‐ 04‐ 1034

刻印 A

B‐ 04‐ 1036

亥」Fp c

B‐ 04‐ 1041

B‐ 04‐ 1046

10(5+1
+4)

B04‐ 1052 5(1+4) 鉄錆痕跡有 り

B‐ 04‐ 1054 ノミ面加工有 り

刻Ew A

B‐ 04‐ 1059 刻印 C(背面) 4(3+1)
91

B04‐ 1062

刻r口 B

43

刻印 A 鉄鏡痕跡有り

B‐ 04‐ 1067

3(1+2)

B-04-1071 刻印 D 7(2+3+
2)

B‐ 04‐ 1073 10(4+6)
亥IFp B 4(2■ 2)

亥lF口 C

B‐ 04‐ 1076 8(3+5)

51
(2+5+

1)

B‐ 04‐ 1079

刻印C

刻印 A

B‐ 04‐ 1082 刻印 A

亥lF口 B

宏lF口 A

B‐ 04‐ 1088

100

石材番号

法量 (cm・ k富) 刻印・刻字 朱書 墨書 矢穴

備落
横 縦 控 え 霊是

※場所の記強な営 ※場所の記殻なき
箇所敏 延べ敷

31

B04‐ 1098

4(二 十 3)

亥Jtt A

B‐04 刻E「 B

刻FI B

刻印 C

B-04

B04 刻印 つ 6(2+4)

刻印 A 3(5+1+
2)

鉄錯痕跡有 り

B‐ 04‐2003 刻印 D

9(4+3+
2)

B‐04-2006

(5+ 1) 鉄錆痕跡有 り

B‐ 04‐2009 亥」印 D (4 1)

B‐ 04‐2011

刻F口 A

刻印 C

B‐ 04‐ 2016 刻字「十三J

B‐ 04‐2018

ノミ面力H工有り

亥lFll A

B‐ 04‐2023

亥∬Fp A 4(2+2)
B‐ 04‐2026

刻印 A

鉄飴痕跡有り

B‐ 04‐2031

刻印 B

B‐ 04‐2033

刻印A

B‐ 04‐2038

亥」印 C

B‐ 04‐2041

鉄錆痕跡有 り

刻印A 鉄鎌痕跡有 り

B‐ 04‐2044

B04‐ 2046

亥JF口 A

刻印 C(右側面)

刻印 C

B‐ 04‐2052

亥IF口 B 5(2+3)
刻印 A
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石材番号

法量 (cm・ k質) 刻 F口・ 刻字 朱書・墨著 矢穴

備 考
横 縦 継 え 重景 ものは正面 箇所数 延べ数

刻印 Aか 4(1+二 十
2)

その他、刻印
C(左側面)

B‐ 04‐2057 亥」F口 A

B04‐2059 刻印C

亥IE口 A

亥lF口 A

亥」F口 A

B-04-2063

B‐ 04‐2064

B‐ 04‐2066

その他

刻印A

B‐ 04‐207J

その他

その他 (亥」印 E
を含む)

B‐042075 亥1印 B

刻印 D

B‐ 04‐2077 亥JF口 A

亥

`印

A 3

B‐ 04‐ 2030

鉄錆痕跡有り

B‐ 05‐ 1004

B‐ 05‐ 1006

300 刻印 A

亥」印 C(下面)

B‐05 亥lE「 C

刻印 A

刻印 A

6

ノミ面加工有り

鉄錯痕跡有 り

B05‐ 1022 刻E「 A

B‐ 05‐ 1024 刻字「三」(右
側面)

B‐ 05‐ 1026 朱書 F(上面 )

亥」F口 A

B‐ 05‐ 1028 3
9(4+3+

2)

B‐ 05‐ 1032

友lF口 B

B‐ 05‐ 1038

刻印 A

B‐ 05‐ 1043

3

6(2+4)
B05‐ 1046 刻印 A

亥lF口 C 4(3+1)
亥lE口 A

B‐05 1049 その他 (半 円
形)

4(2+2)

石材番号

法是 (cn・ 瞳 ) 刻印・ 刻字 朱書・ 墨書 矢穴
Jli考

横 縦 控 え 重 畳
X場所の記破なき ※場所の記破なさ

箇所数 延べ数

B‐ 05‐ 1053 亥∬印 B

その他

亥IF口 A

鉄鈴痕跡有り

3(1+2)
亥!印 A

3(1+2)
8‐ 05‐ 1063 刻F口 B

B‐ 05‐ 1065

鉄錯痕跡有 り

線刻有り

B‐ 05‐ 1070 刻印 A

2(1+1)

刻F口 Aか

刻F「 B

B‐ 05‐ 1075

刻F口 Aか

B‐ 05‐ 1077

B‐ 05‐ 1078 刻向IA

B‐ 05‐ 1082 刻E「 A

B‐051085

亥1印 A(左 Itl面 )

B‐ 05‐ 1090

刻印A

3

刻F「 A 3

亥1印 D

91

亥IE口 A

亥1印 C

8(6+2)
ノミ面加工有 り

B‐ 05-2001 刻印 A ノミ面加工有り

刻白IB

刻印 C 5(4+1)
B‐05‐ 2004 200 刻FΠ B

刻 T・

pEか

刻印 A

3(2+1)
刻印 B・ 亥む字
「八J(下面)

刻印 A
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石材番号

法量 (cm・ k寓 ) 刻印・刻字 朱書・ 墨普 矢ダヽ
備考

横 縦 控え 重壁
※ljat所 の記載なき ※場所の記寸∝なき

ものは正面 箇所数 延べ数

亥Jtt F(下面)

B‐ 05‐2022

刻印B

刻印 A

刻印 A 鉄鈴痕跡有 り

刻印 A

B‐ 05‐2029 亥」F口 B

刻rp A

宏1印 C(左側面)

亥」F口 A 鉄錆痕跡有り

その他

B‐ 05‐ 2036 亥」F口 A

刻印 D

その他 (刻 印B
A)

B‐ 05‐ 2042 91 亥∬印C

刻印 A

鉄錯痕跡有り

B‐ 05‐2047 亥lF「 C

7(2+5)

B‐ 05‐2055 40 亥Jtt Cか

亥1ヒ JA

B‐ 05‐ 2057

刻印 B

B‐ 05‐ 2062

B‐ 05‐2065 刻FI B 鉄錯痕跡有り

B‐ 05‐2067 刻印Aか

刻印 Aか

B-05‐ 2070 亥」E口 B

亥lF口 B 3(2+1)

B‐ 05‐2075

亥lF口 A

刻E口 D

B‐ 05‐ 2081

B‐ 05‐2083 7(5+2)

B‐ 05‐2086 刻EH C 5(3+2)
刻印 A 線刻有 り

亥lF口 B

B‐ 05‐2089 (3+ 1)

剣F口 A

B‐ 05‐2092

亥む印 B

B‐ 05‐2005 亥1印 Aか

石材祈号

法量 (cm・ k寓 ) 亥1印・刻字 朱き・墨書 矢六

ll考
横 縦 牲え 重量

※場所の記‖゙なき
ものは正面

※場所の記破なき
ものはに面 箇所数 延べ数

B‐052096 叛1字 「三十J (3+

B‐ 05‐2098 亥1印 C(上面)

亥」F口 A

B‐ 05‐ 2101

亥lE「 D

B‐ 05‐2103

刻FΠ C

B‐ 05‐2105 宏」ヒ「 C 2(1+1)

刻日lAか

刻印A

B052 113

刻印 D

B‐06‐ 1004 43 300

11(7+4)
B‐06‐ 1006

亥Jtt A

40 刻印A

刻印 A

B061013 6(5+1)
B06‐ 1014

B‐ 06■ 016 刻ヒ「 A

B‐061018 亥tF口 C

300 刻印B

B‐061023 400

刻印B

B‐ 06‐ 1026 刻印 C

B‐ 06‐ 103,

ノミ面加工有 り

B-06‐ 1033

亥」E「 A

B‐06‐ 1037‐ 1

5(4+1)
鉄飴痕跡有 り

B‐ 06‐ 1042

B‐ 06‐ 1045

刻印 A

亥1印 B。 □□(右
側面)

刻印B

B‐ 06‐ 1054

刻印 A

亥」F「 B 3

B‐ 06‐ 1057 113 亥1印 D

頻lFJ B 11(8+3)
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石材番号

法量 (cm・ k8) 亥1印・亥」字 朱書・墨書 矢穴

備考
横 縦 控 え 重 写

※ll・所の記破なき ※場所の記慢なき
箇所数 延べ数

亥lF,C

060

4(2+2)

刻ヒΠBか

B‐06

B‐06

B‐06

刻印A

亥lr口 D

B06

082 亥JF口 A

刻Fp A

3(2+1)
友lF口 A

B06‐ 刻印 C

刻印 D

B‐ 06‐

刻印 A

刻印 A

辞

将

ｍ

＋

亥JF口 A

B‐ 06‐2002

亥lF口 A

刻印 Bか

B‐ 06‐2005 400

刻E口 A

5(3+2)

B‐ 06‐20 0 500 線刻有 り

亥lE口 D 6(4+2)
6(2+4)

亥」F口 C

B‐ 00‐ 2018 亥1印 A 4(2+2)

B‐ 06‐ 2021 刻F口 D

刻E「 A

綿∫為 ;

B‐ 06‐ 2031

石材希号

法電 (cm k自 ) 刻印・刻字 朱誉・塁君 矢穴

術 考
標 縦 控 え 重既

※場所の記戴など ※場所のi己載なき
箇所数 延べ数

その他 ( ― )

(下面)

朱書 F(下面)

B06‐ 2035 亥Jtt A

郷F口 Cか (Jこ

面)
鉄錆痕跡有り

その他 (扇形)

B‐ 06‐2038

B‐062043

亥1印 Cか

B‐ 06‐2050

刻Ftt Dか

刻印A

B‐ 06‐2055 亥1印 A 4(2+2)
刻印 A

刻印 A

3(1■ 2)

亥lFtt A

B‐062060

B‐ 06‐2062 107 刻印A

亥

`F口

B

亥]印 B

B‐ 06‐2067

B‐ 06‐2070

B‐ 06‐2071
朱書 G921縦
長格子状 (下

面 )

亥lF口 B

B‐ 06‐2074

B‐062077

亥1〔口A

B‐ 06‐ 2030

亥I白 〕A

B‐ 06‐2032 亥JF口 A

B06‐ 2090

6(3+3)
亥」Ett A

B‐ 06‐ 2095

8(5+3)

刻印A

亥」E口 B

B‐06-2109 108 亥Itt B

刻r口 A

B‐ 06‐ 2106

亥∬印 A

B‐ 07‐ 1001
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石材番号

法重 (cm 敗 ) 亥1印・亥1字 朱書 墨書 矢 穴

術 者
構 縦 控 え 重量

※場所の記載なき ※場所の記破な著
箇所数 延べ数

亥」F口 A

刻印 Dか (6+

B‐ 07‐ 1006 刻印 C

B‐ 07‐ 1003 7(5+2)
450 刻印 B

B‐ 07‐ 1011

亥Jtt A

B‐ 07‐ 1013 刻印 B

亥」字「十六J

亥lF「 B

刻印 A

刻El Aか

46

B-07-1023 亥Jrtt A

4(2+2)
B‐ 07‐ 1028 400

朱ど「石伐」(下

面)
4(3+1)

B‐ 07‐ 1031

5(3+2)
亥tF口 D

亥lF口 B

B‐ 07‐ 1036 亥lFtt C

B‐071099 その他

亥」E口 A

B‐ 07‐ 1041

6(4+2)

B‐ 07‐ 1044

亥lF口 D

B‐ 07‐ 1049 51

亥!F口 B

B‐07

5(4+1)
朱書 V(ヒ 面)

B‐ 07

亥lE「 B

B07‐ 1079

石材番号

法里 (cn,瞳 ) 亥1印・ 刻字 朱書・墨き 矢穴

備考
横 縦 控え 室量

※場所の.E破 なき ※場所の記破なき
箇所数 延べ数

B‐07 (2+ 1)

刻町lD

110 550 ノミ面加工有り

093 6(2+4)

4(3+1)

夕」EH A

刻印 B 9(4+3+
2)

刻印A 4(3+1)
亥JFΠ A

ノミ面加工有 り

B‐ 07‐2002 11(7+4)

亥lE口 A

B07‐2005 刻印 A

亥IF口 A

B‐ 07‐2012

B‐ 07‐20 43

B-07‐ 2022

朱彗 F(上面)

B‐ 07‐2024

その他

B‐ 07‐2027

刻印 Cに B(左
側面)

B‐ 07‐2031

B‐ 07‐2033

亥lF口 B

鉄飴痕跡有 り

B‐ 07‐2038

B‐072041

4(1+3)
B‐ 07‐2043

6(4+2)
B‐ 07‐2046 亥」印 D

焉茨名障ャ:属章
(下面)

4(2+2)
亥lF「 B

8‐ 07‐2054
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石材番号

法員 (cm・ k寓 ) 刻印 刻字 朱書・墨書 矢穴

li考
横 縦 牲 え 重 量

※場所の記載なき
ものは正面

※場所の記戴なき
ものは正面 簡所4x 延べ敷

B‐07‐ 2057 300

刻印 A

3

刻 E「 A

B07‐2064

B‐ 07‐2066

11(4■ 1

+6)

亥Jtt Aか

4(3+1)
5(1+4)

亥lF「 A 9(7+2)
B-07-2073

B07‐ 2074

5(4+1)
刻E口 A (4 7)

B07‐ 2079

3(4+4)
7(4+3)

刻印 A

刻FΠ A
朱書 Iか (左側

面 )

B‐ 07‐ 2087

B‐ 07‐2090

B‐ 07‐2092

刻E「 C

刻印B

鉄飴痕跡有 り

宏」E口 B

200

B07‐ 2102

B‐ 07‐2104 300 その他 (― )(左
側面)

4(3+1)

刻E「 C
15(8+5
+2) 鉄錆痕跡布 り

亥1印 D

B‐ 08‐ 1005

2(1+1)

B03‐ 1008

B‐ 08‐ 1013 500 亥lF口 A

亥1印 Dか

狙印D

刻印 D

刻印 D

亥」F口 A 線亥I有 り

亥1字 「十Jに
点 (下面)

B‐ 08‐ 1025

刻印 A

石材番号

法量 (cm kq) 刻ヒ「・刻字 朱書・堅書 矢穴

備考
検 縦 控 え 重 量

※場所の記覗なき ※場所の記1改なき
箇所敷 延べ数

B08‐ 1027 その他 (亥∬印
Dの 中に )

B‐ 03‐ 1029 400

B‐081031

B‐08-1033 300

刻F‖ D

B‐ 08‐ 1038

B‐ 08‐ 1040

刻E‖ A

刻印 A

刻E「 A

刻印 C

刻 F「 A

B‐ 08‐ 1049 刻印 A

亥」HJ A

亥1印 A

亥1印 A

亥」F口 D

刻FΠ A

B08‐ 1056 50 刻印 D 5(3+2) 鉄錯rIR跡 有 り

亥Itt D 鉄鈴痕跡有り

B08‐ 1059

刻F口 D

B‐ 08-1061 刻印 A

刻印 D

B08‐ 1066

068

450 朱書 F(上面)

4(2+2)

076

B‐08

刻F口 C

刻印 A

鉄錯痕跡有 り

鉄錯/R跡有 り

088

刻EP C

刻印D

B‐ 03‐ 1091

亥Itt C

2(1+1)
B‐081096

7(4+3)

B03‐ 1099

B‐ 08‐ 1102

3 (1+4+
1)

ノミ面加工有 り
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石材番号

法曇 (cn・ k宜) 刻印・刻字 朱占 墨書 矢ダく

備 考
慣 縦 翌 え 重 曇

※場所の記|ltな き X場所の記破なき
箇所数 延べ敷

刻印 A 8

亥lFp B

刻印Dか

8(5+3)
B‐ 09‐ 1009 7(4+3)

刻印D 5(1+4)
5(2+3)
7(4+3)

B‐091013

B‐091015

亥!印 A

8

B‐ 09‐ 1018

刻E「 A 6(3+3)

600 刻印A 刻印 C
(下面)

400 刻LΠ A

B‐ 09‐ 1024 亥lE「 A

600 亥lF「 D

B‐00-1029

B‐ 09‐ 1032

鉄飴痕跡有 り

亥lE「 A 11(6+5)

B‐ 09‐ 1037 亥1印 A

刻日lA

亥Itt B 3(1+2)
亥Jtt A

亥lr口 A

亥]印 Aか

〕(3+1+
5)

113 亥JF「 D

刻F口 Aか

刻印A

刻印A

6(2+4)
B‐ 09‐ 1051 刻印A

亥]印 D

B09‐ 1054

亥JF口 C(上面) 8

刻印 D

3(4+4)
B‐ 09‐ 1059

B‐ 09‐ 1062

B‐ 09‐ 1065 500 ノミ面力H工有 り

B‐ 09‐ 1070

刻印 A

B‐ 09‐ 1076

亥lFll A

亥1印 A

石材番号

法量 (cm 取 ) 刻印・刻字 朱書 塁書 矢穴

備 考
横 縦 控 え 重 量

※場所の記碇なき ※場所の記戴なき
ものは正面 箇所数 延べ数

刻日lAか

亥」E「 A

友」E口 A

その
能 )半

円

B‐09-1086 110

6(5+1)

その他 (左側
面)

朱■,V(左側面) 12(5+7)

B09‐ 1094

B‐ 09‐ 1096 500

刻印 A 2(1+1)
亥∬F口 A 5(1+4)

B‐ 09‐ 2002 亥1印 A

刻印 A

6(3+3)
B‐ 09‐ 2007

亥lF口 C・ 亥lF口 C
(右側面)

B‐ 09‐20

6(1+5)

7(2+5)

B‐ 09‐ 20

刻F「 A

B09‐ 2023

亥!印 B

B09-2026 500 刻印 A

B‐09-2029

B‐ 09‐ 2031

亥JF口 C

7(6+1)
B‐ 09‐2036 亥∬印 C

B‐09-2038 その他 (ヤマ
イチ)(右側面:

5(3+2)

2(1+1)

亥ほ印 B

B‐09-2050 116 6(1+5)
6(2+4)

刻 F口 C

ノミ面加 Ё有り

B09‐ 2056
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石材番号

法量 (cm・ k質 ) 刻印・ 刻字 朱占・塁書 矢穴

備 考
横 組 控 え 電量

※場所の,祀 H伐なき ※場所の記般なき
箇所数 延べ数

刻E「 A

8(5+3)
朱き G(右側面) 6(3+3)

B‐ 09‐ 2063

B‐ 09‐ 2065

116

B‐ 09‐ 2070 ノミ面加工有 り

B‐ 09‐ 2072

刻F「 A

亥1印 D

B‐ 09‐2077

B‐ 09‐2079

刻印 A

刻 F口 A

B09‐ 2086 5(3+2)

刻印 A(上面)

B‐ 09‐2091 700 亥」F口 A 10(6+4)
9(5+2)

刻 F「 D

朱き C(左側面)

B‐ 09‐2096

亥1印 A

80 亥1印 A

亥」印 B

亥1印 A

亥1印 B

B

(1+4+
1)

刻印B 17(4+6
+7)

O06

9(4+5)

B10 亥」印 D

刻F「 A

刻印C

B10‐ 1019

亥」印D

9(4+5)
宏JE口 A

800 亥1印 D

亥」印 A

亥1印 A

刻印A

刻印 A

亥」印 A・ その他
(ノ の字型)

B‐ 10‐ 1031 刻 E「 C

刻印 A

石材番号

法量 (cm・ 敬 ) 刻E「・刻字 朱書・墨書 矢穴

1肺 考
横 縦 控 え 重 量

※場所の記砒なと
箇所数 延べ敏

600

B10‐ 1035 2(1+1)

B-10‐ 1037

刻 F「 A

B-10‐ 1039

亥Ⅲ印D

亥!印 D

B10‐ 1042 刻印 C(背面) 6 ノミ面加工有 り

B‐ 10‐ 1044

B‐ 10‐ 1046

B‐ 101049 亥Itt B

亥1印 D

B‐ 10‐ 1051

刻印 B

B‐ 101053 亥」F口 Aか

6(1+2+
3)

亥」印 A 3(2+6)
B‐ 10‐ 1056

3(2+1)

4(2+2)

B‐ 10‐ 1063 半円形

刻印A 3(3+5)

0‐ 1068 亥1印 A

刻F「 Aか

亥lr口 D

亥1印 D

4(1+3)

0 文字か (下面)

刻E口 Aか

600 亥」E「 A

083

4(1+3)
亥1印 C

6(4+2)
刻印 Aか

O 090 700 亥1印 A

ノミ面カロエ有 り

亥Itt A

0 900

ノミ面加工有 り

098

61

0‐2003 61

13(4+6
+3)

刻F口 A

朱書 J(下面 )

10(7+3)
O‐ 2010

亥!印 A
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石材番号

法量 (cm・ kg) 刻 F「・ 刻字 朱書 堅轡 矢欠

備 考
横 縦 控 え 重量 箇所数 延べ数

B IO‐2013

B‐ 10‐ 2015 4(1+3)

刻印 D

亥Itt A

B‐ 10‐ 2020

B‐ 10‐ 2022

5(2+3)
刻印 A

亥lFμ A

B‐ 10‐ 2027

000

10(5+5)

B‐ 10‐ 2030 刻印Aか

亥Ⅲ印A

刻印 A

0‐ 2035 刻FP A

刻印 D 3(1+2)
亥1ヒ「 A

B 0-2040

8(2+4+
2)

亥Jtt Bか

刻印 A

0‐2049

9(4+5)
B‐ 10‐ 2054 亥」F「 D

刻F口 D

8(3+5)
B‐ 10‐ 2057 刻FΠ A

6(3+3)

B‐ 10‐ 2062

亥lF口 D 4(3+1)

B‐ 10‐ 2067 刻印 A ノミ面力n工有 り

5(4+1)

B‐ 10‐ 2070 朱書 T(下面)
〕(2+5+

1)

3(2+1)

B‐ 10‐ 2073 亥Ⅲ印A・ 亥1字
「ホJ

B 0‐ 2075 鉄錯痕跡有り

5(2+3)

2(1+1)

刻F「 D

6(5+1)
B‐ 10‐ 2083 亥」E「 B

刻印 A

3

B‐ 10‐ 2087

石材番号

法量 (cm 崚 ) 亥」印・ 刻字 朱苦・ 墨香 矢穴

備考
横 縦 控 え 重 堡

※場所の記‖゙なき ※場所の記ltな き
箇所数 延べ数

亥lE「 A

5(2+3)
O‐ 2093

5(2+3)

刻印A

刻印A

B10‐ 2098

亥lF「 A

亥lE「 A 5(4+1)

刻印 C

刻印 C

刻F「 D

11(5+6)

亥1印 A

亥」F口 A

B 500

13(4+6
+3)

7(4+3)

5(1+2+
2)

1025

3(2+1)
3(2+6)

1030 刻印 D

刻印 C

6(5+1)

5(3+2)

1038

4(1+3)

1056

1 1059

亥1印 D

1‐ 1062
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石材番号

法量 (cm 聰 : 刻印・亥E字 朱姜 竪書 矢久

肘考
横 縦 控 え 重 夙

※場所の記破なき ※場所の記般な言
箇所数 延べ数

線刻有り

‐1071 600

4(1+3)

6(3+3)
線刻有 り

600

刻印 D 13(6+
+2)

5

600

刻 F口 A 朱き A(F面 ) 12(6+6)
9(3+6)

刻印 A

B 刻F,C 6(3+3)
6(3+3)

2006

朱書 V(左側面)
12(4+5
+3)

B‐

(3+ 1)

6(1+5)
刻FP A

2012

B 亥1印 D 4(3+1)
宏JF口 B

2015 400

5(4+1)

ノミ面力Π工有 り

ノミ面加工有 り

10(6+4)
2025

刻 E「 D 朱誉 不明 (下
面)

刻印B・ 刻印B
(ド面)

B 亥」印 B

亥JビロA

亥」F口 A 5

2(1+1)
2033

刻F「 c(右側面) 9(5+4)

8(6+2)
B-11‐2038

刻印B

6(3+3)
B

刻印 A

103

刻印C

石材番号

法量 (cm・ k営 : 亥」F口
,亥」字 朱書 墨書

lr考
横 縦 挫 え 重 壁

※場所の記破なき
箇所数 延べ数

刻E「 A

600 刻印 A

刻E「 A

刻印A

1‐ 2057 5(3+2)

1‐ 2062

1‐ 2064 友∬F〕 A

B-11-2068 8(3+3
2)

1‐ 2072

亥1印 D

1‐ 2077

刻F口 E

3(1+2)

12087

1‐ 2092

朱きか (右側
面)

2‐ 1003

2‐ 1006 5(1+4)
刻印C

B 5(4+1)
亥1仰 Aか

9(6+1+
2)

刻印 D

刻印 D

2-1017

亥JE口 A

亥1字 「六十J

刻印 C

55

2‐ 1028 (5+ 5)

B‐ 12-1030

6(5+1)
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石材番号

法量 (cn・ 敗 ) 亥1印 刻l字 朱書・ 翌書 矢穴

備 考
横 縦 控 え 電量

※場所のi已般なき ※場所の記載なき
ものは正面 箇所敷 延べ数

600 針
褐

‐２
＋

1035

刻印 A 6(1+5)
10(5+2
+3)

(2+ 1)

500

7(3+3+
1)

600

B‐ 12‐ 1046

6(5+1)

4(3+1)

刻印 Aか 5(2+3)
宏lF「 B 朱書 C(下面) 12(6+6)

4(1+3)
6(5+1)

9(2+7)

B12‐ 1065 5(4+1)
8(3+3+

2)

B‐ 121071 刻印 F

600

7(3+3
1)

朱書か (下 面)

亥Jtt Aか 朱書 H(下面 )

12(6+6)
2‐ 1085 57

21087

刻印 C

400 6

ノミ面力H工有 り

ノミ面加工有 り

刻F口 B

2‐2004

(1 +6)

6(2+4)

刻印 A 3(2+1)

0(4+2)

石材番号

法量 (cm・ 崚 ) 亥lE「・ 刻字 朱書 堅書 矢穴

備 考
横 縦 挫 え 重景

※場所の記収な毒 来場所の記戴なき
ものは正面 箇所数 延べ数

亥lF口 A 朱占Uか (下

面)

B‐ 12‐ 2018 2(1+1)
3(2+1)

B12‐ 2020

6(5+1)
12(3+9)

亥1印 A 朱書C(右側面)

亥」印 B・ 刻日JB
(下 面)

B‐ 12‐ 2028

B‐ 12‐ 2030 3

113 亥」F口 A

B‐ 12‐ 2032

6(5+1)
刻印A 4(2+2)

2(1+1)

亥」F口 A 10(6+4)

2‐2041

刻日lA 7(4+3)

10(5+5)

2046

刻印 B

2049 その他 (下面) 5(3+2)
600

8(2+6)

刻印 A 僻
眸

刻F口 C

刻印 B 3(5+3)
2059

B‐ 12‐ 2060 その他

B12‐2002

3

6(3+3)
600

12(5+6
+1)

7(2+5)
B‐ 122070

刻印 C (1+2+
6)

亥」F口 D

刻日lA

800

B‐ 22076 6(2+4)

9(8+1)
B‐ 12‐ 2081

亥!印 Aか

B12‐ 2084 9(5+4)

B12‐ 2086
9(4+3+

2)
ノミ面カロエ有り

600

刻印 B

2‐2091 8(3+5)
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石材番号

法屋 (cm・ 聴 : 亥J印 亥1字 朱苦・墨書

I貯 考
模 縦 控 え 重量

※場所の記ばなど X場所の記世なき
箇所数 延べ数

亥1印 B

900

3(2+1)
(5+2+

1)

その他

3‐ 1006 7(2+3+
2)

刻 E「 B(L面 )

3‐ 10 亥lE口 B

B13‐ 1011 5(1+2+
1+1)

8(2+6)
朱書 Aか (左

側面)
ノミ面加工有 り

亥Itt D 朱書 L(左側面)

600 亥lr口 B 4(1+3)
その他

400

3‐ 1018 2(1+1)
4(2+2)

B‐ 13‐ 1020 9(4+3+
2)

500

3‐ 1026

B

3‐ 1029 亥1印 A

3(2+1)

31034

800

3‐ 1036

亥lF口 B

5(4+1)

3‐ 1041

3‐ 1046

3‐ 1049

刻印 A 11(3+4
+4)

13(5+1
+7)

3‐ 1056

3(2+1)
3

刻F口 A

3‐ 106J

B 刻印A 3(2+1)

3‐ 1067 亥JFI】 B

亥Itt B 4(2+2)

石材番号

法ユ (cm・ k宮 : 刻印・刻字 朱書・塁魯 失ゲミ

付考
横 縦 控え 重 量

※場所の こヽ破なき
ものは正面

※場所の記縦なき
節所数 延べ数

朱書 F(F面 )

4(3+1)
朱書 F(下面) 5(4+1)

600

3‐ 1077 3(2+1)

4(3+1)
3(2+1+

5)

3(2+3+
1+1+1)

600 刻印B 朱書 B(下 面)

刻印B 7(1+4+
二十 1)

刻F口 Aか

刻印 C・ 亥!印 C
(背面)

8(4+4)

B‐ 13‐ 1088 9(1+6+
2)

53

B‐ 13-1091 朱書 不明 (右

側面)

500

31093 9(7+2)

刻印 B

刻印B

8(3+5)

B‐ 141004 朱書 C,C(下
面 )

刻印 B

刻Ett A

7(2+5)

3
7(4+1+

2)

6(3+3)
300 ノミ面加工有 り

4‐ 1011 4(2+2)

刻印 C

刻印B

B‐ 14‐ 1018 亥IE口 A 10(5+3
+2)

刻印B

500 2(1+1)

11(8+3)

亥IE口 A 朱台B(左側面) 9(8+1)
4‐ 1025 朱普 A(下 面) 10(5+5)

7(2+5)
6(4+2)
9(5+4)

3(1+2)

亥1印 A 10(2+2
+6)

朱書 Kか (十
面 )

4‐ 1037 刻印 A

B‐ 14‐ 1039 亥lF口 D 朱誉 Gか
面)

2(1+1)

刻EII A

5(3+2)
刻印 Aか

4‐ 1043 55

刻印A

亥Jtt D 6(4+2)
8(5+3)

4‐ 1049 2(1+1)

309



石材番号

法量 (cm kゴ 亥∬印 亥1字 朱書・墨占 売穴

備考
横 縦 挫 え 重昆

※場所の記破なき
箇所数 延べ数

8(3+3+
1+1)

8(5+3)
4‐ 1052 500 3(2+1)

5(2+2+
1)

500

7(6+1)
6(4+2)

亥IF口 Cか 9(8+1)
4‐ 1060 600

刻印 A

5(4+1)
7(1+2+
2+2)

5(2+3)

朱書 F(下面)

12(6+6)

朱書B(下面)

4(1+3)
朱書 Uか く下

面)

亥II・
pB

B141076

B141077 13(4+4
+3+2)
4(1+3)
7(4+3)

刻印 B 8(4+4)
(2+ 7)

3

084 朱書 V(上 面) ノミ面加工有り

3(二 十 2)

7(5+2)
7(5+2)

7(4+3)

300 刻E「 A

刻印 A

2001 その他 (T字 型)

亥」F「 A

B‐ 14‐ 2003 3(5+2+
1)

刻白ID

3(4+4)
51 600 朱書 B(右側面 )

6(5+1)

4‐2016

6(4+2)
12(7+5)

4‐ 2019

その他 (扇形 ) 朱書 U(下 面) 4(2+2)
朱書 R(ド面)

6(1+5)
朱書 F(下面)

刻印 D

12(2+l
+9)

42026

宏1印 A 3(1+2)

石材番号

法重 (cm・ 贖 ; 亥」印・ 亥」字 朱書・ 墨書 矢グヽ
備 考

横 縦 控え 菫量
※場所の記ltな き ※場所の記載なと

簡所敷 延べ数

‐2029

5(1+4)
‐203J

亥lF口 A

亥lF口 D 朱書 G(右側面)

刻印A

亥lF‖ A

500 4(2+2)
3

4‐ 2044

B 4‐2046 400 17(5+3
+9)

刻印 Aか

4(2+2)

4‐2051 3(1+2)
刻E「 A

刻印A

6(3+3)

2055 11(4+4
+3)

亥lFp A

2059 5(1+4)

3(1+2)
その他 (T字 型 ) 5(1+4)

刻印 Aか 12(3+9)

朱書 不明

5(3+2)

亥」ι口A 朱書 K(上 面) 10(5+5)

3(1+3)
その他 (A)

刻印 A

6(1+5)

5(4+1)
600

刻E「 A 8(4+4)
ノミ面カロ正有り

5(1+4)
8(2+6)

600

刻印 B 朱書 C(上面 )
9(6+1+

2)

ノミ面加工有 り

4-2089

8(2+6)
4‐ 2092

亥IFp A

B‐ 14‐ 2094 13(7+2
+1+3)

B‐ 14‐ 2095 67
15(3+7
+5)

刻印 A

7(1+6)
亥lF]B

刻印 A 朱き B(右側面)

61

5(3+2)

310



|

石材番号

法量 (cm k寓 ) 亥」印・亥!字 朱書・墨書 矢 六

lTf考
積 縦 控 え 重員

※場所のi己 ,曖なき
ものは正面

※場所の.L載なき
箇所数 延べ数

刻L「 A 9(4+5)
4(2+2)

113

4(2+2)
10(4+6)

6(5+1)
6(3+3)

5(2+3)

5‐ 1023 11(1+6
+4)

亥1印 B

その他 (∧ ) 5(1+4)
亥lF口 A

5-1031 刻EF A

51034

9(4+5)

51039

刻印 A

ノミ面加工有 り

6(2+4)
刻F口 A 鉄錯痕跡有り

9(5+4)

刻印C

刻印 D 4(2+2)
11(3+6
+2)

5‐ 1055 ノミ面加工有 り

刻印 C 4(3+1)

亥∬E口 A 18(6+5
+7)

亥JE口 A

その他

亥」E「 A

5‐ 106J 9(5+4)
700

8(4+4)
600

B‐ 15‐ 1066 朱昔Jか (下面)
＋

，ヽ

)(2+5+
2)

朱書 U(下 面)

朱書 A(上 面)

9(5+4)

B-15-1072 24(7+8
+9)

亥1印 Cか

5‐ 1077

刻印 A

5‐ 1080

亥lF口 A 9(3+6)
亥lFtt A

5‐ 1083 亥JF口 D D

3(2+1)

石材番号

法量 (cm・ kЯ) 刻印・刻字 朱き ,墨書 矢穴

備考
横 縦 控 え 重 電

※場所の記載なと ※場所の記載なき
箇所敷 延べ数

800 刻F口 B 9(6+3)

刻印 B

刻印 B(上面)

091

8 その他 (扇形 )

B151093 亥JF口 A 7(1+3+
3)

刻F口 A

刻印 D 4(3+1)

12(3+9)
5‐2006

亥JF口 C

亥Jヒ |〕 C 5(4+1)
刻印 A

刻印B(右側面:

刻F「 A

5-2015

3(1+2)
2(1+1)

刻印 A

5‐2020 3(2+1)
500 刻F「 B

4(1+3)
16(3+2
+3+3)

亥1町JA 6

5‐2026 刻印C

5‐2028

500 3(1+2)
亥IF口 A

亥JF口 A

14(7+5
+2)

5‐2033 15(5+5
+5)

刻印 A 5(1+4)
5‐2035 (5+

700

5(2+3)
朱書 C(右側面)

B‐ 15‐ 2039 9(1+5+
3)

刻ビ「 A

刻印 C 8(6+2)

刻字「十六」

刻E「 A

刻印 A 10(6+4)
亥1印 D

刻印A 11(7+4)

刻印 A 3(4+4)
刻印 A

亥lE「 C

刻印 D 8(2+6)
朱書 U(上 面)

刻印 D 朱書C(右側面: 9(2+7)
7(3+4)
3(4+4)

刻F「 C 朱書 B(下面 )

5-2062 亥1印 A

B 4(3+1)
刻印 C

5-2065

10(6+2
+2)
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石材番号

法蛋 (cm・ 瞳 ) 亥!印  亥1● 朱書・塁書 矢ダヽ

研

"考
横 組 控 え 重侯

※場所の「こ破なき ※場所の,せ砒なき
樹所数 延べ数

5‐2068

16く5+7
+4)

(2+2+
5)

5‐2074 亥ほF口 A

11(2+9)
5(1+4)

5‐2079

刻 F口 C

B 6

5‐2084 100

刻印 C

5‐2089 700 夕1印 A

5‐2092 刻F「 A 9(5+4)
8(2+6)

5(2+3)
002 10(2+8)

5(3+1+
1)

6(5+1)
刻印 C 10(5+5)

4(1+1+
2)

6‐

2(1+1)
600

11(4+7)
亥」Fp D 9(8+1)

刻印 B

123 600 4(2+2)
9(3+2+
3+1)

3(二 十 2)

600 亥む印 D 13(4+6
+3)

10(1+6
+3)

16(7+4
+5)

亥lr口 Aか

亥JF口 C 6(4+2)
5(二 十 4)

B16‐ 1026 刻FJ B

9(3+6)
宏lF口 A

5(2+3)

B‐ 16‐ 1032 10(5+5)
亥1印 A

B‐ 16‐ 1034 600

7(3+4)
亥IrJ D

B‐ 16‐ 1037

刻 F「 C

刻自]A 3(6+2)
B‐ 16‐ 1040

亥ほ印 D 9(5+4)

B‐ 16‐ 1043 刻 F口 A

亥Ir「 A 3(2+1)
B‐ 16‐ 1046 +6)

11(5+6)

石材番号

法量 (cm k真 ) 亥」日
' 

刻字 朱書 聖書 矢グヽ

備考
横 縦 控 え 重量

※場所の記賊なき ※lipt所 の記破なき
箇所敷 延べ数

刻r「 D

亥HF「 C

5(2+2+
1)

B‐ 16‐ 1053 朱苦 U(下 面) 9(7+2)
亥lE「 B 朱書 U

800

亥lF「 C

B‐ 16‐ 1060 600 /xltt A

亥!F口 B 11(4+7)
10(7+3)

B‐ 161065 7(6+1)
刻字「

「 八」(下
面)

朱苦 不明 6(3+3)

刻 F口 D

B‐ 16‐ 1068 6(3+3)
7(2+5)

刻印 B

刻印 Aか

亥JF「 D 7(3+4)

刻F「 B

7(5+1+
1)

刻印 A 12(3+2
+7)

刻F口 A

6 8(5+3)
刻印B

(3+ 4)

亥JF口 C 朱書 D(左側面) 6(2+4)
10(1+9)

刻印 B 13(6+7)

刻印A

B 090 900

刻F口 A 12(9+3) 鉄錆痕跡有 り

亥1印 C 鉄針痕跡有り

8(6+2) 鉄錯痕跡有り

刻印A

6‐ 2002 7(5+2)

亥」印 A

6‐2007 刻FP Aか

6‐2009 500 亥!字「六J
朱書郡

(ド

5(5+1)

8(6+2)
6(4+2)

B‐ 16‐ 2015 500 6(2+2+
2)

刻印 D 9(6+3)

6‐ 2019 刻印A

9(5+4)
刻印 A

11(4■ 2
+5)

8(2+5+
1)

刻ER A

6(3+3)
刻F「 A

B-16‐ 2027 48

4(3+1)
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石材番号

法量 (cm・ k富) 刻印・刻字 朱書・塁書 矢穴

ll老
頼 縦 控 え 章景

※場所の記 賊なき ※場所の記載など
箇所敷 延べ数

4(1+3)
12(3+9)

刻字「十一J(
面 )

(1 1)

7(4+3)

亥lE「 B

B‐ 16‐ 2037

B‐ 16‐ 2039 亥JttI A

B‐ 16‐ 2041 朱普鳥品
か(上

4(2+2)

B16‐ 2045 13(6+7)
6(4+2)
4(1+3)

B‐ 162048

B‐ 16‐ 2050 亥」F「 D

2(1+1)
友JF口 C

B16‐ 2053

7(3+4)
(3+ 1)

10(4+6)

B‐ 16‐ 2058

刻印A

B‐ 16‐ 2060

刻E「 A 10(5+5)
8(6■ 2)

亥∬F口 A

刻印 D

B‐ 16‐ 2065 刻印 B

7(2+5)
B16‐ 2068 14(7+7)

刻印B 朱ど B(上面) 辟
掏

‐０

十

B16‐ 2073
10(1+8

十 二)

11(5+4
+2)

亥1印 C

2076

亥」印A

3

B‐ 162081

刻印 C

B‐ 16‐ 2034 (4 1)

亥lF口 B

B‐ 16‐ 2087 亥lF「 A

900 10(7+3)

1001

1003

137 亥lLI A 8(4■ 4)

B‐ 17‐ 1005 その他 (刻 印
D】犬)

10(2+2
+4)

7‐ 1007 刻F,A 12(6+6)

亥1印 A・ 刻印 A
(背面)

6(4+2)

4(3+1)
12(4+8)

7(1+6)

刻印 A
10(6+2
+2)

B17‐ 1015 宏lF「 D

石材番号

法量 (cm・ 敗 ) 刻印・ 刻字 朱 き・ 墨書 矢穴

,I苛考
頼 縦 控 え 工曼

※場所の記破なき
箇所数 延べ数

7(3十 二十
3)

300
19(7+8
+2+2)
6(3+3)

刻F口 A

11(6+5)

8(2+4+
2)

9(2+7)
6(2+4)

B 5(2+3)

1031 刻FI B

朱ぞヽ A(下 面) 7(3+4)
3(2+1)

6(2+4)

500 朱書 Fか (右

側面)

5(3+2)
6と 刻印 A

朱書 B(下面)

刻印 D 12(3+7
■ 2)

朱書 不明 (右

側面)

B‐ 17-1046 亥JF口 C 10(5+5)

刻F口 A 3(二 十 2)

6(2+6)

B17‐ 1050 辞
セ

‐４

＋

500

8(3+5)

700 11(8+3)

B17‐ 1057 その他

刻 E口 Aか

600 刻印 C

IIOO
〕(5+3+

1)

8(3+5)
刻 E「 C・ C C

亥lF口 A

300 亥」印 C

制
晒
と評

冷艦締銑箸
「六J(ド面)

13(5+4
+4)

ノミ面力Π工有り

B17‐ 1071

亥」F「 B

6(4+2)

900 その他 (下面) 10(3+2)

7‐ 1079 10(1+9)
9(3+6)

亥1印 A

3(1+2)

900
●
＋
っ

‐３
ヽ
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石材番号

法量 (cm k寅 ) 宏1印・ 刻字 朱書・長譜 矢穴

備考
横 縦 挫 え 重量

※場所の記破なと ※場所の記載など
箇所数 延べ数

B‐ 17‐ 1086

10(3+7)

B‐ 18‐ 1002 刻印 A(背 面) 6(5+1)

1600 刻F,Aか

B‐ 18‐ 1005 刻印 A

亥lF口 B

刻F口 A 11(2+7
+2)

亥lE「 A 7(4+3)

刻 F口 A 19(7+7
+5)

その他
8(5+1+

2)

印
印］蜘帥

姫
借

8(3+4+
1)

刻印 A 14(9+5)
6(5+1)

B‐ 181016 亥lFP B

8(6+2)
B‐ 131018

110

B‐ 13‐ 1023

900

6(5+1)
5(3+2)

B13-1027 5(1+2+
2)

刻F“ A・ A 11(3+8)

B‐ 13-1031 75

11(4+4
+3)

6(5十 二)

その他

朱書 Aか (左

側面)

Ｑ
ω

亥lFp A

800 亥1字 「十八J

B‐ 18‐ 1039 5(2+3)

113

亥」印A

6(3+3)
B‐ 18‐ 1044 9(4+5)

朱書 A(下 面)

800 刻F「 C

8(5+3)
亥1印 A

3(1+2)

700 叶
褐

‐４
＋

13(4+3
+1+5)
16(3+4
+9)

12(7+5)

刻印 B。 その他

8-1060

10(6+4)
B‐ 18-1063 3

亥1印 B 19(9+
10)

8(6+2) ノミ面加工有 り

3-1067

800 5(3+2)

石材番号

法畳 (cm 岐 ) 刻印・刻字 朱書・塁書 矢穴

備考
横 縦 控 え 重畳

×場所の記lRな き ※場所の,こ破など
簡所数 延べ数

6(4+1+
1)

5 鉄錆痕跡有 り

14(5+2
+7)

亥Jtt D

15(7+1
+7)

刻印 A 5(2+3)
700 朱書 U(下 面)

朱書 U(下面)

亥JE「 A

081

13(3+8
+2)

2002 61

3

11(2+4
+3+2)

8‐2005

I(1+6)

亥」Ell A

10(3+6
+1)

9(2+2+
4+1)

朱書 A(下 面) 5(1+4)
8‐ 2014

18(5+4
+9)

刻r「 D 7(4+3)
刻印 A 8(7+1)

亥!印 A

12(7+5)
17(7+

10)

B‐ 18‐ 2023 6(3+3)

6(1+5)
5(2+3)
8(2+6)

B‐ 18‐ 2028

5(1+4)
B‐ 18‐ 2030 500

6(2+4)
刻Ett Aか

B‐ 18‐ 2033

刻E「 A 9(6+3)
B18‐2035

5(4+1)

B18‐ 2038

B13‐ 2039 奔豪ぷ
・
(差局

面 )

刻印 C

刻印 B,その他
(亥4E口 B l・ B)

刻印C 11(1+
10)

B‐ 18‐ 2046 17(5+6
+4+2)

亥1印 A 14(9+5)
B‐ 18‐ 2048 10(2+8)

5(3+2)

亥1印 D

B-18‐ 2053 700 亥IEtt D

9(5+4)
2(1+1)

314



石材番号

法量 (cn・ k直 刻F「・刻字 朱書・ 墨書 矢穴

備 考
横 縦 控え 重量

※場所の記載なき ※場所の記破なき
簡所数 延べ数

8‐ 2057

10(5+5)

亥lF口 A

33004 600 3

亥IF口 A

8‐3006

6(3+3)

亥1印 B
朱書C(右側
面)・ 朱書 U(2

1rd)(上 面)

8(4+4)

刻E「 A
Ｑ
十
０

‐４
十

刻F「 A

11(1+瑠
+6)

刻印 A

49 刻印 A

十
う

8(3+4+
1)

刻印 A 3(1+2)

20(4+9
+7) 線亥」石 り

亥」F口 Aか 6(1+5)
8(2+6)

B‐ 13‐ 3022 10(6+4)
13(2+9
+2)

刻印D 13(7+6)
B‐ 18‐ 3025

8(4+4)

B‐ 18‐ 3027 3
7(5+1+

1)

3(1+2)
亥lF口 D 朱書 B(下面)

亥lER A 11(5+6)
B‐ 18‐ 3031

B-18‐3033 刻印 A

B‐ 18‐ 3034 亥」F口 D

刻印Aか 11(5+6)
B‐ 18‐ 3036 9(8+1)

B-18‐3038

B‐ 18‐ 3039 亥∬印 Aか 6(2+4)

朱書 E(左側面)
9(5+3+

1)

刻印 C

亥Itt B・ 亥」印B
(下面)

600

17(5+8
+3+1)

刻印 D 朱壽 U(右側面)

B‐ 18‐ 3049 800 14(9+5) ノミ面加工有り

7(2+2+
3)

B-18‐ 3052

700 刻印 A

亥JF口 B

B‐ 18‐ 3055 5(2+3)

ノミ面加工有 り

8(4+4)
刻印 B 6

刻F「 B

7(5+2)

800

12(3+4)
刻F口 C

8‐3069 ノミ面加工有 り

百材番号

法量 (cm・ k黛) 刻F「・ 刻字 宋書・竪書 矢穴

備考
摂 縦 控え 電見

※場所の.E載なき
箇所数 延べ数

19(3+6
+10)

16く9+2
+5)

B-18-3073 6(4+2)
7(6十 二) 鉄銘痕跡有 り

刻E「 A(上 面)

刻印 A

B‐ 19‐ 1005 亥Jtt B(上 面)

亥」F口 B

B-19‐ 1007 7(1+6)
B19‐ 1008 1200 9(4+5)

刻日IA (9+ 7)

12(6+6) 鉄rff痕 跡有り

B191012 その他

9(6+3)
10(7+2
+1)

7(4+3)
亥」印Aか 13(7+6)

刻印 Aか・亥1

印 A(左側面)
11(4+7)

6(3+3)

6(4+2)
73

11(5+3
+3)

800 8(6+2)
刻印 D 5(2+3)

亥」E口 A 鉄鉛痕跡有 り

亥!印 C,C
7(2+5)

7(2+5)
8く4+2+

2)

0(5+4)
B‐ 20‐ ノミ面加工有 り

1100

2(1+1)
刻印A

刻印A

亥」ヒ「 B

1000

020 刻F口 B

亥1印 A

7(4+3)
B‐ 20

12(5+7)
3(2+2+

4)

026

8(1+7)

亥lF口 A 6(1+5)

700 刻F口 A

4(2+2)
B‐ 20 5

700 亥lE口 A

刻印 D 11(7+4) 線刻有り

039

900 亥1印 C

(2+ 4)

9(1+3+
5)
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石材番弓

法量 (cm kg) 亥1印 亥1字 朱書・ 墨借 矢 穴

lm考

横 縦 確 え 重電
X場所のF百度なと ※場所の記載な営 箇所数 延べ数

朱書 不明 (下

面)

700 ノミ面加工有り

B‐20-1048 14(6+8)

B‐ 20‐ 1049

刻印A

B‐ 20‐ 1051 133 19(10+9)

8(3+5) 鉄錆痕跡有 り

B20‐ 1053

3(2+1)

亥!印 D 8(5+2+
1)

B‐ 20-1056
12(5+5
+2)

疾1印 C 朱苫 D(下 面) 16(11+5)

1000 11(5+6)

B‐ 20‐ 1059 11(4+7)

1000
11(4+2
+5) ノミ面加工有り

鉄鈴痕跡有り

11(4+7)

B‐ 20‐ 1063 亥1印 C

刻印D 6(5+1)
B‐ 20-1065 5(3+2)
B‐ 20‐ 1066 6(4+2)

朱書 不明 (上
面)

13(11+2) ノミ面加工有 り

B‐ 20

ノミ面力H工有 り

072 8(3+5)

8‐ 20‐
0(5+3+

1)

鉄錆痕跡有 り、
ノミ面加工有 り

820‐ 1076 6

刻印 D

B‐ 20‐ 1078 刻日IB

B‐ 20‐ 1079 11(5+6)

刻印C

B‐ 20‐ 1081 亥lF口 A

亥」E口 Dか

亥lF口 B 13(10+3)

B21-1002

亥」印 B 5(3+2) ノミ面加工有 り

B‐ 21‐ 1004

B‐ 21‐ 1005 亥1字 「八九」
か (下面)

B‐ 21‐ 1006
15(10+4

+1)
9(2+7, ノミ面加工有 り

800
5(2+1+

2)

90
19(6+4
+5+4)

B-21‐ 1013

朱書「御用石」
(下面)

61

B-21-1016 刻印 D

1000

12(5+7)

B‐ 21‐ 1019

刻F「 D 6

B-21‐ 1024

800

5(3+2) ノミ面加工有 り

B‐ 21‐ 1027 4(2+2)
11(6+5)

ノミ面加工有 り

B‐ 21‐ 1030 123

刻印 Dか

B‐ 21‐ 1034 0(5+4)

石材番号

法壁 (cm・ k富 ) 刻仰 亥!字 朱!|・ 墾書 矢穴

備考
横 縦 控え 重 m ※場所の記載なき ※場所の記砒なき

箇所敷 延べ数

B21‐ 1036 刻印 A

刻印 Aか

4(3+1)

得声1行詭為
チ 13(6+7)

B‐ 21‐ 1042

刻印C

27(8+10
+9)

3(3+5)
9(2+6+

1)

B‐21-1049
8(2+2+

4)

亥Jtt A 朱書 A(右側面 ) 8(7+1)

6(4+1+
1)

刻r口 Dか 3

亥lF口 D 18(6+6
+6)

B‐ 21‐ 1056 鉄錆痕跡有り

3

B‐ 2 亥!印 A

宏1印 A 17(8+9)

060 300 亥lF「 B・ C・ 亥1

印 C(右側面)

刻E「 D

6

1064 鉄鈴痕跡有 り

8(5+3)
10(3+7) 線刻有り

1000

B‐ 21‐ 1069 700

73 亥1印 A 10 (9キ 1) 欽錆痕跡有 り

刻印 A

9(3+6)

朱書U(ヽ 面)

5(3+2)

1078 報梢
朱
め 鉄鋪rlt跡 有り

十

＞

8(4+4)

B‐ 22‐ 1001 鉄鉛痕跡有 り

6(4+2)

8‐ 22‐ 1003

10(4+6)

B‐ 22‐ 1006 朱彗A(左側面) 12(6+6)

刻印 C

15(7+6
十 二十 1)

B‐ 22‐ 1012 亥]印 A 5

1200

B‐ 22‐ 1014

4(2+2)
3(2+1)

その他 3

B‐ 22‐ 1018 800 刻印 Aか

未きA(下 面) 14(6+8)

B‐ 22‐ 1020 刻F口 D

亥EFp D
13(7+5
+1)

亥lF口 A 7(3+4)
亥1印 A

20(9+
11)

B22‐ 1025 561 108

1026 900 8
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石材番号

法量 (cm 贖 ) 亥」印・亥」字 朱書・墨書 矢穴

備考
横 縦 控 え 重 畳

※場所の記破なき ※場所のiE曖なき
箇所敷 延べ数

4(3+1)
14(7+7)

亥∬F口 A

亥」F口 A

亥lFp A

亥」F口 C・ C(■
面)亥 lE「 B・ c
C(下面)

13(3+5)

刻F「 D

亥!印 C(右側面)

15(7+3)

刻印A 鉄錯痕跡有 り

亥1印 A 9(7+2)
亥」F口 D 5(2+3) 線刻有 り

3(1+2)
14(6+8) ノミ面加工有 り

鉄錆猿跡有 り

B-22-1046

8‐ 22‐ 1047

8(5+3) 線刻有 り、ノミ
面加工有 り

5(3+2)
B‐ 22‐ 1050 300

亥1と口C

B‐ 22‐ 1053 鉄錯痕跡有 り

刻印A 13(6+5
+2)

朱督キ 不明 (上

面)

刻印 A

B‐22-1057 亥lF口 A 綴亥」有 り

13(6+7)

B‐ 22‐ 1059 9く5+2+
2)

7(4+3)
B‐ 22‐ 1071

67
13(7+1
+3+2)

B‐ 23‐ 1003

刻印 A 鉄錆疲跡有り

亥lE「 A 9(7■ 2) 鉄鉛痕跡有 り

B‐ 23‐ 1006 12(5+7)
12(7+5)
0(3j3+

1100 亥J「口B 12(8+4)

B‐23 10(6+4)

刻印 C

8(4+4)

B‐ 23 亥1印 A

B‐ 24

刻ヒ「 A

B‐ 24‐2003

5(2+3)
16(3+2
+6)

11印 B、 その他・
:む字「六十」(下

面)

5(4+1) 鉄飴痕跡有り

刻印A 10(3+7)
9(6+3)

1000 亥lr口 D 7(5+2)
刻印 A

石材番号

法i4(cm・ k宮) 刻印・刻字 朱書・星書 矢穴

備 考
横 縦 控え 五電

※場所の

'こ

破なき
ものは正面

※場所の記載なき
ものは正面 箇所数 延べ数

3(2+1)
亥JFp D

4(2+2) 鉄鈴痕跡有り

B‐ 24‐2018

6(3+3)
1000 10(4+6)

12(1+6
+5) 鉄鈴痕跡有り

12(6+4
■ 2)

1000 鉄錆痕跡有り、
ノミ面加工有り

14(6+8)
B24‐ 2025 刻印A 12(8+4)

亥lF口 B 3
15(7+2
+6)

7(1+6)
B‐ 24‐2028 17(9+8)

ノミ面加工有 り

鉄舗痕跡有り

B‐ 24-2031

鉄錆痕跡有り

刻 F「 F・ 亥lE口 D
(右側面 )

略鵠亨
6(5+1)

8‐ 24‐2040 10(7+3)
17(9+8)

鉄錆痕跡有り

10(5+5)
ノミ面加工有 り

斜
彬

２‐
＋

鉄鉗痕跡有り、
ノミ面加工有り

刻E,A

B‐ 24‐2059 刻E「 D 朱書 U 7(1+6) 鉄館痕跡有 り

C面

石材番号

法景 (cm 唯 ) 刻E「・刻字 朱書・墨碧 矢穴

備考
横 縦 控 え 重量

※場所の記破なき k場所の記1改なき
箇所数 延べ数

C‐ 04‐ 1001

ノミ面力Π工有 り

C‐ 04‐ 1003 刻F「 A

C‐ 04‐ 1005 17(9+6
+2)

C‐ 04‐ 1006

そ
鞘ィ禦甲

C

C‐ 04‐ 1009

C‐ 04‐2001 5(3+2)

C‐ 04‐2003 3(2+1)

C‐ 04‐ 2006

5(2+3)
C‐ 04‐ 2003 刻印 G

C‐ 04‐ 2009 亥1印 Cか

li(6+5)

105‐ 1004

刻印 A・ Aか

刻日ID

亥」印 A

'‐

05‐ 2001 刻印B

(4+1+
1)

C‐ 05‐ 2003

C‐ 05-2004

C‐ 05‐2005

6(2+4) ノミ面加工有り
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石材番号

法量 (cm・ 岐 ) 刻印・刻字 朱書・塁書 矢穴

備考 石材番号
法量 (cm 贖 ) 刻印・刻字 朱書・堅書 矢ダヽ

備考
横 縦 控 え 重量

※場所の記設なき ※場所の記載など
箇所数 延べ数 積 縦 控 え 重量 ものは正面 ものはiE面 箇所数 延べ数

C‐ 05‐ 2008 2‐2002

C‐ 05‐2009

6(3+3) 2‐2004 刻印 D

C‐ 06‐ 1002 宏lFtt A 線刻有 り

C 2-2006
8(3+3+

2)
ノミ面加工有 り

刻印 Aか 10(5+5)

刻印A
C‐ 13‐ 1003 刻印 A 16(7+9)

C‐ 06‐ 1007

その他 (マル
フタツか)

C‐ 13‐ 1004 刻印 A(下面)

亥JE「 A 4(1+3)

亥」F口 A 5(2+3) C 5(3+2)

C‐ 06‐2003 300 900 19(10+9)

亥lF口 A 4‐ 1002

刻F「 B その他 (扇形)

刻印 C
朱書 不明 (左

側面)
12(H+1)

C‐ 06‐ 2007 刻印 A

C‐ 06‐ 2003 300 朱書 E(上面)

C‐ 07‐ 1001 11(8+3)
C‐ 07‐ 1002 刻印D 5(1+4)

C‐ 07‐ 1004 700 亥1印 A

刻 F「 Dか ノミ面加工有 り

刻印A 22(5+7
+10)

ε‐07‐ 2001
700

ε‐07‐ 2003 亥Jtt D 5‐ 1003

5‐ 1004

(3+ 1)
険錯痕跡有り、ノ

ミ面加工有り
C‐ 07‐ 2006 400

亥」F口 A 800

C‐ 03‐ 1002 4(3+1)
500 3(2+1) 8(3+5)

8(4+2+
2)

C‐ 16‐ 1004 失飾痕跡有り、ノ
ミ面加工有り

亥」E口 B 5(2+3)

亥〔E口 C C‐ 16‐ 2004 刻印 B

刻印 D 6(4+2)
亥lF口 A 3

400 刻印 Dか C‐ 17-1001 刻F「 B 8(6+2)

C‐ 17‐ 1002 S(2+5+
1)

C‐ 09‐2001

刻印 Aか
C‐ 17‐ 1004 亥」E口 C 鉄錆痕跡有 り

C‐ 09‐ 2003 8(4+4) 鉄錆痕跡有り
C‐ 09‐ 2004 300 ノミ面加工石 り

C‐ 18‐ 1002 頻1印 Aか

郷
脚

印A
C‐ 10‐ 1001

10(6+4)
刻印 F 線刻有り、ノミ面

加工有り

C‐ 10‐ 1004 朱書 U(右側面)

鉄鉛痕跡有 り

鉄鮪痕跡有 り
刻F「 A

C‐ 10‐ 1006
刻F口 A 鉄錯痕跡有り

800

C‐ 10‐ 2001
9(711+ 鉄錯痕跡有り、ノ

ミ面力Л工有り

刻FH D 5(2+3)
刻印 B 11(8+3)

19-1003

C‐ 10‐ 2003 ε‐19‐ 1004 81

2200 ノミ面力H工有り

119 鉄錆痕跡有り、ノ
ミ面加工有り

C‐ 10‐ 2006 81

17(9+8) 鉄鰭痕跡有り、ノ
ミ面加工有り

C‐ 11‐ 1002 C2■ 1001 3

朱書 A(上 面) 5(4+1) 鉄錆痕跡有 り

ノミ面加工有 り
C‐ 21‐ 1003 11(7+4)

5(4+1) 鉄錯痕跡有り 01 刻印 C

C-11‐ 2001 ノミ面加工有 り 亥IFp B 10(4+6)
10(7+3) ノミ面加工有 り

C‐ 22‐ 1002 亥1印 B

C 2003 500 151 鉄錆痕跡有り

ノミ面加工有 り

刻印A 6(2+4)
1100 4(3+1)

C‐ 23‐ 1003 10(5+5)
C-12‐ 1001 刻印C

C‐ 23‐ 1004 131

10(6+4)
3

C‐ 24‐ 1002 3

C‐ 12‐ 1004 900
刻E口 A 友1ヒ「 D

その他 (― ) C24‐ 2001 亥」F口 D
C‐ 12‐ 2001
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翻 鶴

瘤財騒 Cem=峰 ) 刻EDキ刻字 ヨに要『
1麟 飲

I艤
糠 韓 線 鑢 鮒

来翼写謡雷駐肇許書箇所数 野 鞭

0242002 72 55 148 90tl !ざ

“

tゞ

C‐24‐2003 64 58 t2S 700 8 ,lFず 4

}242004 80 53 ISl lQQ0 1 鉄鯖嬢跡宿り

D¢子1001 99 22tll 12700 その他 鉄鱗藻鱗有り

独 79 146 lt00 烈印4
伊2岳 It103 88 116 GIJtl

}251004 60 66 128 m.

路 ●1005 119 6 1 J t l l a 〕
'古

1+

}學 I004 5S 100tl 2 0(5+0
}2併1005 52 I

319



報 告 書 抄 録

ふ りが な せんだいじょうほんまるあと

圭 名 仙台城本丸跡 1次調査

副 書 名 一石垣修復工事に伴う発掘調査報告書一 第 3分冊 出土遺物編

巻 次
つ
０

シリーズ名 仙台市文化財調査報告書

シリーズ番号 第 282集

編 集 者 名 金森安孝・渡部紀

編 集 機 関 仙台市教育委員会

所 在 地 〒9808671 仙台市青葉区国分町 3丁 目7 1 TEL022-214-8544

発行年月日 2005年 3月 31日

ふ りが な

調 査 地 点

な

地
噺
在

ふ

所
調査地点

コー ド

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

4100 1033

】ヒ糸婁 束経

せんだい じようあと

仙台 城 跡
本丸跡石垣

北壁付近
30° 15′ 01″ 140° 51′ 32′

′
1997.7.14

2004,3.31

約 5,000m2

本

垣

事

発

嗣
廂
蝕
肺
維

仙

丸

修

に
掘

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

仙台城跡 城館跡 江戸時代 石垣

磁器．・ガラ期製品．射醐

陶

瓦

ス
木

石
金

現存する石垣 (Ⅲ期石垣)の裏側から I期・

Ⅱ期の石垣を検出し、三期にわたる石垣の

変遷や各時代の石垣の詳細な内部構造が明

らかとなった。またⅢ期石垣背面の全面に

わたる階段状石列や、大規模な排水施設、

石敷遺構、戦国期城郭の虎口跡、通路跡な

どの遺構を確認した。金箔瓦や、多数の外

国産陶磁器、ヨーロッパ産ガラス製品、紀

年銘のある石材・木簡などの遺物が出土し

た。
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